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四
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第
二
八
五
窟
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造
型
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そ
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営
者
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関
す
る
諸
問
題
（
一
）
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
つ
い
て
（
二
）
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
お
け
る
諸
問
題
お
わ
り
に
は
じ
め
に
敦
煌
莫
高
窟
( 北
緯
40.1°
東
経
94.5°
) は
中
国
西
北
部
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
東
端
に
位
置
す
る
。
大
泉
河
と
呼
ば
れ
る
川
が
浸
食
し
て
で
き
た
鳴
沙
1
山
の
東
側
崖
面
に
、
高
さ
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
掘
ら
れ
た
石
窟
群
で
あ
る
（
口
絵
1 ）
。
莫
高
窟
の
創
始
期
に
つ
い
2
て
は
、
中
国
の
史
書
に
は
ほ
と
ん
ど
記
録
が
な
い
。
た
だ
唐
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
石
窟
の
開
創
に
つ
い
て
の
資
料
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
パ
リ
の
国
立
博
物
館
に
あ
る
唐
代
の
地
誌
『
沙
州
土
鏡
』
と
い
う
書
物
の
断
簡
で
、
永
和
八
年
癸
丑
の
年
に
石
窟
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。3
も
う
一
つ
の
資
料
は
、
唐
の
李
懐
譲
の
『
重
修
莫
高
窟
仏
龕
碑
』
で
あ
る
（
口
絵
11 ）。
も
と
も
と
莫
高
窟
の
第
十
四
窟
に
あ
っ
た
も
の
で
、
則
天
武
后
の
聖
歴
元
年（
六
九
八
）に
李
氏
が
石
窟
を
修
理
し
た
と
き
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
前
秦
の
建
元
二
年
( 三
六
六
）、
沙
門
の
楽
樽
と
い
う
者
が
あ
り
、
戒
行
、
清
虚
に
し
て
執
心
、
恬
静
で
あ
っ
た
。
林
野
に
杖
を
つ
き
、
こ
の
山
に
至
り
、
金
光
を
放
っ
て
千
仏
が
い
ま
す
ご
と
き
状
景
を
み
た
。
そ
こ
で
室
を
架
し
、
楽
樽
の
作
っ
た
龕
（
石
窟
）
の
側
に
ま
た
龕
を
作
り
、
伽
藍
を
建
て
た
。
そ
の
後
、
北
魏
時
代
に
な
っ
て
刺
史
の
建
平
公
と
東
陽
王
が
石
窟
を
つ
く
り
、
こ
の
土
地
の
人
々
も
努
力
し
て
石
窟
を
造
営
し
た
。
楽
樽
と
法
良
の
二
人
の
僧
が
莫
高
窟
の
開
山
で
あ
り
、建
平
公
と
東
陽
王
が
そ
の
造
業
を
つ
い
だ
。
序
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五
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要
と
そ
の
研
究
史
- 3 -
そ
の
後
、
四
百
余
年
た
っ
て
、
現
在
（
唐
代
）
で
は
、
合
計
千
余
室
あ
る
」
と
い
う
。
前
秦
の
建
元
二
年
（
三
六
六
）
に
、
楽
樽
と
法
良
の
二
人
を
石
窟
の
開
4
創
者
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
の
莫
高
窟
は
、
石
窟
が
六
百
余
現
存
し
、
そ
の
う
ち
壁
画
や
塑
像
の
あ
る
石
窟
が
四
百
九
十
二
で
、
石
窟
の
中
に
は
塑
像
が
二
千
四
百
余
体
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
壁
画
を
な
ら
べ
る
と
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
絵
画
、
彫
塑
、
建
築
、
仏
教
な
ど
の
分
野
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
の
第
二
八
五
窟
は
莫
高
窟
に
あ
る
5
重
要
な
石
窟
で
あ
り
、
西
魏
大
統
四
年
（
五
三
八
）（
図
１
）、
大
統
五
年
（
五
三
九
）
の
墨
書
題
記
（
図
２
）
が
あ
る
。
現
存
す
る
莫
高
窟
北
朝
時
代
の
石
窟
で
、
具
体
的
な
年
代
を
記
載
す
る
石
窟
は
こ
れ
た
だ
一
つ
で
あ
る
。6
一
、
西
壁
の
概
要
と
そ
の
研
究
史
（
一
）
西
壁
の
モ
チ
ー
フ
概
要
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
は
正
面
西
壁
に
三
仏
龕
が
彫
ら
れ
て
い
る
（
口
絵
３
）。
西
壁
中
央
に
円
拱
龕
の
大
仏
龕
を
開
き
、
仏
倚
像
を
安
置
し
て
本
尊
と
す
る
。
本
尊
仏
像
は
惜
し
く
も
頭
部
（
面
部
欠
損
）、
両
手
先
を
破
損
す
る
が
、
体
軀
は
良
好
で
あ
る
。
大
仏
龕
内
左
右
の
壁
面
に
接
し
て
立
っ
て
い
た
脇
侍
菩
薩
の
塑
像
二
体
は
失
わ
れ
た
（
欠
損
）。
大
仏
龕
内
の
頂
上
に
四
人
の
飛
天
図
が
あ
り
、
そ
の
下
部
の
左
右
壁
に
火
焔
紋
と
供
養
菩
薩
図
が
各
十
面
あ
る
。
供
養
菩
薩
は
、
裙
を
つ
け
裸
形
の
上
半
身
に
天
衣
を
か
け
る
も
の
、
袈
裟
を
ま
と
い
う
も
の
が
交
互
に
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
な
姿
を
と
る
。
大
仏
龕
の
龕
楣
に
は
唐
草
と
蓮
華
文
を
配
置
し
て
い
る
。蓮
華
の
中
に
は
化
生
童
子
が
十
一
体
あ
り
、
横
笛
や
、
腰
鼓
、
琵
琶
、
法
螺
な
ど
の
楽
器
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
。
清
信
女
史
崇
姫
所
供
養
大
代
大
魏
大
統
四
年
歳
次
戊
午
八
月
中
旬
造
在
居
眷
位
太
安
吉
普
及
蠕
動
之
類
還
登
常
楽
薩
因
斯
微
福
願
亡
者
神
遊
浄
土
永
離
三
途
現
為
七
世
父
母
所
生
母
父
敬
造
迦
葉
佛
一
区
並
二
菩
薩
非
積
櫐
何
能
済
抜
是
以
仏
弟
子
比
丘
鞏
化
仰
夫
至
闃
曠
正
為
塵
羅
所
約
聖
道
帰
趣
⋯
図１ 大代大魏大統四年題記
莫高窟･第二八五窟壁東より第六区目（西魏）
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
- 4 -
中
央
大
仏
龕
外
の
北
側
に
お
い
て
、
上
部
は
三
面
六
臂
で
上
方
の
手
に
日
月
を
か
か
げ
、
中
間
の
左
手
に
失
を
、
胸
前
に
あ
る
黒
い
左
手
に
は
弓
を
持
ち
、
水
牛
に
乗
る
。
肉
身
は
黒
変
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
翻
梵
語
』
に
よ
る
と
、
摩
醯
首
羅
天
（〈
梵
〉
M
ahe śvara の
音
写
）
は
、「
大
自
在
」
と
も
呼
ば
れ
、
三
目
八
臂
で
白
牛
に
乗
っ
て
い
る
と
知
ら
れ
る
。
摩
醯
首
羅
天
は
、
様
々
な
経
典
に
お
い
て
相
異
な
る
7
様
相
を
示
す
が
、
鎌
倉
時
代
に
日
本
で
書
か
れ
た
『
秘
鈔
問
答
』
は
、
諸
の
古
大
代
大
魏
大
統
五
年
五
月
廿
八
日
造
往
生
妙
楽
斎
登
正
覚
微
滅
後
愿
含
霊
抱
識
離
舎
三
途
於
八
難
現
在
老
苦
一
区
並
二
菩
薩
斯
微
福
愿
法
興
隆
魔
事
子
滑
￭
安
上
為
有
識
之
￭
敬
造
無
量
寿
仏
夫
従
縁
至
果
非
積
集
無
以
成
功
是
以
仏
弟
図１ 大代大魏大統五年題記
莫高窟第二八五窟壁東より第一区目（西魏）
典
に
記
さ
れ
た
そ
の
様
相
に
つ
い
て
、「
通
身
青
色
、
三
面
、
乗
黒
水
牛
、
六
臂
」
と
ま
と
め
て
、
第
二
八
五
窟
西
壁
の
姿
と
同
じ
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
摩
8
醯
首
羅
天
の
下
部
、
向
か
っ
て
左
側
に
は
四
臂
の
童
子
形
で
孔
雀
を
乗
る
鳩
摩
羅
天
が
描
か
れ
て
い
る
。鳩
摩
羅
天
の
右
側
は
人
身
象
頭
の
毗
那
耶
迦
天
と
し
、
も
と
は
イ
ン
ド
神
話
の
ガ
ネ
- シ
ャ
に
相
当
し
、
父
の
大
自
在
天
の
眷
族
を
統
轄
す
る
と
し
て
い
る
。
大
仏
龕
外
の
南
側
の
上
部
は
、
跌
坐
す
る
三
面
八
臂
の
9
那
羅
延
天
が
描
か
れ
て
い
る
。
那
羅
延
天
は
上
方
の
手
に
日
月
を
か
ざ
し
、
中
10
間
の
黒
い
手
に
貝
を
持
ち
、
法
輪
を
と
し
、
毘
琵
紐
天
と
も
呼
ば
れ
る
。
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
- 教
の
三
大
神
の
一
つ
で
あ
る
が
、
仏
教
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
仏
法
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
る
。
下
部
は
「
面
上
三
目
、
頭
宝
11
冠
」
の
帝
釈
天
と
そ
の
眷
属
で
あ
る
。
南
北
側
の
最
下
部
に
は
、
各
二
体
の
天
12
王
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
四
体
の
天
王
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
上
に
は
宝
冠
を
載
き
、
鎧
冑
を
つ
け
、
草
摺
を
た
ら
し
、
手
に
は
武
器
を
持
つ
。
四
方
を
鎮
守
す
る
四
天
王
で
あ
ろ
う
。
西
壁
の
最
上
部
は
、垂
帳
紋
の
下
に
青
い
地
色
を
塗
る
帯
状
の
部
分
が
あ
り
、
中
央
の
大
仏
龕
に
よ
り
左
右
二
つ
の
画
面
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（
口
絵
３
）。
そ
の
南
側
に
は
円
輪
の
中
に
馬
車
を
御
す
日
天
と
諸
天
を
描
い
て
い
る
。
北
側
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
図
像
が
あ
り
、
激
し
い
変
色
や
風
化
に
よ
っ
て
表
面
が
劣
化
し
て
い
る
が
、
円
輪
中
央
に
人
物
と
車
、
お
よ
び
車
輪
の
向
か
っ
て
左
側
に
鳥
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
- 5 -
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
頭
二
つ
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
南
北
二
つ
の
画
面
は
左
右
対
称
と
な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
西
壁
左
右
の
両
小
龕
に
は
各
一
体
の
坐
禅
僧
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
北
小
龕
の
坐
禅
僧
像
は
頭
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
南
小
龕
の
坐
禅
僧
像
は
完
全
に
残
っ
て
い
る
。
坐
禅
僧
像
は
袈
裟
を
通
肩
に
ま
と
い
、
静
か
に
禅
観
す
る
僧
の
姿
を
よ
く
表
し
て
い
る
。坐
禅
僧
像
の
背
後
に
は
逆
三
角
形
の
飾
り
が
描
か
れ
、
左
右
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
体
の
供
養
比
丘
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
高
僧
の
禅
観
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
南
小
龕
外
に
描
か
れ
る
半
裸
の
老
人
は
、
左
手
に
鳥
を
載
せ
、
獣
皮
を
腰
に
巻
き
、
天
衣
を
か
け
、
白
い
ひ
げ
を
蓄
え
て
お
り
、
婆
薮
仙
と
思
わ
れ
る
。
（
二
）
西
壁
に
お
け
る
先
行
研
究
の
諸
問
題
西
壁
の
密
教
的
な
モ
チ
ー
フ
に
対
し
て
、
賀
世
哲
氏
は
中
国
早
期
の
密
教
の
一
種
で
あ
る
「
雑
密
」
で
あ
り
、「
釈
迦
牟
尼
仏
が
密
教
経
典
を
説
法
す
る
場
面
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
、
南
北
の
二
小
龕
内
の
坐
禅
僧
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
派
遣
さ
れ
た
諸
の
神
王
の
保
護
に
よ
っ
て
、坐
禅
し
観
仏
し
て
い
る
僧
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
尊
仏
像
の
尊
名
に
つ
い
て
、
賀
氏
は
13
ま
っ
た
く
論
じ
て
い
な
い
、岡
田
健
氏
は
「
特
に
尊
格
を
示
す
特
徴
は
な
い
が
、
釈
迦
如
来
と
考
え
る
の
が
順
当
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
賀
氏
説
と
同
様
の
見
解
を
示
す
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
本
尊
仏
像
の
尊
名
に
対
し
て
決
定
14
的
な
証
拠
は
無
い
状
態
で
あ
り
、
本
尊
を
釈
迦
仏
と
し
た
結
論
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
日
天
像
と
月
天
像
に
つ
い
て
、
姜
伯
勤
氏
は
、
そ
の
日
天
像
が
波
斯
国
（
現
在
の
イ
ラ
ン
を
表
す
古
名
）
の
祅
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
に
お
け
る
15
16
神
々
の
一
つ
で
あ
る
ミ
ト
ラ
神
（
太
陽
神
）
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
張
元
林
氏
は
姜
氏
説
に
踏
ま
え
て
日
天
と
ミ
ト
ラ
神
と
の
17
関
係
お
よ
び
そ
の
伝
播
経
緯
を
論
じ
た
。
ま
た
、
日
天
像
と
月
天
像
を
あ
わ
せ
18
て
一
壁
面
に
表
し
た
形
式
に
つ
い
て
は
、
中
国
道
教
美
術
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
仏
教
で
は
最
高
の
聖
地
と
さ
れ
て
い
19
る
ボ
ー
ド
ガ
ヤ
ー
の
欄
楯
に
は
、
第
二
八
五
窟
の
日
天
像
と
同
じ
よ
う
な
浮
彫
の
図
像
が
あ
る
。
有
名
な
カ
ン
ダ
ギ
リ
石
窟
（
Khandagiri ）
第
三
窟
の
浮
き
彫
り
（
一
世
紀
頃
）
に
は
、
左
右
側
に
日
月
を
象
る
図
像
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
20
二
つ
の
遺
例
に
よ
っ
て
、
第
二
八
五
窟
の
日
天
像
、
お
よ
び
日
天
像
と
月
天
像
を
一
壁
面
に
配
置
し
た
構
図
は
、
す
べ
て
イ
ン
ド
石
窟
と
の
深
い
関
係
が
窺
え
る
。
二
、
南
壁
の
概
要
と
そ
の
研
究
史
（
一
）
南
壁
の
モ
チ
ー
フ
概
要
- 6 -
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
南
壁
の
最
上
部
に
お
い
て
、
垂
帳
紋
の
下
に
飛
天
が
十
二
体
奥
壁
に
向
か
っ
て
飛
翔
し
て
い
る
（
口
絵
４
、
口
絵
）。
飛
天
の
持
物
は
そ
れ
ぞ
れ
箜
篌
や
、
12
横
笛
、
阮
咸
な
ど
を
手
に
し
、
体
を
弓
な
り
に
し
て
向
か
い
く
る
風
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
持
物
に
よ
っ
て
、
飛
天
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
器
を
演
奏
す
る
、舞
を
演
ず
る
な
ど
、天
界
で
仏
に
対
す
る
供
養
を
行
っ
て
い
る
と
わ
か
る
。
飛
天
図
の
下
に
は
横
長
に
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
「
二
仏
並
坐
図
」
が
東
側
か
ら
西
側
へ
と
展
開
す
る
。「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
は
北
涼
曇
無
讖
が
翻
訳
し
た
『
大
般
涅
槃
経
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
、『
大
唐
西
域
記
』
を
典
拠
と
21
し
て
「
得
眼
林
的
伝
説
」
と
命
名
さ
れ
た
研
究
も
見
ら
れ
る
。
南
壁
東
側
よ
り
22
始
ま
る
こ
の
図
に
は
、
国
王
の
派
遣
し
た
官
軍
と
盗
賊
た
ち
の
戦
い
や
、
捕
え
ら
れ
、
服
を
脱
が
さ
れ
て
両
眼
を
抉
ら
れ
る
な
ど
の
酷
刑
を
受
け
る
様
子
、
宮
殿
を
隔
て
た
山
林
中
で
は
、
放
逐
さ
れ
て
眼
の
痛
さ
に
苦
し
む
盗
賊
た
ち
の
姿
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。眼
が
な
お
っ
て
仏
が
姿
を
表
す
場
面
、剃
髪
出
家
し
、
仏
の
説
法
を
聞
く
姿
も
描
か
れ
る
。
南
壁
の
一
番
右
の
場
面
に
は
、
二
仏
並
座
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
- ⑧
）。
12
南
壁
下
部
に
は
四
つ
の
禅
窟
が
開
け
ら
れ
て
い
る
、
北
壁
の
禅
窟
と
対
応
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
禅
窟
の
上
部
に
忍
冬
文
様
で
仏
龕
を
描
い
て
い
る
。
東
側
に
は
、
象
徴
的
な
山
岳
や
樹
木
を
背
景
と
し
て
、
上
部
で
は
左
手
に
鉢
を
持
っ
た
比
丘
に
一
女
が
跪
い
て
施
与
し
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
樹
下
、
禅
定
に
ふ
け
る
比
丘
を
描
き
、最
上
部
に
は
逆
さ
ま
に
な
っ
た
比
丘
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
段
は
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
序
章
に
あ
た
る
と
言
わ
れ
る
が
、
上
部
を
23
「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」（
口
絵
- ⑨
）
と
し
、
下
部
を
「
仏
度
水
牛
生
天
図
」
12
（
口
絵
- ⑩
）
と
す
る
研
究
も
見
ら
れ
る
。「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
は
、
南
壁
12
24
の
下
部
禅
窟
の
間
に
、
向
か
っ
て
左
か
ら
三
つ
の
場
面
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
東
側
第
一
と
第
二
禅
窟
と
の
間
に
お
い
て
は
、上
部
に
沙
弥
剃
度
出
家
の
場
面
、
下
部
で
は
師
の
説
法
を
聞
く
沙
弥
の
場
面
を
描
く
。
続
い
て
、
上
部
に
優
婆
塞
が
招
き
に
応
じ
出
か
け
る
際
、
娘
と
対
話
す
る
場
面
が
有
り
、
下
部
に
は
、
乞
食
沙
弥
と
優
婆
塞
の
娘
と
会
話
を
す
る
場
面
が
表
さ
れ
て
い
る
。
第
三
、
第
四
禅
窟
の
間
は
、
上
部
を
国
王
に
罰
金
を
納
め
る
優
婆
塞
が
と
し
、
こ
れ
を
聞
く
王
は
、
侍
者
の
さ
し
か
け
る
傘
蓋
や
扇
の
下
、
獣
皮
を
敷
物
と
し
て
、
籠
冠
を
つ
け
扇
を
持
し
て
坐
る
。
下
部
に
死
後
の
沙
弥
を
荼
毘
す
る
画
面
を
表
し
て
い
る
。南
壁
西
側
に
描
か
れ
る
の
は
、
雪
山
に
住
し
た
一
人
の
バ
ラ
モ
ン
の
物
語
で
あ
る
（
口
絵
- ⑰
、
⑱
）。
帝
釈
天
が
化
し
た
羅
刹
の
唱
え
る
「
諸
行
無
常
、
12
是
生
滅
法
」の
半
偈
を
聞
き
、歓
喜
し
た
バ
ラ
モ
ン
が
後
半
の
偈
を
聞
く
た
め
、
羅
刹
の
要
求
に
従
っ
て
そ
の
身
を
捧
げ
る
こ
と
を
誓
う
。「
生
滅
滅
己
、
寂
滅
為
楽
」
の
半
偈
を
聞
い
た
の
ち
、
高
樹
か
ら
身
を
投
じ
た
が
、
も
と
の
姿
に
復
し
た
帝
釈
天
が
こ
れ
を
救
い
、
バ
ラ
モ
ン
は
こ
の
善
縁
に
よ
っ
て
、
未
来
仏
の
- 7 -
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
弥
勒
に
値
遇
し
た
の
で
あ
る
。
図
の
上
部
は
、
後
半
の
偈
を
聞
い
た
バ
ラ
モ
ン
25
が
高
樹
に
登
り
、
そ
こ
か
ら
身
を
投
ず
る
と
こ
ろ
で
、
樹
下
で
は
、
こ
れ
を
受
け
と
め
る
べ
く
、
帝
釈
天
が
両
手
を
か
ざ
し
て
立
ち
、
中
ほ
ど
に
物
語
の
最
も
劇
的
な
場
面
で
あ
る
バ
ラ
モ
ン
の
投
身
を
、
特
に
大
き
く
表
し
て
い
る
。
下
部
で
は
、
羅
刹
か
ら
姿
を
復
し
た
帝
釈
天
と
諸
天
が
跪
い
て
バ
ラ
モ
ン
を
恭
敬
礼
拝
す
る
。
南
壁
の
故
事
画
は
、
北
壁
と
東
壁
と
と
も
に
当
時
の
中
原
絵
画
の
影
響
が
色
濃
く
示
さ
れ
て
、
密
教
的
な
図
像
の
西
壁
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。26
（
二
）
南
壁
に
お
け
る
先
行
研
究
の
諸
問
題
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
描
か
れ
た
戦
争
の
画
面
に
対
し
て
、
段
文
傑
氏
は
、
農
民
の
蜂
起
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
湧
き
起
こ
り
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
平
静
で
あ
っ
た
河
西
地
方
も
、
そ
う
し
た
激
動
の
波
を
蒙
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
壁
画
に
は
統
治
者
た
ち
が
軍
隊
や
法
律
の
力
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
ま
た
仏
法
に
救
い
を
求
め
、「
四
方
付
化
し
て
、
悪
賊
退
散
す
る
」
こ
と
を
願
っ
て
、
自
ら
の
安
寧
の
保
障
と
し
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
須
藤
弘
敏
氏
27
は
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」、
天
井
の
坐
禅
比
丘
と
の
関
連
性
を
論
じ
た
。
樊
錦
詩
氏
ら
は
、
美
学
的
な
視
点
か
ら
、「
五
百
強
盗
成
28
仏
図
」
に
あ
る
強
盗
の
服
装
に
対
し
て
、
丸
形
の
襟
を
「
中
国
式
の
曲
頸
」
と
命
名
し
た
。
五
つ
の
故
事
画
を
総
合
的
に
研
究
し
た
張
元
林
氏
の
研
究
で
は
、
29
30
五
つ
の
故
事
画
が
表
れ
た
中
心
思
想
を
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
し
た
上
で
、
第
二
八
31
五
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
北
周
第
二
九
六
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
第
二
八
五
窟
の
方
に
は
「
持
経
」
の
一
場
面
が
多
い
こ
と
、
南
壁
故
事
画
の
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
は
『
法
華
経
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
衆
生
皆
有
仏
性
」
を
表
し
た
こ
と
な
ど
が
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
張
氏
は
、
ま
と
め
た
故
事
画
の
中
心
思
想
に
対
す
る
根
拠
が
不
足
し
て
い
る
。
五
つ
の
所
依
経
典
を
巡
り
、
異
な
る
経
典
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
と
他
石
窟
の
同
主
題
故
事
画
と
比
較
す
る
と
、
張
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
持
経
」
の
画
面
以
外
も
、
特
色
あ
る
表
現
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
。
三
、
北
壁
と
東
壁
と
天
井
に
つ
い
て
（
一
）
北
壁
の
モ
チ
ー
フ
概
要
32
北
壁
上
部
の
垂
帳
紋
の
下
を
七
つ
の
区
面
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
如
来
と
二
菩
薩
の
三
尊
形
式
の
説
法
図
、
お
よ
び
「
二
仏
並
坐
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
５
）。
北
壁
の
東
よ
り
第
一
区
の
仏
三
尊
下
部
の
発
願
文
東
側
は
男
性
供
養
者
で
あ
る
（
図
３
）。
第
一
体
は
比
丘
で
、
短
冊
形
の
囲
み
に
あ
っ
た
題
記
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
二
体
は
「
清
信
士
滑
黒
奴
供
養
」。
第
三
体
は
童
子
形
像
で
、
- 8 -
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
題
記
は
「
孫
昔
海
」
。
第
四
体
は
「
清
信
士
滑
一
供
養
」。
第
五
体
の
題
記
33
は
「
清
信
士
□
友
」
と
あ
る
。
発
願
文
西
側
は
女
性
供
養
者
で
、
第
一
体
は
「
比
丘
尼
道
容
供
養
之
像
」。
第
二
体
の
題
記
は
「
清
女
何
□
」。
第
三
体
の
題
記
は
「
息
女
□
媳
」。
第
四
体
は
「
息
女
阿
建
」。
第
五
体
の
題
記
は
「
息
女
頭
女
」。
第
六
体
の
題
記
は
「
息
女
難
當
」。
第
七
体
は
「
息
女
處
勝
」。
供
養
者
図
の
間
の
発
願
文
は
「
仏
弟
子
の
滑
黒
奴
は
、
上
は
有
識
の
類
の
た
め
に
、
無
量
寿
仏
一
軀
と
二
菩
薩
を
敬
造
す
、
こ
の
微
福
に
よ
り
、
願
わ
く
は
仏
法
興
隆
し
、
魔
事
微
滅
せ
ん
こ
と
を
。
後
で
願
わ
く
は
、
含
霊
が
識
を
抱
き
、
三
途
八
難
を
離
捨
し
、
現
に
老
苦
に
在
る
も
、
往
生
の
妙
楽
も
て
、
斉
し
く
正
覚
に
登
ら
ん
こ
と
を
。
大
代
大
魏
大
統
五
年
五
月
廿
一
日
造
り
訖
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
発
34
願
文
に
よ
れ
ば
、
第
一
区
の
説
法
図
の
本
尊
は
過
去
仏
の
無
量
寿
仏
で
あ
る
、
造
営
時
代
の
大
魏
大
統
五
年
は
紀
元
五
三
九
年
に
あ
た
り
、
西
魏
文
帝
の
元
宝
炬
の
年
号
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
供
養
者
の
姓
氏
の
「
滑
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
西
北
少
数
民
族
の
姓
に
多
い
。
女
性
供
養
者
の
ほ
と
ん
ど
は
「
滑
氏
」
の
眷
属
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
東
よ
り
第
二
区
の
題
記
は
剥
落
し
て
読
め
な
い
。
発
願
文
東
側
第
一
体
の
比
丘
の
短
冊
形
に
「
比
丘
曇
珠
之
像
」
と
あ
る
（
図
４
）。
そ
の
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。
仏
三
尊
は
第
一
区
、
第
二
区
と
も
に
ほ
と
ん
ど
同
タ
イ
プ
で
あ
る
。
説
法
印
を
と
り
、
褒
衣
博
帯
の
大
衣
を
ま
と
い
、
方
座
に
結
跏
趺
坐
す
る
が
。
座
に
衣
の
裙
を
長
く
垂
れ
、
襞
と
衣
端
は
形
式
的
に
整
理
さ
れ
て
、
西
魏
に
典
型
と
も
い
え
る
裳
懸
座
を
形
成
し
て
い
る
。
脇
侍
菩
薩
は
秀
麗
な
容
姿
の
中
原
型
で
あ
る
。
第
三
区
（
図
５
）
の
仏
三
尊
下
に
も
発
願
文
が
あ
り
、
発
願
文
は
ま
っ
た
く
判
別
で
き
な
い
が
、
発
願
文
の
東
側
一
人
目
は
そ
の
他
の
区
と
同
じ
よ
う
な
比
丘
の
画
像
が
あ
る
。
東
よ
り
第
四
区
の
仏
三
尊
の
下
に
発
願
文
は
「
夫
従
縁
至
果
、
非
積
集
無
以
成
功
、是
以
仏
弟
子
滑
□
安
上
為
有
識
之
類
、敬
造
無
量
寿
仏
一
区
並
二
菩
薩
。
因
斯
微
福
、
願
法
興
隆
、
魔
事
微
滅
、
後
愿
含
霊
抱
識
離
舎
三
途
於
捨
八
難
、
現
在
老
苦
、
往
生
妙
楽
、
斎
登
正
覚
。
大
代
大
魏
大
統
五
年
五
月
廿
八
日
造
訖
」
と
書
い
て
い
る
（
図
６
）。
発
願
文
東
側
男
性
供
養
者
の
一
人
目
の
短
冊
形
に
「
清
信
士
滑
□
安
供
養
像
」
と
あ
り
、
二
人
目
は
「
滑
□
」
と
あ
る
。
以
下
三
人
の
傍
題
は
剥
落
し
て
読
め
な
い
。
西
側
女
性
供
養
者
の
一
人
目
は
「
清
信
女
丁
愛
安
供
養
仏
持
」
と
記
さ
れ
、
三
人
目
は
「
滑
□
□
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
35
そ
の
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
五
区
の
仏
三
尊
の
下
に
発
願
文
が
あ
る
。
発
願
文
は
「
夫
従
縁
至
果
、
非
積
集
無
以
成
功
、
是
以
仏
弟
子
、
比
丘
恵
遵
仰
為
有
識
之
類
、
敬
造
拘
那
含
牟
尼
仏
一
区
並
二
菩
薩
。
因
斯
微
福
□
、
仏
法
興
隆
、
魔
事
□
滅
、
□
□
安
吉
□
□
斎
登
正
覚
、
大
代
大
魏
大
統
□
八
□
中
旬
造
」
と
あ
る
。
発
願
文
の
両
側
の
供
養
者
は
と
も
に
女
性
で
あ
る
。
東
側
第
一
体
は
「
比
丘
尼
恵
勝
供
養
持
」
と
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
読
め
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序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
な
い（
図
７
）。発
願
文
に
よ
っ
て
説
法
図
の
本
尊
は
拘
那
含
牟
尼
仏
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
比
丘
尼
道
容
供
養
之
像
清
信
士
滑
黒
奴
供
養
清
信
士
□
友
供
養
孫
昔
海
清
信
士
滑
一
供
養
息
女
□
媳
息
女
阿
建
清
女
何
□
息
女
難
當
息
女
處
勝
夫従縁至果、非積無以成功、是
以仏弟子滑黒奴上為有識之類、
敬造無量寿仏一区並二菩薩。因
斯微福、愿法興隆、魔事微滅、
後愿含霊抱識離舎三途八難、現
在老苦、往生妙楽、斎登正覚。
大代大魏大統五年五月廿一日造
図３ 発願文と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第一区目（西魏）
図４ 発願文と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第二区目（西魏）
図５ 発願文と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第三区目（西魏）
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比
丘
尼
恵
勝
供
養
時
夫従縁至果、 非積無以成功、
是以仏弟子比丘恵遵仰為有
識之類、 敬造拘那含牟尼仏
一区並二菩薩。因斯微福、
仏法興隆、魔事 滅￭安吉
￭￭￭￭￭斎登正覚 。
大代大魏大統￭￭八￭中旬造
図７ 発願文と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第五区目（西魏）
図６ 発願文と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第四区目（西魏）
図８ 発願文と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第六区目（西魏）
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
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序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
第
六
区
の
仏
三
尊
の
下
部
の
発
願
文
は
「
夫
至
極
闃
曠
正
為
塵
羅
所
約
、
聖
道
帰
趣
、
□
□
、
非
積
壘
何
能
済
抜
、
是
以
仏
弟
子
比
丘
鞏
化
、
仰
為
七
世
父
母
所
生
母
父
、
敬
造
迦
葉
仏
一
区
並
二
菩
薩
、
因
此
微
福
、
願
亡
者
神
遊
浄
土
、
永
離
三
途
。
現
在
居
眷
、
位
太
安
吉
、
普
及
蠕
動
之
類
。
還
登
常
楽
、
大
代
大
魏
大
統
四
年
歳
次
戊
午
八
月
中
旬
造
、比
丘
鞏
化
供
養
時
。」と
あ
る（
図
８
）。発
願
文
の
東
側
は
男
性
供
養
者
に
は
、
一
人
目
の
比
丘
は
切
り
取
ら
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
記
録
に
よ
る
と
「
比
丘
鞏
化
供
養
時
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
二
人
目
は
「
清
信
士
陰
安
帰
所
養
時
」、
三
人
目
は「
信
士
陰
荀
生
供
養
」、四
人
目
は「
信
士
陰
興
誠
供
養
時
」、五
人
目
は「
信
士
陰
胡
仁
供
養
」、六
人
目
は
第
五
区
に
は
み
出
し
「
信
士
陰
普
化
供
養
」と
あ
る
。
七
人
目
は
童
形
像
、「
化
息
法
和
供
養
」と
記
さ
れ
て
い
る
。西
側
は
女
性
供
養
者
と
し
、一
人
目
は「
清
信
女
史
崇
姫
所
供
養
」、二
人
目
は「
信
女
阿
丑
供
養
」、二
人
目
は「
信
女
乾
帰
供
養
」、四
人
目
は「
信
女
乾
□
供
養
」、五
人
目
は「
信
女
阿
媚
供
養
」、
六
人
目
は
「
信
女
娥
女
供
養
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
発
願
文
に
よ
っ
て
説
法
図
の
本
尊
は
迦
葉
仏
で
あ
り
、
大
統
四
年
は
西
暦
五
三
八
年
で
、
こ
の
石
窟
に
現
存
す
る
最
も
早
い
紀
年
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
第
七
区
の
説
法
図
は
「
二
仏
並
坐
図
」
で
あ
り
、
こ
の
二
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
方
座
に
結
跏
趺
坐
し
、
説
法
印
を
結
ぶ
姿
で
現
し
て
い
る
。
台
座
の
下
の
発
願
文
と
供
養
者
の
短
冊
形
の
文
字
は
剥
落
し
て
す
べ
て
見
え
ず
、他
の
区
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
発
願
文
の
東
側
に
三
人
の
漢
服
を
着
て
い
る
男
性
画
像
と
西
側
に
漢
服
を
着
て
い
る
女
性
画
像
を
描
い
て
い
る
（
図
９
）。こ
れ
は
南
壁
西
側
の
「
二
仏
並
坐
図
」と
も
対
応
し
て
い
る
。
供
養
図
と
発
願
文
の
下
部
に
お
い
て
、
忍
冬
文
様
で
龕
の
楣
を
描
く
小
禅
窟
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
仏
四
菩
薩
や
、
三
仏
二
菩
薩
な
ど
の
画
像
が
描
か
れ
る
。
（
二
）
東
壁
の
モ
チ
ー
フ
概
要
東
壁
方
面
は
石
窟
の
入
り
口
で
あ
り
、
そ
の
上
部
に
三
世
仏
が
描
か
れ
て
い
る
。
入
口
の
南
北
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
画
面
の
説
法
図
が
表
さ
れ
て
い
る
。
入
口
の
北
側
に
仏
説
法
図
が
一
面
あ
り
、
本
尊
は
「
無
量
寿
仏
」、
右
脇
内
側
「
無
盡
菩
薩
」、
左
脇
内
側
「
文
殊
師
利
菩
薩
」、
右
外
「
観
世
音
菩
薩
」、
左
外
「
大
□
志
菩
薩
」、
上
部
の
右
内
側
「
阿
難
之
像
供
養
仏
時
」、
左
内
側
「
摩
訶
迦
葉
之
像
」、
右
外
側
「
舎
利
弗
之
像
」、
左
外
「
目
連
之
像
」
と
書
さ
れ
て
い
る
。
説
法
図
の
下
部
に
発
願
文
と
そ
の
南
側
十
四
人
の
男
供
養
人
の
画
像
、
北
側
に
十
三
人
の
女
供
養
人
の
画
像
が
あ
る
。
入
口
の
南
側
の
説
法
図
は
北
側
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
銘
文
は
一
切
読
め
な
い
。
そ
し
て
、
北
壁
の
説
法
図
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
様
式
を
示
し
て
い
る
。
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図９「二仏並座図」と供養者像
莫高窟第二八五窟北壁東より第五区目（西魏）
（
三
）
第
二
八
五
窟
の
天
井
に
つ
い
て
伏
斗
形
の
天
井
の
中
心
に
蓮
華
文
様
を
描
く
、
四
隅
に
三
角
形
の
カ
ー
テ
ン
と
饕
餮
紋
と
流
蘇
紋
様
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
井
西
側
（
口
絵
７
）
に
お
い
て
、
上
段
の
中
央
に
は
二
飛
天
が
向
か
い
合
い
、
飛
天
の
両
側
に
は
太
鼓
を
叩
く
雷
神
、
そ
の
下
部
中
央
に
は
鮮
花
を
盛
っ
た
大
盆
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
飛
廉
を
置
く
。
大
仏
龕
の
龕
楣
の
上
に
蓮
華
か
ら
化
生
す
る
童
子
が
鮮
花
を
盛
っ
た
大
盆
を
頭
上
に
掲
げ
て
い
る
、
そ
の
北
側
に
は
飛
天
と
朱
雀
、
南
側
に
は
鳳
凰
に
乗
っ
た
仙
人
と
飛
天
、
及
び
底
部
に
坐
禅
僧
を
六
人
表
わ
し
て
い
る
。
天
井
南
側
（
口
絵
８
）
に
は
、
中
央
上
部
の
蓮
華
の
中
に
摩
尼
宝
珠
が
あ
り
、
そ
の
両
側
を
飛
天
が
支
え
持
ち
、
下
部
に
飛
廉
、
迦
楼
羅
（
朱
雀
）、
長
柄
を
持
つ
飛
天
の
よ
う
な
羽
人
、
九
つ
の
頭
を
持
つ
毗
摩
質
多
（
開
明
）、
飛
天
、
人
非
人
（
烏
獲
）
な
ど
、
底
部
に
坐
禅
僧
十
一
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
井
東
側
（
口
絵
９
）
は
、
上
段
の
中
央
に
開
敷
の
蓮
華
と
摩
尼
宝
珠
、
そ
の
左
右
は
人
面
蛇
身
で
、
袖
の
上
衣
を
つ
け
て
、
胴
部
に
は
太
陽
と
月
の
中
に
三
足
烏
と
蟾
蜍
、
手
に
は
定
規
と
コ
ン
パ
ス
を
持
つ
。
人
類
創
造
の
神
々
で
伏
義
（
宝
応
声
菩
薩
･ 日
天
）
と
女
媧
（
宝
吉
祥
菩
薩
･ 月
天
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
下
部
中
央
に
二
人
の
力
士
を
、
そ
の
北
側
に
人
非
人
（
烏
獲
）
と
飛
天
、
南
側
に
九
つ
の
頭
を
持
つ
毗
摩
質
多
（
開
明
）、
底
部
に
坐
禅
僧
八
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
井
北
側
（
口
絵
10 ）
に
は
、
中
央
上
部
や
や
東
寄
り
に
鮮
花
を
、
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
- 13 -
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
そ
の
左
右
に
二
人
の
飛
天
を
向
か
い
合
わ
せ
、
そ
の
下
に
は
各
種
の
神
仙
や
妖
怪
を
描
く
。
人
面
鳥
身
は
禺
強
で
あ
り
、
獣
頭
人
身
の
怪
物
で
、
両
手
に
金
剛
杵
を
ふ
り
か
ざ
す
の
は
霹
電
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
飛
廉
、
毗
摩
質
多
（
開
明
）
な
ど
も
見
え
る
。
底
部
に
坐
禅
僧
十
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
四
）
北
壁
と
東
壁
と
天
井
の
研
究
史
北
壁
七
面
の
仏
説
法
図
に
お
け
る
本
尊
に
つ
い
て
、
張
大
千
氏
の
『
漠
高
窟
記
』
は
釈
迦
仏
と
多
宝
仏
な
ど
の
八
仏
と
し
、『
敦
煌
莫
高
窟
内
容
総
録
』
は
36
無
量
寿
仏
、
拘
那
含
牟
尼
仏
、
迦
葉
仏
、
釈
迦
と
多
宝
と
し
、『
中
国
石
窟
- 敦
37
煌
莫
高
窟
』
は
、
過
去
の
七
仏
と
多
宝
仏
と
し
、
ほ
か
に
七
仏
と
弥
勒
仏
、
過
38
去
七
仏
な
ど
の
説
も
あ
る
。
段
文
傑
氏
は
発
願
者
に
よ
っ
て
自
由
に
組
み
合
わ
39
せ
た
結
果
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。40
北
壁
と
東
壁
の
説
法
図
下
部
の
供
養
図
に
描
か
れ
た
人
物
群
中
に
お
い
て
、
香
炉
な
ど
を
携
え
て
先
頭
に
立
つ
比
丘
形
の
人
物
像
は
、
仏
教
教
団
の
教
化
僧
の
姿
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
少
数
民
族
の
よ
う
な
人
は
、
氈
帽
を
か
ぶ
り
、
袴
41
褶
を
穿
い
て
、
腰
に
は
革
帯
を
つ
け
、
水
壺
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
小
刀
等
の
生
活
用
具
を
携
え
る
姿
に
表
さ
れ
、
段
氏
は
北
方
民
族
の
胡
服
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
女
性
供
養
像
に
つ
い
て
、
そ
の
頭
部
は
鬟
髻
で
飾
ら
れ
、
鬢
を
42
長
く
垂
ら
し
、
大
袖
の
襦
と
縞
文
様
の
裙
を
ま
と
う
。
段
氏
は
、
北
魏
孝
文
帝
の
服
制
改
革
後
、
鮮
卑
貴
族
婦
人
に
広
く
行
わ
れ
た
服
装
で
あ
り
、
漢
化
し
た
鮮
卑
族
の
服
装
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
石
松
氏
に
よ
れ
ば
、
服
飾
改
革
以
前
43
の
北
魏
に
お
い
て
は
、
仏
教
美
術
も
墓
葬
美
術
も
、
登
場
人
物
を
鮮
卑
族
の
服
装
で
表
し
て
い
た
。
即
ち
、
本
来
の
胡
服
と
違
い
、
漢
服
に
似
て
い
る
と
指
摘
44
し
て
い
る
。
な
お
、
石
松
氏
は
、
漢
姓
の
胡
服
供
養
者
は
実
に
漢
族
と
言
い
な
が
ら
、
胡
族
王
に
対
す
る
服
従
の
意
思
を
表
示
す
る
た
め
、
自
ら
を
胡
服
の
姿
で
表
現
し
て
、
国
家
の
理
想
の
臣
民
像
と
い
う
政
治
的
、
社
会
的
な
意
味
を
込
め
た
と
考
え
た
。
ま
た
、
長
岡
龍
作
氏
は
北
魏
時
代
雲
崗
石
窟
の
例
か
ら
、「
仮
45
装
」
と
す
る
説
を
提
出
し
て
い
る
。
氏
は
「
隔
絶
し
た
非
日
常
的
な
世
界
に
属
す
る
こ
と
で
あ
り
」、「
表
象
と
し
て
の
異
国
」
と
い
う
問
題
に
包
摂
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。46
天
井
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
は
多
く
の
相
違
点
が
あ
る
。
例
え
ば
、
天
井
南
側
の
鳳
凰
に
乗
っ
た
仙
人
に
つ
い
て
は
、
乗
鸞
仙
女
（
段
氏
）
と
太
昊
帝
の
母
（
姜
氏
）
と
二
種
の
説
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
点
を
総
合
47
的
に
整
理
す
る
と
、
大
体
四
つ
の
説
（
図
）
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
北
10
京
大
学
の
宿
白
氏
の
説
で
あ
る
。
宿
白
氏
は
中
国
化
（
中
国
文
化
の
影
響
し
た
/ 受
容
）
し
た
仏
教
モ
チ
ー
フ
（
表
中
卍
で
示
す
）
と
中
国
本
来
的
な
神
話
伝
説
の
モ
チ
ー
フ
（
表
中
で
☯
で
示
す
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
二
種
類
の
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
神
秘
的
な
仏
教
を
表
現
し
た
と
す
る
。
第
二
は
、
敦
煌
研
究
48
院
の
段
文
傑
氏
と
賀
世
哲
氏
な
ど
の
説
で
あ
る
。
段
氏
は
モ
チ
ー
フ
の
具
体
的
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序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
な
名
前
及
び
そ
の
由
来
を
研
究
し
た
上
で
、
中
国
固
有
の
伝
統
的
題
材
と
判
断
す
る
。
第
三
は
、
姜
伯
琴
氏
の
説
で
あ
る
。
姜
氏
は
四
面
に
あ
る
三
つ
の
虎
身
49
人
首
の
天
獣
は
、
中
国
漢
時
代
以
後
流
行
し
た
天
神
、
東
頂
の
伏
義
は
五
帝
の
う
ち
の
太
昊
帝
と
判
断
す
る
。
則
ち
「
三
皇
（
天
皇
、
地
皇
と
人
皇
）
五
帝
」
説
で
あ
る
。
ま
た
、
豕
首
（
龍
首
）
の
怪
物
と
雷
神
は
鮮
卑
族
の
畏
獣
や
神
･
星
神
等
と
判
断
し
た
。
第
四
は
、
仏
教
の
モ
チ
ー
フ
と
判
断
す
る
説
で
あ
る
。
50
賀
世
哲
氏
は
東
頂
の
伏
義
と
女
媧
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
、『
須
弥
四
域
経
』
に
あ
る
宝
応
声
菩
薩
と
宝
吉
祥
菩
薩
と
、史
葦
湘
氏
は
日
天
と
月
天
と
判
断
す
る
。51
以
上
四
つ
の
説
を
見
る
と
、
モ
チ
ー
フ
の
解
釈
の
相
違
は
、
そ
の
出
自
に
関
す
る
意
見
の
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
即
ち
、
地
域
的
に
は
胡
族
と
漢
族
と
の
争
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
壁
に
あ
る
供
養
人
の
民
族
（
鮮
卑
族
の
滑
氏
と
漢
族
の
陰
氏
等
）
と
対
応
し
、
石
窟
の
造
営
者
が
一
人
或
い
は
一
族
で
は
な
く
、「
合
弁
造
窟
」
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
田
林
啓
氏
は
、
天
井
に
は
中
国
の
伝
統
な
神
話
モ
チ
ー
フ
を
用
い
、
弥
勒
の
兜
率
天
の
華
や
か
な
世
界
が
描
か
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。52
四
、
第
二
八
五
窟
の
造
型
と
そ
の
造
営
者
に
関
す
る
諸
問
題
（
一
）
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
つ
い
て
第
二
八
五
窟
は
前
後
式
（
前
窟
と
主
窟
）（
口
絵
）
で
あ
り
、
主
窟
は
伏
2
斗
形
の
天
井
と
下
部
の
方
形
窟
（
図
）（
幅
6.4 ｍ
、
奥
行
5.9 ｍ
、
高
さ
4.3
5
ｍ
）
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
主
室
は
西
壁
に
仏
龕
三
基
を
設
け
る
ほ
か
、
南
北
の
両
側
壁
に
禅
窟
四
つ
を
開
く
。
蕭
黙
氏
に
よ
り
、
毗
訶
羅
式
（
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
）
と
呼
ば
れ
る
石
窟
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
は
精
舎
、
僧
院
、
住
所
と
い
う
意
味
で
、
僧
侶
た
ち
が
坐
禅
を
す
る
こ
と
、
小
乗
仏
教
の
修
行
法
で
あ
る
禅
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
石
窟
の
源
流
は
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
、
イ
53
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
石
窟
（
図
）
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
13
に
見
て
み
れ
ば
、
第
二
八
五
窟
の
八
つ
の
洞
窟
は
、
一
メ
ー
ト
ル
四
方
ほ
ど
で
あ
り
、そ
こ
で
生
活
の
で
き
る
規
模
で
は
な
い
し
、坐
禅
す
る
洞
窟
と
し
て
は
、
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
さ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
石
窟
中
央
に
は
方
形
の
土
壇
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
「
中
央
方
壇
」
を
取
り
あ
げ
た
数
多
く
の
先
行
研
究
は
、
石
窟
の
造
型
や
、
宗
教
的
機
能
、
及
び
時
代
的
、
地
域
的
な
特
徴
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
論
述
し
た
。
近
年
、「
中
央
方
壇
」
を
研
究
対
象
に
し
た
論
考
も
あ
り
、「
中
央
方
壇
」
が
仏
教
徒
た
ち
の
受
戒
す
る
機
能
を
持
つ
「
戒
壇
」
と
い
う
も
の
で
、
正
壁
の
本
尊
と
二
脇
侍
を
「
三
師
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
以
上
の
観
点
に
賛
成
し
、
引
用
し
54
て
い
る
論
文
も
少
な
く
な
い
。
一
方
で
、
ペ
リ
オ
探
検
隊
の
記
録
写
真
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
石
窟
中
央
に
は
、
現
存
の
低
い
土
壇
で
は
な
く
、
高
い
建
造
物
の
中
央
仏
塔
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
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第一形象 第二形象 第三形象 第四形象
西頂 執花供養飛天2卍＋飛天2卍 飛天
朱雀に乗る飛天1卍 乗鸞仙女 太昊帝の母
化生1卍 蓮華化童子
雷神2☯ 雷公
朱雀1☯
飛廉（風伯）2☯ 飛廉
北頂 飛天4卍＋執幡飛天1卍 飛仙
虎身人首の天獣1☯ 開明 地皇（天一） 毗摩質多
飛廉（風伯）2☯ 飛廉･天鹿・雨師 翼神
豕首（龍首）の怪物3☯ 烏獲・僻電 鮮卑族の畏獣 人非人
朱雀1☯ 朱雀 迦楼羅
人首朱雀1☯ 千秋･愚強
東頂 執花供養飛天2卍 力士
飛天1卍 飛天（飛仙）
六角摩尼（宝珠）1卍 摩尼宝珠 摩尼宝珠
伏義☯ 伏義 宝吉祥菩
薩･日天
女媧☯ 女媧 宝応声菩
薩･月天
鹿身人首の飛廉･風伯1☯ 飛廉
虎身人首の天獣1☯ 開明神獣 天皇･曜魄宝
豕首（龍首）の怪物1☯ 烏獲 鮮卑族の畏獣
南頂 飛天3卍＋執幡飛天1卍 飛仙
虎身人首の天獣1☯ 開明 人皇（太一） 毗摩質多
飛廉（風伯）1☯ 飛廉 翼神･星神
豕首（龍首）の怪物3☯ 計蒙 鮮卑族の畏獣 人非人
図 10 第二八五窟天井のモチーフにおける相違点
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
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序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
ま
た
、
東
壁
の
下
部
に
は
宋
代
の
供
養
人
像
が
あ
り
、
小
洞
窟
の
前
に
は
元
代
に
修
理
し
た
仏
塔
も
残
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
石
窟
内
に
西
夏
時
代
の
供
養
人
画
像
や
、
西
夏
文
の
題
記
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
時
代
に
よ
っ
て
、
石
窟
の
造
営
者
も
、
使
用
目
的
も
何
度
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
二
）
第
二
八
五
窟
の
造
営
者
に
関
す
る
諸
問
題
第
二
八
五
窟
の
造
営
者
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
主
な
説
が
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
敦
煌
研
究
院
の
段
文
傑
氏
、
賀
世
哲
氏
と
馬
徳
氏
の
説
で
、
東
陽
王
（
元
栄
）
を
造
営
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
根
55
拠
は
三
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、
石
窟
に
あ
る
墨
書
題
記
の
時
期
が
、
元
栄
が
「
瓜
州
（
敦
煌
）
刺
史
」
に
就
任
し
た
時
期
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、『
李
君
修
莫
高
窟
仏
龕
碑
』
に
あ
る
内
容
（
東
陽
王
は
莫
高
窟
で
大
き
な
石
窟
を
一
つ
造
営
し
た
）
と
、
元
栄
に
「
東
陽
王
」
の
号
が
授
け
ら
れ
た
こ
と
。
三
つ
目
は
、
石
窟
に
あ
る
中
原
の
「
秀
骨
清
像
」
と
い
わ
れ
る
作
風
の
画
像
で
あ
る
。
元
栄
は
元
中
原
の
洛
陽
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
画
風
も
中
原
か
ら
伝
来
し
た
も
の
と
推
定
し
た
。
第
二
は
、
北
京
大
学
の
宿
白
氏
の
説
で
あ
る
。
宿
白
氏
は
、
東
陽
王
（
元
栄
）
が
造
営
し
た
石
窟
は
第
二
四
九
窟
で
、
第
二
八
五
窟
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。56
そ
の
主
な
根
拠
は
四
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
第
二
四
九
窟
は
第
二
八
五
窟
と
同
じ
時
代
（
西
魏
）
に
造
営
さ
れ
た
石
窟
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
前
の
説
と
同
じ
『
李
君
修
莫
高
窟
仏
龕
碑
』
の
内
容
。
三
つ
目
は
、
第
二
四
九
窟
に
も
石
窟
に
あ
る
中
原
の
「
秀
骨
清
像
」
と
い
わ
れ
る
作
風
の
画
像
が
あ
る
こ
と
。
四
つ
目
は
、
元
栄
の
写
経
に
関
す
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
そ
の
研
究
に
よ
り
、
元
栄
は
天
王
を
特
に
重
視
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
四
九
窟
の
天
井
に
は
大
き
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
阿
修
羅
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
石
窟
に
は
多
く
の
少
数
民
族
供
養
者
の
名
前
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
石
窟
の
造
営
は
中
断
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
研
究
者
も
い
る
。
ま
た
、『
李
君
修
莫
高
窟
仏
龕
碑
』
は
造
営
者
を
判
断
す
る
根
拠
と
し
て
十
分
で
は
な
く
、
疑
問
点
も
少
な
く
な
い
。
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【
註
】
１
．
宇
野
朋
子
な
ど
「
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
に
お
け
る
壁
画
の
劣
化
へ
の
光
環
境
の
影
響
」『
保
存
科
学
』
2010 年
、
第
111 頁
。
２
．
大
場
詩
野
子
な
ど
「
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
壁
画
の
保
存
状
態
」『
保
存
科
学
』
2009 年
、
第
99 頁
。
３
．
羽
田
亨「
敦
煌
の
千
仏
洞
に
つ
い
て
」『
羽
田
亨
博
士
史
学
論
文
集
』歴
史
篇
所
収
、
京
都
大
学
文
学
部
、
1957 年
、
再
刊
、
同
朋
舎
、
1975 年
。
４
．「
莫
高
窟
者
、厥
初
秦
建
元
二
年
、
有
沙
門
楽
僔
戒
清
虚
、執
心
恬
静
。
當
杖
錫
林
野
、
行
止
此
山
、
忽
見
金
光
、
状
有
千
仏
。
遂
架
空
鑿
嶮
、
造
窟
一
龕
。
次
有
法
良
禅
師
、
従
東
屆
此
、
又
於
僔
師
窟
側
更
即
営
造
。
伽
藍
之
起
濫
觴
於
二
僧
。
復
有
刺
史
建
平
公
、
東
陽
王
等
各
修
一
大
窟
、
而
後
合
州
黎
庶
造
作
相
仍
、
実
神
秀
之
幽
岩
、
霊
奇
之
浄
域
也
。（
中
略
）
爰
自
秦
建
元
之
日
、
迄
大
周
聖
暦
之
辰
、
楽
僔
、
法
良
發
其
宋
宗
、
建
平
、
東
陽
弘
其
跡
。
推
甲
子
四
百
他
歳
、
計
石
窟
一
千
餘
龕
。
今
見
置
僧
徒
、
即
為
崇
教
寺
也
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
５
．
『
中
華
人
民
共
和
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ト
文
物
展
』
読
売
新
聞
社
、
1979 年
、
第
1
38 頁
。
６
．
樊
錦
詩
、
馬
世
長
、
関
友
恵
「
敦
煌
莫
高
窟
北
朝
石
窟
の
時
代
区
分
」『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
。
７
．
鳩
摩
羅
什
訳
『
翻
梵
語
』「
大
智
度
論
」
第
二
巻
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
5
4 巻
、
大
蔵
出
版
、
1991 年
1 月
、
第
1027 頁
。
８
．
頼
瑜
撰
『
秘
鈔
問
答
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
79 巻
、
大
蔵
出
版
、
1992 年
8 月
、
第
584 頁
。
９
．
段
文
傑
、
施
萍
婷
、
霍
熙
亮
、
鄧
健
吾
「
図
版
解
説
」『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
、
第
245 頁
。
.
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
一
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
12 巻
、大
蔵
10
出
版
、
1988 年
10 月
、
第
429 頁
。
.
段
文
傑
氏
他
（
1980 年
）
第
245 頁
。
11.
賀
世
哲「
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
西
壁
内
容
考
釈
」『
敦
煌
石
窟
研
究
国
際
討
論
会
12
（
石
窟
考
古
編
）
文
集
』、
遼
寧
美
術
出
版
社
、
1990 年
10 月
、
第
357 頁
。
.
前
掲
賀
世
哲
氏
（
1990 年
）、
第
350-356 頁
。
13.
岡
田
健「
第
285 窟
解
題
」『
敦
煌
石
窟
2- 莫
高
窟
第
二
八
五
窟
』、文
化
出
版
局
、
14
2001 年
6 月
、
第
59 頁
。
.
波
斯
国
と
は
、
中
国
に
お
け
る
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
呼
称
（
現
在
の
イ
ラ
ン
15
を
表
す
古
名
）
で
あ
る
。
.
祆
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
は
、
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
南
北
朝
末
期
に
中
国
に
16
伝
え
ら
れ
た
宗
教
で
あ
る
。
祆
と
は
、
胡
人
の
神
の
意
味
で
あ
り
、
信
仰
者
が
神
を
火
祆
と
よ
ん
だ
こ
と
が
由
来
で
あ
る
た
め
、
中
国
で
祆
教
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
火
を
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
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崇
拝
す
る
の
で
「
拝
火
教
」
と
も
言
わ
れ
た
。
.
姜
伯
勤『
中
国
祆
教
芸
術
史
研
究
』、三
聯
書
店
、2004 年
4 月
、第
204-207 頁
。
17.
張
元
林
「
論
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
日
天
図
像
的
栗
特
芸
術
源
流
」『
敦
煌
学
輯
18
刊
』
2007 年
第
3 期
、
第
161 －
166 頁
。
.
前
掲
賀
世
哲
氏
（
1990 年
）、
第
357 頁
。
19.
宮
治
昭「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ー
リ
ヤ
の
図
像
に
つ
い
て
」『
仏
教
芸
術
』
20
第
156 号
、
毎
日
新
聞
社
、
1984 年
9 月
、
第
65-66 頁
。
.
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
六
「
梵
行
品
」
第
八
之
二
、『
大
正
新
修
大
21
蔵
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
10 月
、
第
458 頁
。
.
常
書
鴻
『
中
国
の
名
画
- 敦
煌
の
壁
画
』
平
凡
社
、
1958 年
3 月
、
第
22 頁
。
22.
段
文
傑
他
「
図
版
解
説
」
は
、
最
初
に
「
序
章
」
説
を
示
し
、
数
多
く
の
研
究
23
論
文
が
引
用
さ
れ
た
。『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』第
一
巻
、平
凡
社
、文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
。
.
張
元
林「『
法
華
経
』仏
性
観
的
形
象
詮
釈
―
莫
高
窟
第
285 窟
南
壁
故
事
画
的
思
24
想
意
涵
」『
敦
煌
研
究
』、
2004 年
第
6 期
、
第
7-13 頁
。
.
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
四
「
梵
行
品
」
第
七
之
四
『
大
正
新
修
大
25
蔵
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
1988 年
12 月
、
第
450-451 頁
。
.
前
掲
段
文
傑
氏
他
（
1980 年
）
第
245 頁
。
26
27.
段
文
傑「
敦
煌
莫
高
窟
- 早
期
の
莫
高
窟
芸
術
」『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
a.
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
、
第
190 頁
。
段
文
傑
「
第
285 窟
図
版
解
説
」『
敦
煌
石
窟
２
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
』、
文
b.
化
学
園
、
文
化
出
版
局
、
2001 年
6 月
、
第
205 頁
。
. 段
文
傑「
十
六
国
、北
朝
時
期
的
敦
煌
石
窟
芸
術
」『
段
文
傑
芸
術
論
文
集
』、
c
甘
粛
省
人
民
出
版
発
行
、
1994 年
6 月
。
. 須
藤
弘
敏「
禅
定
比
丘
図
像
と
敦
煌
第
二
八
五
窟
」『
仏
教
芸
術
』第
一
八
三
号
、
28
毎
日
新
聞
社
、
1989 年
3 月
。
.
樊
錦
詩
、馬
世
長
、関
友
恵「
敦
煌
莫
高
窟
北
朝
石
窟
の
時
代
区
分
」第
一
巻
、
29
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
、
第
210 頁
。
.
張
元
林「『
法
華
経
』仏
性
観
的
形
象
詮
釈
―
莫
高
窟
第
285 窟
南
壁
故
事
画
的
思
30
想
意
涵
」『
敦
煌
研
究
』、
2004 年
第
6 期
、
第
7-13 頁
。
. 張
氏
は『
五
百
強
盗
成
仏
図
』は「
悪
人
成
仏
」と
し
、『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』は
31
「
持
戒
」と
し
、『
施
身
聞
偈
図
』は
「
捨
身
供
養
」と
し
、『
化
跋
提
长
者
及
姊
縁
』
は
「
女
人
成
仏
」
と
し
、『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
は
「
禽
獣
成
仏
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
解
読
さ
れ
た
。
.
敦
煌
文
物
研
究
所
『
敦
煌
莫
高
窟
内
容
総
録
』、
文
物
出
版
社
、
1982 年
11
32
a.
月
（
参
照
）。
賀
世
哲
「
石
室
札
記
」『
敦
煌
研
究
』、
1999 年
第
4 期
。
b.余
義
虎
「
論
敦
煌
西
魏
石
窟
仏
教
芸
術
の
多
元
化
特
征
」『
敦
煌
研
究
』、
2001
c.
序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
概
要
と
そ
の
研
究
史
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序
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
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と
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研
究
史
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第
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孫
作
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「
敦
煌
壁
画
中
的
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怪
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作
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』
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、
2002 年
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。
d.姜
伯
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敦
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壁
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研
究
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敦
煌
石
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研
究
国
際
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遼
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美
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出
版
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。
.
敦
煌
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『
敦
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莫
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』、文
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出
版
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発
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文
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縁
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仏
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仏
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史
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史
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史
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、
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。
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前
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氏
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45.
長
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龍
作
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現
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の
造
像
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研
46
究
』
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学
研
究
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基
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研
究
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研
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成
果
報
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書
、
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.
姜
伯
勤
『
敦
煌
芸
術
宗
教
与
礼
楽
文
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第
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研
究
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版
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、
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。
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文
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石
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巻
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凡
社
、
49
文
物
出
版
社
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敦
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神
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画
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史
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52
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史
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史
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莫
高
窟
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凡
53
社
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鵬
挙
『
敦
煌
石
窟
造
像
思
想
研
究
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文
物
出
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、
2009 年
8 月
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54.
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傑
「
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莫
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芸
55
術
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窟
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江
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術
出
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社
、
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。
賀
世
哲
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莫
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史
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、
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c.
宿
白
「
東
陽
王
与
建
平
公
（
二
稿
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中
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寺
研
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文
物
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社
、
56.
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は
じ
め
に
一
、
西
壁
の
諸
天
と
そ
の
眷
属
の
再
検
討
（
一
）
諸
天
と
そ
の
造
形
（
二
）
日
天
像
と
月
天
像
と
そ
の
構
造
の
展
開
二
、
西
壁
に
お
け
る
宗
教
思
想
（
一
）
諸
天
に
お
け
る
宗
教
思
想
（
二
）
西
壁
の
坐
禅
僧
と
弥
勒
思
想
三
、
む
す
び
は
じ
め
に
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
は
北
壁
に
書
か
れ
た
「
大
代
大
魏
大
統
四
年
歳
次
戊
午
八
月
中
旬
造
」
と
「
大
代
大
魏
大
統
五
年
四
月
廿
八
日
造
」
の
墨
書
銘
文
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
「
西
魏
窟
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
1
西
壁
を
そ
の
他
の
壁
面
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
背
景
の
地
色
、
画
風
お
よ
び
様
式
な
ど
に
相
当
顕
著
な
差
異
が
あ
り
、「
北
魏
窟
」
の
可
能
性
が
高
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
賀
世
哲
氏
は
、
西
壁
の
題
材
が
中
国
早
期
の
密
教
の
一
種
で
あ
2
る
「
雑
密
」
で
あ
り
、「
釈
迦
牟
尼
仏
が
密
教
経
典
を
説
法
す
る
場
面
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
、
南
北
の
二
小
龕
内
の
坐
禅
僧
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
派
遣
さ
れ
た
諸
の
神
王
の
保
護
に
よ
っ
て
、
坐
禅
し
観
仏
し
て
い
る
僧
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
が
、
本
尊
の
尊
名
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
論
じ
て
い
な
い
。
岡
田
健
氏
も
3
「
特
に
尊
格
を
示
す
特
徴
は
な
い
が
、釈
迦
如
来
と
考
え
る
の
が
順
当
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
賀
氏
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
西
壁
に
描
か
れ
た
日
天
像
と
4
月
天
像
に
つ
い
て
、
姜
伯
勤
氏
は
、
そ
の
日
天
像
が
波
斯
国
（
現
在
の
イ
ラ
ン
を
表
す
古
名
）
の祅
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
に
お
け
る
神
々
の
一
つ
で
あ
る
5
6
ミ
ト
ラ
神
（
太
陽
神
）
に
由
来
す
る
と
い
う
説
を
主
張
し
て
い
る
。
日
天
像
と
7
月
天
像
を
あ
わ
せ
て
一
壁
面
に
表
し
た
形
式
に
は
、
中
国
道
教
美
術
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
説
も
あ
り
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。8
本
研
究
は
、
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
諸
天
像
に
対
し
て
そ
の
姿
と
宗
教
的
機
能
を
再
検
討
し
つ
つ
、
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
図
像
と
キ
ジ
ル
石
窟
の
天
相
図
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
西
壁
に
描
か
れ
た
日
天
像
と
月
天
像
が
敦
煌
石
窟
に
伝
え
ら
れ
た
経
緯
を
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
経
典
に
書
か
れ
た
諸
天
の
宗
教
的
機
能
を
踏
ま
え
て
、
西
壁
の
坐
禅
僧
像
と
そ
の
背
後
の
飾
り
を
合
わ
せ
て
、
西
壁
が
基
づ
い
た
宗
教
思
想
に
つ
い
て
試
論
す
る
。
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一
、
西
壁
の
諸
天
の
再
検
討
第
二
八
五
窟
の
正
面
西
壁
に
は
三
仏
龕
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
西
壁
中
央
に
は
円
拱
龕
の
大
仏
龕
を
開
き
、
仏
倚
像
を
安
置
し
て
本
尊
と
し
（
な
お
大
龕
内
左
右
の
壁
面
に
接
し
て
立
っ
て
い
た
塑
像
二
体
は
失
わ
れ
て
い
る
）、
そ
の
左
右
の
小
仏
龕
に
は
各
一
体
の
坐
禅
僧
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
３
）。
大
龕
外
の
南
北
側
に
は
密
教
風
の
天
神
像
が
多
く
描
か
れ
、
南
側
の
龕
上
部
に
日
天
や
諸
星
、
北
側
の
龕
上
部
に
月
天
や
諸
星
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
一
）
諸
天
と
そ
の
造
形
西
壁
大
龕
外
の
北
側
に
描
か
れ
る
摩
醯
首
羅
天
に
つ
い
て
は
、
漢
訳
さ
れ
た
仏
教
経
典
に
多
く
の
記
載
が
あ
る
（
図
１
）。
そ
れ
ら
の
経
典
に
よ
る
と
、
摩
醯
首
羅
天
（〈
梵
〉
Mahe śvara の
音
写
）
は
「
大
自
在
」
と
も
呼
ば
れ
、
八
臂
9
を
持
ち
、
面
上
に
三
目
が
あ
り
、
白
牛
に
乗
っ
て
い
る
と
知
ら
れ
る
。「
四
臂
10
11
12
三
目
」
と
い
う
特
徴
を
説
く
経
典
も
あ
り
、
経
典
ご
と
に
相
異
な
る
様
相
を
示
13
す
が
、
鎌
倉
時
代
に
日
本
で
書
か
れ
た
『
秘
鈔
問
答
』
は
、
諸
の
古
典
に
記
さ
れ
た
そ
の
様
相
に
つ
い
て
、「
通
身
青
色
、
三
面
、
乗
黒
水
牛
、
六
臂
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
様
相
は
第
二
八
五
窟
西
壁
の
姿
と
等
し
く
、
雲
岡
石
窟
第
14
八
窟
（
北
魏
）
の
摩
醯
首
羅
天
と
も
類
似
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
図
２
）。
摩
醯
首
羅
天
の
下
方
に
は
「
象
頭
人
身
」
で
表
さ
れ
た
毘
那
夜
迦
（
図
３
）（
歓
喜
天
と
も
）
、
お
よ
び
「
騎
孔
雀
童
子
」
の
鳩
摩
羅
天
（
図
４
）
が
描
か
れ
、
15
16
摩
醯
首
羅
天
の
眷
属
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。17
な
お
、
摩
醯
首
羅
天
の
一
群
に
対
し
て
、
そ
の
反
対
側
に
同
じ
構
図
で
三
人
の
天
部
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
に
位
置
す
る
の
は
、
八
臂
の
那
羅
延
天
（
図
５
）
で
あ
り
、
下
方
は
「
面
上
三
目
、
頭
宝
冠
」
の
帝
釈
天
（
図
６
）
18
と
そ
の
眷
属
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
組
の
画
像
は
、
南
北
の
小
仏
龕
を
通
る
水
平
線
に
対
し
て
、
左
右
対
称
と
な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
仏
典
に
お
い
て
那
羅
延
天
は
、「
毘
紐
天
」
や
「
韋
紐
天
」
と
も
呼
ば
れ
、「
説
神
呪
」
の
機
能
を
持
ち
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
バ
ラ
モ
ン
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
三
大
19
神
の
一
つ
と
し
て
敦
煌
に
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。20
西
壁
上
部
の
天
井
と
接
す
る
位
置
に
は
、
青
い
地
色
を
塗
る
帯
状
の
部
分
が
あ
り
、
中
央
の
大
仏
龕
に
よ
り
左
右
の
二
つ
の
画
面
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（
口
絵
４
）。
そ
の
最
も
南
側
の
白
い
円
輪
に
は
、
二
臂
像
で
四
頭
立
て
の
馬
車
に
乗
っ
て
、
合
掌
す
る
菩
薩
形
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
７
）。
相
対
す
る
最
も
北
側
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
図
像
が
あ
り
、
激
し
い
変
色
や
風
化
に
よ
っ
て
表
面
が
劣
化
し
て
い
る
が
、
円
輪
中
央
に
人
物
と
車
、
お
よ
び
車
輪
の
向
か
っ
て
左
側
に
鳥
頭
二
つ
が
認
め
ら
れ
る
（
図
８
）。
先
行
研
究
は
、
南
側
の
画
像
を
日
天
、
北
側
の
画
像
を
月
天
と
し
て
い
る
。
天
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
青
21
い
帯
状
の
画
面
に
お
い
て
、
二
天
の
間
に
描
か
れ
た
楕
円
形
の
図
像
に
つ
い
て
22
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は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
天
と
月
天
の
眷
属
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。23図２ 摩醯首羅天雲岡石窟第八窟拱門（北魏）
図１ 摩醯首羅天
第二八五窟西壁中龕外北側
（北魏？）
図３ 毘那夜迦天
第二八五窟西壁中龕外北側（北魏？）
図４ 鳩摩羅天
第二八五窟西壁中龕外南側（北魏？）
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図５ 那羅延天
第二八五窟西壁中龕外南側（北魏？）
図６ 帝釈天とその眷属
第二八五窟西壁中龕外南側（北魏？）
図７ 日天
第二八五窟西壁南側上部（北魏？）
図８ 月天
第二八五窟西壁北側上部（北魏？）
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第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
（
二
）
日
天
像
と
月
天
像
と
そ
の
構
造
の
展
開
日
天
と
月
天
に
つ
い
て
、
隋
時
代
ま
で
の
漢
訳
経
典
に
は
日
天
子
と
月
天
子
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
数
多
く
の
経
典
は
、
日
天
と
月
天
と
い
う
略
称
24
で
表
し
て
い
る
。
第
二
八
五
窟
西
壁
に
お
け
る
日
天
と
月
天
を
一
壁
面
に
配
置
25
し
た
構
図
は
、
中
国
の
墓
葬
美
術
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
湖
南
省
に
あ
る
長
沙
馬
王
堆
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
Ｔ
形
帛
画
は
、
そ
の
上
部
の
左
側
に
月
を
蟾
蜍
と
し
、
右
側
に
太
陽
を
烏
と
し
て
表
し
て
い
る
（
図
９
）。
な
お
、
酒
泉
十
六
国
壁
画
墓
に
は
、
天
井
東
側
を
東
王
公
、
西
側
を
西
王
母
と
す
る
対
称
的
な
構
図
も
あ
る
（
図
）
。
以
上
の
よ
う
な
道
教
美
術
の
形
式
に
よ
10
26
っ
て
、
第
二
八
五
窟
西
壁
に
お
け
る
日
天
・
月
天
の
配
置
構
成
は
道
教
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中
国
古
来
の
陰
陽
の
調
和
と
い
っ
た
思
想
の
影
響
に
27
よ
り
、
日
天
･ 月
天
の
画
像
が
東
西
の
融
合
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。28
し
か
し
、
太
陽
（
日
輪
）
を
神
格
化
し
た
神
と
し
て
の
日
天
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
太
陽
崇
拝
に
関
す
る
先
史
時
代
の
岩
壁
画
に
始
ま
り
、
後
世
の
印
章
や
石
窟
彫
刻
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
紀
元
前
二
世
紀
の
バ
29
ク
ト
リ
ア
王
国
の
プ
ラ
ト
ー
ン
の
貨
幣
が
あ
り
（
図
）、
約
一
世
紀
後
、
仏
11
教
石
窟
と
し
て
の
バ
ー
ジ
ャ
ー
第
一
九
窟
に
も
ほ
ぼ
同
様
な
浮
き
彫
り
の
図
像
が
見
ら
れ
る
（
図
）。
そ
の
二
図
像
と
も
太
陽
神
が
四
頭
立
て
の
馬
車
に
乗
12
っ
て
い
る
が
、太
陽
神
と
並
列
式
四
頭
立
て
の
馬
は
み
な
側
面
向
き
に
表
さ
れ
、
敦
煌
第
二
八
五
窟
西
壁
の
日
天
像
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
で
は
最
高
の
聖
地
と
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
ド
ガ
ヤ
ー
（
Bodhgaya･ 仏
陀
伽
邪
）
に
も
遺
例
が
見
ら
れ
る
（
図
）。
ボ
ー
ド
ガ
ヤ
13
ー
の
欄
楯
に
は
太
陽
神
の
浮
彫
の
図
像
が
あ
る
の
だ
が
、
四
頭
の
馬
は
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
二
頭
ず
つ
側
面
向
き
に
表
し
、
太
陽
神
の
顔
は
正
面
向
き
に
し
て
、
第
二
八
五
窟
の
日
天
像
と
同
じ
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
の
太
陽
神
（
日
天
）
に
つ
い
て
は
、
中
国
東
伝
の
過
程
で
二
世
紀
か
ら
三
世
紀
に
彫
ら
れ
た
キ
ジ
ル
石
窟
第
一
七
窟
に
お
い
て
、
こ
れ
と
同
様
の
形
式
の
日
天
像
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
）
。
以
上
述
べ
て
き
た
日
天
像
14
30
の
展
開
に
よ
っ
て
、
同
じ
仏
教
系
の
遺
例
と
し
て
の
敦
煌
の
日
天
像
が
描
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
ミ
ト
ラ
神
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
31
仏
教
に
お
け
る
太
陽
神
に
由
来
す
る
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
西
壁
に
描
か
れ
た
日
天
像
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
東
漸
活
動
に
し
た
が
っ
て
、
西
域
各
国
を
経
由
し
て
敦
煌
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。な
お
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ン
ダ
ギ
リ
石
窟
（
Khandagiri ）
第
三
窟
の
浮
き
彫
り
（
一
世
紀
頃
）
は
、
画
面
中
央
の
日
天
が
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
日
天
像
と
同
じ
構
図
を
持
ち
、
そ
の
左
右
側
に
日
月
を
象
る
図
像
が
見
ら
れ
る
- 27 -
第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
（
図
）
。
15
32
図９ 出土帛画（模写）
長沙馬王堆一号墓（前漢））
図１０ 東王公と西王母
酒泉五胡十六国壁画墓天井（十六国時代）
東王公西王母
図１１ 太陽神
プラトーン王銀貨幣裏面（前二世紀）図１２ 太陽神
バージャー第一九窟（前一世紀）
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図１３ 太陽神
ボードガヤー欄楯（前一世紀）
図１４ 日天
キジル石窟第十七窟天井左側
（二～三世紀）
図１５ 太陽神と日・月
カンダギリ石窟第三窟（一世紀）
図１６ 日天と月天
キジル石窟第一一八窟主室天井（三～四世紀）
図１７ 日天と月天
キジル石窟第三八窟主室天井
（4-5世紀）
月天
日天
第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
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図１８ 日天
キジル石窟第一七一窟主室天井（四～五世紀）
図
天
相
図
キ
ジ
ル
石
窟
第
38 窟
主
室
天
井
（
四
～
五
世
紀
）
19
し
か
も
、
そ
の
左
右
に
配
置
さ
れ
た
日
月
の
図
像
は
、
キ
ジ
ル
石
窟
第
一
一
八
窟
（
三
- 四
世
紀
）
天
井
の
天
相
図
に
も
見
ら
れ
、
単
純
な
月
の
図
像
と
そ
33
の
周
り
の
円
形
飾
り
が
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
（
図
）。
そ
の
16
後
、
四
世
紀
～
五
世
紀
頃
に
お
い
て
、
キ
ジ
ル
第
三
八
窟
天
井
に
描
か
れ
た
月
天
像
は
、
月
の
外
縁
に
円
形
飾
り
を
付
し
た
上
、
白
い
鳥
を
二
重
縁
と
し
て
い
る
（
図
）。
そ
の
鳥
は
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
月
天
像
に
見
ら
れ
る
鳥
に
17
近
似
す
る
。
そ
し
て
、
同
時
期
の
第
一
七
一
窟
主
室
天
井
の
天
相
図
に
描
か
れ
た
月
天
像
は
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
月
天
と
同
じ
よ
う
に
二
輪
車
に
乗
る
菩
薩
形
の
人
物
で
表
さ
れ
て
い
る
（
図
）。
以
上
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
イ
ン
18
ド
の
月
の
図
像
は
、
同
じ
図
像
の
ま
ま
で
キ
ジ
ル
第
一
一
八
窟
に
転
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
西
域
に
お
い
て
、
莫
高
窟
の
月
天
像
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
菩
薩
形
の
人
物
、
二
輪
車
、
鳥
が
す
べ
て
登
場
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
、
カ
ン
ダ
ギ
リ
第
三
窟
の
浮
き
彫
り
を
あ
ら
た
め
て
見
れ
ば
、
太
陽
神
と
し
て
の
人
物
像
の
左
右
に
日
と
月
の
図
像
を
表
し
て
お
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
ジ
ル
石
窟
の
日
天
と
月
天
は
様
々
な
姿
で
一
壁
面
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
帯
状
の
天
相
図
に
は
、
二
天
像
の
間
に
金
翅
鳥
や
仏
立
像
、
風
神
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
図
）
。
以
上
で
、
莫
高
窟
19
34
第
二
八
五
窟
西
壁
に
描
か
れ
た
日
天
像
と
月
天
像
が
中
国
に
伝
来
し
た
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
敦
煌
の
日
天
像
と
月
天
像
、
お
よ
び
二
天
像
第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
- 30 -
第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
を
一
壁
面
に
配
置
し
た
構
図
は
、
中
国
道
教
か
ら
の
影
響
が
あ
る
か
否
か
の
問
題
に
関
わ
ら
ず
、
同
じ
仏
教
系
統
と
い
う
点
で
も
、
図
像
の
変
化
の
法
則
の
点
35
で
も
、
す
べ
て
イ
ン
ド
か
ら
、
西
域
各
国
を
経
由
し
て
伝
来
し
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
二
、
西
壁
に
お
け
る
宗
教
思
想
西
壁
の
諸
天
を
記
し
た
経
典
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
そ
の
地
位
と
功
能
を
表
す
内
容
は
、
ほ
ぼ
「
十
方
三
世
」
の
宗
教
思
想
と
関
わ
り
、
諸
の
経
典
に
お
い
て
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
以
下
、『
華
厳
経
』
と
略
す
）
に
そ
の
表
現
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
西
壁
に
お
け
る
坐
禅
僧
像
は
、
背
後
に
三
角
形
の
飾
り
が
描
か
れ
、
そ
の
よ
う
な
飾
り
は
弥
勒
菩
薩
像
に
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
一
）
諸
天
に
お
け
る
宗
教
思
想
ま
ず
、
諸
の
経
典
か
ら
大
千
世
界
の
主
で
あ
る
摩
醯
首
羅
天
の
宗
教
的
な
地
位
と
功
能
を
見
て
み
よ
う
。36
『
十
住
経
』
に
は
、「
菩
薩
摩
訶
薩
、
住
是
地
中
。
諸
十
方
仏
、
為
説
智
慧
、
令
通
達
三
世
、
正
知
法
性
相
、
以
智
普
覆
一
切
世
間
（
中
略
）
是
名
菩
薩
摩
訶
薩
第
十
菩
薩
法
雲
地
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
住
是
地
中
、
多
作
摩
醯
首
羅
天
王
」
と
あ
り
、
諸
十
方
の
仏
が
智
慧
を
説
法
す
る
為
に
、
摩
醯
首
羅
天
王
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
化
身
と
し
て
法
雲
地
（
大
法
の
雨
を
受
け
取
る
意
味
と
い
う
）
に
存
在
さ
せ
、
三
世
に
通
達
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
華
厳
経
』
に
37
は
「
是
故
此
地
、
名
為
法
雲
。
仏
子
、
此
地
菩
薩
、
於
一
世
界
、
従
兜
率
天
下
、
乃
至
涅
槃
随
所
応
度
衆
生
心
、
而
現
仏
事
（
中
略
）
普
遍
十
方
、
示
成
正
覚
、
乃
至
涅
槃
、
及
以
国
土
、
荘
厳
之
事
、
或
現
其
身
、
普
遍
三
世
、
而
於
身
中
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
摩
醯
首
羅
天
王
は
、
一
世
界
に
於
い
て
兜
率
38
天
か
ら
下
り
て
、衆
生
済
度
の
た
め
衆
に
あ
ま
ね
く
仏
事
を
現
ず
る
。そ
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
身
相
で
現
れ
、
縦
に
は
三
世
を
貫
き
、
横
に
は
十
方
世
界
に
普
遍
し
て
、
全
宇
宙
法
界
の
衆
生
を
済
度
す
る
功
能
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
摩
醯
首
羅
天
が
神
呪
を
説
く
こ
と
に
つ
い
て
、『
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
』
は
次
の
よ
う
に
説
く
。
当
知
皆
是
大
神
呪
力
、
其
諸
人
王
及
諸
行
人
、
欲
得
現
世
離
衆
患
難
、
欲
護
正
法
欲
得
安
隠
、
欲
得
国
土
無
諸
災
疫
豊
実
安
楽
。
其
王
応
当
勤
心
読
誦
（
中
略
）
於
月
八
日
十
四
日
十
五
日
、
離
常
住
処
在
空
静
地
、
浄
潔
洗
浴
妙
香
塗
身
、
著
新
浄
衣
、
於
夜
後
分
明
星
出
時
焼
香
、
散
五
色
妙
花
三
種
名
香
供
養
十
方
仏
已
、
然
後
三
称
我
名
摩
醯
首
羅
大
天
王
。39
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
摩
醯
首
羅
天
の
呪
力
に
よ
っ
て
、
現
世
で
苦
難
を
離
れ
て
、
正
法
の
護
持
と
国
土
の
安
穏
と
を
望
む
場
合
、
常
住
を
離
れ
て
清
浄
の
- 31 -
第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
地
に
て
、
浄
く
洗
浴
し
て
妙
香
を
身
に
塗
り
、
鮮
潔
の
衣
を
着
て
、
夜
の
後
分
に
於
い
て
明
け
の
明
星
の
見
え
る
時
に
焼
香
を
し
、
五
色
の
華
を
散
ら
し
て
三
種
の
名
香
で
十
方
仏
を
供
養
し
て
、
摩
醯
首
羅
大
天
王
の
名
を
称
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
西
壁
北
側
に
描
か
れ
た
摩
醯
首
羅
天
は
、
十
方
三
世
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
、神
呪
を
説
く
機
能
を
持
っ
て
い
る
。そ
し
て
、
西
壁
南
側
の
那
羅
延
天
の
神
呪
と
と
も
に
過
去
の
諸
仏
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。40
次
に
、
西
壁
に
描
か
れ
た
日
天
と
月
天
と
そ
の
眷
属
に
つ
い
て
、『
華
厳
経
』
に
は
「
復
有
日
光
天
子
、
於
照
十
方
諸
衆
生
身
尽
未
来
際
正
住
荘
厳
法
門
、
而
得
自
在
（
中
略
）
爾
時
日
天
子
、
承
仏
威
力
、
遍
観
一
切
日
天
子
衆
、
而
説
頌
言
、
仏
慧
光
明
無
辺
際
、
普
照
十
方
諸
国
土
（
中
略
）
復
有
月
天
子
、
於
調
伏
衆
生
普
照
法
界
法
門
、
而
得
自
在
（
中
略
）
爾
時
月
天
子
、
承
仏
神
力
、
遍
観
月
天
子
衆
。
以
偈
頌
曰
、
普
於
衆
生
放
大
光
、
十
方
国
土
見
如
来
」
と
書
か
れ
て
い
る
。日
天
と
月
天
は
、摩
醯
首
羅
天
と
那
羅
延
天
と
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
、
41
十
方
三
世
の
思
想
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
壁
に
お
け
る
諸
天
の
配
置
構
成
に
つ
い
て
は
、
本
尊
の
頭
の
高
さ
を
通
る
水
平
線
に
対
し
て
、
上
部
を
「
天
空
」
と
し
、
下
部
を
「
現
世
の
人
間
世
界
」
と
し
て
い
る
。
本
尊
を
挟
む
左
右
の
対
比
の
意
味
は
、
向
か
っ
て
左
側
を
「
昼
」
と
し
、
右
側
を
「
夜
」
と
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
（
図
）
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
八
五
窟
西
壁
の
配
置
構
成
は
、
縦
に
天
空
と
地
上
20
42
と
を
貫
き
、
横
に
昼
と
夜
の
世
界
を
表
し
、
時
間
的
･ 空
間
的
に
統
合
さ
れ
た
全
体
の
形
は
、
大
乗
仏
教
の
無
限
に
広
が
る
世
界
観
を
示
し
て
い
る
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図２０ 敦煌莫高窟第二八五窟西壁全図（北魏？）
『美術史』第一四二冊より転載
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第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
（
二
）
西
壁
の
坐
禅
僧
と
弥
勒
思
想
次
に
、
西
壁
の
二
つ
の
小
仏
龕
に
は
、
覆
頭
衣
を
纏
い
坐
禅
す
る
僧
侶
の
像
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
二
体
の
坐
禅
僧
像
の
背
後
に
は
、
逆
三
角
形
を
呈
す
43
る
飾
り
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
魏
第
二
七
五
窟
の
21
本
尊
で
あ
る
弥
勒
菩
薩
像
と
そ
の
南
北
壁
上
部
の
弥
勒
菩
薩
像
の
背
後
に
も
同
じ
飾
り
が
表
さ
れ
て
お
り
（
図
）、
北
魏
第
二
五
九
窟
北
壁
の
弥
勒
菩
薩
像
22
と
も
通
じ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
図
）。
第
二
八
五
窟
は
、
北
魏
末
23
期
に
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
石
窟
で
あ
る
た
め
、
西
壁
の
坐
禅
僧
像
に
逆
44
三
角
形
を
飾
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、
坐
禅
修
行
は
、
弥
勒
思
想
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
兜
率
天
に
往
生
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
45
実
の
比
丘
や
僧
侶
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
像
の
背
後
に
弥
勒
菩
薩
像
を
真
似
し
て
逆
三
角
形
を
飾
り
、
死
後
兜
率
天
に
往
生
し
て
、
弥
勒
に
値
遇
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
西
壁
に
開
か
れ
た
三
つ
の
仏
龕
に
つ
い
て
、
中
央
の
大
龕
に
は
如
来
倚
像
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
左
右
の
小
龕
内
に
は
、
両
脇
侍
と
し
て
の
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
こ
こ
で
は
代
わ
り
に
現
実
に
存
在
し
た
高
僧
の
姿
が
表
さ
れ
て
お
り
、敦
煌
石
窟
中
に
は
珍
し
い
配
置
構
成
で
あ
る（
口
絵
４
）。
そ
し
て
、
二
体
の
高
僧
が
い
ず
れ
も
頭
光
を
具
し
て
、
一
種
の
聖
僧
像
、
羅
漢
像
的
表
現
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
46
に
加
え
て
、
小
龕
に
は
天
井
に
蓮
華
紋
と
共
に
飛
天
、
像
の
左
右
に
は
供
養
比
丘
像
な
ど
も
配
置
さ
れ
て
い
る
（
図
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
八
五
窟
天
24
井
基
部
の
禅
定
比
丘
像
も
ほ
ぼ
お
な
じ
配
置
を
持
ち
、
須
藤
弘
敏
氏
は
「
修
行
中
の
比
丘
を
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、
禅
定
修
行
の
階
梯
を
す
べ
て
終
え
て
阿
羅
漢
を
獲
得
し
、
神
変
を
得
た
よ
う
な
高
僧
を
表
し
た
可
能
性
が
強
い
」
と
し
て
、
石
窟
の
機
能
と
し
て
は
、
高
僧
を
顕
彰
す
る
た
め
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。47
図２１ 坐禅僧
莫高窟第二八五窟西壁北龕（北魏？）
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勒
菩
薩
交
脚
像
敦
煌
莫
高
窟
第
二
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五
窟
西
壁
( 北
凉
)
22
図２３ 菩薩交脚像
敦煌莫高窟第二五九窟
北壁上層(北魏)
図２４ 供養比丘図 莫高窟第二八五窟西壁南龕内（北魏？）
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天
像
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月
天
像
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伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
一
方
、
高
僧
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
亡
く
な
っ
た
高
僧
な
ら
ば
、
そ
の
弟
子
か
ら
の
追
慕
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
実
に
存
在
し
て
い
る
高
僧
の
場
合
に
は
、そ
の
像
の
背
後
に
弥
勒
菩
薩
の
逆
三
角
形
の
飾
り
を
描
き
、
僧
が
現
世
の
弥
勒
を
暗
示
し
た
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
北
魏
延
昌
四
年
（
五
一
五
）、
冀
州
（
今
の
河
北
省
）
沙
門
法
慶
が
大
乗
と
名
乗
り
、「
新
仏
出
世
、
除
去
旧
魔
」
と
言
い
、
中
国
仏
教
史
に
お
け
る
「
大
乗
の
乱
」
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
高
僧
の
竺
法
護
が
敦
煌
菩
薩
48
と
称
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。49
三
、
む
す
び
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
お
り
、第
二
八
五
窟
西
壁
の
日
天
と
月
天
の
中
国
伝
来
、
お
よ
び
二
天
を
一
壁
面
に
描
い
た
配
置
構
成
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
イ
ン
ド
か
ら
西
域
各
国
を
経
由
し
て
敦
煌
莫
高
窟
に
伝
来
し
た
と
指
摘
で
き
た
。
西
壁
の
諸
天
像
の
機
能
に
つ
い
て
は
、「
十
方
三
世
」
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
ず
、
本
尊
如
来
像
の
左
右
側
に
描
か
れ
た
二
天
（
摩
醯
首
羅
天
と
那
羅
延
天
）
は
、
西
壁
の
諸
天
像
の
中
で
最
も
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
摩
醯
首
羅
天
は
三
世
に
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
那
羅
延
天
が
説
法
し
た
神
呪
は
過
去
諸
仏
か
ら
聞
い
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。『
華
厳
経
』
に
は
日
月
二
天
と
そ
の
眷
属
が
と
も
に
説
か
れ
、「
十
方
三
世
」
思
想
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
西
壁
の
坐
禅
僧
像
は
、
仏
の
二
脇
侍
の
位
置
に
安
置
さ
れ
、
頭
光
や
、
飛
天
、
蓮
華
紋
な
ど
を
配
置
し
、
神
格
化
し
た
高
僧
を
表
し
た
上
、
弥
勒
菩
薩
像
を
真
似
て
逆
三
角
形
の
飾
り
が
描
か
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
兜
率
天
へ
の
往
生
を
祈
願
す
る
こ
と
も
、現
世
の
弥
勒
を
暗
示
す
る
こ
と
も「
三
世
」
思
想
に
基
づ
い
た
弥
勒
思
想
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
西
壁
の
配
置
構
成
に
つ
い
て
は
、
上
部
を
「
天
空
」
と
し
、
下
部
を
「
現
世
の
人
間
世
界
」
と
し
、
向
か
っ
て
左
側
を
「
昼
」
と
し
、
右
側
を
「
夜
」
と
す
る
と
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
華
厳
経
』（「
如
東
方
、
南
西
北
方
、
四
維
上
下
、
一
切
世
界
諸
如
来
所
」
）
に
現
れ
て
い
る
世
界
50
観
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
第
二
八
五
窟
西
壁
の
配
置
構
成
は
、「
十
方
三
世
」
思
想
に
基
づ
い
て
大
乗
仏
教
の
広
い
世
界
観
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
西
壁
中
央
大
龕
に
安
置
さ
れ
て
い
る
如
来
像
（
口
絵
４
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
先
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、
現
存
史
料
に
も
当
初
の
様
子
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
西
壁
の
諸
天
の
機
能
と
そ
の
配
置
構
成
の
世
界
観
か
ら
見
れ
ば
、
本
尊
は
、
十
方
の
世
界
に
お
い
て
無
数
の
仏
陀
が
存
在
す
る
と
し
、『
華
厳
経
』
の
教
主
と
共
通
し
て
い
る
毘
盧
遮
那
仏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
第
二
八
五
窟
に
お
い
て
、
後
に
造
営
さ
れ
た
他
の
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三
壁
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
東
壁
を
三
世
仏
像
と
し
、
北
壁
を
過
去
七
仏
と
二
仏
像
と
し
て
い
る
。
南
壁
で
は
「
十
方
三
世
」
思
想
に
基
づ
き
、
弥
勒
三
会
の
51
52
画
面
を
表
し
て
い
る
。
天
井
に
は
、
さ
ら
に
中
国
の
伝
統
的
な
神
話
モ
チ
ー
フ
53
を
用
い
、
弥
勒
の
兜
率
天
の
華
や
か
な
世
界
が
描
か
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。さ
ら
に
、そ
の
三
壁
の
造
営
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
と
、
54
最
初
期
の
西
壁
の
「
十
方
三
世
」
の
思
想
を
理
解
し
た
上
で
、
西
壁
の
内
容
を
残
し
て
再
利
用
し
、
ま
た
自
ら
の
希
望
に
よ
っ
て
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。55
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石
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1997 年
。
．
. 姜
伯
勤
『
中
国
祆
教
芸
術
史
研
究
』、
三
聯
書
店
、
2004 年
4 月
、
第
204-2
３１
a
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第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
07 頁
。
. 張
元
林「
論
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
日
天
図
像
的
栗
特
芸
術
源
流
」『
敦
煌
b
学
輯
刊
』2007 年
第
3 期
、第
161 －
166 頁
。張
氏
論
文
は
姜
伯
勤
氏
説
に
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、日
天
と
ミ
ト
ラ
神
と
の
関
係
、お
よ
び
そ
の
伝
播
経
緯
を
論
じ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
仏
教
系
統
の
源
流
と
一
致
し
て
い
る
と
考
え
る
。
．
前
掲
宮
治
昭
氏
（
1984 年
）
第
67 頁
。
３２．壁
画
の
制
作
時
代
は『
中
国
新
疆
壁
画
芸
術
』第
一
巻「
克
孜
爾
石
窟（
一
）」（
新
３３
疆
美
術
撮
影
出
版
社
、
2009 年
9 月
）
を
参
照
し
て
い
る
。
．馬
世
長「
キ
ジ
ル
石
窟
中
心
柱
窟
の
主
室
窟
頂
と
後
室
の
壁
画
」『
中
国
石
窟
- キ
３４
ジ
ル
石
窟
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1984 年
7 月
、
第
174 頁
。
．
前
掲
賀
世
哲
氏
（
1990 年
）
第
350-356 頁
。
３５．
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
三
十
三
「
普
賢
菩
薩
行
品
」
第
三
３６
十
一
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
9 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
2 月
、
第
612 頁
。
．
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住
経
』
巻
第
四
「
妙
善
地
」
第
九
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
３７
10 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
4 月
、
第
531 頁
。
．実
叉
難
陀
訳『
大
方
広
仏
華
厳
経
』巻
第
三
十
九「
十
地
品
」、『
大
正
新
修
大
蔵
３８
経
』
第
10 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
4 月
、
第
270 頁
。
．東
晋
録『
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
』巻
第
三
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
３９
第
21 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
4 月
、
第
550 頁
。
．東
晋
録『
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
』巻
第
三
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
４０
第
21 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
4 月
、
第
550 頁
。
．
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
一
「
世
間
浄
眼
品
」
第
一
、『
大
正
４１
新
修
大
蔵
経
』
第
9 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
2 月
、
第
401-402 頁
。
．
前
掲
佐
々
木
律
子
氏
（
1997 年
）
第
135-136 頁
。
４２．浅
井
和
春
『
敦
煌
石
窟
学
術
調
査
第
一
次
報
告
書
』（
第
三
節
、窟
内
塑
像
に
つ
４３
い
て
）
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
、
1985 年
、
第
17-18 頁
。
．宿
白
「
参
観
敦
煌
莫
高
窟
第
285 号
窟
札
記
」『
中
国
石
窟
寺
研
究
』、文
物
出
版
４４
社
、
1996 年
8 月
、
第
209 －
211 頁
。
．宮
治
昭『
涅
槃
と
弥
勒
の
図
像
学
－
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
』、吉
川
弘
文
４５
館
、
1992 年
2 月
、
第
453-45 頁
。
．須
藤
弘
敏「
禅
定
比
丘
図
像
と
敦
煌
第
二
八
五
窟
」『
仏
教
芸
術
』第
183 号
、毎
４６
日
新
聞
社
、
1989 年
3 月
、
第
23 頁
。
．
前
掲
須
藤
弘
敏
氏
（
1989 年
）
第
24-25 頁
。
４７．塚
本
善
隆「
北
朝
仏
教
史
研
究
」『
塚
本
善
隆
著
作
集
』第
二
巻
、大
東
出
版
社
、
４８
1974 年
10 月
、
第
165-185 頁
。
．
慧
皎
撰
『
高
僧
伝
』
巻
第
一
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
50 巻
、
大
蔵
出
版
、
1
４９
990 年
10 月
、
第
326-327 頁
。
．実
叉
難
陀
訳『
大
方
広
仏
華
厳
経
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
10 巻
、大
蔵
出
版
、
５０
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第
一
章
「
十
方
三
世
」
の
法
界
曼
荼
羅
図
―
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
と
構
成
思
想
の
再
検
討
1988 年
4 月
、
第
441 頁
。
．賀
世
哲
「
石
室
札
記
―
重
新
解
読
莫
高
窟
第
285 窟
北
壁
八
仏
」、『
敦
煌
研
究
』
５１
2003 年
第
1 期
、
第
22-24 頁
。
．拙
稿「
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
南
壁
故
事
画
所
依
経
典
之
再
研
究
－
以
宗
教
思
想
５２
為
中
心
」『
文
博
』
2014 年
第
3 期
、
第
92-96 頁
。
．
拙
稿
「
弥
勒
三
会
思
想
在
敦
煌
壁
画
中
的
表
達
- 浅
析
第
285 窟
南
壁
故
事
画
的
５３
「
特
色
」
之
処
」、『
華
夏
考
古
』
2014 年
第
4 期
、
第
231-237 頁
。
．田
林
啓「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
仏
教
世
界
に
つ
い
て
- 天
井
壁
画
を
中
心
５４
と
し
て
- 」『
美
術
史
』
第
170 冊
、
美
術
史
学
会
編
、
2011 年
3 月
、
第
229-245 頁
。
．
.
高
林
弘
実
、
籾
井
基
充
、
大
竹
秀
実
、
王
小
偉
、
柴
勃
隆
、
淵
田
雄
、
中
５５
a
村
夏
叶
、岡
田
健「
敦
煌
莫
高
窟
第
285 窟
壁
画
の
光
学
調
査
( Ⅰ
) 」『
保
存
科
学
』第
46 号
、2007 年
、第
167 頁
。光
学
の
調
査
に
よ
っ
て
、南
壁
に
は
多
層
の
顔
料
を
塗
り
、そ
の
下
層
の
地
色
は
西
壁
の
地
色
と
同
じ
く
赤
色
を
使
用
し
て
い
た
と
わ
か
る
。
.
宿
白「
参
観
敦
煌
莫
高
窟
第
285 号
窟
札
記
」『
中
国
石
窟
寺
研
究
』、
b
文
物
出
版
社
、
1996 年
8 月
、
第
209-211 頁
。
宿
氏
は
、
第
二
八
五
窟
の
北
壁
と
東
壁
の
制
作
は
、
南
壁
よ
り
さ
ら
に
遅
い
時
期
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
〔
図
版
出
典
〕
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、『
敦
煌
石
窟
2 －
莫
高
窟
1
3
4
5
6
21
24
第
二
八
五
窟
』、
文
化
出
版
局
、
2001 年
6 月
。
図
、『
雲
岡
石
窟
- 第
八
洞
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
1951 年
01
2
月図
７
、
図
、
図
、
図
、『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
8
22
23
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
。
図
、
曽
布
川
寛
『
中
国
美
術
の
図
像
と
様
式
( 図
像
篇
) 』、
中
央
公
論
美
術
9
出
版
、
2006 年
4 月
。
図
、『
河
西
魏
晋
十
六
国
壁
画
墓
研
究
』、
文
物
出
版
社
、
2011 年
9 月
。
10
図
、
図
12 、
15 、『
仏
教
芸
術
』
第
156 号
、
毎
日
新
聞
社
、
1984 年
9 月
。
11
図
、『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
』、
厚
徳
社
、
1986 年
6 月
。
13
図
、『
中
国
石
窟
- キ
ジ
ル
石
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1983
14
年
12 月
。
図
、
図
、
図
、
図
、『
中
国
新
疆
壁
画
芸
術
』
第
一
巻
「
克
孜
爾
石
16
17
18
19
窟
（
一
）」
新
疆
美
術
撮
影
出
版
社
、
2009 年
9 月
。
図
、『
美
術
史
』
第
142 冊
、
美
術
史
学
会
編
、
1997 年
3 月
。
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は
じ
め
に
一
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
二
、「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
と
『
増
一
阿
含
経
』「
声
聞
品
」
三
、「
仏
度
水
牛
生
天
図
」
と
『
撰
集
百
縁
経
』「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
四
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
と
『
賢
愚
経
』「
沙
弥
守
戒
自
殺
品
」
五
、「
施
身
聞
偈
図
」
と
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
六
、
む
す
び
( 一
)
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
に
表
れ
た
世
界
観
( 二
) 所
依
経
典
に
お
け
る
「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
と
の
思
想
は
じ
め
に
第
二
八
五
窟
（
以
下
「
本
窟
」
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
の
南
壁
に
は
五
つ
の
故
事
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
於
い
て
、
数
多
く
の
研
究
者
が
様
々
な
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
段
文
傑
氏
は
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
描
か
れ
た
強
盗
の
戦
争
に
対
し
て
、
北
魏
後
期
中
国
西
北
地
方
に
お
け
る
農
民
の
造
反
と
関
係
が
あ
る
と
論
じ
た
。須
藤
弘
敏
氏
は
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」、
1
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
と
が
天
井
の
坐
禅
比
丘
と
の
関
連
を
論
じ
た
。
樊
錦
詩
2
氏
ら
は
、
美
学
的
な
視
点
か
ら
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
描
か
れ
た
強
盗
の
服
装
に
対
し
て
、
丸
形
の
襟
を
「
中
国
式
の
曲
頸
」
と
命
名
し
た
。
ま
た
、
現
3
代
の
科
学
技
術
を
使
い
、
第
二
八
五
窟
全
体
に
対
し
て
、
壁
画
の
保
護
や
、
修
復
と
彩
色
の
復
原
な
ど
を
研
究
す
る
研
究
者
も
少
な
く
な
い
。4
ま
た
、
南
壁
故
事
画
に
お
け
る
宗
教
思
想
を
研
究
し
た
張
元
林
氏
の
論
考
も
見
逃
せ
な
い
。
氏
は
、
五
つ
の
故
事
画
が
表
し
て
い
る
宗
教
意
味
を
解
読
し
な
が
ら
、
第
二
九
六
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
第
二
八
五
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
「
手
持
経
典
」
の
場
面
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
、
南
壁
は
『
法
華
経
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
衆
生
皆
有
仏
生
」
を
表
し
た
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
八
五
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
5
お
い
て
は
、
第
二
九
六
窟
よ
り
も
「
手
持
経
典
」
以
外
の
場
面
が
多
く
あ
り
、
そ
の
論
文
に
使
用
さ
れ
た
経
典
に
は
、不
適
当
な
も
の
も
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、
故
事
画
の
所
依
経
典
へ
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
五
つ
の
故
事
画
と
関
係
が
あ
る
現
存
経
典
を
ま
と
め
、
可
能
な
限
り
所
依
経
典
を
総
合
的
に
比
べ
た
上
、
そ
の
共
通
点
に
お
け
る
世
界
観
と
宗
教
的
思
想
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
は
、
大
乗
仏
教
の
「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
き
、「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
な
ど
の
宗
教
的
思
想
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
第
二
章
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
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五
つ
の
故
事
画
は
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
中
心
位
置
に
集
中
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
有
名
な
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
は
、「
故
事
画
区
」（
口
絵
）
の
最
上
12
部
に
描
か
れ
、
五
つ
の
故
事
画
の
う
ち
、
面
積
的
に
一
番
大
き
い
壁
画
で
あ
る
（
口
絵
- ①
～
⑦
）。
物
語
と
し
て
の
「
五
百
強
盗
成
仏
因
縁
」
は
、
仏
教
信
12
仰
の
歴
史
に
お
い
て
、
数
多
く
の
経
典
に
見
ら
れ
る
。
現
存
経
典
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
、
北
涼
の
曇
無
讖
が
翻
訳
し
た
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
各
時
期
に
様
々
な
経
典
に
抄
録
さ
6
れ
、
名
称
も
様
々
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
梁
時
代
の
宝
唱
氏
な
ど
が
集
め
た
『
経
律
異
相
』
に
収
録
さ
れ
、「
吹
香
薬
入
五
百
盲
賊
眼
中
還
得
清
眼
」
と
命
名
さ
れ
た
。
ま
た
、
唐
時
代
の
『
念
仏
鏡
』
、『
法
顕
伝
』、『
大
唐
西
域
記
』
7
8
、
後
漢
の
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
、
宋
時
代
の
『
宗
鏡
録
』
と
宋
時
代
本
『
大
9
10
11
般
涅
槃
経
』
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
に
抄
録
さ
れ
た
。
本
章
で
は
、
第
二
八
五
窟
の
12
造
営
時
代
に
よ
り
、
曇
無
讖
が
翻
訳
し
た
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
に
基
づ
き
、
そ
の
南
壁
故
事
画
の
左
側
か
ら
右
側
に
展
開
さ
れ
た
順
番
で
解
読
し
て
お
く
。
A. 憍
薩
羅
国
に
、
諸
の
羣
賊
有
り
、
其
の
数
五
百
な
り
。
羣
党
抄
劫
し
て
、
害
を
為
す
こ
と
滋
甚
だ
し
。
波
斯
匿
王
、
其
の
縦
暴
を
患
ひ
、
兵
を
遺
し
て
伺
ひ
捕
ふ
。
得
己
り
て
眼
を
挑
り
、
遂
に
黒
叢
林
の
下
に
箸
す
。
B. 是
の
諸
の
羣
賊
、
已
に
先
仏
に
於
い
て
衆
の
徳
本
を
植
う
。
既
に
目
を
失
ひ
已
り
て
、
大
苦
惱
を
受
け
、
各
是
の
言
を
作
さ
く
、「
南
無
仏
陀
、
南
無
仏
陀
、
我
等
今
救
護
有
る
こ
と
無
し
」
と
。
啼
哭
號
咷
す
。
C. 我
時
に
祇
洹
精
舍
に
住
在
す
。其
の
音
声
を
聞
き
て
、即
ち
慈
心
を
生
ず
。
時
に
涼
風
有
り
、
香
山
中
の
種
種
の
香
薬
を
吹
き
て
、
其
の
眼
眶
を
満
た
す
。
尋
い
で
還
つ
て
眼
を
得
、
本
の
如
く
異
な
ら
ず
。
諸
賊
眼
を
開
き
て
、
即
ち
如
来
其
の
前
に
住
立
し
て
、
為
に
法
を
説
く
を
見
る
( 後
略
) 。13
ま
ず
（
A ）
で
は
、
憍
薩
羅
国
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
五
百
人
の
強
盗
が
国
王
の
差
し
向
け
た
軍
隊
に
敗
れ
、
捕
ら
え
ら
れ
両
眼
を
抉
ら
れ
る
刑
罰
を
受
け
、
遂
に
黒
叢
林
の
下
に
放
逐
さ
れ
る
。
壁
画
に
は
「
強
盗
と
軍
隊
と
の
大
戦
」
の
場
面
を
描
き
（
口
絵
- ①
）、
敗
れ
た
強
盗
を
捕
ま
え
（
口
絵
- ②
）、「
両
12
12
眼
を
抉
る
」（
口
絵
- ③
）
様
子
な
ど
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
五
百
人
の
12
強
盗
を
五
人
の
姿
で
表
し
、
宮
殿
で
の
後
半
の
場
面
と
区
別
し
て
い
る
。
（
B ）
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
強
盗
は
、
已
に
「
先
仏
」
の
世
で
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
植
え
た
た
め
、
山
中
で
苦
し
む
強
盗
は
「
南
無
仏
陀
、
南
無
仏
陀
、
14
我
等
今
救
護
有
る
こ
と
無
し
」
と
悲
し
ん
で
称
え
た
。
壁
画
で
は
、「
強
盗
が
15
称
え
る
」
の
場
面
（
口
絵
- ④
）
と
後
半
に
描
か
れ
た
三
つ
の
「
仏
説
法
を
12
聞
く
」
の
場
面
を
面
積
的
に
強
調
し
て
い
る
（
口
絵
- ⑤
）。
12
次
に
（
C ）
黒
叢
林
中
で
苦
し
む
強
盗
を
哀
れ
ん
だ
仏
は
、
神
通
力
に
よ
っ
第
二
章
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
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て
そ
の
眼
に
再
び
光
明
を
与
え
た
。
強
盗
は
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
翻
然
と
悔
悟
し
、
剃
髪
出
家
し
て
僧
と
な
っ
た
（
口
絵
12- ⑥
）。
故
事
画
は
、
全
体
的
に
青
色
の
山
岳
で
区
画
し
、
場
面
の
動
と
静
を
対
比
さ
せ
、
花
や
木
、
動
物
な
ど
点
景
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
。
二
、「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
と
『
増
一
阿
含
経
』「
声
聞
品
」
「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
は
「
故
事
画
区
」
の
下
半
部
の
左
側
に
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
- ⑨
）。
図
に
は
乞
食
比
丘
の
様
子
を
描
い
て
い
る
た
め
、「
沙
12
弥
守
戒
自
殺
因
縁
」の
序
章
で
あ
る
と
解
読
さ
れ
た
。張
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
16
「
序
章
」
の
部
分
を
上
下
に
区
分
し
て
描
い
て
、「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
と
そ
の
下
部
の
「
仏
度
水
牛
生
天
図
」（
口
絵
- ⑩
）
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
12
17
故
事
画
の
最
古
典
拠
と
し
て
、
隆
安
元
年
（
三
九
七
）
正
月
頃
に
訳
し
、
竺
道
祖
が
執
筆
さ
れ
た
『
増
一
阿
含
経
』
が
あ
る
。
張
氏
論
文
に
引
用
さ
れ
た
『
経
18
律
異
相
』「
阿
那
律
等
共
化
跋
提
長
者
及
姉
」
は
、
梁
天
監
十
五
年
（
516 ）
宝
19
唱
な
ど
の
僧
侶
に
よ
っ
て
、古
経
典
を
集
め
ら
れ
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
20
『
増
一
阿
含
経
』
を
収
録
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
と
見
21
る
。
ま
た
、
同
内
容
は
『
沙
弥
塞
部
和
醯
五
分
律
』
に
も
見
え
る
。『
高
僧
伝
』
22
に
よ
る
と
、
こ
の
経
は
高
僧
の
法
顕
が
獅
子
国
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
か
ら
抄
録
し
、
景
平
元
年
（
四
二
三
）
仏
陀
什
が
翻
訳
し
た
と
分
か
る
。
本
窟
南
壁
の
故
事
画
23
は
、『
増
一
阿
含
経
』
を
所
依
経
典
と
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
24
次
に
、『
増
一
阿
含
経
』「
声
聞
品
」
の
一
部
を
あ
げ
る
。
A. 是
の
時
四
大
声
聞
集
り
、
一
処
に
在
り
て
是
の
説
を
作
さ
く
、「
我
等
共
に
こ
の
羅
閲
城
の
中
を
観
す
る
に
、
誰
か
仏
･ 法
･ 衆
を
供
奉
し
、
功
徳
を
作
さ
ゞ
る
者
有
ら
ん
。
由
来
信
無
き
者
に
は
当
に
勧
め
て
如
来
･ 法
･ 僧
、
尊
者
大
目
揵
連
･ 尊
者
迦
葉
･ 尊
者
阿
那
律
･ 尊
者
賓
頭
盧
を
信
ぜ
令
む
べ
し
と
。
爾
の
時
長
者
あ
り
、
跋
提
と
名
け
（
中
略
）
仏
･ 法
･ 衆
に
於
い
て
毫
厘
の
善
も
有
る
こ
と
無
く
（
中
略
）我
等
今
日
難
陀
母
を
し
て
篤
く
仏
･ 法
･ 衆
を
信
ぜ
し
む
べ
し
」
と
。B. 時
に
長
者
復
是
の
念
を
作
さ
く
、「
目
連
向
者
法
施
の
行
を
説
か
ん
と
欲
す
」
と
、
今
復
言
く
、「
五
大
施
有
り
」
と
。
是
の
時
目
連
長
者
の
心
中
の
所
念
を
知
り
、
復
長
者
に
告
げ
て
言
く
、「
如
來
は
二
大
施
有
り
と
説
き
た
ま
へ
り
、
所
謂
法
施
と
財
施
と
な
り
。
我
今
當
に
法
施
を
説
く
べ
、
財
施
を
説
か
じ
」
と
。
長
者
報
へ
て
言
く
、「
何
者
か
是
れ
五
大
施
な
る
や
」
と
、
目
連
報
へ
て
言
く
、「
一
に
殺
生
を
得
ず
、
此
れ
を
名
け
て
大
施
と
為
す
な
り
。
長
者
当
に
形
寿
を
尽
く
し
て
之
を
修
行
す
べ
し
。
二
に
は
不
盜
を
名
け
て
大
施
と
為
す
、
当
に
形
寿
を
尽
し
て
修
行
す
べ
し
。
淫
せ
ず
、
妄
語
せ
ず
、
飲
酒
せ
ず
、
当
に
形
寿
を
尽
く
し
て
之
を
修
行
す
べ
し
。
是
れ
を
長
者
、
此
の
五
大
施
有
り
と
謂
び
、
当
に
念
じ
て
修
行
す
べ
し
」
と
。。
第
二
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八
五
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C. 尊
者
賓
頭
盧
に
語
り
て
言
く
、「
我
等
已
に
跋
提
長
者
を
度
せ
り
、
汝
今
往
い
て
彼
の
老
母
難
陀
を
降
べ
し
」
と
。（
中
略
）
世
尊
に
白
し
て
曰
さ
く
、「
此
の
母
難
陀
は
是
れ
跋
提
長
者
の
姊
な
り
、
慳
貪
に
し
て
独
り
食
し
、
人
に
施
す
る
こ
と
を
肯
ぜ
ず
、
唯
願
は
く
は
世
尊
、
為
に
篤
信
の
法
を
説
い
て
、
開
解
を
得
せ
使
め
給
へ
」
と
。
D. 夫
れ
清
信
士
の
法
、
限
戒
に
五
有
り
、
其
の
中
能
く
一
戒
、
二
戒
、
三
戒
、
四
戒
を
持
ち
、
乃
至
五
戒
、
皆
当
に
之
を
持
つ
べ
し
。（
中
略
）
是
の
時
世
尊
、
諸
比
丘
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
今
よ
り
已
後
、
優
婆
塞
に
五
戒
及
び
三
自
帰
を
授
く
る
こ
と
を
聴
す
、
若
し
比
丘
に
し
て
清
信
士
女
に
戒
を
授
け
ん
と
欲
す
る
時
は
、
教
へ
て
臂
を
露
は
し
、
叉
手
し
て
合
掌
せ
し
め
、
教
へ
て
姓
名
を
称
し
、
仏
法
衆
に
帰
す
る
こ
と
再
三
、
教
へ
て
姓
名
を
称
し
、
仏
法
衆
に
帰
し
、
復
更
に
自
ら
称
し
て
、「
我
今
已
に
仏
に
帰
し
、
法
に
帰
し
、
比
丘
僧
に
帰
し
ま
つ
る
』
と
。
釈
迦
文
仏
、
最
初
五
百
の
賈
客
の
三
自
帰
を
受
け
、
形
寿
を
尽
し
て
殺
さ
ず
、
盜
ま
ず
、
淫
せ
ず
、
欺
か
ず
、
飲
酒
せ
ず
と
如
し
（
後
略
）
。25
ま
ず
（
A ）
で
は
、
そ
の
と
き
四
大
声
聞
で
あ
る
迦
葉
、
目
連
、
阿
那
律
と
賓
頭
盧
が
、
王
舎
城
に
お
い
て
仏
･ 法
･ 衆
（
衆
僧
）
を
信
じ
な
い
跋
提
長
者
に
信
じ
さ
せ
る
と
宣
言
さ
せ
た
。
次
に
（
B ）、
跋
提
長
者
に
五
大
施
を
説
法
し
、
す
な
わ
ち
、「
五
戒
」
を
説
法
し
た
。（
C ）
に
お
い
て
、
賓
頭
盧
は
神
通
を
示
し
、跋
提
長
者
を
済
度
し
た
と
こ
ろ
、次
に
そ
の
姉
を
済
度
し
よ
う
と
考
え
た
。
最
後
、
主
人
公
の
二
人
に
帰
依
さ
せ
た
上
、
経
典
の
お
わ
り
に
、（
D ）
は
「
五
戒
」
と
「
三
帰
」
を
受
け
ら
れ
る
方
法
や
、
儀
礼
な
ど
を
強
調
し
て
い
る
。
三
、「
仏
度
水
牛
生
天
図
」
と
『
撰
集
百
縁
経
』「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
第
二
八
五
窟
南
壁
の
「
仏
度
水
牛
生
天
図
」
は
「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
の
下
部
に
位
置
す
る
（
口
絵
12- ⑩
）。
記
載
さ
れ
る
最
古
経
典
と
し
て
は
、
三
国
時
代
呉
月
支
国
の
優
婆
塞
で
あ
る
支
謙
が
訳
し
た
『
撰
集
百
縁
経
』
が
あ
る
。
同
経
文
は
唐
の
道
世
が
編
纂
し
た
『
法
苑
珠
林
』
と
『
諸
経
要
集
』
に
見
ら
れ
26
27
る
。A. 仏
驕
薩
羅
国
に
在
し
き
。
諸
の
比
丘
を
将
る
勒
那
樹
下
に
詣
ら
む
と
欲
し
一
つ
の
澤
の
中
に
至
り
給
ふ
。五
百
の
水
牛
甚
だ
大
き
く
し
て
凶
悪
な
り
。復
、
五
百
の
放
牛
の
人
あ
り
。（
中
略
）
爾
の
時
、
如
来
、
五
つ
の
指
の
端
に
於
て
五
つ
の
師
子
を
化
し
仏
の
左
右
に
在
り
四
面
を
周
匝
す
に
。
大
い
な
る
火
坑
あ
り
。
時
に
彼
の
水
牛
甚
だ
大
に
惶
怖
る
。
四
向
に
馳
走
り
去
る
処
有
る
こ
と
無
し
。B. 時
に
彼
の
水
牛
、
仏
世
尊
の
是
の
偈
を
説
き
給
ふ
を
聞
き
已
り
、
深
く
慚
愧
を
生
じ
、
欻
然
と
し
て
悟
り
解
け
、
蓋
障
の
雲
除
こ
る
。
先
身
在
る
こ
と
人
道
の
中
に
在
り
、
所
作
の
悪
業
を
知
り
、
倍
慚
愧
を
生
じ
、
水
草
を
食
は
ず
。
第
二
章
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八
五
窟
南
壁
故
事
画
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所
依
経
典
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教
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を
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第
二
章
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
即
便
ち
命
終
り
忉
利
天
に
生
ま
れ
。
C. 時
に
五
百
の
放
牛
の
人
、
仏
語
を
聞
き
已
り
、
各
相
ひ
謂
つ
て
言
く
「
彼
の
悪
水
牛
尚
能
く
仏
に
見
え
て
天
上
に
生
る
ゝ
こ
と
を
得
た
り
。
況
ん
我
等
の
輩
、
今
は
是
れ
人
な
り
。
云
何
が
諸
の
善
法
を
修
せ
ざ
ら
む
耶
」
と
。（
中
略
）
仏
、
即
ち
告
げ
て
言
は
く
「
善
く
来
り
ぬ
、
比
丘
よ
」
と
。
鬚
髮
自
か
ら
落
ち
法
服
を
身
に
著
け
便
ち
沙
門
と
成
る
。
精
懃
修
習
し
阿
羅
漢
果
を
得
た
り
。
D. 世
尊
、
諸
の
比
丘
に
告
げ
給
は
く
「
今
、
此
の
水
牛
及
び
五
百
の
放
牛
の
人
、
宿
に
何
の
業
を
造
り
水
牛
の
中
に
生
れ
、
復
、
何
の
福
を
修
め
て
仏
世
尊
に
値
ひ
出
家
道
を
得
た
る
や
」
と
（
後
略
）
。28
ま
ず
、『
撰
集
百
縁
経
』「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
を
見
て
み
よ
う
。（
A ）
で
は
、
29
昔
、
憍
薩
羅
国
で
五
百
水
牛
が
角
で
人
を
突
く
と
、
仏
様
が
神
通
で
大
悪
牛
を
征
服
す
る
。
次
に
（
B ）、
五
百
水
牛
は
何
か
悪
い
過
去
の
因
縁
で
深
く
悔
悟
し
た
と
こ
ろ
、
死
後
「
忉
利
天
」（
T ・
vati ｍ
sa
Loka ）
に
生
ま
れ
る
。（
C ）
に
お
い
て
、
仏
は
五
百
放
牛
人
に
「
鬚
髪
を
自
ら
落
し
、
法
服
を
身
に
著
け
、
即
ち
沙
門
と
な
り
、精
勤
修
習
し
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
」と
出
家
修
行
の
方
法
、
30
す
な
わ
ち
「
三
帰
依
」
の
法
を
教
え
ら
れ
た
。（
D ）
で
は
、
水
牛
と
放
牛
人
が
過
去
世
時
に
何
か
悪
い
因
縁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
何
か
良
い
因
縁
で
未
来
の
仏
世
尊
に
値
遇
し
、
出
家
さ
せ
た
と
い
う
三
世
輪
廻
の
経
緯
を
描
写
し
て
い
る
。
四
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
と
『
賢
愚
経
』「
沙
弥
守
戒
自
殺
品
」
「
沙
弥
守
戒
自
殺
因
縁
」
は
『
賢
愚
経
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
梁
の
宝
31
唱
が
「
沙
弥
護
戒
舎
所
愛
身
」
と
命
名
し
『
経
律
異
相
』
に
抄
録
し
た
。
ま
た
、
32
唐
の
『
法
苑
珠
林
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
第
二
八
五
窟
の
「
沙
弥
守
戒
自
殺
33
図
」
は
、
南
壁
に
向
か
っ
て
左
か
ら
右
の
腰
壁
の
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
、『
賢
愚
経
』「
沙
弥
守
戒
自
殺
品
」
の
内
容
に
従
っ
て
見
て
み
よ
う
。
A. 「
爾
の
時
、
世
尊
、
慇
懃
に
持
戒
の
禁
戒
を
護
る
を
讃
嘆
し
給
ふ
。
寧
ろ
身
命
を
捨
つ
る
も
終
に
毀
犯
せ
ざ
れ
。
何
を
以
て
の
故
に
戒
は
道
に
入
る
に
初
基
、
漏
を
尽
す
の
妙
趣
･ 涅
槃
安
楽
の
平
途
と
為
す
。
其
の
功
徳
を
計
れ
ば
無
量
無
辺
な
り
。
譬
へ
ば
大
海
の
無
量
無
辺
な
る
が
如
く
戒
も
亦
是
の
如
し
（
中
略
）
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
。
能
く
戒
を
持
す
る
者
其
の
徳
甚
だ
多
し
」
B. 「
仏
、
涅
槃
の
後
安
陀
国
土
に
爾
の
時
一
人
の
乞
食
の
比
丘
有
り
、
独
り
静
処
を
楽
し
む
。
威
義
具
足
す
。
乞
食
の
比
丘
は
仏
の
讃
嘆
す
る
所
な
り
（
中
略
）
彼
の
乞
食
の
比
丘
、
徳
行
淳
備
し
沙
門
果
、
六
通
、
三
明
を
具
へ
八
解
脱
に
住
す
。
威
義
庠
序
と
し
て
名
聞
流
布
す
」
C. 「
爾
の
時
、
安
陀
国
に
優
婆
塞
有
り
三
宝
を
敬
信
し
五
戒
を
受
持
す
。
殺
さ
ず
、
盗
ま
ず
、
邪
淫
せ
ず
、
妄
語
せ
ず
、
飲
酒
せ
ず
。
布
施
し
徳
を
修
め
名
国
邑
に
遍
し
。
即
ち
、
是
の
乞
食
の
比
丘
を
請
じ
身
を
終
る
ま
で
供
養
す
。
供
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第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
養
の
福
田
に
随
つ
て
報
を
受
く
。」
D. 「
爾
の
時
、
国
中
に
一
人
の
長
者
有
り
、
三
宝
を
信
敬
し
、
一
人
の
男
児
有
り
、
心
に
自
ら
思
惟
ふ
や
う
「
出
家
せ
し
め
当
に
善
師
を
求
め
て
之
に
付
託
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。（
中
略
）」
道
眼
を
以
て
観
る
に
、
此
の
人
出
家
し
て
能
く
浄
戒
を
持
ち
仏
法
を
増
長
せ
む
。
即
便
ち
之
を
受
け
度
し
て
沙
弥
と
為
す
。」
E. 「
時
に
優
婆
塞
に
一
人
の
親
善
の
居
士
有
り
、
優
婆
塞
と
及
び
妻
子
の
合
家
の
奴
婢
を
請
ず
。
明
日
、
客
会
す
。
時
に
優
婆
塞
晨
朝
に
念
言
ふ
や
う
「
今
、
当
に
会
に
就
く
べ
し
、
誰
か
後
に
舎
を
守
ら
む
。（
中
略
）」
優
婆
塞
の
女
、
即
ち
父
に
白
し
て
言
は
く
「
唯
、
願
く
ば
父
母
よ
、
諸
の
僮
使
を
従
へ
但
行
き
て
請
に
應
ぜ
よ
、
我
、
後
の
守
り
に
堪
え
む
」
と
。（
中
略
）
時
に
優
婆
塞
、
是
の
日
怱
々
と
し
て
忘
れ
て
食
を
送
ら
ず
。
爾
の
時
尊
者
、
心
に
自
ら
念
言
ふ
や
う
「
日
時
、
晩
に
向
ふ
。
俗
人
多
事
な
り
、
或
は
忘
れ
て
食
を
送
ら
ず
。
我
、
今
、
寧
ろ
人
を
遣
は
し
迎
ふ
可
き
や
不
や
」
と
。（
中
略
）
涅
槃
安
楽
の
無
量
の
法
宝
を
失
ふ
こ
と
莫
れ
。
汝
、
三
世
の
仏
戒
を
毀
破
り
三
宝
父
母
師
長
を
汚
染
す
こ
と
莫
れ
」
と
。
F. 「
沙
弥
、
教
を
受
け
足
を
礼
し
て
去
る
。
其
の
家
に
往
到
り
門
を
打
ち
て
声
を
作
す
。
女
、
問
ふ
や
う
「
是
、
誰
ぞ
や
」
と
。
答
へ
て
言
く
「
沙
弥
な
り
、
師
の
為
に
食
を
迎
ふ
」
と
。
女
、
心
歓
喜
び
我
が
願
遂
た
り
、
即
ち
與
に
門
を
開
く
。
是
の
女
、
端
正
に
し
て
容
貌
殊
に
妙
な
り
。
年
始
め
て
十
六
、
淫
欲
の
火
に
焼
か
る
。
沙
弥
の
前
に
於
て
諸
の
妖
媚
を
作
す
。
眉
を
揺
し
影
を
顧
て
深
く
欲
相
を
現
ず
。（
中
略
）
我
、
今
、
寧
当
に
此
の
身
命
を
捨
つ
べ
し
。
三
世
諸
仏
の
制
す
る
所
の
禁
戒
を
毀
破
る
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
沙
弥
、
房
に
入
り
経
の
門
戸
を
開
き
一
剃
刀
を
得
、
心
甚
だ
歓
喜
せ
り
。
身
の
衣
服
を
脱
し
架
上
に
置
き
、
合
掌
し
て
跪
き
拘
尸
那
城
の
仏
涅
槃
の
処
に
向
ひ
自
ら
誓
願
を
立
つ
る
や
う
「
我
、
今
、
仏
･ 法
･ 衆
僧
を
捨
て
ず
。
和
上
阿
闍
梨
を
捨
て
ず
、
亦
戒
を
捨
て
ず
、
正
に
持
戒
を
為
し
此
の
身
命
を
捨
て
む
。
願
わ
く
ば
往
生
す
る
所
に
て
出
家
学
道
し
梵
行
を
浄
く
修
め
漏
を
尽
し
道
を
成
ぜ
む
と
。
即
ち
頸
を
刎
ね
て
死
す
」
G. 「
時
に
彼
の
国
法
若
し
沙
門
白
衣
の
舎
に
死
す
る
こ
と
有
れ
ば
当
に
金
銭
一
千
を
罰
し
て
官
に
入
ら
し
む
と
。
時
に
優
婆
塞
、
一
千
の
金
銭
を
以
て
銅
盤
の
上
に
置
き
載
せ
て
王
宮
に
至
る
。
白
し
て
言
は
く
「
大
王
よ
、
我
れ
に
罰
讁
あ
り
、
王
に
入
る
べ
し
。
願
く
ば
当
に
の
を
受
く
べ
し
」
と
。
王
、
之
に
答
へ
て
言
は
く
「
汝
、
我
国
に
於
て
三
宝
を
敬
信
し
忠
正
に
道
を
守
り
言
行
違
ふ
こ
と
無
し
。
唯
、
汝
、
一
人
当
に
何
の
過
有
り
て
而
も
罰
を
輸
す
べ
き
耶
」
と
。
（
中
略
）
其
の
功
徳
を
讃
し
種
々
の
宝
を
以
て
高
車
を
荘
厳
し
死
せ
る
沙
弥
を
載
せ
平
坦
の
地
に
至
り
衆
の
香
木
を
積
み
闍
毘
し
て
供
養
す
」
。34
『
賢
愚
経
』
に
お
い
て
、（
A ）
は
、「
世
尊
は
持
戒
の
禁
戒
を
守
る
人
を
讃
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窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
嘆
し
、
身
命
を
捨
て
て
も
、
戒
を
犯
さ
な
い
」
と
い
う
内
容
を
書
き
、
は
じ
め
に
物
語
の
中
心
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
（
B ）
主
人
公
の
比
丘
は
、「
仏
涅
槃
後
」
の
世
に
生
き
て
い
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。（
C ）
は
「
仏
涅
槃
後
」
の
世
に
お
い
て
、
三
宝
を
敬
信
し
、
五
戒
を
受
持
す
る
優
婆
塞
を
示
す
。第
二
八
五
窟
の
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
で
は
、
ま
ず
、（
D ）
の
部
分
に
よ
っ
て
、
三
宝
を
敬
信
す
る
長
者
は
そ
の
息
子
を
出
家
さ
せ
、
剃
髪
授
戒
し
、
沙
弥
と
し
た
場
面
を
描
い
て
い
る
（
口
絵
- ⑪
）。
そ
の
下
部
に
は
、
沙
弥
が
師
に
12
乞
食
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
面
、
ま
た
そ
の
師
の
説
法
を
聞
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
- ⑫
）。
12
次
に
（
E ）、
優
婆
塞
は
宴
会
の
た
め
、
娘
を
残
し
て
外
出
し
、
寺
院
に
布
施
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
（
口
絵
- ⑬
）。
沙
弥
の
師
は
食
が
来
な
い
の
12
で
、小
沙
弥
に
優
婆
塞
の
家
に
食
を
請
う
よ
う
使
い
に
出
す
。出
発
間
際
に
「
三
世
の
仏
戒
」
を
守
る
よ
う
諭
す
。
（
F ）
沙
弥
は
優
婆
塞
の
家
を
訪
ね
、
留
守
を
す
る
そ
の
娘
と
会
う
（
口
絵
- ⑭
）。
娘
は
沙
弥
を
見
て
、
一
目
ぼ
れ
を
し
て
し
ま
い
、
心
の
内
を
打
ち
明
12
け
る
。
娘
の
熱
い
思
い
と
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
三
世
諸
仏
の
禁
戒
」
と
の
板
挟
み
に
な
っ
た
沙
弥
は
、
別
室
に
入
り
、
仏
涅
槃
の
所
に
向
か
っ
て
、
持
っ
て
い
た
刀
で
自
殺
し
て
戒
め
に
殉
じ
る
。
さ
ら
に
自
殺
の
前
に
、
繰
り
返
し
「
仏
･ 法
･ 衆
僧
の
為
、
持
戒
の
為
」
と
自
殺
し
た
原
因
を
強
調
す
る
。
（
G ）
当
時
の
国
法
に
よ
っ
て
、
僧
侶
が
俗
人
の
家
で
死
ん
だ
ら
、
罰
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
優
婆
塞
は
国
王
に
罰
金
を
持
参
し
た
（
口
絵
- ⑮
）。「
三
宝
を
敬
信
す
る
」
優
婆
塞
の
話
を
聞
い
た
国
王
は
感
動
し
、
広
12
場
で
香
木
を
積
み
、
沙
弥
を
荼
毘
に
付
し
て
供
養
す
る
（
口
絵
- ⑯
）。
12
故
事
画
は
以
上
の
よ
う
に
、
出
家
剃
髪
、
説
法
を
聞
く
、
優
婆
塞
と
女
、
乞
食
比
丘
と
少
女
、
王
へ
の
賠
償
と
荼
毘
の
六
つ
の
場
面
と
な
っ
て
、
各
場
面
を
明
確
に
区
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
意
を
尽
く
し
た
構
成
に
よ
り
、
南
壁
の
故
事
画
で
は
二
番
目
の
広
さ
与
え
て
も
い
る
（
口
絵
- ⑪
～
12
⑯
）。
五
、「
施
身
聞
偈
図
」
と
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
漢
訳
の
『
大
般
涅
槃
経
』
の
曇
無
讖
訳
本
と
慧
厳
訳
本
に
は
、「
施
身
聞
偈
35
36
因
縁
」
と
い
う
物
語
が
見
ら
れ
、
内
容
も
同
じ
で
あ
る
。
唐
時
代
の
『
大
方
廣
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』
に
も
抄
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
般
涅
槃
経
』
と
は
37
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
に
基
づ
き
、「
施
身
聞
偈
図
」
を
解
釈
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
常
盤
大
定
氏
訳
の
「
施
身
聞
偈
因
縁
」
の
一
部
を
以
下
に
抄
録
し
て
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第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
示
す
。38
A. 爾
の
時
に
釈
提
桓
因
、
自
ら
其
の
身
を
変
じ
て
、
羅
刹
の
像
を
作
る
。（
中
略
）
過
去
仏
所
説
の
半
偈
を
宣
ぶ
。
諸
行
は
無
常
な
り
。
是
生
滅
の
法
な
り
。
（
中
略
）
善
男
子
、
我
、
爾
の
時
に
於
い
て
、
是
の
半
偈
を
聞
き
て
、
心
中
に
歓
喜
す
る
こ
と
も
。（
中
略
）
是
の
半
偈
の
義
は
、
乃
ち
是
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
世
尊
の
正
道
な
り
。（
中
略
）
羅
刹
答
へ
て
言
は
く
、「
我
食
す
る
所
は
唯
人
の
暖
肉
、
其
の
飲
む
所
は
唯
人
の
熱
血
な
り
。
我
が
薄
福
よ
り
、
唯
此
の
食
を
食
ふ
。
周
遍
し
て
求
索
す
る
に
、
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
困
し
む
。（
中
略
）
善
男
子
、
我
復
語
り
て
言
は
く
、
汝
但
、
具
足
し
て
是
の
半
偈
を
説
け
。
我
、
偈
を
聞
き
已
り
て
、
当
に
此
の
身
を
以
て
奉
供
養
す
べ
し
。（
中
略
）
復
十
方
の
諸
仏
世
尊
の
、
衆
生
を
利
す
る
者
有
り
て
、
亦
能
く
我
が
八
字
の
為
の
故
に
、
身
命
を
捨
つ
る
を
証
せ
ん
。」
B. 羅
刹
、
即
ち
説
く
、
生
滅
滅
し
已
り
て
、
寂
滅
を
楽
と
為
す
。（
中
略
）
即
ち
高
樹
に
上
る
。
爾
の
時
に
樹
神
、
復
我
に
問
ひ
て
言
は
く
、「
善
い
哉
、
仁
者
、
何
の
事
を
か
作
さ
ん
と
欲
す
る
。」
善
男
子
、
我
時
に
答
へ
て
言
は
く
、
「
我
身
を
捨
て
ゝ
、
以
て
偈
価
を
報
い
ん
と
欲
す
。」
樹
神
問
う
て
言
は
く
、「
是
の
如
き
の
偈
は
何
の
利
益
す
る
所
ぞ
。」
我
時
に
答
へ
て
言
は
く
「
是
の
如
き
の
偈
句
は
、
乃
ち
是
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
の
所
説
の
開
空
法
道
な
り
。
我
此
の
法
の
為
に
、
身
命
を
棄
捨
す
。
利
養
･ 名
聞
･ 財
宝
･ 転
輪
聖
王
･ 四
天
王
･
釈
提
桓
因
･ 大
梵
天
王
･ 人
中
天
の
楽
の
為
に
せ
ず
。
一
切
衆
生
を
利
益
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
此
の
身
を
捨
つ
。」
C. 自
ら
樹
下
に
投
ず
。
下
つ
て
、
未
だ
地
に
至
ら
ざ
る
時
、
虚
空
の
中
に
種
々
の
声
を
出
す
。
其
の
声
乃
ち
阿
迦
尼
吒
に
至
る
。
爾
の
時
に
羅
刹
、
還
た
釈
身
を
復
し
、
即
ち
空
中
に
於
て
、
我
が
身
を
接
取
し
て
、
平
地
に
安
置
す
。
爾
の
時
に
、
釈
提
桓
因
及
び
諸
の
天
人
、
大
梵
天
王
、
我
が
足
下
に
稽
首
し
頂
礼
し
。D. 善
男
子
、
我
が
如
き
往
昔
に
半
偈
の
為
の
故
に
此
の
身
を
捨
棄
し
、
是
の
因
縁
を
以
て
、
便
ち
足
十
二
劫
を
超
越
し
て
、
弥
勒
の
前
に
在
り
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
を
得
た
り
（
中
略
）
善
男
子
、
是
を
菩
薩
が
大
乗
大
般
涅
槃
に
住
し
て
、
聖
行
を
修
す
と
名
く
。
「
施
身
聞
偈
図
」
は
第
二
八
五
窟
南
壁
の
最
も
右
側
に
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
12- ⑰
～
⑱
）。
経
典
と
絵
を
比
べ
な
が
ら
い
こ
う
。（
A ）
で
は
、
雪
山
に
住
し
た
一
人
の
婆
羅
門
（
バ
ラ
モ
ン
）
が
、
帝
釈
天
が
化
し
た
羅
刹
の
唱
え
る
“
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
”
の
半
偈
を
聞
く
。
バ
ラ
モ
ン
は
歓
喜
し
、
こ
の
半
偈
39
は
「
三
世
諸
仏
」
の
正
道
で
あ
る
と
言
い
、
残
り
の
半
偈
を
得
る
た
め
，
飢
え
た
羅
刹
の
要
求
に
従
っ
て
そ
の
身
を
捧
げ
る
こ
と
を
誓
う
。
そ
し
て
、「
十
方
諸
仏
」
が
証
し
を
立
て
る
と
言
う
。
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―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
（
B ）
残
り
の
半
偈
を
聞
い
た
バ
ラ
モ
ン
は
、
高
樹
に
登
り
、
樹
神
の
疑
問
に
対
し
て
、「
三
世
諸
仏
」
の
法
の
た
め
に
捨
身
す
る
と
繰
り
返
し
て
言
う
。
（
C ）
バ
ラ
モ
ン
は
高
樹
か
ら
身
を
投
じ
た
が
、
そ
の
時
羅
刹
が
帝
釈
天
に
姿
を
変
え
、
バ
ラ
モ
ン
を
両
手
で
軽
く
受
け
止
め
、
や
が
て
静
か
に
地
上
に
お
ろ
す
。そ
し
て
、諸
天
が
跪
い
て
こ
の
バ
ラ
モ
ン
を
恭
敬
礼
拝
す
る
の
で
あ
る
。
（
D ）
バ
ラ
モ
ン
は
こ
の
善
縁
に
よ
っ
て
、
未
来
仏
の
弥
勒
に
値
遇
を
得
る
。
六
、
む
す
び
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
五
つ
の
故
事
画
は
、『
大
般
涅
槃
経
』、『
増
一
阿
含
経
』、『
撰
集
百
縁
経
』
お
よ
び
『
賢
愚
経
』
の
四
つ
の
経
典
に
基
づ
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
所
依
経
典
を
比
べ
る
と
、「
三
世
諸
仏
」
や
「
十
方
諸
仏
」、「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
な
ど
の
言
葉
が
共
存
し
て
い
る
と
分
か
る
。
南
壁
の
供
養
者
（
造
営
者
）
が
、
異
な
る
因
縁
を
一
つ
の
壁
に
集
め
た
理
由
は
、
美
術
造
形
な
ど
よ
り
、
宗
教
的
思
想
を
伝
え
る
こ
と
の
方
が
大
切
と
考
え
た
め
で
は
な
い
だ
お
う
か
。
（
一
）
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
に
表
れ
た
世
界
観
「
五
百
強
盗
成
仏
因
縁
」
を
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
強
盗
達
に
「
先
仏
」
の
世
で
善
縁
が
あ
っ
た
た
め
、
仏
は
強
盗
達
の
盲
目
を
も
と
に
戻
し
て
い
る
。「
先
仏
」
は
過
去
の
仏
で
あ
り
、
仏
の
説
法
を
聞
く
こ
と
は
現
世
の
表
し
を
理
解
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
五
百
強
盗
成
仏
因
縁
」
は
因
果
応
報
説
を
宣
教
し
た
上
、
前
世
と
現
世
に
連
続
性
が
あ
る
仏
教
的
世
界
観
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
増
一
阿
含
経
』
( 「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
) に
は
、
目
連
は
「
無
今
世
後
世
善
悪
之
報
」
と
思
っ
た
跋
提
長
者
に
対
し
て
、「
三
世
得
解
脱
」
な
ど
の
偈
文
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
跋
提
長
者
を
帰
依
さ
せ
た
賓
頭
盧
は
、
神
通
を
示
し
40
て
「
為
末
法
四
部
衆
作
福
田
」
を
命
じ
た
。41
「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
は
、
過
去
世
の
悪
縁
で
水
牛
と
な
り
、
現
世
仏
の
済
度
に
よ
っ
て
、死
後
忉
利
天
に
生
ま
れ
て
未
来
仏
に
値
遇
し
た
こ
と
を
述
べ
て
、
「
三
世
」
と
い
う
世
界
観
を
詳
し
く
表
し
た
。「
沙
弥
守
戒
自
殺
因
縁
」
は
は
じ
め
に
「
仏
涅
槃
後
」
と
い
う
物
語
の
背
景
を
示
し
た
。
沙
弥
が
自
殺
前
、
死
後
未
来
の
理
想
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
い
、「
三
世
」
仏
の
禁
戒
を
守
る
た
め
に
自
殺
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
施
身
聞
偈
因
縁
」
に
は
、
羅
刹
の
疑
い
に
対
し
て
、
バ
ラ
モ
ン
は
「
十
方
諸
仏
」
が
証
言
す
る
と
あ
り
、
求
め
た
偈
は
「
過
去
･ 現
在
･ 未
来
」
の
三
世
仏
の
正
道
で
あ
る
と
繰
り
返
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
縦
に
三
世
を
貫
き
、
横
に
十
方
に
わ
た
り
、
時
間
空
間
と
共
に
際
限
な
き
も
の
と
な
り
、
大
乗
仏
教
の
無
限
に
広
が
る
世
界
観
を
示
し
て
い
る
。
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―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に
、
第
二
八
五
窟
南
壁
に
お
い
て
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
右
側
に
「
二
仏
並
座
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
( 口
絵
12- ⑧
) 。「
二
仏
並
座
図
」
は
『
法
華
経
』「
見
宝
塔
品
」
に
基
づ
き
、「
釈
迦
の
説
法
中
に
塔
が
涌
出
し
、
宝
塔
の
中
に
座
し
て
い
る
過
去
仏
の
多
宝
仏
が
現
世
仏
の
釈
迦
仏
を
讃
歎
し
、
塔
内
に
招
き
入
れ
て
並
ん
で
座
し
た
」
と
い
う
場
面
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
42
こ
で
は
過
去
仏
と
現
在
仏
を
一
場
面
に
並
べ
、
一
塔
二
尊
の
形
式
で
時
間
を
超
越
し
た
仏
教
の
世
界
観
を
表
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
第
二
八
五
窟
北
壁
で
は
、
南
壁
の
図
と
対
称
的
な
位
置
に
「
二
仏
並
座
図
」
が
描
か
れ
、
そ
の
右
側
の
「
仏
説
法
図
」
と
と
も
に
、
八
身
の
仏
像
を
表
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
八
仏
に
つ
い
て
は
、
現
在
仏
と
過
去
仏
を
組
み
合
わ
せ
た
説
が
あ
り
、
七
仏
と
弥
勒
仏
、
過
去
七
仏
な
ど
の
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
ち
ら
43
44
の
説
で
も
「
三
世
」
の
世
界
観
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
八
五
窟
東
壁
に
は
「
三
世
仏
図
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
南
壁
の
制
作
時
期
よ
り
や
や
遅
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
供
養
者
は
、
南
壁
の
宗
教
思
想
を
理
解
し
た
上
で
描
か
45
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
二
）
所
依
経
典
に
お
け
る
「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
と
の
思
想
ま
ず
、「
化
跋
提
長
者
及
姊
図
」
は
『
増
一
阿
含
経
』「
声
聞
品
」
に
よ
っ
て
、
仏
･ 法
･ 衆
（
衆
僧
）
の
「
三
宝
」
を
信
じ
な
い
跋
提
長
者
と
姉
に
信
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
神
通
で
説
法
し
、
最
後
に
「
三
自
帰
」
と
「
五
戒
」
を
受
け
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
に
は
、
仏
は
五
百
の
放
牛
人
に
46
「
鬚
髮
自
か
ら
落
ち
法
服
を
身
に
著
け
便
ち
沙
門
と
成
る
。
精
懃
修
習
し
阿
羅
漢
果
を
得
た
り
」
と
い
う
「
三
帰
依
」
の
法
を
教
え
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
47
ま
た
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
は
、「
仏
法
僧
」
と
い
う
三
宝
に
帰
依
し
た
沙
弥
が
三
世
仏
の
禁
戒
を
守
る
た
め
に
自
殺
し
た
こ
と
を
讃
歎
し
た
と
こ
ろ
、
三
宝
を
敬
信
し
て
五
戒
を
受
持
す
る
優
婆
塞
が
国
王
か
ら
免
罪
さ
れ
た
果
報
を
得
た
こ
と
を
宣
教
し
て
い
る
。『
大
般
涅
槃
経
』
の
「
諸
根
完
具
受
三
帰
依
、
是
48
則
名
為
優
婆
塞
」
に
よ
る
と
、
優
婆
塞
は
す
で
に
「
三
帰
依
」
を
受
け
た
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
物
語
中
の
優
婆
塞
は
さ
ら
に
「
五
戒
」
を
受
持
し
て
お
49
り
、
す
な
わ
ち
最
高
の
「
満
分
優
婆
塞
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。50
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
第
二
八
五
窟
南
壁
に
描
か
れ
た
五
つ
の
故
事
画
は
「
十
方
三
世
」
の
仏
教
世
界
観
に
基
づ
い
て
、「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
の
宗
教
思
想
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
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註
】
１
．
段
文
傑
「
敦
煌
莫
高
窟
- 早
期
の
莫
高
窟
芸
術
」『
中
国
石
窟
･ 敦
煌
莫
高
窟
』
a.
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
。
. 段
文
傑「
十
六
国
，北
朝
時
期
的
敦
煌
石
窟
芸
術
」『
段
文
傑
芸
術
論
文
集
』、
b
甘
粛
省
人
民
出
版
発
行
、
1994 年
6 月
。
須
藤
弘
敏
「
禅
定
比
丘
図
像
と
敦
煌
第
二
八
五
窟
」『
仏
教
芸
術
』第
一
八
三
号
、
2.
毎
日
新
聞
社
、
1989 年
3 月
。
樊
錦
詩
、馬
世
長
、
関
友
恵
「
敦
煌
莫
高
窟
北
朝
石
窟
の
時
代
区
分
」
第
一
巻
、
3.
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
、
第
210 頁
。
代
表
的
な
研
究
は
、東
京
東
洋
文
化
財
研
究
所
と
中
国
敦
煌
研
究
院
と
の
共
同
研
4.
究
で
あ
り
、参
照『
敦
煌
壁
画
の
保
護
に
関
す
る
日
中
共
同
研
究
2006 』、独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
東
京
東
洋
文
化
財
研
究
所
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
編
輯
発
行
、
2007 年
3 月
。そ
の
研
究
成
果
は
、
雑
誌
の
『
保
存
科
学
』
に
も
公
開
発
行
し
て
い
る
。
張
元
林「『
法
華
経
』仏
性
観
的
形
象
詮
釈
―
莫
高
窟
第
285 窟
南
壁
故
事
画
的
思
5.
想
意
涵
」『
敦
煌
研
究
』、
2004 年
第
6 期
、
第
7-13 頁
。
曇
無
讖
訳『
大
般
涅
槃
経
』巻
第
十
六「
梵
行
品
」第
八
之
二
、『
大
正
新
修
大
蔵
6.
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
10 月
、
第
458 頁
。
梁
宝
唱
集『
経
律
異
相
』巻
第
五「
吹
香
薬
入
五
百
盲
賊
眼
中
還
得
清
眼
」十
四
、
7.
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
53 巻
、
大
蔵
出
版
、
1990 年
12 月
、
第
23 頁
。
唐
道
鏡
『
念
仏
鏡
』
巻
第
三
「
念
仏
得
益
門
」、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
47 巻
、
8.
大
蔵
出
版
、
1990 年
8 月
、
第
123 頁
。
唐
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』、
台
湾
商
務
印
書
館
、
1968 年
12 月
。
9.後
漢
録
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
巻
第
五
「
慈
品
」
第
七
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
10.
3 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
6 月
、
第
150 頁
。
宋
延
寿
『
宗
鏡
録
』
巻
第
十
八
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
48 巻
、
大
蔵
出
版
、
11.
1990 年
9 月
、
第
516 頁
。
宋
慧
厳『
大
般
涅
槃
経
』巻
十
四「
依
尼
洹
経
加
之
梵
行
品
」第
二
十
之
一
、『
大
12.
正
新
修
大
蔵
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
12 月
、
第
700 －
701 頁
。
以
上
の
読
み
下
し
は
、岩
野
真
雄『
国
訳
一
切
経
』「
涅
槃
部
」の
中
、常
盤
大
定
13.
氏
訳
し
た
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
大
東
出
版
社
、
1933 年
8 月
。
前
掲
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
1988 年
）
に
は
、「
先
仏
」
と
い
う
文
字
を
は
14.
っ
き
り
記
載
し
て
い
る
、
第
458 頁
。
前
掲
岩
野
真
雄
氏
（
1933 年
）、
常
盤
大
定
氏
訳
し
た
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
15.段
文
傑
他
「
図
版
解
説
」
は
、
最
初
に
「
序
章
」
説
を
示
し
、
数
多
く
の
研
究
論
16.
文
が
引
用
さ
れ
た
。『
中
国
石
窟
･ 敦
煌
莫
高
窟
』第
一
巻
、平
凡
社
、文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
。
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前
掲
張
元
林
氏
（
2004 年
第
6 期
）
第
7-13 頁
。
17.費
長
房
撰『
歴
代
三
宝
記
』『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
49 巻
、大
蔵
出
版
、1990 年
18.
10 月
、
第
70 頁
。
梁
宝
唱
集『
経
律
異
相
』巻
第
十
三「
阿
那
律
等
共
化
跋
提
長
者
及
姉
」十
五
、『
大
19.
正
新
修
大
蔵
経
』
第
53 巻
、
大
蔵
出
版
、
1990 年
12 月
、
第
618 －
619 頁
。
任
継
愈
『
佛
教
大
辞
典
』、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
2002 年
12 月
。
20.前
掲
費
長
房
撰
（
1990 年
）。『
歴
代
三
宝
記
』
に
「『
増
一
阿
含
経
』
を
梁
宝
唱
が
21.
収
録
さ
れ
た
」
と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
る
。
仏
陀
什
、他
訳『
沙
弥
塞
部
和
醯
五
分
律
』巻
二
十
六
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
22.
22 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
5 月
、
第
170 頁
。
釈
慧
皎
撰
、
湯
用
彤
校
注
『
高
僧
傳
』、
中
華
書
局
、
1992 年
10 月
。
23.．
伽
提
婆
訳
『
増
一
阿
含
経
』
巻
第
二
十
「
声
聞
品
」
第
二
十
八
、『
大
正
新
修
大
24
蔵
経
』
第
2 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
3 月
、
第
646 －
650 頁
。
．以
上
の
読
み
下
し
は
、岩
野
真
雄『
国
訳
一
切
経
』「
阿
含
部
」八
、『
増
一
阿
含
25
経
』「
声
聞
品
」第
二
十
八
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。大
東
出
版
社
、1929 年
3 月
、
第
317 －
326 頁
。
．唐
道
世
撰『
法
苑
珠
林
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
53 巻
、大
蔵
出
版
、1990 年
26
12 月
、
第
868 －
869 頁
。
．唐
道
世
撰『
諸
経
要
集
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
54 巻
、大
蔵
出
版
、1991 年
27
1 月
、第
144 －
145 頁
。唐
顕
慶
4 年（
659 ）、道
世
は
『
経
律
異
相
』に
依
拠
し『
諸
経
要
集
』
を
編
纂
、
そ
の
後
更
に
『
法
苑
珠
林
』
を
撰
文
し
て
い
る
。
．
以
上
の
読
み
下
し
は
、
岩
野
真
雄
『
国
訳
一
切
経
』「
本
縁
部
」
五
、
平
等
通
昭
28
等
訳
「
佛
、
水
牛
を
度
し
生
天
せ
し
む
る
の
縁
」
を
引
用
し
て
い
る
。
大
東
出
版
社
1929 年
9 月
、
第
99-102 頁
。
吴
支
謙
訳『
撰
集
百
縁
経
』「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
4 巻
、
29．
大
蔵
出
版
、
1988 年
6 月
、
第
232 頁
。
．
前
掲
吴
支
謙
訳
（
1988 年
）
第
232 頁
。
経
文
に
は
「
善
来
比
丘
、
須
髪
自
落
、
30
法
服
著
身
、
便
成
沙
門
。
精
勤
修
習
、
得
阿
羅
漢
果
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
．慧
覚
訳『
賢
愚
経
』「
沙
弥
守
戒
自
殺
品
」、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
4 巻
、大
蔵
31
出
版
1988 年
6 月
、
第
380-381 頁
。
．
梁
宝
唱
集
『
経
律
異
相
』
巻
第
二
十
二
「
聲
聞
無
学
沙
弥
僧
部
」
第
十
一
「
沙
32
弥
護
戒
舎
所
愛
身
」九
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
53 巻
、大
蔵
出
版
、1990 年
12 月
、
第
120 －
121 頁
。
．唐
道
世
撰『
法
苑
珠
林
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
53 巻
、大
蔵
出
版
、1990 年
33
12 月
、
第
922 －
923 頁
。
．以
上
の
読
み
下
し
は
、赤
沼
智
善
･ 西
尾
京
雄
共
訳『
国
訳
一
切
経
』「
本
縁
部
」
34
『
賢
愚
経
』
巻
第
五
「
沙
弥
、
戒
を
守
り
自
殺
す
る
品
」
を
引
用
し
て
い
る
。
大
東
出
版
社
、
1933 年
8 月
、
第
102 －
107 頁
。
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第
二
章
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
の
再
検
討
―
そ
の
宗
教
的
思
想
を
中
心
と
し
て
．
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
十
四
「
梵
行
品
」
第
七
之
四
『
大
正
新
修
大
35
蔵
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
1988 年
12 月
、
第
450-451 頁
。
．
慧
厳
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
卷
第
十
三
「
聖
行
品
」
之
下
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
36
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
12 月
、
第
692 ―
693 頁
。
．澄
観
述
『
大
方
廣
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
36 巻
、
大
37
蔵
出
版
1990 年
1 月
、
第
390 頁
。
．
岩
野
真
雄
『
国
訳
一
切
経
』「
涅
槃
部
」、
常
盤
大
定
氏
訳
し
た
部
分
を
引
38
用
し
て
い
る
。
大
東
出
版
社
、
1933 年
8 月
。
．
前
掲
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
1988 年
）
第
450 頁
。
39．
前
掲
伽
提
婆
訳
『
増
一
阿
含
経
』（
1988 年
）
第
647 頁
。
40．
釈
慧
訳
『
請
賓
頭
盧
法
』『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
32 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
41
10 月
、
第
784 頁
。
．
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』「
見
宝
塔
品
」
第
十
一
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
42
9 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
2 月
、
第
32-34 頁
。
．
張
大
千
『
漠
高
窟
記
』、
国
立
故
宮
博
物
院
編
輯
委
員
会
、
1985 年
4 月
、
第
17
43
9-182 頁
。
．
賀
世
哲「
莫
高
窟
第
285 窟
北
壁
八
仏
考
釈
」『
1990 年
敦
煌
学
国
際
研
討
会
文
44
a.
集
･ 石
窟
考
古
編
』、
江
蘇
美
術
出
版
社
、
1995 年
7 月
。
賀
世
哲「
石
室
札
記
－
重
新
解
読
莫
高
窟
第
285 窟
北
壁
八
仏
」『
敦
煌
研
究
』
b.
2003 年
第
1 期
、
第
22-24 頁
。
．宿
白
「
参
観
敦
煌
莫
高
窟
第
285 号
窟
札
記
」『
中
国
石
窟
寺
研
究
』、文
物
出
版
45
社
、
1996 年
8 月
、
第
209 －
211 頁
。
．
前
掲
伽
提
婆
訳
『
増
一
阿
含
経
』（
1988 年
）
第
646 －
650 頁
。
46．
岩
野
真
雄
『
国
訳
一
切
経
』「
本
縁
部
」
五
「
佛
、
水
牛
を
度
し
生
天
せ
し
む
る
47
の
縁
」
を
引
用
し
て
い
る
。
大
東
出
版
社
1929 年
9 月
、
第
101 頁
。
．
前
掲
慧
覚
訳
『
賢
愚
経
』（
1988 年
）
第
380-381 頁
。
48．
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
四
「
迦
葉
菩
薩
品
」
第
十
二
之
二
、『
大
49
正
新
修
大
蔵
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
12 月
、
第
568 頁
。
．
曇
無
讖
訳
『
優
婆
塞
経
』「
受
戒
品
」
第
十
四
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
50
24 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
6 月
、
第
1049 頁
。
〔
補
註
〕
本
章
は
『
文
博
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
（
二
〇
一
四
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
敦
煌
莫
高
窟
第
285
窟
南
壁
故
事
画
所
依
経
典
之
再
研
究
―
以
宗
教
思
想
為
中
心
」
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
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は
じ
め
に
一
、
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
画
面
( 一
)
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
の
再
検
討
( 二
)
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
の
再
検
討
( 三
)
「
施
身
聞
偈
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
と
そ
の
意
味
二
、
第
二
八
五
窟
南
壁
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
表
れ
た
「
三
帰
」
思
想
( 一
)
懺
悔
滅
罪
す
る
帰
依
仏
( 二
)
沙
弥
と
な
っ
た
帰
依
法
( 三
)
経
を
受
持
し
、
読
誦
し
、
坐
禅
す
る
帰
依
僧
三
、
弥
勒
三
会
に
値
遇
す
る
画
面
の
再
展
開
( 一
)
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
に
表
れ
た
「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
思
想
( 二
)
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
「
一
称
南
無
仏
」
思
想
お
わ
り
に
は
じ
め
に
敦
煌
莫
高
窟
二
八
五
窟
南
壁
に
は
幾
つ
か
の
故
事
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
故
事
画
に
つ
い
て
は
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
お
よ
び
「
施
身
聞
偈
図
」
の
三
つ
の
故
事
画
が
描
か
れ
、「
二
仏
並
座
図
」
と
と
も
に
南
壁
を
構
成
し
て
い
る
と
段
文
傑
氏
が
早
く
指
摘
し
て
い
る（
口
絵
）12
。
こ
の
三
つ
の
故
事
画
を
巡
っ
て
は
、
多
く
の
研
究
者
が
様
々
な
視
点
で
解
読
1し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
敦
煌
研
究
院
の
樊
錦
詩
氏
や
、
賀
世
哲
氏
と
張
元
林
2
3
氏
な
ど
の
研
究
が
あ
り
、
日
本
語
文
献
で
は
岡
崎
敬
氏
、
東
山
健
吾
氏
、
須
藤
4
5
6
弘
敏
氏
と
八
木
春
生
氏
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
先
行
7
8
研
究
の
な
か
で
故
事
画
を
総
合
的
に
研
究
し
た
も
の
は
少
な
く
、
張
元
林
氏
が
と
り
あ
げ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
張
氏
は
、
段
氏
説
で
あ
る
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
9
の
序
章
部
分
に
つ
い
て
は
、
上
下
を
分
け
、
上
部
は
「
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
」
10
と
し
（
口
絵
- ⑨
）、
下
部
は
「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」（
口
絵
- ⑩
）
と
し
て
、
12
12
二
つ
の
異
な
る
故
事
画
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
五
つ
の
故
事
画
が
表
れ
た
中
心
思
想
を
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
し
た
上
、
第
二
八
五
窟
11
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
北
周
第
二
九
六
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
第
二
八
五
窟
の
方
に
は
「
持
経
」
の
一
場
面
が
多
い
と
述
べ
、
南
壁
故
事
画
の
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
は
『
法
華
経
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
「
衆
生
皆
有
仏
性
」
を
表
し
た
も
の
と
指
摘
し
た
。12
第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
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一
方
で
、
張
氏
の
研
究
で
は
、
故
事
画
の
中
心
思
想
を
ま
と
め
る
際
の
根
拠
が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
五
つ
の
所
依
経
典
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
異
な
る
経
典
に
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
つ
の
経
典
に
「
十
方
三
世
」
と
「
三
帰
」
及
び
「
五
戒
」
な
ど
の
宗
教
思
想
に
関
す
る
言
葉
が
多
く
、「
十
方
三
世
」
の
仏
教
世
界
観
に
基
づ
き
、「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
な
ど
を
伝
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
と
他
石
窟
の
同
13
主
題
故
事
画
と
を
比
較
す
る
と
、
張
氏
が
指
摘
し
た
「
持
経
」
の
画
面
以
外
に
も
、
特
色
あ
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
画
面
を
見
れ
ば
、
宗
教
的
な
要
素
が
多
様
で
、
僧
侶
の
戒
律
や
、
僧
服
と
信
仰
者
の
宗
教
的
思
想
な
ど
が
分
か
る
と
考
え
る
。
こ
の
特
色
あ
る
画
面
に
お
け
る
表
現
は
南
壁
の
供
養
者
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
、
彼
ら
の
宗
教
生
活
と
そ
の
基
本
形
態
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
本
章
で
は
第
二
八
五
窟
南
壁
の
五
つ
の
故
事
画
を
主
な
研
究
対
象
と
し
、
そ
の
所
依
経
典
の
研
究
に
基
づ
き
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
画
面
を
分
析
し
、
特
に
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
後
半
に
お
け
る
宗
教
的
な
思
想
お
よ
び
儀
礼
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
一
、
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
画
面
第
二
八
五
窟
南
壁
の
五
つ
の
故
事
画
は
、
因
縁
物
語
と
し
て
異
な
っ
た
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
経
典
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
、
時
代
と
翻
訳
者
な
ど
に
よ
っ
て
部
分
的
に
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
中
国
仏
教
史
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
同
様
に
、
視
覚
的
な
芸
術
と
し
て
の
故
事
画
は
、異
な
る
石
窟
と
そ
の
供
養
者
の
構
想
に
よ
っ
て
、
様
々
な
载
体
に
用
い
ら
れ
、
異
な
る
宗
教
的
な
意
味
を
伝
え
て
い
る
。
( 一
) 「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
に
つ
い
て
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
は
第
二
八
五
窟
南
壁
で
面
積
的
に
最
も
広
い
故
事
画
で
あ
り
（
口
絵
- ①
～
⑦
）、
北
涼
曇
無
讖
が
翻
訳
し
た
『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
12
行
品
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、『
大
唐
西
域
記
』
14
を
典
拠
と
し
て
「
得
眼
林
的
伝
説
」
と
命
名
さ
れ
た
。
同
主
題
の
故
事
画
は
莫
15
高
窟
北
周
第
二
九
六
窟
の
南
壁
に
も
描
か
れ
る
が
、
両
図
を
比
べ
る
と
、
第
二
八
五
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
は
特
色
あ
る
画
面
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
二
九
六
窟
南
壁
に
描
か
れ
た
も
う
一
つ
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
を
見
て
み
よ
う
。
図
は
典
拠
の
述
べ
た
順
番
に
基
づ
き
、
右
側
を
起
点
と
し
て
「
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
国
王
」、「
討
伐
に
向
か
う
官
軍
の
隊
陣
」、「
官
軍
と
強
盗
と
の
戦
い
」、「
捕
ら
え
ら
れ
る
強
盗
」、「
国
王
の
前
で
処
刑
さ
れ
る
強
盗
」、
「
放
逐
さ
れ
た
強
盗
」、「
仏
の
説
法
を
聞
く
」、「
坐
禅
僧
と
な
っ
た
強
盗
」
の
第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
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あ
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面
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て
―
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そ
れ
ぞ
れ
八
つ
の
主
な
画
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
( 図
１
) 。「
処
刑
さ
れ
る
強
盗
」
の
前
の
場
面
が
多
く
、
全
面
積
の
四
分
の
三
を
占
め
て
お
り
、
約
四
分
の
一
と
残
り
場
面
で
「
山
林
に
放
逐
し
」
と
「
仏
の
説
法
を
聞
く
」
及
び
「
坐
禅
僧
」
を
簡
単
に
表
し
て
い
る
。
強
盗
の
服
飾
は
、
ほ
ぼ
裸
身
で
あ
る
状
態
か
ら
袈
裟
へ
の
変
装
で
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
て
、
第
二
八
五
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
は
左
側
か
ら
右
へ
と
い
う
順
に
展
開
さ
れ
( 口
絵
- ①
～
⑦
) 、
第
二
九
六
窟
の
故
事
画
と
は
全
く
逆
順
で
あ
12
り
、「
処
刑
さ
れ
る
強
盗
」
前
の
画
面
が
多
く
は
な
く
、
逆
に
、
以
下
四
つ
の
場
面
を
全
面
積
の
半
分
以
上
の
広
さ
で
強
調
し
て
い
る
。
一
、
黒
叢
林
中
に
放
逐
さ
れ
た
強
盗
の
苦
し
い
姿
を
表
し
、
強
盗
が
「
南
無
仏
陀
」
と
称
え
る
場
面
を
( 口
絵
- ④
) 。
12
二
、盲
目
を
も
と
に
復
し
た
強
盗
が
、仏
の
説
法
を
聞
く
場
面
( 口
絵
- ⑤
) 。
12
三
、
強
盗
が
再
び
説
法
を
聞
く
場
面
。
前
の
画
面
と
同
じ
構
図
が
見
ら
れ
る
( 口
絵
- ⑥
) 。
12
四
、
仏
教
に
帰
依
し
た
強
盗
が
山
林
中
で
坐
禅
修
行
す
る
場
面
。
こ
こ
で
は
坐
禅
僧
の
姿
で
描
か
れ
る
( 口
絵
- ⑦
) 。
12
図１-2「五百強盗成仏図」 敦煌莫高窟第二九六窟南壁（北周）
図１-１「五百強盗成仏図」 敦煌莫高窟第二九六窟南壁（北周）
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図２-１「沙弥持戒自殺図」 敦煌莫高窟第二五七窟南壁（北魏）
図２-２「沙弥持戒自殺図」 敦煌莫高窟第二五七窟南壁（北魏）
以
上
四
つ
の
場
面
は
、
青
色
の
山
岳
で
区
画
し
て
終
始
整
然
と
秩
序
だ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
特
に
( 二
) の
場
面
は
、
仏
を
二
度
に
渡
っ
て
登
場
さ
せ
、
故
事
画
後
半
に
同
様
構
図
の
説
法
場
面
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
繰
り
返
し
て
い
る
、
二
つ
の
説
法
図
の
表
現
が
第
二
九
六
窟
に
は
見
え
ず
、
さ
ら
に
、
所
依
経
典
に
よ
っ
て
一
つ
の
説
法
図
が
多
く
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
以
上
四
つ
の
画
面
を
比
べ
る
と
、
画
面
中
の
強
盗
の
服
飾
や
、
髪
型
と
強
盗
の
姿
勢
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
多
く
の
要
素
を
一
つ
の
故
事
画
面
に
入
れ
、
複
雑
な
変
化
を
表
し
て
お
り
、
莫
高
窟
中
の
壁
画
に
は
例
の
少
な
い
表
現
で
、
南
壁
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
と
認
め
ら
れ
る
。
( 二
) 「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
に
つ
い
て
北
魏
時
期
に
作
ら
れ
た
莫
高
窟
第
二
五
七
窟
に
は
、
三
つ
の
故
事
画
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
場
面
も
見
ら
れ
（
図
２
）、
先
行
研
究
で
は
沙
弥
剃
度
の
画
面
を「
剃
髪
」と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。16
図
は
『
賢
愚
経
』
に
基
づ
い
て
、「
沙
弥
剃
度
し
て
出
家
」、「
師
の
説
法
を
聞
17
く
」、「
娘
と
の
対
話
」、「
沙
弥
自
殺
」、「
優
婆
塞
と
そ
の
娘
」、「
国
王
に
罰
金
を
納
め
る
」、「
荼
毘
」
と
「
仏
塔
で
沙
弥
を
供
養
す
る
」
の
八
つ
の
場
面
を
順
々
に
表
し
て
い
る
。
た
だ
、
故
事
画
の
最
後
に
洞
窟
の
前
で
横
に
な
っ
て
い
る
第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
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事
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け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
も
う
一
人
の
姿
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
意
味
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
か
、
別
の
壁
画
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
五
七
窟
の
図
と
比
べ
る
と
、
第
二
八
五
窟
の
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
に
は
、
沙
弥
自
殺
の
場
面
が
な
く
な
り
、
故
事
画
の
最
後
に
沙
弥
を
荼
毘
す
る
場
面
で
終
わ
り
、
仏
塔
で
沙
弥
を
供
養
す
る
場
面
も
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
口
絵
- ⑪
～
⑯
）。
仏
塔
と
言
え
ば
、
荼
毘
に
付
さ
れ
た
際
の
遺
骨
を
12
安
置
す
る
墓
( ス
ト
ゥ
ー
パ
）
の
意
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
、
多
く
18
の
経
典
で
は
仏
塔
供
養
の
功
徳
を
表
し
て
い
る
。
第
二
八
五
窟
の
「
沙
弥
守
戒
19
自
殺
図
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
比
較
的
重
要
な
場
面
が
省
略
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
沙
弥
自
殺
」
の
画
面
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
逆
に
、
沙
弥
が
そ
の
師
の
説
法
を
聞
く
場
面
（
口
絵
- ⑫
）
と
優
婆
塞
に
関
す
る
場
面
は
広
い
12
面
積
で
描
か
れ
て
お
り
、
第
二
八
五
窟
の
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
特
徴
と
認
め
ら
れ
る
。
( 三
) 「
施
身
聞
偈
図
」
の
特
色
あ
る
場
面
と
そ
の
意
味
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
「
施
身
聞
偈
図
」
は
、
そ
の
左
側
の
故
事
画
と
同
じ
構
図
で
、
上
部
と
下
部
を
区
分
さ
れ
た
二
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
- ⑰
～
⑱
）。
図
の
上
部
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
が
高
12
樹
を
登
る
前
の
場
面
が
省
略
さ
れ
、
高
樹
の
上
に
進
ん
で
登
る
場
面
を
強
調
的
に
描
く
。
そ
れ
は
、
バ
ラ
モ
ン
と
樹
神
と
の
対
話
の
場
面
で
あ
り
、「
三
世
諸
仏
」の
法
で
捨
身
し
よ
う
と
繰
り
返
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。図
の
下
部
で
は
、
20
バ
ラ
モ
ン
が
仏
の
よ
う
な
姿
で
表
さ
れ
、
帝
釈
天
及
び
諸
の
天
衆
が
仏
の
足
を
礼
拝
し
て
讃
歎
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
八
五
窟
の
「
施
身
聞
偈
図
」
は
、
仏
が
そ
の
前
世
の
因
縁
を
説
法
し
て
い
る
画
面
が
描
か
れ
、
三
世
輪
廻
の
世
界
21
観
に
お
け
る
因
果
応
報
説
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
河
南
省
小
南
海
石
窟
の
中
窟
に
も
「
施
身
聞
偈
図
」（
図
３
）
の
実
例
が
あ
図
３
「
施
身
聞
偈
図
」
小
南
海
石
窟
中
窟
北
壁
（
北
斉
）
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る
。
図
は
山
岳
や
樹
木
な
ど
を
浮
き
彫
り
又
は
線
刻
で
表
し
、
典
拠
の
流
れ
に
22
よ
っ
て
図
の
下
部
か
ら
上
部
へ
の
順
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
線
刻
の
銘
文
で
物
語
を
段
落
ご
と
に
区
分
し
、「
化
羅
刹
説
上
偈
、
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
」
と
「
生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
」
及
び
「
羅
刹
変
為
帝
釈
謝
菩
薩
時
」
の
三
つ
の
場
面
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
石
窟
の
造
像
の
主
題
に
つ
い
て
、
丁
明
夷
氏
は
、
西
壁
に
あ
る
浮
き
彫
り
の
「
九
品
往
生
図
」
の
主
題
を
阿
弥
陀
の
世
界
と
し
、「
弥
勒
菩
薩
説
法
図
」
で
東
壁
を
弥
勒
の
世
界
と
判
断
し
た
上
で
、
石
窟
の
入
り
口
に
あ
る
「
華
厳
経
偈
讃
」
に
よ
っ
て
、
北
壁
( 正
面
) に
安
置
さ
れ
た
本
尊
像
が
盧
舎
那
仏
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
中
窟
の
「
三
壁
三
仏
」
と
い
う
23
組
み
合
わ
せ
は
、
北
斉
石
窟
の
代
表
的
な
形
式
で
あ
り
、
仏
教
の
末
法
思
想
と
24
の
関
連
が
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
北
壁
は
釈
迦
仏
が
主
題
と
推
定
す
る
研
25
究
も
あ
る
が
、
石
窟
の
構
造
は
「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
い
た
と
い
う
共
通
認
識
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
制
作
時
代
が
少
々
遅
い
中
窟
の
「
施
身
聞
偈
図
」
は
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
「
施
身
聞
偈
図
」
と
同
じ
く
、「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
第
二
八
五
窟
南
壁
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
表
れ
た
「
三
帰
」
思
想
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
第
二
八
五
窟
南
壁
に
描
か
れ
た
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
色
あ
る
場
面
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
場
面
に
は
ど
ん
な
象
徴
的
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
考
え
て
み
よ
う
。
( 一
)
懺
悔
滅
罪
す
る
帰
依
仏
第
二
八
五
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
を
あ
ら
た
め
て
見
る
と
、
そ
の
強
盗
の
服
装
と
姿
勢
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
官
軍
と
戦
う
強
盗
は
、
上
衣
に
は
長
袖
の
盤
領
袍
を
着
て
、
袍
の
長
さ
が
膝
ま
で
及
ん
で
お
り
、
腰
に
革
帯
を
し
め
る
。
下
は
長
い
股
の
あ
る
ズ
ボ
ン
を
穿
い
て
、
そ
の
裾
部
を
締
め
る
。
袍
の
袖
口
端
と
裾
部
に
は
異
色
を
見
え
る
の
で
、
別
布
を
用
い
た
表
現
と
思
わ
れ
る
（
口
絵
４
、
図
４
）。
な
お
、
莫
高
窟
の
北
朝
石
窟
中
に
描
か
れ
た
盤
領
袍
を
着
る
人
物
は
、
下
半
身
に
同
じ
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
。
図
４
強
盗
の
服
装
-
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
（
西
魏
）
1
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特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
さ
ら
に
、
身
分
の
異
な
る
王
公
族
や
貴
族
層
及
び
一
般
俗
人
（
図
５
）
に
も
同
様
の
服
飾
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
北
朝
石
窟
に
最
も
多
い
服
飾
で
あ
る
。26
こ
れ
は
、
中
国
の
北
方
遊
牧
民
で
あ
る
胡
人
が
着
た
衣
服
で
あ
り
、
胡
服
系
統
の
衣
服
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。27
次
に
、
黒
叢
林
に
放
逐
さ
れ
た
強
盗
の
場
面
に
お
い
て
は
、
強
盗
を
ほ
ぼ
全
裸
姿
で
表
し
、
次
の
変
装
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
口
絵
12- ④
）。
強
盗
の
盲
目
が
元
に
戻
し
て
、
仏
の
説
法
を
聞
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
。
こ
こ
で
強
盗
は
仏
の
前
で
合
掌
し
、
片
膝
を
地
に
つ
け
て
跪
く
姿
勢
で
表
さ
れ
、
図
５
俗
人
供
養
者
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
北
壁
（
西
魏
）
仏
教
に
帰
依
し
た
一
般
の
信
仰
者
の
様
子
が
窺
え
る
（
口
絵
- ⑤
）。
信
仰
者
12
に
な
っ
た
強
盗
の
服
装
は
、
袖
口
が
大
き
く
丈
が
短
い
上
着
を
着
て
い
る
（
図
６
）。
前
の
長
袍
と
比
べ
、
そ
の
盤
領
を
削
除
し
、
正
面
が
深
く
Ｖ
字
形
に
切
れ
込
ん
で
お
り
、
腰
に
は
革
帯
を
締
め
ず
、
長
い
ズ
ボ
ン
も
穿
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
面
の
変
わ
り
方
に
よ
っ
て
、
強
盗
の
身
分
が
世
俗
者
か
ら
仏
教
の
信
仰
者
へ
と
変
化
し
仏
教
に
帰
依
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
面
の
主
題
は
「
帰
依
仏
」
と
言
え
る
。
こ
の
Ｖ
字
形
の
上
着
は
、
莫
高
窟
中
の
世
俗
供
養
人
や
沙
弥
な
ど
の
服
飾
に
は
見
え
ず
、
第
二
四
九
窟
天
井
に
描
か
れ
た
騎
馬
人
物
の
服
飾
と
完
全
に
同
じ
で
あ
る
( 図
７
) 。
第
二
四
九
窟
天
井
は
須
弥
山
の
世
界
を
描
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
天
界
の
世
俗
人
の
形
象
と
28
し
て
南
壁
に
描
か
れ
、理
想
的
仏
陀
の
世
界
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
強
盗
が
「
帰
依
仏
」
と
な
っ
た
も
う
一
つ
の
証
し
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、「
帰
依
仏
」
場
面
に
描
か
れ
た
強
盗
は
、
そ
の
四
人
が
右
膝
を
地
に
つ
け
左
膝
を
立
て
て
跪
く
「
胡
跪
」
と
い
う
礼
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
に
よ
る
と
、「
右
膝
著
地
胡
跪
合
掌
」
で
は
、
仏
の
面
前
で
懺
悔
す
る
と
い
う
形
で
あ
り
、
強
盗
が
心
か
ら
罪
の
反
省
と
浄
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
礼
法
で
あ
り
、
そ
の
懺
悔
の
儀
則
や
滅
罪
の
相
と
し
29
て
、
左
膝
を
地
に
つ
け
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
認
め
ら
れ
る
。30
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図
６
強
盗
の
服
装
-
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
（
西
魏
）
2
図７ 俗人騎馬像
莫高窟第二四九窟天井（西魏)
図
８
強
盗
の
服
装
-
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
（
西
魏
）
3
図
９
比
丘
供
養
者
莫
高
窟
第
二
四
九
窟
北
壁（
西
魏
)
第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
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第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
( 二
) 沙
弥
と
な
っ
た
帰
依
法
一
方
で
、
仏
が
再
び
説
法
を
聞
か
せ
る
場
面
に
お
い
て
、
強
盗
の
五
人
は
す
べ
て
左
膝
を
地
に
つ
け
右
膝
を
立
て
て
跪
く
礼
法
で
表
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
五
人
が
す
べ
て
剃
髪
し
、
偏
袒
右
肩
に
法
服
を
身
に
着
け
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
８
）。『
四
分
律
』
に
は
「
応
将
受
戒
者
、
至
比
丘
僧
中
、
偏
露
右
肩
礼
僧
足
已
。」
と
書
か
れ
、
画
面
中
の
五
人
が
戒
を
受
け
て
比
丘
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。傍
証
と
し
て
、北
朝
石
窟
中
に
描
か
れ
る
多
く
の
供
養
比
丘
像
（
図
31
９
）
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
同
壁
に
描
か
れ
た
「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
で
は
、
仏
が
「
善
来
比
丘
、
須
髪
自
落
。
法
服
著
身
、
便
成
沙
門
」
と
五
百
の
放
牛
人
に
教
え
て
い
る
点
も
参
考
と
な
ろ
う
。32
さ
ら
に
、
偏
袒
右
肩
は
出
家
沙
弥
の
儀
則
と
修
行
法
と
し
て
、
多
く
の
経
典
に
見
え
る
。
た
だ
、
四
依
法
に
よ
っ
て
、
比
丘
は
「
下
衣
」
を
穿
い
て
は
い
け
33
な
い
儀
則
が
あ
る
。
画
面
中
の
五
人
は
そ
の
法
に
帰
依
す
る
た
め
、
偏
袒
右
肩
34
の
法
服
を
着
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
八
五
窟
の
「
五
百
強
盗
35
成
仏
図
」
は
、
典
拠
に
よ
っ
て
「
帰
依
仏
」
を
表
し
た
が
、
次
第
に
「
帰
依
法
」
の
特
色
あ
る
場
面
が
表
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、『
仏
説
文
殊
悔
過
経
』「
今
者
識
道
改
往
修
来
、
而
皆
諦
受
於
四
恩
行
、
是
以
左
手
及
與
左
膝
著
於
地
矣
。」
に
よ
る
と
、
左
膝
を
地
に
つ
け
て
跪
く
礼
36
法
は
、
四
恩
行
の
一
つ
で
あ
る
仏
の
受
戒
を
受
け
る
と
き
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
比
丘
に
な
り
た
い
強
盗
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
仏
の
37
説
法
に
よ
っ
て
戒
を
受
け
な
が
ら
、
仏
に
帰
依
法
の
御
礼
( 儀
礼
) を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図 10-2 強盗の服装-3（坐禅僧）
敦煌莫高窟第二八五窟南壁
（西魏）
図 10-1 強盗の服装-3（坐禅僧）
敦煌莫高窟第二八五窟南壁
（西魏）
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第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
( 三
) 経
を
受
持
し
、
読
誦
し
、
坐
禅
す
る
帰
依
僧
第
二
八
五
南
壁
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
最
後
の
場
面
に
は
三
人
の
持
経
僧
と
二
人
の
坐
禅
僧
で
描
か
れ
て
い
る
（
口
絵
- ⑦
）。
さ
て
、「
五
百
強
盗
成
12
仏
図
」
の
後
半
に
は
、
最
初
の
強
盗
か
ら
、
出
家
剃
度
し
て
沙
弥
に
な
っ
て
、
持
経
し
坐
禅
修
行
の
僧
と
な
る
ま
で
の
画
面
が
描
か
れ
、
三
回
の
服
装
と
姿
勢
の
変
化
に
従
っ
て
そ
の
宗
教
的
な
身
分
も
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
身
分
の
変
化
は
徐
々
に
進
度
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
変
化
は
、
第
二
八
五
窟
の
他
の
壁
画
と
比
べ
る
と
、
そ
の
身
分
を
象
徴
し
て
お
り
、
俗
人
供
養
者
（
図
５
）
か
ら
、
比
丘
（
図
８
）、
坐
禅
僧
（
図
）
ま
で
の
服
装
の
10
変
化
と
い
う
意
味
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
最
後
の
坐
禅
僧
が
描
か
れ
た
画
面
に
お
い
て
は
、
坐
禅
僧
の
姿
は
「
帰
依
僧
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、「
帰
依
僧
」
場
面
の
中
の
二
人
は
、
覆
頭
衣
と
い
う
形
式
の
袈
裟
を
着
し
、
山
林
樹
下
に
禅
定
す
る
姿
で
表
さ
れ
、
中
国
特
有
の
図
様
と
し
て
禅
定
禅
観
修
行
思
想
と
関
係
の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
弥
勒
信
仰
を
持
つ
禅
定
僧
･ 禅
観
僧
は
、
山
林
で
修
禅
す
る
有
り
様
を
表
し
、
38
39
石
窟
天
井
の
坐
禅
僧
の
よ
う
に
阿
羅
漢
果
に
達
し
て
、
彼
ら
が
死
後
兜
率
天
に
40
往
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
も
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。41
ま
た
、「
帰
依
僧
」
画
面
に
描
か
れ
た
坐
禅
僧
の
二
人
は
、
一
人
が
黒
い
袈
裟
と
し
、
も
う
一
人
は
遠
方
の
樹
下
で
赤
色
の
袈
裟
を
着
て
い
る
（
図
）。11
二
人
は
異
な
る
袈
裟
を
着
て
い
る
が
、
二
人
と
も
袈
裟
の
中
に
仏
像
と
同
じ
よ
う
の
右
袒
衫
を
着
て
い
る
。
い
ず
れ
も
第
二
八
五
窟
天
井
の
多
く
の
坐
禅
僧
像
42
に
見
ら
れ
る
も
の
で
（
口
絵
- 天
井
）、
同
時
代
の
他
石
窟
壁
画
に
も
す
ぐ
れ
12
た
遺
例
が
少
な
く
な
い
。
一
方
で
、
部
派
仏
教
に
お
い
て
弥
沙
塞
部
（
化
地
部
）
は
青
袈
裟
を
着
る
べ
き
で
あ
り
、
曇
無
屈
多
迦
部
（
法
蔵
部
）
は
赤
袈
裟
を
着
る
べ
き
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
南
壁
の
供
養
者
は
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
一
43
場
面
に
青
袈
裟
と
赤
袈
裟
と
で
表
さ
れ
、
大
乗
仏
教
的
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
義
を
宣
教
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
図 11 坐禅僧
敦煌莫高窟第二八五窟南壁
（西魏）
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第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
以
上
の
検
討
か
ら
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
は
三
回
の
服
装
と
姿
勢
と
の
変
化
に
よ
っ
て
、
帰
依
仏
、
帰
依
法
、
帰
依
僧
と
い
う
三
帰
の
宗
教
的
思
想
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
過
去
現
在
因
果
経
』「
授
商
人
三
帰
、
一
帰
依
仏
、
二
帰
依
法
、
三
帰
依
僧
」
で
は
、
仏
教
の
「
三
帰
」
の
順
序
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
に
は
「
若
受
三
帰
戒
時
（
中
略
）
44
若
有
所
解
故
倒
説
者
、
得
罪
亦
不
成
三
帰
」
と
書
か
れ
、
わ
ざ
と
そ
の
順
序
を
逆
に
す
る
人
は
罪
を
得
、「
三
帰
」
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。45
三
、
弥
勒
三
会
に
値
遇
す
る
画
面
の
再
展
開
次
に
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
に
目
を
転
じ
て
、
そ
の
宗
教
的
な
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
振
り
返
っ
て
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
宗
教
的
な
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
( 一
) 「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
に
表
れ
た
「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
思
想
第
二
八
五
窟
南
壁
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
で
は
、
沙
弥
が
そ
の
師
の
説
法
を
聞
く
場
面
（
口
絵
- ⑫
）
と
優
婆
塞
に
関
す
る
場
面
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
12
が
す
で
に
分
か
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
沙
弥
の
師
は
「
三
世
の
仏
戒
を
毀
破
り
三
宝
父
母
師
長
を
汚
染
す
こ
と
莫
れ
」
と
沙
弥
に
説
法
し
た
。「
沙
弥
守
戒
自
殺
46
図
」
で
は
こ
の
説
法
の
部
分
が
広
め
に
描
か
れ
、
三
宝
に
帰
依
し
た
沙
弥
の
戒
や
律
を
守
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
沙
弥
が
そ
の
師
の
説
法
を
聞
く
場
面
は
、
帰
依
法
の
強
調
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
所
依
経
典
に
よ
る
と
、
そ
の
中
の
優
婆
塞
は
三
宝
を
敬
信
し
て
五
戒
を
受
持
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
故
事
画
47
に
優
婆
塞
の
直
接
的
な
表
現
は
二
つ
の
場
面
が
描
か
れ
、
主
人
公
の
沙
弥
を
表
し
た
場
面
を
次
第
に
広
く
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
優
婆
塞
と
言
え
ば
、
一
般
に
三
帰
を
受
け
て
い
た
在
家
信
仰
者
で
あ
り
、
物
語
中
の
優
婆
塞
は
五
戒
も
受
持
し
て
い
る
た
め
、
最
高
の
満
分
優
婆
塞
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、「
沙
弥
守
48
戒
自
殺
図
」
は
持
戒
の
物
語
で
あ
り
、
以
上
の
南
壁
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
に
は
「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
の
意
味
が
如
何
に
重
要
な
も
の
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
( 二
) 「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
「
一
称
南
無
仏
」
思
想
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
と
の
特
色
場
面
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
描
か
れ
た
強
盗
が
山
林
中
で
称
え
る
場
面
の
宗
教
的
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
第
二
八
五
窟
南
壁
五
つ
の
故
事
画
は
、『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
を
典
拠
と
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第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
し
、
そ
の
基
本
的
な
「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
き
、「
三
帰
」
と
「
五
49
戒
」
の
宗
教
的
思
想
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。『
仏
50
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
は
弥
勒
三
部
経
の
一
つ
と
し
て
、
弥
勒
三
会
( 龍
華
三
会
と
も
) に
値
遇
す
る
こ
と
を
中
心
思
想
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
「
弥
51
勒
三
会
」
と
は
、『
菩
薩
従
兜
術
天
降
神
母
胎
説
廣
普
経
』「
初
説
九
十
六
、
二
説
九
十
四
、
三
説
九
十
二
( 中
略
) 九
十
六
億
人
、
受
我
五
戒
者
、
九
十
四
億
人
、
受
我
三
帰
者
、
九
十
二
億
人
、
一
称
南
無
仏
」
に
よ
っ
て
、
弥
勒
初
会
の
「
五
戒
」
と
第
二
会
の
「
三
帰
」
及
び
第
三
会
の
「
一
称
南
無
仏
」
で
あ
る
と
分
か
る
。52さ
て
、
第
二
八
五
窟
南
壁
に
お
け
る
「
五
戒
」
と
「
三
帰
」
の
思
想
を
表
し
た
場
面
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
第
二
八
五
窟
南
壁
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
で
は
、
強
盗
が
山
林
中
で
称
え
る
場
面
が
特
に
広
め
ら
れ
て
い
る
と
知
ら
れ
た
( 口
絵
- ④
) 。
所
依
経
典
を
振
り
返
れ
ば
、
苦
12
し
む
強
盗
は
「
南
無
仏
陀
、
南
無
仏
陀
」
と
称
え
た
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
広
め
53
ら
れ
た
場
面
で
は
「
一
称
南
無
仏
」
の
思
想
が
強
調
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
弥
勒
三
会
の
第
三
会
が
表
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
、
仏
教
壁
画
は
、
抽
象
的
な
経
典
の
言
語
を
象
徴
的
な
記
号
に
転
化
し
、
現
実
中
に
は
な
い
世
界
や
、
実
現
の
で
き
な
い
希
望
、
お
よ
び
そ
の
環
境
な
ど
が
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
供
養
図
の
場
合
は
、
崇
拝
対
象
と
し
て
の
仏
は
い
か
な
る
世
界
に
も
存
在
せ
ず
、人
間
が
目
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
た
め
、
彫
刻
や
絵
画
な
ど
で
し
か
表
現
で
き
な
い
。
供
養
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
れ
ば
、画
像
は
そ
の
本
人
の
変
わ
り
で
あ
り
、永
遠
に
供
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
何
の
知
識
も
な
い
下
層
社
会
の
民
衆
に
対
し
て
は
、
経
典
も
読
め
ず
文
字
も
読
め
な
い
た
め
、意
味
が
分
か
り
や
す
い
壁
画
で
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
仏
教
の
宣
教
の
た
め
に
は
、
描
か
れ
た
供
養
者
、
比
丘
お
よ
び
高
僧
な
ど
の
姿
を
そ
の
ま
ま
直
接
見
れ
ば
、
そ
の
宗
教
的
な
規
範
や
、
儀
礼
、
戒
律
に
お
け
る
姿
勢
、
服
制
な
ど
の
意
味
を
理
解
し
や
す
い
、
直
接
的
に
宣
教
で
き
る
芸
術
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
て
、
以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
、
南
壁
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
と
そ
の
宗
教
的
意
味
を
論
じ
た
。
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
れ
ば
、
第
二
八
五
窟
南
壁
に
描
か
れ
た
五
つ
の
故
事
画
は
、
固
有
の
仏
教
因
縁
で
「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
い
た
「
五
戒
」
と
「
三
帰
」
の
思
想
を
表
し
、
弥
勒
経
典
中
の
言
語
を
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
、
象
徴
的
な
記
号
で
あ
る
故
事
画
に
転
化
し
、
画
面
に
「
弥
勒
三
会
」
に
値
遇
す
る
願
い
を
入
れ
込
ん
だ
特
有
の
美
術
作
品
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
南
壁
の
構
図
を
見
れ
ば
、
五
つ
の
故
事
画
を
あ
わ
せ
て
弥
勒
三
会
の
思
想
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、「
五
百
- 66 -
第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
強
盗
成
仏
図
」
と
し
て
は
、
一
図
だ
け
で
二
つ
の
意
味
( 第
二
会
の
「
三
帰
」
と
第
三
会
の
「
一
称
南
無
仏
」
) を
解
釈
さ
せ
る
こ
と
を
分
担
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
南
壁
の
一
番
重
要
な
位
置
に
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
図
）。12
ま
た
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
お
い
て
は
( 口
絵
４
、
口
絵
) 、
宮
殿
の
12
左
側
が
複
雑
な
構
図
で
雑
然
と
し
た
戦
う
場
面
を
表
し
、そ
の
後
の
場
面
で
は
、
山
岳
と
樹
木
で
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
。そ
の
宮
殿
か
ら
出
さ
れ
た
強
盗
は
、
一
般
の
世
俗
的
な
世
界
の
服
装
を
脱
が
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
裸
身
で
も
う
一
つ
の
世
界
を
象
徴
す
る
黒
叢
林
の
下
に
放
逐
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
仏
の
説
法
を
経
て
、
異
な
る
身
分
を
表
し
た
三
つ
の
場
面
が
描
か
れ
た
。
そ
れ
ら
の
異
な
る
場
面
の
間
に
宮
殿
と
山
岳
と
樹
木
が
描
か
れ
、
前
後
と
芸
術
的
な
動
と
静
を
区
分
し
て
対
比
さ
せ
、
そ
の
上
で
花
と
動
物
な
ど
点
景
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
南
壁
の
故
事
画
は
、
宗
教
思
想
の
機
能
的
等
価
を
導
入
し
て
わ
か
り
や
す
く
し
た
の
み
な
ら
ず
、
画
面
的
に
宗
教
的
世
界
を
反
映
し
、
視
覚
的
な
美
し
さ
、
面
白
さ
( 芸
術
性
) を
も
追
求
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
図12 弥勒三会図
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
十 二 人 飛 天
「五百強盗成仏図」前半 「五百強盗成仏図」後半 「二仏並座図」
永遠の仏戦う画面
称える
一称南無仏
（第三会）
説法⑴
帰依仏
説法⑵
帰依法
坐禅修行僧
帰依僧
「化跋提長者
及姊縁」
「沙弥守戒自殺図」＝五戒（初会） 「施身聞偈」
値 遇 弥 勒「仏度水牛生
天縁」
五 人 の 夜 叉
三帰（第二会）
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弘
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仏
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仰
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に
達
し
た
こ
と
が
推
40
定
さ
れ
た
。
な
お
、
求
那
跋
陀
羅
訳
『
過
去
現
在
因
果
経
』
に
は
「
遠
塵
離
垢
、
得
法
眼
淨
、成
須
陀
洹
果
。
漸
漸
修
行
、
乃
至
亦
得
阿
羅
漢
果
。」
と
書
か
れ
、
坐
禅
修
行
に
よ
っ
て
阿
羅
漢
果
を
得
ら
れ
る
と
知
ら
れ
る
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
3 巻「
本
縁
部
」
上
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
6 月
、
第
649 頁
。
.
泉
武
夫「
兜
率
天
弥
勒
と
兜
率
天
宮
図
の
系
譜
」、平
成
19 年
度
～
平
成
22 年
度
41
科
学
研
究
費
補
助
金
( 基
盤
研
究
(B) 課
題
番
号
19320021 、研
究
代
表
者
：
泉
武
夫
)
研
究
成
果
報
告
書
『
兜
率
天
往
生
の
思
想
と
そ
の
か
た
ち
』、2011 年
4 月
、第
7 頁
。
.
吉
村
怜「
古
代
比
丘
像
の
着
衣
と
名
称
―
僧
祇
支
･ 汗
衫
･ 偏
衫
･ 直
裰
に
つ
い
て
42
―
」に
は
、
右
袒
衫
の
図
様
を
参
考
し
て
い
る
。『
MUSEUM 』
第
五
八
七
号
、
2003 年
12 月
、
第
9 頁
。
.
東
晋
録
『
舎
利
仏
問
経
』『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
24 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
43
6 月
、
第
900 頁
。
.
求
那
跋
陀
羅
訳『
過
去
現
在
因
果
経
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
3 巻「
本
縁
部
」
44
上
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
6 月
、
第
643 頁
。
.
後
漢
録
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
3 巻
「
本
縁
部
」
上
、
45
大
蔵
出
版
、
1988 年
6 月
、
第
157 頁
。
.
赤
沼
智
善
、西
尾
京
雄
訳『
国
訳
一
切
経
』「
本
縁
部
」、『
賢
愚
経
』巻
第
五「
沙
46
弥
、戒
を
守
り
自
殺
す
る
品
」
を
引
用
し
て
い
る
。大
東
出
版
社
、1933 年
8 月
、
第
102 －
107 頁
。
.
前
掲
李
銀
廣
氏
他
(2014 年
) 第
92-96 頁
。
47.
曇
無
讖
訳『
優
婆
塞
戒
経
』「
受
戒
品
」第
十
四
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
24 巻
、
48
大
蔵
出
版
、
1989 年
6 月
、
第
1049 頁
。
.
李
銀
廣「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
意
味
と
そ
の
宗
教
的
機
能
」
49
『
美
術
史
学
』
第
34 号
、
2013 年
4 月
、
第
41-60 頁
。
.
前
掲
李
銀
廣
氏
他
(2014 年
) 第
92-96 頁
。
50.
速
水
侑
『
弥
勒
信
仰
- も
う
一
つ
の
浄
土
信
仰
( 日
本
人
の
行
動
と
思
想
12 単
行
51
本
) 』、
評
論
社
、
1971 年
9 月
。
.
竺
仏
念
訳『
菩
薩
従
兜
術
天
降
神
母
胎
説
廣
普
経
』「
菩
薩
処
胎
経
」卷
第
二『
大
52
正
新
修
大
蔵
経
』
第
12 巻
、
大
蔵
出
版
、
1988 年
12 月
、
第
1025 頁
。
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第
三
章
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
え
る
弥
勒
三
会
―
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
を
中
心
と
し
て
―
.
前
掲
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
(1988 年
) 第
458 頁
。
53
〔
補
註
〕
本
章
は
『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
四
年
第
四
期
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
弥
勒
三
会
思
想
在
敦
煌
壁
画
中
的
表
達
- 浅
析
第
285 窟
南
壁
故
事
画
的
「
特
色
」
之
処
」
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
〔
図
版
出
典
〕
図
１
、『
敦
煌
石
窟
藝
術
･ 莫
高
窟
第
二
九
六
窟
』、
江
蘇
美
術
出
版
社
、
1995
年
12 月
。
図
２
、
図
５
、
図
７
、
図
９
、『
中
国
石
窟
･ 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
卷
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
。
図
３
、
本
人
撮
影
。
図
４
、
図
６
、
図
８
、
図
、
図
、
本
人
製
図
。
10
12
図
11 、『
敦
煌
石
窟
2 莫
高
窟
』「
第
二
八
五
窟
」
文
化
学
園
、
文
化
出
版
局
、
2
001 年
6 月
。
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宗
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は
じ
め
に
一
、
五
つ
の
故
事
画
に
つ
い
て
( 一
) 『
施
身
聞
偈
図
』
に
つ
い
て
( 二
) 『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
に
つ
い
て
( 三
) 『
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
』
に
つ
い
て
( 四
) 『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
に
つ
い
て
( 五
) 『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
に
つ
い
て
二
、
南
壁
に
お
け
る
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
の
依
用
三
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
宗
教
的
機
能
( 一
) 弥
勒
信
仰
を
め
ぐ
る
南
壁
の
故
事
画
( 二
) 南
壁
に
内
在
す
る
『
大
成
仏
経
』『
涅
槃
経
』
の
接
点
( 三
) 弥
勒
信
仰
に
内
在
す
る
三
世
仏
信
仰
お
わ
り
に
は
じ
め
に
第
二
八
五
窟
南
壁
の
五
つ
の
故
事
画
に
つ
い
て
の
最
初
の
研
究
は
、
敦
煌
研
究
院
の
段
文
傑
氏
の
も
の
で
、
南
壁
は
、
三
つ
の
故
事
画
( 「
五
百
強
盗
成
仏
図
」、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」、「
施
身
聞
偈
図
」
) と
「
二
仏
並
坐
図
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
故
事
画
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
い
。
一
方
、
南
壁
の
壁
画
全
体
を
総
合
的
に
研
究
し
た
の
は
張
元
林
氏
の
1
み
で
あ
る
。2
張
元
林
氏
は
、
段
文
傑
氏
が
主
張
し
た
、
南
壁
の
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
序
章
部
分
（
口
絵
４
、
口
絵
) は
、
上
下
に
分
け
ら
れ
、『
化
跋
提
長
者
及
姊
3
12
縁
』
と
『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
と
な
り
、
南
壁
に
は
五
つ
の
故
事
画
が
あ
る
と
見
な
し
た
。
氏
は
、『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
が
「
悪
人
成
仏
」、『
沙
弥
守
戒
自
4
殺
図
』
が
「
持
戒
」、「
施
身
聞
偈
図
」
が
「
舎
身
供
養
」、『
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
』
が
「
女
人
成
仏
」、『
仏
度
水
牛
縁
』
が
「
禽
獣
成
仏
」
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
思
想
と
す
る
と
し
、
北
周
第
二
九
六
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
比
べ
、
本
窟
の
図
に
は
「
持
経
」
の
場
面
が
多
い
と
し
た
。
結
論
と
し
て
は
、『
法
華
経
』
の
「
衆
生
皆
有
仏
性
」
が
南
壁
の
中
心
思
想
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
五
つ
の
故
事
画
は
、『
大
般
涅
槃
経
』、『
賢
愚
経
』、『
撰
集
百
縁
経
』
と
『
選
集
百
縁
経
』
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
を
違
う
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
の
違
う
壁
画
が
、
な
ぜ
一
つ
の
壁
面
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
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そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
上
部
に
あ
る
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
の
前
半
は
、
官
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
五
百
人
の
強
盗
が
、
虜
と
な
り
、
両
眼
を
抉
ら
れ
る
酷
刑
を
受
け
、
山
林
に
放
逐
さ
れ
る
場
面
を
描
く
。
前
世
の
仏
に
徳
を
施
し
て
い
た
強
盗
は
、
大
き
な
苦
悩
を
受
け
て
「
南
無
仏
陀
。
南
無
仏
陀
。
我
等
今
救
護
有
る
こ
と
無
し
。
」
と
唱
え
る
。
後
半
部
分
は
、
強
盗
ら
が
「
仏
に
帰
依
す
5
る
」、「
仏
の
説
法
を
聞
く
」
及
び
「
僧
と
な
り
持
経
修
行
す
る
」
の
三
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
半
の
三
つ
の
場
面
は
、
典
拠
の
『
大
般
涅
槃
経
』
「
梵
行
品
」
と
違
い
、
北
周
の
二
九
六
石
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
と
も
違
6
っ
て
い
る
。7
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
右
側
に
は
、「
不
滅
の
仏
法
」
と
「
永
遠
の
仏
」
を
中
心
思
想
と
す
る
「
二
仏
並
坐
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
壁
の
下
端
に
は
『
化
8
跋
提
長
者
及
姊
縁
』、『
仏
度
水
牛
縁
』、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
と
「
施
身
聞
偈
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
窟
の
「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
は
、
そ
の
典
拠
（『
賢
愚
経
』
）
及
び
北
魏
9
第
二
五
七
窟
の
『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
と
比
較
す
れ
ば
、
相
違
点
が
幾
つ
か
み
と
め
ら
れ
る
。
先
ず
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
、
沙
弥
が
自
殺
す
る
場
面
が
な
い
。
そ
し
て
、
塔
を
作
っ
て
沙
弥
供
養
す
る
場
面
も
な
い
。
ま
た
、
沙
弥
の
死
後
、
そ
の
師
が
衆
生
に
説
法
す
る
場
面
が
な
い
。
一
方
、
出
家
し
た
沙
弥
が
、
そ
の
師
の
説
法
を
聞
く
場
面
は
強
調
さ
れ
て
い
る
。
南
壁
は
、
い
ず
れ
も
違
う
経
典
を
典
拠
と
し
て
い
る
五
つ
の
壁
画
が
、
一
面
の
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
及
び
同
主
題
の
壁
画
と
違
う
所
が
幾
つ
か
あ
る
。
本
章
は
、
そ
れ
ら
の
点
に
注
目
し
て
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
の
関
わ
り
、
及
び
そ
の
構
造
の
経
緯
を
試
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
五
つ
の
故
事
画
に
つ
い
て
（
一
）『
施
身
聞
偈
図
』
に
つ
い
て
ま
ず
、
南
壁
右
下
側
の
『
施
身
聞
偈
図
』
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
典
拠
( 『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
) に
よ
る
と
、
釈
提
桓
因
( 帝
釈
天
) は
羅
刹
の
姿
に
変
10
じ
て
、「
諸
行
無
常
。
是
生
滅
法
」
( 諸
行
は
無
常
な
り
。
是
生
滅
の
法
な
り
)
11
12
と
い
う
半
偈
を
言
っ
た
。
こ
の
半
偈
の
義
は
、
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
世
尊
の
正
道
で
あ
る
。
善
男
子
は
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
す
る
為
に
、
ま
13
た
、
六
度
を
修
行
す
る
為
に
、
そ
の
後
半
の
偈
を
求
め
て
、
自
ら
の
命
で
供
養
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
羅
刹
は
「
生
滅
滅
已
。
寂
滅
為
楽
」
( 生
滅
滅
し
已
り
14
て
。
寂
滅
を
楽
と
為
す
) と
い
う
後
半
の
偈
を
言
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
、
物
語
15
の
序
章
で
あ
り
、
本
窟
の
故
事
画
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
善
男
子
は
後
半
の
偈
を
聞
い
て
、
石
、
壁
な
ど
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
偈
を
書
い
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
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成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
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能
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た
。
命
で
供
養
す
る
為
、
高
樹
に
登
り
、
( 図
１
) そ
の
時
樹
神
は
捨
身
の
原
因
を
聞
い
た
。
善
男
子
は
「
是
の
如
き
の
偈
句
は
、
乃
ち
是
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
の
所
説
の
開
空
法
道
な
り
。
我
此
の
法
の
為
に
、
身
命
を
棄
捨
す
」
と
答
16
え
た
。
善
男
子
は
発
願
し
な
が
ら
、
自
ら
樹
下
に
身
を
投
げ
た
。
未
だ
地
に
至
る
前
に
、
羅
刹
は
空
中
で
善
男
子
を
受
け
止
め
、
地
に
置
い
た
。
そ
の
時
、
帝
釈
天
た
ち
は
善
男
子
を
讃
歎
し
た
。
礼
拝
す
る
そ
の
姿
は
壁
画
の
終
わ
り
に
現
れ
て
い
る
。
( 図
２
)
善
男
子
は
、
こ
の
因
縁
の
為
、
弥
勒
に
値
遇
し
、
弥
勒
の
前
に
で
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
し
た
。
図１ 『施身聞偈図』上半部
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
典
拠
の
『
大
般
涅
槃
経
』
に
よ
る
と
、『
施
身
聞
偈
図
』
は
以
下
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
善
男
子
が
求
め
た
偈
は
、
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
の
開
空
法
道
で
、
諸
仏
世
尊
の
正
道
で
あ
る
。
図２ 『施身聞偈図』下半部
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
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②
善
男
子
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
求
め
、
六
度
を
修
行
す
る
為
に
捨
身
し
た
。
③
善
男
子
は
半
偈
の
為
に
命
を
捨
て
た
因
縁
で
、
弥
勒
の
前
で
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
す
る
。
（
二
）『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
に
つ
い
て
『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
は
、
南
壁
の
下
部
禅
窟
の
間
に
、
向
か
っ
て
左
か
ら
三
つ
の
場
面
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
( 『
賢
愚
経
』「
沙
弥
守
戒
自
殺
品
」
) に
基
づ
い
て
、
図
を
見
よ
う
。
典
拠
は
、「
そ
の
時
、
世
尊
は
持
戒
の
禁
17
戒
を
守
る
人
を
讃
嘆
し
、
身
命
を
捨
て
て
も
、
戒
を
犯
さ
な
い
」
と
い
う
内
容
18
を
書
き
、
は
じ
め
に
物
語
の
中
心
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
時
、
三
宝
を
敬
信
し
、五
戒
を
受
持
す
る
優
婆
塞
が
あ
り
、優
婆
塞
は
乞
食
比
丘
を
請
じ
て
、
比
丘
の
命
が
終
る
ま
で
供
養
す
る
。
優
婆
塞
は
供
養
の
福
田
に
随
っ
て
果
報
を
受
け
る
。
物
語
の
は
じ
め
で
、三
宝
を
敬
信
す
る
長
者
は
、そ
の
息
子
を
出
家
さ
せ
た
。
壁
画
に
は
、
剃
度
出
家
す
る
場
面
、
及
び
、
沙
弥
に
な
っ
た
息
子
が
、
そ
の
師
の
説
法
を
聞
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
( 図
３
) こ
こ
ま
で
は
、
故
事
画
の
第
一
部
分
と
な
る
。
図３ 「沙弥持戒自殺図」第一部分
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
図４ 「沙弥持戒自殺図」第二部分
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
- 76 -
図５ 「沙弥持戒自殺図」第三部分
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
図６ 『化跋提長者及姊因縁図』
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
故
事
画
の
第
二
部
分
( 図
４
) の
上
半
で
は
、
優
婆
塞
は
こ
れ
か
ら
客
に
会
う
為
、
優
婆
塞
は
そ
の
娘
と
相
談
し
、
娘
に
留
守
番
を
頼
ん
で
い
る
。
下
半
部
、
沙
弥
は
、
食
を
乞
う
た
め
に
、
優
婆
塞
の
家
の
門
を
叩
く
。
優
婆
塞
の
娘
は
、「
是
、
誰
ぞ
や
」
と
聞
く
。
沙
弥
が
「
沙
弥
な
り
、
師
の
為
に
食
19
を
迎
ふ
」
と
答
え
た
。
娘
は
喜
ん
で
門
を
開
け
た
。
典
拠
に
は
、
娘
は
「
端
正
20
に
し
て
容
貌
殊
に
妙
な
り
。
( 中
略
) 沙
弥
の
前
に
於
て
、
妖
媚
を
作
す
」
と
書
21
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
沙
弥
は
合
掌
し
て
跪
き
、
仏
涅
槃
の
所
に
向
か
っ
て
「
我
、
今
、
仏
･ 法
･ 衆
僧
を
捨
て
ず
。
和
上
阿
闍
梨
を
捨
て
ず
、
亦
戒
を
捨
て
ず
、
正
に
持
戒
の
為
、
こ
の
身
命
を
捨
て
る
」
と
発
願
し
て
か
ら
、
自
殺
す
る
。
た
だ
し
、
22
本
窟
に
は
沙
弥
が
自
殺
す
る
画
面
が
描
か
れ
て
な
い
。
壁
第
三
部
分
上
半
部
( 図
) で
は
、
優
婆
塞
は
、
国
法
に
よ
り
、
罰
金
を
払
5
い
に
王
宮
へ
行
っ
た
が
、
国
王
に
、「
我
国
に
於
て
、
三
宝
を
敬
信
し
、
忠
正
に
道
を
守
り
、
言
行
違
う
こ
と
無
し
」
と
言
わ
れ
、
罰
金
を
免
除
さ
れ
た
。
優
23
婆
塞
は
、
供
養
の
福
田
に
よ
り
果
報
を
受
け
た
の
で
あ
り
、「
三
宝
」
を
敬
信
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
半
部
( 図
５
) で
は
、国
王
の
命
令
に
よ
り
、沙
弥
を
荼
毘
し
て
供
養
す
る
。
一
方
、
本
窟
の
壁
画
は
、
沙
弥
を
荼
毘
す
る
画
面
で
終
わ
り
、
供
養
す
る
画
面
が
な
い
。
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以
上
の
よ
う
に
、『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
は
典
拠
の
経
典
に
基
づ
き
、
①
仏
、
法
、
僧
と
い
う
三
宝
に
帰
依
す
る
沙
弥
が
、
戒
を
守
る
為
に
自
殺
し
た
話
を
中
心
思
想
と
し
、
②
「
沙
弥
自
殺
」
と
「
沙
弥
死
後
の
供
養
」
は
描
か
れ
て
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
三
）『
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
』
に
つ
い
て
『
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
』
は
『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
の
左
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
( 図
６
) こ
の
図
と
そ
の
下
部
の
『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
は
、
壁
の
一
部
で
上
下
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
初
期
の
研
究
に
於
い
て
は
、『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
の
序
章
24
と
さ
れ
て
い
た
が
、
張
元
林
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
、
壁
の
上
下
は
、『
化
跋
提
25
長
者
及
姊
縁
』
と
『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
の
二
つ
の
故
事
画
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
本
章
は
こ
の
観
点
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
の
故
事
画
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
典
拠
の
『
増
一
阿
含
経
』
に
よ
る
と
、
昔
の
王
舎
城
で
は
、
た
だ
化
跋
提
長
26
者
と
そ
の
姉
の
み
が
三
宝
( 仏
、
法
、
僧
) を
信
じ
な
か
っ
た
。
賓
頭
盧
た
ち
が
方
法
を
考
え
て
、
仏
法
を
信
じ
な
い
化
跋
提
長
者
を
済
度
さ
せ
た
。
典
拠
に
は
「
即
受
帰
戒
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
壁
画
は
、
化
跋
提
長
者
が
仏
法
に
帰
依
し
た
後
、
そ
の
姉
を
済
度
す
る
話
で
あ
る
。
賓
頭
盧
は
鉢
を
持
ち
、
長
者
の
姉
の
所
に
行
っ
た
。
餅
を
作
っ
て
い
る
姉
は
、
乞
食
者
を
見
、
与
え
な
い
と
言
っ
た
。
賓
頭
盧
は
そ
の
身
か
ら
煙
を
出
し
た
が
、
姉
は
煙
を
出
し
て
も
与
え
な
い
と
言
っ
た
。
賓
頭
盧
は
火
を
出
し
、
次
に
、
虚
空
で
さ
か
さ
ま
に
な
る
（
図
６
）。
姉
は
虚
空
で
さ
か
さ
ま
に
な
っ
て
も
、
与
え
な
い
と
言
っ
た
。
賓
頭
盧
は
、
世
尊
は
強
行
す
る
乞
食
を
許
さ
な
い
と
考
え
、
姉
の
所
か
ら
出
て
い
っ
た
。
最
後
に
、
姉
は
「
即
受
帰
戒
如
弟
子
無
異
」
と
言
う
。
『
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
』
は
、
仏
法
を
信
じ
な
か
っ
た
化
跋
提
長
者
と
そ
の
姉
が
「
三
宝
」
に
帰
依
す
る
経
過
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
（
四
）『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
に
つ
い
て
『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
( 図
７
) は
『
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
』
の
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
。
典
拠
の
『
選
集
百
縁
経
』「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
に
よ
る
と
、
憍
27
薩
羅
国
に
は
凶
悪
な
大
水
牛
が
五
百
あ
っ
た
。
大
悪
牛
は
角
で
人
を
突
く
と
、
仏
が
大
悪
牛
を
征
服
し
て
説
法
す
る
。こ
の
時
、大
悪
牛
は
世
尊
の
偈
を
聞
き
、
翻
然
と
悔
悟
し
た
。
そ
の
後
、
大
悪
牛
は
「
倍
慚
愧
を
生
じ
、
水
草
を
食
は
ず
。
即
便
ち
命
終
り
」
忉
利
天
に
生
れ
る
。
天
に
生
ま
れ
た
牛
は
、
突
然
八
歳
の
稚
28
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児
の
如
く
、
成
長
し
た
。
仏
に
帰
依
し
た
牛
は
、
教
化
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
「
天
冠
を
頂
載
き
諸
の
瓔
珞
を
着
け
て
そ
の
身
を
荘
厳
り
、
香
、
花
を
斎
持
し
仏
の
所
に
来
詣
す
」。29
五
百
の
水
牛
は
前
世
の
悪
業
で
、
今
世
で
牛
に
な
っ
た
。
ま
た
、
福
を
修
行
し
、
仏
世
尊
に
値
ひ
出
家
道
に
入
っ
た
。
こ
の
時
、
世
尊
は
こ
の
比
丘
に
、「
宿
に
善
悪
の
業
を
造
り
、
百
劫
に
し
て
朽
ち
ず
、
善
業
の
因
縁
の
故
に
、
今
、
是
の
如
き
報
を
獲
る
」
と
、
偈
を
説
い
た
。
30
図７ 『仏度水牛生天因縁図』
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
典
拠
は
最
後
に
、
仏
が
こ
の
水
牛
の
縁
を
説
法
す
る
時
、
比
丘
ら
は
自
ら
の
業
を
守
り
、
無
上
菩
提
心
を
發
す
者
有
り
と
書
い
て
い
る
。『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
は
、
仏
教
の
輪
廻
思
想
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
五
）『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
に
つ
い
て
典
拠
( 『
大
般
涅
槃
経
』「
梵
行
品
」
) に
よ
る
と
、
そ
の
昔
憍
薩
羅
国
に
五
31
百
人
の
強
盗
た
ち
が
官
軍
と
の
闘
い
の
す
え
、
敗
れ
て
捕
ま
っ
た
( 図
８
) 。
そ
の
五
百
人
の
強
盗
を
、
壁
画
は
五
人
の
姿
で
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
強
盗
は
眼
を
刳
ら
れ
て
、
黒
闇
の
叢
林
に
放
逐
さ
れ
た
。
大
苦
惱
を
受
け
る
強
盗
は
、
「
南
無
仏
陀
、
南
無
仏
陀
、
我
等
今
救
護
有
る
こ
と
無
し
」
と
称
え
、
仏
が
そ
32
の
神
通
力
に
よ
っ
て
彼
等
の
盲
目
を
治
し
、
強
盗
の
為
に
説
法
を
し
た
。
強
盗
た
ち
は
、
仏
の
説
法
を
聞
き
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
た
。
壁
画
に
は
、
坐
禅
僧
の
姿
の
強
盗
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
典
拠
の
経
典
に
よ
る
と
、
図
の
中
心
的
な
主
題
は
、
盲
目
を
治
癒
さ
れ
た
強
盗
が
、
仏
に
帰
依
し
、
ま
た
、
そ
の
説
法
を
聞
き
、
僧
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
本
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
が
、
典
拠
よ
り
も
説
法
の
画
面
が
一
つ
多
く
、
そ
の
前
後
の
画
面
と
合
わ
せ
て
、
全
図
の
半
分
の
広
さ
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
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図8-2 「五百強盗成仏図」後半
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
図8-1 「五百強盗成仏図」前半
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
以
上
の
五
つ
の
故
事
画
は
、『
大
般
涅
槃
経
』、『
賢
愚
経
』、『
増
一
阿
含
経
』
と
『
選
集
百
縁
経
』
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
違
う
経
典
を
典
拠
と
し
、
各
壁
画
に
は
特
有
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。33
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
の
違
う
壁
画
が
、
な
ぜ
一
つ
の
壁
面
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
典
拠
に
よ
る
と
、『
施
身
聞
偈
図
』
の
善
男
子
は
、
弥
勒
の
前
で
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
し
て
い
る
。こ
こ
か
ら
、南
壁
全
体
の
構
想
は
、
弥
勒
信
仰
に
関
わ
る
と
い
う
可
能
性
が
得
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
で
、
弥
勒
経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
の
内
容
を
順
に
読
む
と
、
第
二
八
五
窟
南
壁
の
故
事
画
は
、
経
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
以
上
の
五
つ
の
特
有
な
故
事
画
が
、
南
壁
に
描
か
れ
た
理
由
が
わ
か
る
。
二
、
南
壁
に
お
け
る
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
の
依
用
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
( 「
大
成
仏
経
」
と
略
称
) を
順
に
読
み
な
が
ら
、
34
南
壁
の
故
事
画
を
見
て
み
よ
う
（
図
９
）。
ま
ず
、『
大
成
仏
経
』
の
、「
六
度
に
よ
っ
て
、
弥
勒
に
値
遇
さ
せ
る
」
と
あ
る
Ａ
の
部
分
は
、
本
窟
故
事
画
の
『
施
身
聞
偈
図
』
の
「
善
男
子
が
六
度
を
修
行
す
る
為
に
、
捨
身
し
た
」
と
対
応
す
る
。
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持
経
、
読
誦
す
る
虚
空
で
説
法
。
金
色
婦
を
捨
て
出
家
龍
花
樹
下
に
説
法
を
聞
く
教
化
諸
悪
衆
生
持
戒
、
僧
を
供
養
偈 三帰
六
度
内
容
H 、
此
法
之
要
。
（
中
略
）
得
聞
此
経
受
持
読
誦
礼
拝
供
養
恭
敬
法
師
。
破
一
切
業
障
・
報
障
・
煩
悩
障
。
得
見
弥
勒
及
賢
劫
千
仏
。
G 、
告
摩
訶
迦
葉
言
。
汝
可
現
神
足
并
説
過
去
仏
所
有
経
法
。
爾
時
摩
訶
迦
葉
踊
身
虚
空
作
十
八
変
。
或
現
大
身
滿
虚
空
中
（
以
下
略
）
F 、
復
更
讃
歎
彼
時
衆
生
於
苦
悪
世
能
為
難
事
。
能
修
持
戒
作
諸
功
徳
。
（
略
）
釈
迦
牟
尼
世
尊
。
於
五
濁
悪
世
教
化
衆
生
。
千
二
百
五
十
弟
子
中
。
頭
陀
第
一
身
体
金
色
。
捨
金
色
婦
出
家
学
道
。
E 、
爾
時
弥
勒
仏
。
与
九
十
六
億
大
比
丘
衆
（
中
略
）
及
諸
四
姓
皆
悉
来
集
龍
花
樹
下
花
林
園
中
。
爾
時
世
尊
重
説
四
諦
十
二
因
縁
。
九
十
四
億
人
得
阿
羅
漢
。
他
方
諸
天
及
八
部
衆
六
十
四
億
恒
河
沙
人
。
發
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
住
不
退
転
。
第
三
大
会
。
九
十
二
億
人
得
阿
羅
漢
。
E 、
称
讃
釈
迦
牟
尼
仏
。
善
哉
善
哉
。
能
於
五
濁
悪
世
。
教
化
如
是
等
百
千
万
億
諸
悪
衆
生
。
令
修
善
本
来
生
我
所
。
D 、
爾
時
弥
勒
仏
以
大
慈
心
語
諸
大
衆
言
（
中
略
）
或
以
衣
食
施
人
持
戒
智
慧
。
（
中
略
）
或
以
施
僧
常
食
。
或
有
起
塔
供
養
舍
利
（
中
略
）
念
仏
法
身
。
以
此
功
徳
来
生
我
所
。
C 、
弥
勒
菩
薩
見
此
宝
台
須
臾
無
常
。
（
中
略
）
讃
過
去
仏
清
涼
甘
露
無
常
之
偈
「
諸
行
無
常
。
是
生
滅
法
。
生
滅
滅
已
。
寂
滅
為
楽
。
」
B 、
翅
頭
末
城
衆
宝
羅
網
弥
覆
其
上
（
中
略
）
演
説
帰
依
仏
帰
依
法
帰
依
僧
。
A 、
欲
聞
如
来
説
未
来
仏
開
甘
露
道
（
中
略
）
以
何
善
根
何
戒
何
施
何
定
何
慧
何
等
智
力
。
得
見
弥
勒
。
史
料
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
の
後
半
部
、
経
を
持
つ
僧
。
『
阿
那
律
等
共
化
跋
提
長
者
及
姊
』
賓
頭
盧
は
倒
れ
懸
か
る
姿
で
説
法
。
「
経
律
異
相
」
『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
沙
弥
を
指
摘
す
る
。「賢
愚
経
」
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
の
後
半
部
龍
華
樹
の
下
に
座
る
僧
。
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
「
大
般
涅
槃
経
」
『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
沙
弥
と
優
婆
塞
を
指
摘
す
る
。
「
賢
愚
経
」
『
施
身
聞
偈
図
』
の
善
男
子
が
求
め
る
偈
で
あ
る
。
「
大
般
涅
槃
経
」
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
の
後
半
部
分
。
『
施
身
聞
偈
図
』
「
大
般
涅
槃
経
」
南
壁
の
壁
画
の
場
面
と
そ
の
典
拠
図９ 南壁故事画と『仏説弥勒大成仏経』との対照図
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
- 81 -
Ｂ
の
、「
帰
依
仏
・
帰
依
法
、
帰
依
僧
を
演
説
す
る
」
は
、
本
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
後
半
部
分
の
「
三
帰
」
と
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
の
、
過
去
仏
の
正
道
で
あ
る
「
偈
」
は
、「
施
身
聞
偈
図
」
の
善
男
子
が
、
求
め
た
「
偈
」
と
全
く
同
じ
と
見
ら
れ
る
。
Ｄ
の
、「
持
戒
智
慧
と
供
養
の
功
徳
」
は
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
沙
弥
と
優
婆
塞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
と
と
共
通
す
る
。
Ｅ
の
、「
釈
迦
が
悪
人
を
教
化
し
、
仏
に
帰
依
さ
せ
る
」
と
は
、
即
ち
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
中
心
思
想
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
は
、「
沙
弥
守
戒
自
殺
図
」
の
「
沙
弥
が
、
戒
を
守
る
為
に
自
殺
す
る
話
」
と
対
応
し
、
さ
ら
に
、
沙
弥
が
優
婆
塞
の
美
し
い
女
を
拒
絶
す
る
話
に
通
じ
て
い
る
。
Ｇ
の
、「
迦
葉
が
虚
空
に
身
を
踊
ら
せ
て
、
説
法
す
る
」
は
、『
阿
那
律
等
共
化
跋
提
長
者
及
姊
』
の
「
賓
頭
盧
は
虚
空
で
さ
か
さ
ま
に
な
っ
て
、
説
法
す
る
」
と
対
応
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、『
大
成
仏
経
』
は
南
壁
故
事
画
の
各
所
依
教
典
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
く
対
応
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
大
成
仏
経
』
が
南
壁
の
所
依
典
拠
で
あ
る
と
結
論
す
る
の
は
早
計
だ
が
、
南
壁
に
は
、「
大
成
仏
経
」
に
直
接
依
っ
た
場
面
も
認
め
ら
れ
る
。
Ｅ
に
、「
弥
勒
仏
と
比
丘
僧
な
ど
が
龍
華
樹
の
下
に
集
合
し
て
、「
龍
華
三
会
」
の
説
法
を
す
る
」
と
あ
る
の
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
本
窟
の
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
の
最
後
で
は
、
遠
方
の
僧
が
龍
華
樹
の
下
に
坐
禅
し
て
い
る
画
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
( 図
)10
ま
た
、「
大
成
仏
経
」
は
最
後
、
( 史
料
Ｈ
) 「「
大
成
仏
経
」
を
受
持
す
る
と
、
弥
勒
に
値
遇
す
る
」
と
い
う
話
で
終
わ
る
が
、
本
窟
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
は
、
僧
が
経
を
持
つ
特
有
な
場
面
が
あ
る
。
( 図
)11
『
大
成
仏
経
』
の
中
心
的
な
主
題
は
、
未
来
に
お
い
て
、「
弥
勒
三
会
」
に
値
遇
す
る
話
で
あ
り
、「
三
会
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
初
会
の
「
五
戒
」、
第
二
会
の
「
三
帰
」、
及
び
第
三
会
の
「
一
称
南
無
仏
」
で
あ
る
。
「
五
戒
」
と
「
三
帰
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
が
、
南
壁
の
「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
に
お
い
て
、
強
盗
は
「
南
無
仏
陀
、
南
無
仏
陀
」
と
称
え
る
場
面
( 図
) が
特
に
広
く
描
か
れ
、
こ
れ
が
、
第
三
会
の
「
一
称
南
12
無
仏
」
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
現
存
経
典
を
調
べ
る
と
、『
大
成
仏
経
』
ほ
ど
、
南
壁
故
事
画
と
対
応
す
る
経
典
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、『
仏
説
弥
勒
下
生
経
』
に
よ
35
る
と
、『
大
成
仏
経
』
は
二
つ
の
訳
本
( 鳩
摩
羅
什
訳
本
と
竺
法
護
訳
本
) が
で
き
た
あ
と
、
本
経
の
方
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
壁
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
- 82 -
故
事
画
の
制
作
つ
い
て
は
、『
大
成
仏
経
』
の
鳩
摩
羅
什
訳
本
と
竺
法
護
訳
本
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
、
本
経
を
典
拠
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
図10 遠方の坐禅僧
敦煌莫高窟第二八五窟南壁「五百強盗成仏図」後半（西魏）
図11 持経の僧
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
図12 称える強盗の姿
敦煌莫高窟第二八五窟南壁（西魏）
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
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三
、
南
壁
に
お
け
る
宗
教
的
機
能
( 一
)
弥
勒
信
仰
を
め
ぐ
る
南
壁
の
故
事
画
以
上
述
べ
た
通
り
、
南
壁
の
故
事
画
は
、『
大
成
仏
経
』
の
内
容
と
よ
く
対
応
し
、『
大
成
仏
経
』に
直
接
依
っ
て
い
る
場
面
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。『
大
成
仏
経
』
全
体
を
読
む
と
、
そ
の
中
心
思
想
は
、
輪
廻
か
ら
の
解
脱
で
あ
る
。
世
界
の
一
切
は
輪
廻
の
中
に
あ
る
。
信
者
は
、
出
家
学
道
、
持
戒
、
修
行
禅
定
、
供
養
し
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
し
て
、
永
遠
に
苦
悩
を
遠
ざ
け
る
の
で
あ
る
。
『
大
成
仏
経
』
は
、「
弥
勒
三
会
」
に
値
遇
す
る
要
点
を
順
に
述
べ
る
が
、
本
窟
の
南
壁
も
、
壁
の
下
部
か
ら
、
場
面
を
順
に
展
開
す
る
よ
う
に
、
描
か
れ
て
い
る
。
( 口
絵
、
口
絵
)
4
12
ま
ず
、
は
じ
め
を
『
施
身
聞
偈
図
』
と
し
、
弥
勒
に
値
遇
す
る
六
度
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
諸
仏
の
正
道
が
説
か
れ
て
い
る
。
次
に
、『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
を
描
き
、「
弥
勒
三
会
」
の
初
会
で
あ
る
「
受
持
五
戒
」
を
表
し
て
い
る
。
続
い
て
、『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
の
「
敬
信
三
宝
」
と
『
阿
那
律
等
共
化
跋
提
長
者
及
姊
』
の
「
三
宝
へ
の
帰
依
」
に
基
づ
き
、『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
を
そ
の
上
部
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
二
会
の
「
三
帰
」
と
第
三
会
の
「
一
称
南
無
仏
」
が
、
壁
の
最
も
重
要
な
所
に
描
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
二
）
南
壁
に
内
在
す
る
『
大
成
仏
経
』
と
『
涅
槃
経
』
の
接
点
南
壁
に
あ
る
五
つ
の
故
事
画
の
中
に
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
を
典
拠
と
し
た
場
面
が
二
つ
( 『
施
身
聞
偈
図
』
と
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
) あ
る
。
『
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
、『
大
般
涅
槃
経
』
の
訳
は
、
玄
始
十
年
( 四
二
一
)
36
に
曇
無
讖
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
と
分
か
る
。
そ
の
中
心
思
想
は
、
ま
ず
大
乗
仏
法
を
宣
教
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
末
法
思
想
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
李
裕
群
氏
の
論
文
に
よ
る
と
、
末
法
思
想
の
見
え
る
遺
37
例
は
、
北
朝
時
代
（
四
三
四
～
五
七
六
）
に
は
少
な
く
な
い
と
い
う
。38
一
方
、
末
法
思
想
が
こ
の
よ
う
に
盛
行
し
た
時
代
に
製
作
さ
れ
た
、
本
窟
の
南
壁
に
は
、「
永
遠
の
仏
」
が
中
心
思
想
で
あ
る
「
二
仏
並
座
図
」
( 「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
の
右
側
) が
描
か
れ
て
い
る
( 口
絵
- ８
) 。
こ
の
こ
と
は
、
信
者
12
39
の
理
想
世
界
と
現
実
社
会
と
の
矛
盾
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。北
魏
以
後
、
中
国
河
西
地
方
は
、
戦
乱
の
世
と
な
り
、
そ
の
「
末
法
の
世
界
」
に
い
る
仏
教
信
者
に
と
っ
て
、
現
在
社
会
は
、
大
い
に
不
安
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
末
法
世
界
を
現
実
の
も
の
と
感
じ
た
人
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
- 84 -
と
、
依
る
べ
き
も
の
は
、
永
遠
の
仏
と
い
う
思
想
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
未
来
の
弥
勒
仏
を
信
仰
す
る
前
提
条
件
と
な
り
、
未
来
の
理
想
世
界
を
渇
望
す
る
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
同
時
期
石
窟
の
仏
教
美
術
を
見
れ
ば
、
そ
の
理
想
的
な
世
界
を
象
徴
す
る
弥
勒
像
と
二
仏
並
座
像
と
が
併
存
す
る
例
の
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
泉
武
夫
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
、
弥
勒
像
の
下
方
に
二
仏
坐
像
を
配
す
る
形
式
は
中
国
的
な
特
色
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。40
末
法
世
界
の
信
者
た
ち
は
、
本
窟
の
南
壁
に
お
い
て
、『
二
仏
並
座
図
』
の
「
永
遠
の
仏
」
と
い
う
思
想
に
基
づ
き
、
未
来
世
界
へ
の
願
い
を
描
い
た
。
そ
の
願
い
と
は
、「
自
ら
の
死
後
、
弥
勒
の
出
現
時
に
な
ん
と
か
こ
の
世
に
再
生
し
た
い
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、『
二
仏
並
座
図
』
は
、
弥
勒
信
41
仰
と
末
法
思
想
と
の
接
点
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、『
大
成
仏
経
』
と
『
涅
槃
経
』
の
接
点
で
あ
る
。
( 三
) 弥
勒
信
仰
に
内
在
す
る
三
世
仏
信
仰
南
壁
の
『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
は
、『
選
集
百
縁
経
』
に
お
い
て
確
認
し
た
と
お
り
、
水
牛
は
前
世
の
悪
縁
で
水
牛
と
な
り
、
善
縁
に
よ
っ
て
、
死
後
忉
利
天
に
生
ま
れ
た
。
一
方
、『
施
身
聞
偈
図
』
の
善
男
子
は
、
未
来
、
弥
勒
に
値
遇
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
兜
率
天
に
生
ま
れ
た
。
長
岡
龍
作
氏
の
論
文
に
よ
り
、
忉
利
天
と
兜
率
天
へ
の
往
生
の
違
い
は
、
出
42
会
う
者
の
違
い
で
あ
り
、
得
ら
れ
る
功
徳
の
違
い
で
あ
る
と
分
か
る
。
弥
勒
に
値
遇
す
る
と
は
、
す
な
わ
ち
、「
滅
罪
と
不
退
転
の
無
上
道
心
を
得
る
こ
と
を
実
現
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
本
窟
南
壁
で
は
、
信
者
た
ち
は
、
兜
率
天
の
弥
勒
43
に
対
し
て
、
そ
の
こ
と
を
願
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
は
、
過
去
、
現
在
、
及
び
死
後
( 未
来
) に
お
け
る
、
水
牛
の
身
分
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、『
施
身
聞
偈
図
』
で
は
、
善
男
子
の
現
在
と
未
来
と
を
叙
述
し
た
。
ま
た
、『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
で
は
、
沙
弥
が
乞
食
に
行
く
前
、
そ
の
師
は
「
汝
莫
毀
破
三
世
仏
戒
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
三
世
仏
の
信
仰
が
基
礎
に
な
44
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
早
期
の
遺
例
に
お
い
て
、
河
西
地
区
で
の
北
涼
期
の
石
塔
遺
品
に
は
、
過
去
七
仏
と
併
置
さ
れ
る
弥
勒
菩
薩
像
が
あ
り
、
45
過
去
仏
と
未
来
仏
を
一
緒
に
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
窟
で
は
、
北
壁
に
、
過
去
七
仏
と
二
仏
並
座
図
を
併
せ
て
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
南
壁
に
お
い
て
、
二
仏
並
座
図
と
弥
勒
信
仰
図
と
を
一
緒
に
表
す
、
さ
ら
に
、
東
壁
に
は
、
三
世
仏
が
壁
の
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
『
二
仏
並
座
図
』
に
は
、
過
去
仏
と
未
来
仏
と
を
つ
な
げ
る
役
割
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
窟
の
南
壁
に
は
、
弥
勒
信
仰
を
核
に
し
た
、
三
世
仏
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
- 85 -
信
仰
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
の
各
主
題
に
つ
い
て
論
じ
、
弥
勒
思
想
を
基
軸
と
し
つ
つ
、
末
法
思
想
と
三
世
仏
信
仰
と
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
試
論
し
た
。
本
章
の
議
論
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
西
魏
時
代
、
国
内
の
戦
乱
に
基
づ
き
、「
末
法
思
想
」
が
広
が
り
を
見
せ
た
。「
末
法
世
界
」
の
人
々
は
、
故
事
画
の
よ
う
に
、
三
宝
を
信
じ
ず
( 「
化
跋
提
長
者
及
姊
縁
」
) 、
さ
ら
に
、
戦
乱
の
た
め
、
強
盗
な
ど
の
悪
勢
力
が
広
く
あ
っ
た
。
仏
教
信
者
、
即
ち
第
二
八
五
窟
の
供
養
者
は
、
現
実
社
会
へ
の
不
安
を
多
く
持
ち
な
が
ら
、
未
来
の
理
想
的
な
社
会
( 弥
勒
の
世
界
) を
渇
望
し
た
。
そ
の
世
界
に
行
く
道
と
は
、
ま
ず
、
敬
信
、
帰
依
三
宝
( 全
部
の
故
事
画
) で46
あ
り
、
そ
し
て
、
受
持
禁
戒
( 『
沙
弥
守
戒
自
殺
図
』
) で
あ
る
。
供
養
者
は
、
そ
れ
ら
の
修
行
方
法
に
基
づ
い
て
、
経
を
受
持
し
、
読
誦
し
て
、
坐
禅
修
行
を
経
て
、
死
後
に
、
人
間
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
世
界
で
あ
る
弥
勒
世
界
に
生
ま
47
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
大
成
仏
経
』
に
は
、「
若
於
過
去
七
仏
所
。
得
聞
仏
名
。
礼
拝
供
養
。
以
是
因
縁
業
障
」
と
い
う
弥
勒
に
値
遇
す
る
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
48
窟
北
壁
の
図
に
お
い
て
、
供
養
者
は
、
過
去
七
仏
を
供
養
し
、
そ
の
願
文
に
は
「
因
斯
微
福
、
願
亡
者
神
遊
浄
土
、
永
離
三
途
。
現
在
居
眷
、
位
太
安
吉
、
普
及
蠕
動
之
類
、
還
登
常
楽
」
と
「
後
願
含
霊
抱
識
、
離
舎
三
途
八
難
、
現
在
老
49
苦
、
往
生
妙
楽
、
斎
登
正
覚
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
成
仏
経
』
の
内
50
容
と
対
応
し
、
弥
勒
世
界
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
供
養
者
た
ち
の
願
い
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。51
ま
た
、
同
壁
に
あ
る
願
文
の
「
願
法
興
隆
、
魔
事
微
滅
」
と
い
う
文
言
は
、
52
南
壁
の
『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
に
お
い
て
、
強
盗
ら
が
仏
に
帰
依
し
た
内
容
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
供
養
者
た
ち
に
よ
る
現
実
社
会
へ
の
願
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
に
対
し
て
、
未
来
の
た
め
に
三
宝
に
帰
依
す
る
よ
う
宣
教
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
階
段
で
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
が
、
南
壁
の
残
さ
れ
た
宗
教
的
意
味
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。
例
え
ば
、
稲
本
泰
生
氏
に
よ
り
、『
施
身
聞
偈
図
』
の
善
男
子
が
無
常
の
偈
を
「
衆
生
の
た
め
に
、
山
石
に
書
記
」
し
た
こ
と
は
、
北
朝
時
代
に
お
け
る
刻
経
の
盛
行
と
相
関
関
係
の
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
仏
度
水
牛
生
天
縁
』
と
『
五
百
強
53
盗
成
仏
図
』
に
は
滅
罪
の
思
想
も
見
え
る
。『
五
百
強
盗
成
仏
図
』
に
お
け
る
強
盗
ら
の
服
装
変
化
に
つ
い
て
も
、
そ
の
解
決
方
法
を
目
下
考
慮
中
で
あ
る
。
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
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今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。
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傑
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霍
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亮
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健
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国
石
窟
-
3
a
敦
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莫
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一
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平
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社
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文
物
出
版
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、
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11 月
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張
元
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仏
性
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285 窟
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画
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究
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、
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前
掲
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故
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経
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前
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張
元
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文
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2004 年
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本
窟
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五
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強
盗
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仏
図
」
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北
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第
296 窟
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事
画
よ
り「
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経
の
画
面
」が
多
い
こ
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が
発
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れ
た
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7-13 頁
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前
掲
張
元
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氏
（
2004 年
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慧
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賢
愚
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弥
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10
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第
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仏
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藐
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梵
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。
一
切
の
真
理
を
あ
ま
ね
く
知
っ
た
最
上
の
智
慧
。
真
理
を
悟
っ
た
境
地
。
) 『
密
教
大
辞
典
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。
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仏
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引
用
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縁
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用
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1933 年
8 月
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究
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段
文
傑
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的
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研
究
者
を
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め
、
24
多
く
の
先
行
研
究
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っ
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.
前
掲
張
元
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氏
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2004 年
）
第
7-13 頁
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縁
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弥
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仏
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そ
の
宗
教
的
機
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縁
』は
、帰
依
三
宝
の
物
語
で
あ
る
。『
五
百
強
盗
成
仏
図
』の
後
半
部
分
は
、三
宝
に
帰
依
す
る
も
の
で
あ
る
。『
施
身
聞
偈
図
』の
善
男
子
は
、も
ち
ろ
ん
三
宝
を
敬
信
す
る
者
で
あ
る
。
.
前
掲
泉
氏
論
文
（
2011 年
）。
47
.
前
掲
竺
法
護
訳
『
仏
説
弥
勒
下
生
成
仏
経
』（
1988 年
）
第
421 頁
。
48.
願
文
の
全
文
は
、「
夫
至
闃
曠
、
正
為
塵
羅
所
約
、
聖
道
帰
趣
、
非
積
櫐
49
何
能
済
抜
、
是
以
仏
弟
子
比
丘
鞏
化
、
仰
為
七
世
父
母
、
所
生
母
父
敬
造
迦
葉
仏
一
区
並
二
菩
薩
、
因
斯
微
福
願
亡
者
神
遊
浄
土
、
永
離
三
途
、
現
在
居
眷
、
位
太
安
吉
、
普
及
蠕
動
之
類
、
還
登
常
楽
。
大
代
大
魏
大
統
四
年
歳
次
戊
午
八
月
中
旬
造
。」
で
あ
る
。
.
願
文
に
は
「
夫
従
縁
至
果
、
非
積
集
無
以
成
功
、
是
以
仏
弟
子
滑
黒
奴
、
上
為
50
有
識
之
類
、敬
造
無
量
寿
仏
一
区
並
二
菩
薩
。因
斯
微
福
、願
法
興
隆
、魔
事
微
滅
、
後
願
含
霊
抱
識
、
離
舎
三
途
八
難
、
現
在
老
苦
、
往
生
妙
楽
、
斎
登
正
覚
。
大
代
大
魏
大
統
五
年
五
月
廿
一
日
造
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
.
過
去
七
仏
と
弥
勒
信
仰
と
の
関
係
は
、
賀
世
哲
氏
論
文
「
関
於
十
六
国
北
朝
時
51
期
的
三
世
仏
与
三
仏
造
像
諸
問
題
( 二
) 」を
参
照
。『
敦
煌
研
究
』1993 年
第
1 期
、第
2-3 頁
。
.
前
掲
注
50 と
同
じ
。
52.
稲
本
泰
生
「
小
南
海
中
窟
と
滅
罪
の
思
想
―
僧
稠
周
辺
に
お
け
る
実
残
53
行
と
『
涅
槃
経
』『
観
無
量
寿
経
』
の
解
釈
を
中
心
に
」『
鹿
園
雑
集
』
第
4 号
、
2002 年
3 月
。
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仏
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〔
補
註
〕
本
章
は
二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
十
七
回
国
際
東
方
学
者
会
議
( 於
東
京
･ 日
本
教
育
会
館
) に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、『
美
術
史
学
』
第
三
十
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
意
味
と
そ
の
宗
教
的
機
能
」
を
加
筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
〔
図
版
出
典
〕
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
1
3
4
5
6
7
8
10
11
12
『
敦
煌
石
窟
2 莫
高
窟
』「
第
二
八
五
窟
」
文
化
学
園
･ 文
化
出
版
局
、
2001 年
6
月
。
図
、『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980
2
年
11 月
。
図
、
本
人
製
図
。
9
第
四
章
南
壁
故
事
画
と
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
そ
の
宗
教
的
機
能
- 90 -
第
五
章
敦
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窟
第
二
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仏
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は
じ
め
に
一
、
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
お
け
る
相
違
点
( 一
) 中
央
方
壇
に
関
わ
る
先
行
研
究
( 二
)
先
行
研
究
に
お
け
る
相
違
点
と
記
録
写
真
と
の
再
検
討
二
、
記
録
写
真
に
見
え
る
も
う
一
つ
の
第
二
八
五
窟
( 一
)
石
窟
に
お
け
る
古
今
の
変
化
に
つ
い
て
( 二
)
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
の
復
原
へ
( 三
)
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
に
つ
い
て
三
、
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
お
け
る
宗
教
的
機
能
( 一
)
中
央
仏
塔
に
つ
い
て
( 二
) 中
央
仏
塔
に
お
け
る
儀
礼
に
つ
い
て
お
わ
り
に
は
じ
め
に
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
北
壁
に
大
統
四
年
お
よ
び
同
五
年
供
養
発
願
文
が
あ
り
、
紀
年
銘
を
有
す
る
石
窟
と
し
て
は
、
莫
高
窟
で
最
古
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
石
窟
中
心
部
に
は
方
形
の
土
壇
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
数
多
1
く
の
先
行
研
究
は
、
こ
の
「
中
央
方
壇
」
を
証
拠
と
し
て
、
石
窟
の
造
型
や
宗
教
的
機
能
、
及
び
時
代
的
･ 地
域
的
な
特
徴
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
論
述
し
た
。
近
年
、「
中
央
方
壇
」
を
研
究
対
象
に
し
た
論
文
も
あ
り
、「
中
央
方
壇
」（
図
１
）
が
仏
教
徒
た
ち
の
受
戒
す
る
機
能
を
持
つ
「
戒
壇
」
と
い
う
も
の
で
、
正
壁
の
本
尊
と
二
脇
侍
を
「
三
師
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
観
点
に
賛
同
2
し
、
引
用
し
て
い
る
論
文
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
ペ
リ
オ
探
検
隊
の
記
録
写
真
（
以
下
、
記
録
写
真
と
略
す
。）
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
石
窟
中
央
に
は
、
現
存
の
低
い
土
壇
で
は
な
く
、
高
い
建
造
物
の
中
央
仏
塔
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。な
お
、そ
の
記
録
写
真
に
つ
い
て
は
、
宿
白
氏
が
部
分
的
に
見
た
こ
と
が
あ
り
、
第
二
八
五
窟
南
北
両
壁
の
小
洞
窟
口
に
あ
っ
た
小
塔
の
み
を
論
じ
た
。
東
京
文
化
財
研
究
所
と
敦
煌
研
究
院
と
の
共
3
同
研
究
報
告
書
に
は
、
部
分
的
な
記
録
写
真
を
利
用
し
、
壁
画
の
色
彩
の
変
化
を
中
心
と
し
た
研
究
で
あ
り
、
中
央
仏
塔
の
こ
と
も
論
じ
な
か
っ
た
。
本
章
で
4
は
、
そ
の
記
録
写
真
と
旧
資
料
な
ど
に
基
づ
き
、
中
央
仏
塔
が
あ
っ
た
窟
内
本
来
の
様
子
を
取
り
戻
し
、
第
二
八
五
窟
に
お
け
る
宗
教
的
機
能
を
試
論
す
る
。
第
五
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莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
- 92 -
図１ 現存土壇
敦煌莫高窟第二八五窟内部（北魏？）
一
、
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
お
け
る
相
違
点
( 一
) 中
央
方
壇
に
関
わ
る
先
行
研
究
第
二
八
五
窟
は
、
前
室
と
主
室
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
通
路
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
( 口
絵
２
) 。
主
室
は
方
形
の
平
面
プ
ラ
ン
に
伏
斗
式
天
井
を
持
ち
、
東
西
南
北
の
側
壁
は
各
々
縦
三
メ
ー
ト
ル
、
横
六
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
さ
で
あ
る
。
南
北
の
側
壁
に
約
一
メ
ー
ト
ル
四
方
程
度
の
小
窟
が
あ
り
、
石
窟
中
央
に
5
6
は
方
形
の
土
壇
( 長
さ
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
) が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
早
期
研
究
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
最
初
的
平
井
宥
慶
氏
に
よ
る
敦
煌
の
陀
羅
尼
を
論
ず
る
論
文
が
あ
る
。
氏
は
、
石
窟
中
央
の
方
壇
の
存
在
を
指
摘
し
、
本
窟
の
禅
定
と
い
う
宗
教
的
機
能
に
つ
い
て
疑
問
を
な
げ
か
け
て
い
る
、
そ
し
て
「
礼
拝
窟
の
変
形
で
は
な
い
か
」
と
暗
示
さ
れ
た
。
翌
年
の
一
九
八
〇
年
『
中
7
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
に
は
、「
石
窟
中
央
に
方
形
の
低
い
壇
が
設
け
ら
れ
て
い
る
」
と
現
存
状
態
の
ま
ま
を
述
べ
た
。
第
二
巻
に
は
「
低
く
平
ら
な
8
方
壇
が
残
っ
て
お
り
、
壇
の
表
面
は
元
代
の
塑
泥
を
塗
ら
れ
、
そ
の
上
に
線
刻
の
壇
域
図
が
表
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
、
す
な
わ
ち
、
方
壇
が
元
時
代
に
補
完
し
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
央
方
壇
の
存
在
に
関
わ
9
ら
ず
、
南
北
の
側
壁
に
あ
る
小
禅
窟
に
よ
っ
て
、
第
二
八
五
窟
を
坐
禅
す
る
機
能
が
あ
る
窟
と
位
置
づ
け
る
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。10
第
五
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高
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仏
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な
お
、
中
央
方
壇
が
後
補
の
説
に
対
し
て
、
逆
に
中
央
方
壇
の
宗
教
的
機
能
な
ど
を
直
接
に
論
じ
た
研
究
も
あ
る
。
彭
金
章
氏
は
中
央
方
壇
を
密
教
的
道
場
と
す
る
観
点
に
立
つ
。
他
方
、
頼
鵬
挙
氏
は
、
仏
教
徒
が
受
戒
す
る
「
戒
壇
」
11
で
あ
る
も
の
と
指
摘
し
た
上
で
、
西
壁
の
三
尊
像
( 本
尊
と
両
脇
侍
) が
受
戒
の
「
三
師
」（
得
戒
、
羯
磨
、
教
授
）
と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
第
二
八
五
窟
に
12
戒
壇
を
設
け
る
こ
と
は
、
仏
教
の
伝
播
過
程
で
、
敦
煌
地
方
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
、
敦
煌
特
有
の
石
窟
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。13
( 二
) 先
行
研
究
に
お
け
る
相
違
点
と
記
録
写
真
と
の
再
検
討
以
上
の
先
行
研
究
を
比
べ
れ
ば
、
中
央
土
壇
の
造
営
時
代
に
対
し
て
、
主
に
二
つ
の
観
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
現
存
の
中
央
方
壇
が
後
補
の
も
の
と
す
る
説
。
二
つ
目
は
、
中
央
方
壇
が
四
壁
の
壁
画
と
同
じ
く
西
魏
の
も
の
と
す
る
説
。
す
な
わ
ち
、
西
魏
時
代
に
お
け
る
中
央
方
壇
の
有
無
と
い
う
相
違
で
あ
る
。
但
し
、
記
録
写
真
（
図
２
）
に
よ
る
と
、
当
時
の
第
二
八
五
窟
の
中
央
に
は
高
い
建
造
物
が
見
ら
れ
、現
存
の
方
形
の
低
い
土
壇
で
は
な
か
っ
た
。そ
し
て
、
数
枚
の
記
録
写
真
を
合
わ
せ
て
分
析
し
た
結
果
、
そ
の
高
い
建
造
物
は
仏
塔
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
四
三
14
年
に
刊
行
さ
れ
た
何
正
璜
氏
の
調
査
報
告
に
は
「
洞
之
中
央
本
建
一
圓
塔
、
惟
現
已
残
毀
、
据
伝
聞
係
為
法
人
伯
希
和
氏
所
盗
毀
壊
者
。
」
と
書
か
れ
、
本
来
15
は
石
窟
中
央
に
丸
形
の
塔
が
安
置
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
八
五
窟
の
中
央
土
壇
の
造
営
経
緯
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
つ
の
可
能
性
に
考
え
ら
れ
た
。
（
１
）
北
朝
時
代
に
低
い
方
壇
が
安
置
さ
れ
た
。
（
２
）
北
朝
時
代
に
低
い
方
壇
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
現
有
の
低
い
方
壇
を
基
礎
と
し
、
中
央
仏
塔
を
建
立
し
た
。
（
３
）
北
朝
時
代
に
お
い
て
、
方
壇
を
基
盤
と
し
て
の
中
央
仏
塔
が
安
置
さ
れ
た
。
（
４
）
方
壇
を
基
盤
と
す
る
中
央
仏
塔
は
、
石
窟
の
四
壁
が
完
成
後
に
お
い
て
安
置
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
録
写
真
に
見
え
る
仏
塔
は
方
形
の
基
壇
を
持
ち
、
そ
の
高
さ
が
西
壁
の
基
壇
よ
り
高
い
と
見
ら
れ
、
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
推
測
さ
れ
る
（
図
２
）。
す
な
わ
ち
、
安
置
さ
れ
た
仏
塔
の
基
壇
は
、
高
さ
が
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
現
存
土
壇
に
よ
り
二
倍
以
上
の
高
さ
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、以
上
四
つ
の
仮
説
の
う
ち
、第（
３
）と
第（
４
）
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。16
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図２ ペリオ探検隊の記録写真
敦煌莫高窟第二八五窟内部（北魏？）
図３ ペリオ探検隊の記録写真
敦煌莫高窟第二八五窟内部（北魏？）
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仏
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図４ 獅子の塑像
莫高窟第二八五窟中央（北魏？）
（ペリオ探検隊の記録写真）
図
５
仏
立
像
高
窟
第
二
八
五
窟
西
壁
（
ペ
リ
オ
探
検
隊
の
記
録
写
真
）
図
６
菩
薩
立
像
高
窟
第
二
八
五
窟
西
壁
（
ペ
リ
オ
探
検
隊
の
記
録
写
真
）
図
７
菩
薩
立
像
現
状
高
窟
第
二
八
五
窟
西
壁
第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
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仏
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と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
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と
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て
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図８ 坐禅僧像
莫高窟第二八五窟西壁（北魏？）
（ペリオ探検隊の記録写真）
図９ 坐禅僧像の現状
莫高窟第二八五窟西壁（北魏？）
図10-1 第二八五窟平面図（石氏絵図）
『莫高窟形』より転載
図10-2 第二八五窟平面図（石氏絵図）
『莫高窟形』より転載
図10-3 第二八五窟平面図
（石氏絵図）『莫高窟形』より転載
第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
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第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
二
、
記
録
写
真
に
見
え
る
も
う
一
つ
の
第
二
八
五
窟
( 一
)
石
窟
に
お
け
る
古
今
の
変
化
に
つ
い
て
ま
ず
、
記
録
写
真
( 図
２
、
図
３
) に
よ
る
と
、
当
時
の
石
窟
内
部
に
は
非
常
に
混
乱
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
が
見
え
る
が
、現
存
の
状
態
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
多
く
の
モ
チ
ー
フ
が
欠
失
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
（
１
）当
時
第
二
八
五
窟
の
中
央
に
高
い
仏
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
て
( 図
３
) 、
そ
の
上
部
に
泥
質
の
塑
像
( 獅
子
な
ど
) が
多
く
見
ら
れ
る
が
( 図
４
) 、
今
、
高
さ
が
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壇
し
か
見
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
（
２
）
西
壁
の
本
尊
仏
像
の
両
足
間
に
は
、
仏
立
像
が
一
体
倒
れ
て
い
て
( 図
５
) 、
頭
部
を
失
っ
た
、
残
存
高
さ
( 下
部
の
蓮
弁
を
含
め
) は
本
尊
仏
像
の
足
の
長
さ
に
相
当
し
て
い
た
。
今
は
そ
の
仏
立
像
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
（
３
）
西
壁
の
大
仏
龕
内
左
右
の
壁
面
に
接
し
て
菩
薩
立
像
が
あ
っ
た
( 図
６
) が
、
今
、
向
か
っ
て
右
側
の
立
像
の
上
半
身
は
失
わ
れ
た
( 図
７
) 。
（
４
）
西
壁
に
お
い
て
、
向
か
っ
て
右
側
の
小
龕
内
の
坐
禅
僧
像
は
、
頭
部
と
体
と
繋
が
る
所
に
裂
け
目
が
見
ら
れ
る
（
図
８
）。
今
は
塑
像
の
頭
部
が
完
全
に
欠
失
さ
れ
た
と
( 図
９
) 。
な
お
、
ペ
リ
オ
探
検
隊
が
敦
煌
に
滞
在
し
た
一
九
〇
八
年
以
降
、
謝
稚
柳
氏
17
が
莫
高
窟
を
調
査
し
た
時
（
一
九
四
二
年
）
に
は
す
で
に
、
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
は
大
幅
に
壊
れ
て
、
本
来
の
様
相
か
ら
は
程
遠
い
状
態
と
な
っ
た
。
こ
18
の
三
十
四
年
間
に
は
、
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
が
限
ら
ず
、
敦
煌
莫
高
窟
が
全
体
的
に
壊
さ
れ
た
こ
と
が
史
料
か
ら
見
ら
れ
る
( 表
１
) 。
最
も
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
か
ら
一
九
二
一
年
八
月
ま
で
の
間
、
民
国
政
府
は
五
百
余
名
の
戦
敗
さ
れ
た
ロ
シ
ア
軍
人
を
莫
高
窟
に
安
置
さ
れ
、
軍
人
ら
は
石
窟
内
部
で
火
を
つ
け
て
料
理
を
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
石
窟
の
塑
像
や
壁
画
を
壊
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
謝
氏
の
調
査
時
期
に
お
19
い
て
、
西
壁
の
小
龕
内
坐
禅
僧
像
の
頭
部
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年
20
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
に
石
璋
如
氏
が
莫
高
窟
（
七
月
二
日
に
第
二
八
五
窟
を
測
量
し
た
）
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
小
龕
内
の
坐
禅
僧
の
頭
部
が
欠
失
さ
れ
21
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
壁
の
小
龕
内
坐
禅
僧
の
頭
部
は
、
一
22
九
四
二
年
一
月
か
ら
七
月
の
間
に
欠
失
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
( 二
)
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
の
復
原
へ
石
璋
如
氏
の
調
査
報
告
書
の
序
章
に
は
「
窟
内
中
壇
、
下
方
上
円
、
雖
毀
、
尚
存
高
約
1.50 公
尺
的
遺
跡
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
石
窟
中
23
央
の
仏
塔
は
上
円
下
方
の
形
で
あ
り
、
高
さ
約
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
石
氏
の
絵
図
に
よ
っ
て
、
残
さ
れ
た
中
央
仏
塔
の
跡
と
し
て
は
、
三
層
の
階
段
を
含
め
て
六
層
の
建
造
物
で
あ
っ
- 98 -
第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
た
こ
と
が
分
か
る
（
図
）
。
報
告
書
に
は
「
中
央
仏
壇
已
毀
、
東
西
長
南
北
10
24
寛
均
為
2.8 公
尺
、
計
7.84 平
方
公
尺
、
合
2.37 坪
。
在
二
層
的
中
心
又
有
残
高
0.7 公
尺
、
前
有
三
階
。
其
上
又
有
三
層
、
最
上
層
為
蓮
華
、
在
蓮
華
中
心
為
径
約
2.0 公
尺
之
圓
柱
、
残
高
約
0.8 公
尺
、
分
為
三
層
、
毎
層
上
下
圓
周
均
小
。
」
と
書
い
て
い
る
。
25
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
中
央
仏
塔
跡
は
、
二
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
形
を
持
つ
( 現
存
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
) 、
高
さ
は
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
基
壇
が
あ
り
、
そ
の
前
に
( 東
壁
の
入
口
側
) 同
高
の
三
層
の
階
段
を
付
け
て
い
た
（
図
）。
基
壇
の
上
に
は
さ
ら
に
三
層
の
階
段
が
あ
る
、
階
段
の
最
上
10
部
は
蓮
華
と
な
り
、
蓮
華
の
中
心
に
は
径
二
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
丸
柱
で
あ
り
、
残
高
は
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
な
お
、
記
録
写
真
に
見
え
る
仏
塔
の
跡
（
図
、
図
）
は
、
石
氏
の
調
査
11
13
時
期
に
よ
り
高
か
っ
た
た
め
、
記
録
写
真
の
撮
影
環
境
を
真
似
し
て
、
復
原
撮
影
の
実
験
（
図
、
図
）
を
行
っ
た
。
本
実
験
で
は
、
仏
塔
跡
の
上
部
を
見
12
14
26
え
る
二
枚
の
記
録
写
真
を
根
拠
と
し
て
当
時
の
仏
塔
の
高
さ
と
幅
を
計
測
さ
せ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
石
窟
の
中
央
位
置
に
塔
の
代
わ
り
物
を
立
た
せ
て
、
撮
影
者
は
石
窟
内
に
移
動
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
見
る
映
像
に
お
い
て
、
仏
塔
上
部
の
位
置
と
そ
の
後
の
背
景
の
四
隅
、
お
よ
び
記
録
写
真
の
画
面
と
互
い
に
重
な
り
合
っ
て
行
う
。
つ
ま
り
、
記
録
写
真
と
完
全
に
同
じ
構
図
の
写
真
を
撮
ら
れ
る
位
置
の
高
さ
と
幅
を
計
測
す
る
。
実
験
の
結
果
、
当
時
の
中
央
仏
塔
跡
は
、
約
二
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
持
ち
、
上
部
円
盤
の
径
が
約
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
（
図
）15
図11 ペリオ探検隊の記録写真
敦煌莫高窟第二八五窟内部（北魏？）
図 12 実験写真 1
莫高窟第二八五窟
（仏塔高の測量）
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図13 ペリオ探検隊の記録写真
敦煌莫高窟第二八五窟内部（北魏？）
図 14 実験写真 2
莫高窟第二八五窟
（仏塔上部の蓮弁幅の測量）
図15 敦煌莫高窟第二八五窟中央仏塔復原図
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第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に
、
記
録
写
真
と
計
測
さ
れ
た
仏
塔
の
数
値
、
お
よ
び
石
氏
の
絵
図
と
そ
の
数
値
に
よ
っ
て
、
ペ
リ
オ
探
検
隊
調
査
時
の
中
央
仏
塔
の
様
子
は
復
原
図
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
中
央
仏
塔
の
構
造
は
イ
ン
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
27
パ
に
よ
く
似
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
（
図
）。15
図 16 サーンチー第一塔（大塔）
（前三世紀）
図17 ストゥーパ
アジャンター第9窟
（前1世紀）
図18 ストゥーパ
キジル石窟第三十四窟主室天井右側図19 酒泉高善穆石塔
北凉承玄元年(428年)
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第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
( 三
)
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
に
つ
い
て
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
言
え
ば
、
イ
ン
ド
の
有
名
な
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
ス
ト
ゥ
ー
パ
( 大
塔
) が
代
表
的
で
あ
る
（
図
）。
石
窟
の
中
央
に
お
い
て
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
16
を
安
置
す
る
遺
例
も
多
く
見
ら
れ
る
（
図
）。
仏
教
の
東
漸
に
従
っ
て
、
西
17
域
の
石
窟
壁
画
に
は
、
第
二
八
五
窟
の
よ
う
な
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
（
図
）。
そ
し
て
、
同
様
の
構
造
は
甘
粛
省
博
物
館
所
蔵
す
る
北
涼
石
18
塔
に
見
え
る
（
図
）。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
構
造
は
北
19
涼
時
代
に
敦
煌
地
方
に
伝
来
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
第
二
八
五
窟
中
央
仏
塔
の
上
部
に
は
、
い
く
つ
か
の
獅
子
の
塑
像
が
見
ら
れ
る
（
図
４
）。『
後
漢
書
』
に
お
い
て
、「
章
和
元
年
( 八
七
年
) 、
獅
子
を
献
ず
る
」
と
書
か
れ
、
獅
子
は
西
域
の
動
物
と
し
て
漢
時
代
頃
に
内
陸
に
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
摩
訶
僧
祇
律
』「
吉
利
王
為
仏
起
塔
、
四
面
作
龕
、
28
上
作
師
子
象
、
種
種
彩
畫
、
前
作
欄
楯
安
置
花
處
（
中
略
）
是
名
塔
龕
法
。
」29
に
よ
る
と
、
仏
塔
の
上
に
獅
子
像
を
安
置
す
る
と
し
て
い
る
。
視
覚
的
な
美
術
品
と
し
て
は
、
莫
高
窟
第
二
七
五
窟
西
壁
の
獅
子
像
が
北
涼
の
実
例
と
し
て
見
ら
れ
る
（
図
）。
内
陸
の
遺
例
と
し
て
は
、
西
安
碑
林
博
物
館
収
蔵
さ
れ
て
20
い
る
北
魏
の
造
像
碑
に
は
、
獅
子
の
像
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
中
央
仏
塔
30
に
あ
る
獅
子
像
の
造
形
と
風
格
に
つ
い
て
は
、同
窟
西
壁
に
描
か
れ
て
い
る「
獅
子
」（
虎
車
と
い
う
場
合
も
あ
る
。）
と
似
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
図
）
。
21
31
ま
た
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
通
り
、
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
は
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
似
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
イ
ン
ド
か
ら
西
域
に
通
じ
て
敦
煌
ま
で
多
く
の
遺
例
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
第
二
八
五
窟
西
壁
に
描
か
れ
た
密
教
的
な
日
天
像
と
月
天
像
は
、
イ
ン
ド
か
ら
西
域
各
国
を
経
由
し
て
、
敦
煌
に
伝
来
さ
れ
た
と
確
認
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
32
塔
と
西
壁
の
モ
チ
ー
フ
は
す
べ
て
異
国
的
な
形
式
を
持
ち
、
東
･ 北
･ 南
の
三
壁
の
壁
画
は
中
原
画
風
で
表
し
、
両
者
の
性
格
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
八
五
窟
中
央
仏
塔
の
造
営
時
代
は
、
西
壁
と
同
じ
で
北
魏
の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
せ
る
。33
図20 獅子像
莫高窟第二七五窟西壁（北涼）
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三
、
中
央
仏
塔
に
お
け
る
宗
教
的
機
能
( 一
)
中
央
仏
塔
に
つ
い
て
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
一
般
に
仏
塔
と
言
え
ば
、
仏
陀
の
舍
利
を
お
さ
め
て
造
立
さ
れ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
stûpa) の
義
に
解
す
る
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
Stûpa は
パ
ー
リ
語
で
ト
ゥ
ー
パ
thûpa と
い
い
、
中
国
語
に
音
訳
し
た
窣
34
堵
波
、
卒
塔
婆
（
そ
と
ば
）、
塔
婆
、
塔
、
浮
図
な
ど
の
語
源
に
な
っ
て
い
る
。35
図 21 獅子
莫高窟第二八五窟西壁北龕上部（北魏？）
漢
訳
経
典
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
、「
作
塔
法
者
、
下
基
四
方
、
周
匝
欄
楯
、
圓
起
二
重
、
方
牙
四
出
、
上
施
槃
蓋
、
長
表
輪
相
。
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
36
に
対
し
て
、莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
は
、四
方
の
基
壇
に
基
づ
い
て
、
そ
の
上
に
二
重
の
円
盤
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
仏
塔
は
経
説
の
と
お
り
で
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、中
国
現
存
石
窟
の
中
央
に
は
、イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
少
な
く
、
代
わ
り
に
高
層
の
楼
閣
や
方
形
の
柱
を
立
て
る
実
例
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
莫
高
窟
の
早
期
石
窟
に
は
中
心
柱
の
形
式
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
仏
像
や
獅
子
像
な
ど
を
安
置
し
て
い
る
。
逆
に
、
西
域
の
キ
ジ
ル
石
窟
に
は
、
柱
の
代
わ
り
に
「
壁
」
の
よ
う
な
構
造
で
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
「
壁
」
と
方
形
の
中
心
柱
は
、
ほ
ぼ
石
窟
の
天
井
と
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
石
窟
を
構
成
す
る
物
質
と
の
関
係
が
あ
る
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
中
央
に
イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
安
置
さ
れ
た
こ
と
は
か
な
り
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
央
仏
塔
は
、
西
壁
の
密
教
的
な
画
風
と
二
体
の
坐
禅
僧
像
と
共
に
異
例
の
構
造
と
し
て
、
第
二
八
五
窟
の
造
営
や
北
朝
の
仏
教
石
窟
を
研
究
す
る
重
要
な
要
素
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、『
五
分
律
』「
仏
言
、
聴
有
四
種
人
応
起
塔
、
如
來
、
聖
弟
子
、
辟
支
仏
、
転
輪
聖
王
。
諸
比
丘
欲
作
露
塔
、
屋
塔
、
無
壁
塔
。
」
に
よ
る
と
、
如
來
37
と
聖
弟
子
と
辟
支
仏
及
び
転
輪
聖
王
は
起
塔
供
養
す
る
べ
き
で
あ
り
、
塔
の
種
第
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煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
類
と
し
て
は
、
露
塔
と
屋
塔
と
無
壁
塔
の
三
種
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
露
塔
」
と
い
え
ば
、
サ
ー
ン
チ
ー
第
一
大
塔
が
代
表
的
な
遺
例
と
し
て
周
知
さ
れ
て
お
り
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
中
央
仏
塔
で
は
「
屋
塔
」
に
属
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
( 二
) 中
央
仏
塔
に
お
け
る
儀
礼
に
つ
い
て
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
は
梵
語
に
お
い
て
、
柱
と
樹
幹
な
ど
の
義
と
訳
さ
れ
、
最
高
の
地
位
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
塔
の
建
造
活
動
と
礼
拝
は
、
イ
ン
ド
西
北
38
地
方
で
か
な
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。仏
教
建
築
と
し
て
の
仏
塔
は
、
39
舎
利
を
分
か
ち
合
い
、
荘
厳
す
る
認
識
が
イ
ン
ド
で
に
お
い
て
普
及
し
、
そ
の
40
後
、
仏
塔
は
仏
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
盛
ん
な
崇
拝
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
仏
を
象
徴
す
る
仏
塔
が
石
窟
中
央
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
仏
教
の
儀
礼
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
、
古
代
イ
ン
ド
の
寺
院
に
お
い
て
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
悲
華
経
』
に
は
「
我
涅
槃
後
、
若
有
衆
生
、
以
珍
宝
伎
樂
、
41
供
養
舍
利
。
乃
至
礼
拜
、
右
繞
一
匝
、
合
掌
称
歎
、
一
茎
華
散
、
以
是
因
縁
随
其
志
願
、
於
三
乘
中
各
不
退
転
。
」
と
書
い
て
い
る
。
仏
舎
利
へ
の
礼
拝
供
養
42
が
し
き
り
に
勧
説
強
調
さ
れ
、
合
掌
讃
歎
し
て
一
茎
の
花
を
献
じ
、
そ
の
受
け
る
福
徳
は
莫
大
な
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
右
繞
と
は
、
仏
塔
や
仏
像
な
ど
の
ま
わ
り
を
右
回
り
に
歩
く
作
法
（
図
）
で
あ
る
と
知
ら
れ
22
て
い
る
が
、
も
と
は
古
代
イ
ン
ド
の
礼
拝
形
式
の
一
つ
と
し
て
、
仏
教
成
立
前
に
お
い
て
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
仏
教
に
右
繞
の
儀
礼
が
取
り
入
43
れ
ら
れ
て
、
そ
の
功
徳
が
『
右
繞
仏
塔
功
徳
経
』
に
書
か
れ
て
い
る
。44
図 22 仏塔礼拝
莫高窟第二八五窟西壁北龕上部（北魏？）
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莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
な
お
、
唐
時
代
に
道
世
撰
が
書
か
れ
た
『
諸
経
要
集
』
に
は
、「
賢
者
五
戒
経
云
、
旋
塔
三
匝
者
、
表
敬
三
尊
、
一
仏
、
二
法
、
三
僧
（
中
略
）
繞
塔
有
五
事
、
一
低
頭
視
地
、
二
不
得
蹈
䖝
、
三
不
得
左
右
顧
視
、
四
不
得
唾
塔
前
地
上
、
五
不
得
中
住
與
人
語
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
賢
者
五
戒
経
』
45
は
支
謙
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
次
に
、
旋
塔
三
匝
と
46
は
、
塔
を
三
回
ま
わ
る
こ
と
で
、
三
宝
に
敬
意
を
あ
ら
わ
す
作
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
塔
を
ま
わ
る
儀
礼
と
し
て
は
、
五
つ
の
規
則
が
あ
る
と
し
か
り
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
お
わ
り
に
以
上
の
検
討
の
よ
う
に
、
ペ
リ
オ
探
検
隊
の
記
録
写
真
や
、
現
地
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
中
央
に
は
仏
塔
が
安
置
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
中
央
仏
塔
の
造
型
と
そ
の
上
の
獅
子
像
に
よ
っ
て
西
壁
の
画
風
と
の
比
較
に
通
じ
て
、
中
央
の
仏
塔
が
イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
性
格
を
持
ち
、
北
魏
に
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
域
に
建
造
さ
れ
た
イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
跡
が
現
存
し
て
い
る
が
、
窟
内
に
安
置
す
る
中
央
仏
塔
と
し
て
は
、
キ
ジ
ル
石
窟
や
敦
煌
地
方
の
石
窟
中
に
お
い
て
例
が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
八
五
窟
に
造
営
さ
れ
た
イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
、
こ
の
石
窟
に
お
け
る
特
有
の
性
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、
敦
煌
の
中
心
柱
を
有
す
る
石
窟
に
関
し
て
は
、
西
域
の
キ
ジ
ー
ル
石
窟
第
三
八
窟
と
第
八
〇
窟
等
で
生
み
出
さ
れ
た
形
式
が
、
直
接
敦
煌
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
47
の
場
合
は
、
中
央
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
関
わ
ら
ず
、
そ
の
構
造
を
イ
ン
ド
の
密
教
石
窟
か
ら
の
変
形
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
中
央
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
合
わ
せ
て
考
48
え
す
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
構
造
が
イ
ン
ド
石
窟
か
ら
の
影
響
と
し
て
理
解
を
促
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
は
、
い
わ
ゆ
る
西
魏
時
代
( 五
三
八
年
、
五
三
九
年
) に
開
鑿
さ
れ
た
石
窟
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四
面
49
の
壁
に
お
け
る
造
営
時
代
や
造
像
主
題
な
ど
は
、
各
時
期
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
石
窟
の
使
用
目
的
や
宗
教
的
機
能
も
何
度
か
変
50
わ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
一
方
で
、
北
魏
時
代
に
造
営
さ
れ
た
中
央
仏
塔
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
）
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
礼
拝
行
為
で
あ
る
右
繞
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推
定
さ
せ
る
。
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表１ 莫高窟における主な事件
（一九〇八年～一九四二年の間）
参考文献：
1．張大千『漠高窟記』、国立故宮博物院、1985年 4月。
2．謝稚柳『敦煌芸術叙録』上海出版公司、1955年 11月。
3．姜徳治『敦煌大事記』甘粛人民出版社、2009年 7月。
4．衛聚賢「敦煌石室」『説文月刊』第三巻第十期、渝版第四号(西北文化専号)、
説文社、1943年5月、第25頁。
一九〇八年から一九四二年の間、莫高窟における主な事件
時間 事件と莫高窟への変化 参考文献
1908年６月 ペリオ氏が莫高窟に調査を終了、道士の王圓録氏から経典を十「大車」
を買った。
『敦煌芸術叙録』
「概述」
1909年 残り8000巻の経典を北京に移動された。 『敦煌芸術叙録』
「概述」
1912年1月 大谷探険隊は莫高窟にて、道士の王圓録氏から敦煌写本を400余件
買った。
『敦煌大事記』
1914年5月 ロシア考察団が莫高窟に到着。 『敦煌大事記』
5月 Stein Marc Aurel（マーク・オーレル・スタイン）は、再度莫高窟へ、木簡を
250余枚、写本を600余件買った。
「敦煌石室」『説
文月刊』
1919年 民国政府は、800余名の戦敗されたロシア軍人を莫高窟に安置した。軍
人たちが石窟内部で火をつけ、料理をすることなど、石窟の彫刻や壁画
などを壊された。
『漠高窟記』「自
序」
1921年 敦煌県政府は、経などを整理した。 『敦煌大事記』
1921年8月 ロシア軍人が、莫高窟から帰国。
1924年 華而納莫高窟へ再来、壁画20余所、損10余所、仏像—数尊 『漠高窟記』「自
序」
1927年 商人の劉徳氏は、莫高窟の修建に支援金を支給した。 『敦煌大事記』
1935年 今の九層楼を完成 『敦煌大事記』
1936年2月12
日
新聞の『大公報』記者である範長江氏が莫高窟へ観光、その後、「塞外
桃源的敦煌」を発表した。
『敦煌大事記』
1937年5月 建築学専門家の梁思成氏が莫高窟の古建築を考察した。 『敦煌芸術叙録』
「図版」
1940年 画家の呉作人氏、関山月氏、黎雄才氏は、莫高窟にて壁画を模写した。 『敦煌大事記』
1940年 馬歩芳氏が派遣した部下は、莫高窟で銀塔と『造塔記』などを盗む。 『敦煌大事記』
一九四二年
の夏
画家の張大千氏が莫高窟にて、壁画を模写し、石窟番号を作った。 『漠高窟記』「自
序」
1943年2月 張大千氏が莫高窟の調査を終わり、『漠高窟記』が編成し、「自序」を書
いた。
『漠高窟記』「自
序」
1941年の秋 于右任氏が中央政府に敦煌研究院の設立する意見を提出した。 『敦煌大事記』
一九四二年 謝稚柳氏が莫高窟の調査を始めた。 『敦煌大事記』
一九四二年
某月
莫高窟第二八五窟西壁の坐禅比丘の頭部がなくなった。 『敦煌芸術叙録』
「図版10」
一九四二年
の春
中央研究院が西北史地調査団を作り、莫高窟を考察した。 『敦煌大事記』
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2 期
、
第
95 頁
。
．
Mission
Pelliot.Les
grottes
de
Touen-Houang.Paris.Librairie
14
Paul
Geuthner.1920 年
。
．
何
正
璜
「
敦
煌
莫
高
窟
現
存
佛
洞
概
況
之
調
査
」『
説
文
月
刊
』
第
3 巻
10 期
、
15
1943 年
5 月
。
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第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
．
古
写
真
に
見
え
る
中
央
方
壇
で
は
、
残
り
の
高
さ
が
あ
っ
た
た
め
、
現
存
16
の
低
い
土
壇
が
破
損
後
の
様
子
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
考
え
る
。
．
伯
希
和
等
著
、
耿
昇
訳
『
伯
希
和
西
域
探
検
記
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
2001 年
17
10 月
、
第
26 頁
。
．謝
稚
柳
著『
敦
煌
藝
術
叙
録
』、上
海
出
版
公
司
、1955 年
11 月
、第
150 頁
。著
18
書
の
中
に
は
「
中
央
有
佛
台
、
已
毀
」
と
記
載
し
て
い
る
。
石
窟
番
号
は
張
大
千
氏
の
番
号
を
使
い
、
第
83 窟
と
な
っ
て
い
る
。
．
姜
徳
治
『
敦
煌
大
事
記
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、
2009 年
7 月
、
第
89 頁
。
19．
謝
稚
柳
『
敦
煌
芸
術
叙
録
』
上
海
出
版
公
司
、
1955 年
11 月
、
図
版
10 。
20．顔
娟
英
「
石
璋
如
先
生
著
『
莫
高
窟
形
』
介
紹
」『
石
璋
如
院
士
百
歳
祝
寿
論
文
21
集
- 考
古
･ 歴
史
･ 文
化
』（
宋
文
、
李
亦
園
、
張
光
直
主
編
）、
台
北
南
天
書
局
、
200
2 年
4 月
、
第
553 頁
。
．石
璋
如『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
田
野
工
作
報
告
3 、莫
高
窟
形
( 三
) 図
22
版
』、中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、1996 年
4 月
、図
版
七
一
( 労
幹
氏
撮
影
) を
参
照
し
た
。
．石
璋
如
「
編
輯
説
明
」『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
田
野
工
作
報
告
之
三
、
23
莫
高
窟
形
( 一
) 』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
1996 年
4 月
、
第
2 頁
。
．石
璋
如『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
田
野
工
作
報
告
之
三
・
莫
高
窟
形
( 二
)
24
窟
圖
曁
附
録
』、中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、1996 年
4 月
、第
71 頁
。石
窟
番
号
は
張
大
千
氏
の
整
理
番
号
を
使
い
た
、張
氏
番
号
の
C83 窟
と
第
285 窟
( 敦
煌
研
究
院
の
整
理
番
号
) と
同
じ
石
窟
で
あ
る
。
．
前
掲
石
璋
如
氏
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
田
野
工
作
報
告
之
三
・
莫
高
25
窟
形
( 一
) 』、
1996 年
4 月
、
第
148 頁
。
．
本
実
験
で
は
、
石
窟
の
中
央
に
お
い
て
の
作
業
で
あ
る
た
め
、
莫
高
窟
第
二
八
26
五
窟
の
コ
ピ
ー
窟
で
行
っ
た
。
27 ．
中
央
仏
塔
復
原
図
の
点
線
部
分
は
、
記
録
写
真
に
見
え
て
い
な
い
部
分
が
想
像
し
た
の
で
あ
る
。
．
范
曄
『
後
漢
書
』
巻
三
「
肅
宗
孝
章
帝
」
紀
三
に
は
「
是
歳
、
西
域
長
史
班
超
28
撃
莎
車
、
大
破
之
、
月
氏
国
遣
使
献
扶
抜
、
師
子
」
と
書
い
て
い
る
。
太
白
文
芸
出
版
社
、
2006 年
12 月
、
第
28 頁
。
．
仏
陀
跋
陀
羅
、
法
顕
『
摩
訶
僧
祇
律
』
卷
第
三
十
三
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
29
22 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
5 月
、
第
498 頁
。
．趙
力
光『
長
安
仏
佛
韵
- 西
安
碑
林
佛
教
造
像
芸
術
』、陝
西
師
範
大
学
出
版
社
、
30
2010 年
4 月
。
．
獅
車
と
虎
車
と
？
論
文
31．
第
四
章
を
参
照
す
る
。
第
四
章
は
西
壁
に
お
け
る
日
天
像
と
月
天
像
の
伝
来
さ
32
れ
た
経
緯
を
論
じ
た
。
．前
掲
宿
白
氏（
1996 年
）、第
210 頁
。氏
は
、第
二
八
五
窟
西
壁
の
造
営
時
代
を
33
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第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
北
魏
の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
た
。
．高
田
修
「
イ
ン
ド
の
佛
塔
と
舍
利
安
置
法
」『
佛
教
芸
術
』第
11 号
、毎
日
新
聞
34
社
、
1951 年
3 月
、
第
68 頁
。
．
Rene
关
Grousset 著
、
常
任
侠
、
袁
音
訳
『
印
度
的
文
明
』、
商
務
印
書
館
、
35
1965 年
、
第
39 頁
。
．
仏
陀
跋
陀
羅
、
法
顕
『
摩
訶
僧
祇
律
』
卷
第
三
十
三
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
36
22 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
5 月
、
第
498 頁
。
．仏
陀
什
、竺
道
生
訳『
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
』卷
第
二
十
六「
弥
沙
塞
」、『
大
37
正
新
修
大
蔵
経
』
第
22 巻
、
大
蔵
出
版
、
1989 年
5 月
、
第
173 頁
。
．李
崇
峰
「
第
二
章
、塔
与
支
提
窟
」『
中
印
度
仏
教
石
窟
寺
比
較
研
究
－
以
塔
廟
38
窟
為
中
心
』、
北
京
大
学
出
版
社
、
2003 年
12 月
、
第
25 頁
。
．
高
田
修
『
佛
像
の
起
源
』、
岩
波
書
店
、
1967 年
9 月
、
第
185 頁
。
39．
前
掲
李
崇
峰
（
2003 年
）
第
29 頁
。
40．
前
掲
蕭
黙
氏
（
1981 年
）
第
206-226 頁
。
41．曇
無
讖
訳『
悲
華
経
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』第
3 巻
、大
蔵
出
版
、1988 年
6 月
、
42
第
211 頁
。
．
玄
奘
著
、
季
羨
林
校
注
『
大
唐
西
域
記
校
注
』、
中
華
書
局
、
1985 年
2 月
、
第
43
207 頁
。
．
実
叉
難
陀
訳
『
右
繞
仏
塔
功
徳
経
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
16 巻
、
大
44
蔵
出
版
、
1989 年
1 月
、
第
801-802 頁
。
．
道
世
撰
『
諸
経
要
集
』「
旋
繞
縁
第
五
」、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
54 巻
、
大
蔵
45
出
版
、
1991 年
1 月
、
第
22 頁
。
．聖
凱
「
論
儒
道
仏
三
教
論
理
的
交
渉
- 以
五
戒
与
五
常
為
中
心
」『
仏
学
研
究
』、
46
2004 年
。
．
段
文
傑
「
早
期
の
莫
高
窟
芸
術
」『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
、
47
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980 年
11 月
、
第
184 頁
。
．
前
掲
平
井
氏
（
1979 年
）
第
66 頁
。
48．
前
掲
樊
錦
詩
氏
他
（
1980 年
）。
49．
前
掲
宿
白
氏
（
1996 年
）
第
210 頁
。
50
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第
五
章
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
造
型
再
考
―
当
初
の
安
置
仏
塔
と
そ
の
宗
教
的
機
能
を
中
心
と
し
て
〔
図
版
出
典
〕
図
、
図
、
図
、
図
、『
敦
煌
石
窟
2 莫
高
窟
』「
第
二
八
五
窟
」
文
化
1
7
9
21
学
園
、
文
化
出
版
局
、
2001 年
6 月
。
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
図
、
Mission
Pell
2
3
4
5
6
8
11
13
iot.Les
grottes
de
Touen-Houang.Paris.Librairie
Paul
Geuthne
r.1920 年
。
図
-
、
図
-
、
図
-
、
石
璋
如
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
10
1
10
2
10
3
田
野
工
作
報
告
之
三
・
莫
高
窟
形
( 二
) 窟
圖
曁
附
録
』、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
1996 年
4 月
。
図
、
図
、
本
人
撮
影
。
12
14
図
、
本
人
製
図
。
15
図
、
山
本
智
教
『
イ
ン
ド
美
術
史
大
観
- 写
真
篇
』
毎
日
新
聞
社
、
1990 年
1
16
2 月
。
図
、
佐
藤
宗
太
郎
『
イ
ン
ド
石
窟
寺
院
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
17
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ａ
』
東
京
書
籍
株
式
会
社
1985 年
12 月
、
図
131 。
図
、『
中
国
新
疆
壁
画
芸
術
』
第
一
巻
「
克
孜
爾
石
窟
（
一
）」
新
疆
美
術
18
撮
影
出
版
社
、
2009 年
9 月
。
図
、
張
宝
璽
『
甘
粛
佛
教
石
刻
造
像
』、
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
、
2001 年
3
19
月
。
図
、『
中
国
石
窟
- 敦
煌
莫
高
窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
文
物
出
版
社
、
1980
20
年
11 月
。
図
、
栗
田
功
編
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ⅰ
- 仏
伝
』
二
玄
社
、
1988 年
11 月
。
22
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終
章
研
究
成
果
の
確
認
と
今
後
の
解
題
- 111 -
は
じ
め
に
一
．
研
究
成
果
の
確
認
二
．
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
造
型
や
、
四
つ
の
壁
に
お
け
る
主
題
な
ど
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
史
料
と
石
窟
壁
画
の
双
方
か
ら
現
地
調
査
を
行
い
、
本
研
究
を
進
め
て
き
た
。
最
後
に
、
各
章
で
得
ら
れ
た
成
果
を
も
う
一
度
確
認
し
、
残
さ
れ
た
問
題
点
と
そ
れ
に
対
す
る
研
究
視
点
お
よ
び
構
想
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
一
．
研
究
成
果
の
確
認
ま
ず
第
一
章
で
は
、
西
壁
に
描
か
れ
た
諸
天
像
に
対
し
て
、
そ
の
姿
と
宗
教
的
機
能
を
再
検
討
し
つ
つ
、
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
図
像
と
キ
ジ
ル
石
窟
の
天
相
図
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
西
壁
の
日
天
と
月
天
の
中
国
伝
来
、
お
よ
び
二
天
を
一
壁
面
に
描
い
た
配
置
構
成
に
つ
い
て
、
す
べ
て
イ
ン
ド
か
ら
西
域
各
国
を
経
由
し
て
敦
煌
莫
高
窟
に
伝
来
し
た
と
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
西
壁
の
坐
禅
僧
像
は
、
仏
の
二
脇
侍
の
位
置
に
安
置
さ
れ
、
頭
光
や
、
飛
天
、
蓮
華
紋
な
ど
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
神
格
化
し
た
高
僧
を
表
し
た
上
、
弥
勒
菩
薩
像
を
真
似
て
逆
三
角
形
の
飾
り
が
描
か
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
兜
率
天
へ
の
往
生
を
祈
願
す
る
こ
と
も
、
現
世
の
弥
勒
を
暗
示
す
る
こ
と
も
、「
三
世
」
思
想
に
基
づ
い
た
弥
勒
思
想
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。
加
え
て
、
西
壁
の
配
置
構
成
に
つ
い
て
は
、
上
部
を
「
天
空
」
と
し
、
下
部
を
「
現
世
の
人
間
世
界
」
と
し
、
向
か
っ
て
左
側
を
「
昼
」
と
し
、
右
側
を
「
夜
」
と
す
る
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、『
華
厳
経
』
に
現
れ
て
い
る
世
界
観
と
同
じ
く
、
西
壁
の
配
置
構
成
が
「
十
方
三
世
」
思
想
に
基
づ
い
た
大
乗
仏
教
の
広
い
世
界
観
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
南
壁
に
描
か
れ
た
五
つ
の
故
事
画
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
れ
ら
五
つ
の
所
依
経
典
に
お
け
る
共
通
点
に
よ
っ
て
、
南
壁
故
事
画
の
所
依
経
典
は
、
大
乗
仏
教
の
「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
き
、「
三
帰
」
と
「
五
戒
」
な
ど
の
宗
教
的
思
想
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
で
は
、
第
二
章
で
得
ら
れ
た
結
果
に
基
づ
い
て
、
故
事
画
に
お
け
る
特
色
あ
る
場
面
と
そ
の
宗
教
的
意
味
、
お
よ
び
南
壁
の
配
置
構
成
を
論
じ
た
。
第
二
八
五
窟
南
壁
に
描
か
れ
た
五
つ
の
故
事
画
は
、
固
有
の
仏
教
因
縁
で
「
十
方
三
世
」
の
世
界
観
に
基
づ
い
た
「
五
戒
」
と
「
三
帰
」
の
思
想
を
表
し
、
弥
勒
経
典
中
の
言
語
を
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
、
象
徴
的
な
記
号
で
あ
る
故
事
画
に
転
化
し
、
画
面
に
「
弥
勒
三
会
」
に
値
遇
す
る
願
い
を
入
れ
込
ん
だ
特
有
の
美
術
作
品
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
南
壁
の
構
図
を
見
れ
ば
、
五
つ
の
故
事
画
を
あ
わ
せ
て
弥
勒
三
会
の
思
想
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、「
五
百
強
盗
成
仏
図
」
は
、
一
図
だ
け
で
二
つ
の
意
味
( 第
二
会
の
「
三
終
章
研
究
成
果
の
確
認
と
今
後
の
解
題
- 112 -
帰
」
と
第
三
会
の
「
一
称
南
無
仏
」
) を
解
釈
さ
せ
よ
う
に
と
意
図
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
第
四
章
で
は
、
故
事
画
の
所
依
経
典
と
そ
れ
に
お
け
る
特
有
の
場
面
と
を
合
わ
せ
て
、『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
と
の
関
係
と
宗
教
的
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
。
西
魏
時
代
は
、
中
国
西
北
地
方
の
戦
乱
に
よ
り
「
末
法
思
想
」
が
流
行
し
て
い
た
が
、「
末
法
世
界
」
の
人
々
は
こ
う
し
た
現
実
を
背
景
に
、
故
事
画
の
よ
う
に
三
宝
を
信
じ
ず
、
さ
ら
に
、
戦
乱
の
た
め
強
盗
な
ど
の
悪
勢
力
が
広
く
あ
っ
た
。
仏
教
信
者
と
し
て
の
第
二
八
五
窟
の
供
養
者
達
は
、
現
実
社
会
へ
の
不
安
を
多
く
持
ち
な
が
ら
、
未
来
の
理
想
的
な
社
会
( 弥
勒
の
世
界
) を
渇
望
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
八
五
窟
の
造
型
に
お
け
る
諸
問
題
に
対
し
て
は
、
第
五
章
に
お
い
て
、
ペ
リ
オ
探
検
隊
の
記
録
写
真
や
、
現
地
調
査
な
ど
に
よ
り
、
第
二
八
五
窟
中
央
に
は
仏
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
中
央
仏
塔
の
造
型
と
そ
の
上
の
獅
子
像
を
西
壁
の
画
風
と
の
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
央
の
仏
塔
が
イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
性
格
を
持
ち
、
北
魏
に
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
イ
ン
ド
風
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
、
本
石
窟
に
お
け
る
特
有
の
性
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
二
．
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
現
階
段
で
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
二
八
五
窟
の
造
営
者
な
ど
に
残
さ
れ
た
諸
問
題
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。
例
え
ば
、
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
は
元
栄
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
証
拠
が
足
り
な
い
た
め
、
造
営
者
の
特
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
第
二
八
五
窟
は
、「
西
壁
の
坐
禅
僧
が
特
徴
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
石
窟
造
営
者
は
高
僧
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
北
壁
の
「
供
養
図
」
が
石
窟
造
営
の
重
要
な
証
拠
で
あ
る
た
め
、
俗
人
造
像
の
可
能
性
も
あ
る
。
俗
人
の
集
団
は
「
邑
」
と
い
い
、
僧
侶
の
造
像
集
団
は
「
法
社
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
古
代
の
中
国
中
原
地
方
に
は
、
僧
侶
集
団
と
俗
人
集
団
と
が
と
も
に
造
像
を
行
っ
た
例
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
造
像
集
団
を
「
邑
社
」
と
い
う
。
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
の
造
営
形
式
は
中
原
地
方
の
「
邑
社
」
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
第
二
八
五
窟
の
造
営
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
ふ
ま
え
た
上
で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
第
二
八
五
窟
北
壁
の
供
養
図
に
お
け
る
供
養
者
の
配
列
及
び
発
願
文
を
研
究
対
象
と
し
、
敦
煌
か
ら
中
原
ま
で
の
「
邑
社
」
造
像
と
の
比
較
を
行
い
た
い
。「
邑
社
」
の
構
成
と
成
員
の
関
係
を
調
べ
、
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
北
壁
の
供
養
人
の
関
係
と
比
較
し
、
両
者
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
北
朝
供
養
人
の
配
列
に
よ
り
、
僧
侶
先
導
と
第
二
八
五
終
章
研
究
成
果
の
確
認
と
今
後
の
解
題
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窟
坐
禅
僧
と
の
関
係
を
調
べ
、
石
窟
の
供
養
人
の
構
成
と
そ
の
経
緯
、
及
び
僧
侶
供
養
人
と
俗
人
供
養
人
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
る
。な
お
、
北
壁
と
東
壁
の
「
供
養
図
」
九
面
に
は
、
先
導
者
の
比
丘
僧
と
俗
人
供
養
者
の
名
前
が
あ
る
た
め
、
造
営
者
が
俗
人
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
俗
人
供
養
者
の
姓
氏
が
多
く
、
服
装
に
も
胡
服
と
漢
服
を
そ
れ
ぞ
れ
に
着
用
し
て
い
る
た
め
、
第
二
八
五
窟
の
俗
人
造
営
者
は
一
家
族
で
は
な
く
、
複
雑
な
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
供
養
者
の
組
み
合
わ
せ
は
、
中
原
地
方
の
「
邑
社
」
と
類
似
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
邑
社
」
と
は
、
僧
侶
供
養
者
の
集
団
( 法
社
) と
俗
人
供
養
者
の
集
団
( 邑
)
と
の
総
称
で
あ
る
。
両
者
は
仏
教
に
対
す
る
理
解
も
違
う
し
、
造
像
の
意
図
も
違
う
た
め
、
モ
チ
ー
フ
が
豊
富
な
題
材
を
反
映
し
て
い
る
。
今
後
の
研
究
は
、
第
二
八
五
窟
西
壁
「
坐
禅
僧
」
と
北
壁
「
供
養
図
」
な
ど
を
総
合
的
に
分
析
し
た
上
で
、
中
原
の
「
邑
社
」
造
像
の
研
究
に
従
っ
て
、
第
二
八
五
窟
の
僧
侶
造
像
と
俗
人
造
像
の
関
係
を
考
究
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
第
二
八
五
窟
の
複
雑
な
造
営
者
の
身
分
の
解
明
も
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
敦
煌
の
造
像
集
団
と
中
原
の
「
邑
社
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
広
く
西
域
石
窟
の
造
像
者
に
関
す
る
研
究
に
も
影
響
を
与
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
終
章
研
究
成
果
の
確
認
と
今
後
の
解
題
- 1 -
〔
付
録
〕
付
録
１
張
大
千
『
漠
高
窟
記
』（
翻
刻
- 第
二
八
五
窟
部
分
）
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
五
年
四
月
。
【
第
一
七
九
頁
】
第
八
十
三
窟
西
魏
洞
口
、
經
五
代
人
重
修
。
洞
口
高
五
尺
四
寸
半
，
深
三
尺
七
寸
，
廣
三
尺
五
寸
半
。
頂
方
形
。
洞
内
高
八
尺
七
寸
，
深
一
丈
五
尺
六
寸
，
廣
一
丈
五
尺
六
寸
。
正
中
有
蓮
薹
，
已
毁
。
佛
龕
【
第
一
八
〇
頁
】
西
壁
正
中
高
七
尺
三
寸
，
深
二
尺
六
寸
，
廣
六
尺
一
寸
。
西
壁
左
高
三
尺
九
寸
，
深
一
尺
四
寸
，
廣
二
尺
八
寸
。
西
壁
右
同
左
。
洞
内
尚
有
八
小
窟
，
排
列
南
、
北
兩
壁
下
，
高
三
尺
一
寸
，
深
四
尺
二
寸
，
廣
二
尺
三
寸
。
曾
經
元
人
建
八
小
塔
、
將
洞
口
堵
塞
，
今
塔
已
殘
毁
，
南
壁
第
一
洞
内
，
有
元
人
畵
，
極
劣
。
北
壁
第
四
洞
、
南
壁
第
四
洞
內
有
元
人
塑
小
佛
無
數
。
北
壁
第
四
洞
内
，
北
壁
上
，
有
西
夏
文
一
篇
。
付
録
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東
壁
，
有
唐
人
畫
殘
痕
。
塑
像
：西
壁
正
中
龕
内
，
本
尊
一
區
，
高
五
尺
八
寸
，
頭
及
兩
手
，
殘
毁
。
脇
侍
二
區
，
毁
。
原
塑
右
龕
菩
薩
一
區
座
高
二
尺
三
寸
，
臉
毁
。
原
塑
左
龕
菩
薩
一
區
座
頭
已
毁
。
原
塑
畫
記
：五
代
人
畫
佛
、
三
舖
，
半
已
剝
落
。
洞
口
兩
壁
洞
口
頂
【
第
一
八
一
頁
】
五
比
丘
、
故
事
三
段
，
上
下
累
曡
。
每
段
高
二
尺
四
寸
，
長
與
壁
等
。
南
壁
上
佛
經
故
事
、
十
二
節
。
高
一
尺
四
寸
，
上
下
累
曡
，，
介
於
四
小
窟
之
間
。
南
壁
佛
七
舖
、
横
列
高
二
尺
四
寸
，
廣
二
尺
二
寸
。
北
壁
自
西
至
東
、
第
一
釋
迦
、
多
寳
佛
一
舖
，
第
二
迦
葉
，
佛
一
舖
，
第
三
□
□
佛
一
舖
，
第
四
□
□
牟
尼
佛
一
舖
，
第
五
□
□
佛
一
舖
，
第
六
□
□
佛
一
舖
，
第
七
□
□
□
佛
一
舖
。
釋
迦
樹
下
說
法
像
二
舖
，
高
五
尺
八
寸
，
廣
七
尺
三
寸
。
東
壁
左
，
右
三
世
佛
一
舖
洞
楣
小
佛
及
菩
薩
二
十
九
區
，
北
壁
下
；
介
於
四
小
窟
之
間
。
附
録
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夜
叉
十
身
，
赤
身
著
短
褲
，
披
大
帶
，
作
奔
躍
曲
踊
之
狀
。
高
一
尺
二
寸
。
南
北
壁
下
菩
薩
八
身
。
又
一
身
。
坐
車
上
，
兩
端
皆
御
馬
。
外
書
長
圓
形
凡
九
圖
横
列
。
西
壁
左
上
近
頂
處
，
七
人
赤
身
，
著
短
褲
。
披
大
帶
，
老
、
壯
不
一
，
皆
顰
眉
蹙
額
，
狀
至
愁
苦
。
一
菩
薩
合
十
，
立
於
七
人
之
間
。
又
一
菩
薩
，
坐
車
上
，
外
畫
長
圓
形
凡
八
圖
。
中
立
菩
薩
一
區
；
外
無
長
圓
形
。
西
壁
，
右
上
近
頂
處
，
菩
薩
十
二
身
，
坐
蓮
臺
上
，
左
，
右
端
有
車
二
，
坐
二
人
，
持
盾
、
匕
之
屬
。
左
端
車
，
御
三
飛
鳥
，
右
端
車
，
御
三
奔
虎
。
西
壁
上
横
列
。
【
第
一
八
二
頁
】
諸
菩
薩
東
壁
左
、
右
下
十
六
區
。
中
龕
內
，
二
十
區
。
左
、
右
龕
內
，
各
四
區
。
窟
頂
二
區
，
共
擎
蓮
花
一
株
。
飛
天
中
龕
內
四
身
，
左
，
右
龕
內
，
各
二
身
。
南
壁
、
近
頂
處
十
二
身
。
窟
頂
，
十
一
身
。
樂
使
天
女
十
身
中
龕
楣
神
怪
十
二
身
獸
形
人
身
，
赤
身
，
著
短
褲
，
作
俯
仰
奔
躍
之
狀
。
窟
頂
諸
佛
坐
窟
內
，
外
繞
雲
山
、
樹
木
。
禽
獸
之
屬
。
窟
頂
、
四
週
近
壁
處
，
南
十
一
舖
，
北
付
録
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十
舖
，
東
八
舖
，
西
六
舖
。
飛
鳥
、
走
獸
蓮
花
等
窟
頂
五
色
火
燄
、
合
五
道
、
如
蓮
瓣
形
。
正
中
佛
背
光
錦
禽
、
彩
葉
，
南
、
北
壁
八
小
窟
、
窟
楣
。
彩
蓮
一
朵
，
外
三
方
角
，
斜
角
，
重
曡
置
隙
處
，
小
彩
蓮
，
红
藍
色
。
藻
付
録
２
謝
稚
柳
『
敦
煌
藝
術
叙
録
』（
翻
刻
- 第
二
八
五
窟
部
分
）
上
海
出
版
公
司
、
一
九
五
五
年
十
一
月
。
【
第
一
五
〇
頁
】
第
八
十
三
窟
西
魏
大
統
四
年
、
五
代
、
元
洞
口
：
高
五
尺
四
寸
半
，
深
三
尺
七
寸
，
廣
三
丈
五
寸
半
，
頂
方
形
。
洞
内
：
高
八
尺
七
寸
，
深
一
丈
五
尺
六
寸
，
廣
一
丈
五
尺
六
寸
，
中
央
有
佛
台
，
已
毁
。
佛
龕
：
西
壁
有
三
龕
，
並
列
，
中
龕
，
高
七
尺
三
寸
，
深
二
尺
六
寸
，
廣
六
尺
一
寸
，
左
？
右
龕
，
高
三
尺
九
寸
，
深
一
尺
四
寸
，
廣
二
尺
附
録
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八
寸
。
南
、
北
壁
下
，
各
有
四
龕
，
高
三
尺
一
寸
，
深
四
尺
二
寸
，
廣
二
尺
三
寸
；
每
一
龕
口
會
經
元
人
建
一
小
塔
，
將
龕
口
堵
塞
，
今
塔
已
殘
毁
，
除
南
、
北
壁
自
西
至
東
第
四
龕
內
，
有
元
時
小
泥
佛
無
數
外
，
其
他
龕
內
空
無
一
物
。
塑
像
：
中
龕
本
尊
，
高
五
尺
八
寸
，
頭
及
兩
手
殘
毁
，
脇
侍
二
區
毁
；
左
、
右
龕
趺
坐
菩
薩
各
【
第
一
五
一
頁
】
二
區
，
高
二
尺
三
寸
，
左
龕
二
區
，
頭
已
毁
，
右
龕
二
區
，
臉
已
毁
，
原
塑
。
畫
記東壁
釋
迦
樹
下
說
法
像
二
舖
，
高
五
尺
八
寸
，
廣
七
尺
三
寸
，
左
右
二
菩
薩
均
着
鞋
左
右
壁
。
菩
薩
十
六
區
左
右
壁
下
。
三
世
佛
一
鋪
東
壁
洞
口
上
。
右
壁
下
破
裂
處
內
層
有
夜
叉
數
身
，
隠
約
可
見
。
南
壁
佛
傳
圖
十
二
圖
，
高
一
尺
四
寸
，
上
下
累
叠
四
龕
左
右
帳
門
。
五
比
丘
故
事
三
圖
，
高
二
尺
四
寸
，
廣
一
丈
五
尺
六
寸
四
龕
左
右
帳
門
上
。
飛
天
十
二
身
近
頂
處
。
夜
叉
五
身
，
高
一
尺
三
寸
，
赤
身
着
短
褲
，
披
大
帶
，
作
奔
躍
曲
踊
狀
四
龕
左
右
帳
門
下
。
錦
禽
彩
葉
四
龕
額
。
元
人
畫
佛
第
一
龕
內
。
西
壁
菩
薩
十
二
區
，
趺
坐
蓮
台
上
中
龕
額
。
月
象
。
飛
車
一
，
車
上
坐
二
人
，
持
盾
匕
之
屬
，
三
飛
鳥
駕
車
中
龕
左
帳
門
上
。
日
象
。
飛
車
一
，
車
上
坐
二
人
，
持
盾
匕
之
屬
，
三
奔
虎
駕
車
中
龕
右
帳
門
上
。
菩
薩
八
區
，
又
一
區
趺
坐
車
上
，
兩
端
皆
御
馬
，
付
録
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附
録
每
區
菩
薩
，
各
畫
於
長
圓
圈
內
左
上
近
頂
處
。
七
人
赤
身
着
短
褲
，
披
大
帶
，
壯
老
不
一
，
皆
顰
眉
？
額
，
壯
至
愁
苦
，
一
菩
薩
合
掌
立
其
間
，
又
一
菩
薩
趺
坐
車
上
，
已
剝
落
，
每
人
及
菩
薩
，
各
畫
於
長
圓
圈
內
右
上
近
頂
處
。
菩
薩
二
十
區
及
飛
天
四
身
中
龕
內
。
五
色
火
焰
合
五
道
，
形
如
蓮
瓣
中
龕
本
尊
背
光
。
【
第
一
五
二
頁
】
伎
樂
天
女
十
身
中
龕
額
。
菩
薩
四
區
及
飛
天
二
身
左
龕
內
。
菩
薩
四
區
及
飛
天
二
身
右
龕
內
。
北
壁
菩
薩
十
區
，
高
八
寸
四
龕
左
右
帳
門
。
賢
刦
千
佛
四
龕
左
右
帳
門
。
佛
七
鋪
，
自
西
至
東
四
龕
左
右
帳
門
上
。
第
一
鋪
，
高
一
尺
五
寸
。
題
名
：
釋
迦
舆
多
寳
佛
第
二
鋪
，
尺
寸
同
前
。
題
名
：
迦
葉
佛
第
三
鋪
，
尺
寸
同
前
。
題
名
：
□
□
牟
尼
佛
第
四
鋪
，
尺
寸
同
前
。
題
名
：
□
□
佛
第
五
鋪
，
尺
寸
同
前
。
題
名
：
□
□
佛
第
六
鋪
，
尺
寸
同
前
。
題
名
：
□
□
佛
第
七
鋪
，
尺
寸
同
前
。
題
名
：
□
□
□
佛
夜
叉
五
身
，
高
一
尺
三
寸
，
赤
身
着
短
褲
，
披
大
帶
，
作
奔
躍
曲
踊
狀
四
龕
左
右
帳
門
下
。
錦
禽
彩
葉
四
龕
額
。
唐
人
畫
佛
菩
薩
第
四
龕
內
東
壁
。
西
夏
文
一
篇
第
四
龕
內
北
壁
。
窟
頂
菩
薩
二
區
共
拈
蓮
花
一
枝
，
飛
天
十
一
身
、
彩
蓮
一
枝
、
飛
鳥
走
獸
之
屬
凡
七
。
神
怪
十
二
身
，
赤
身
着
短
褲
，
作
俯
仰
奔
躍
狀
。
諸
菩
薩
坐
窟
內
，
外
焼
云
山
樹
木
禽
獸
之
屬
，
計
東
八
鋪
，
西
六
鋪
，
北
十
鋪
頂
四
週
。
正
方
形
及
內
外
接
正
方
形
各
一
，
內
接
正
方
形
內
，
作
一
彩
蓮
，
外
接
正
方
形
四
角
內
，
作
小
- 7 -
付
録
彩
蓮
，
紅
藍
色
薄
井
。
洞
口
五
代
畫
佛
各
一
鋪
，
半
已
剝
落
南
北
壁
及
頂
。
供
飬
人
像
東
壁
男
像
十
三
身
，
比
丘
尼
四
身
，
女
像
十
身
，
大
【
第
一
五
三
頁
】
半
已
剝
落
，
發
願
文
亦
剝
落
，
自
南
至
北
左
壁
下
。
男
像
第
四
身
，
題
名
：
信
佛
子
…
…
…
…
比
丘
一
身
，
男
像
十
三
身
，
比
丘
尼
一
身
，
女
像
十
二
身
，
大
半
已
剝
落
右
壁
下
。
五
代
男
像
二
十
七
身
，
高
一
尺
四
寸
半
，
大
半
剝
落
左
右
壁
男
女
像
下
。
北
壁
：女
像
四
身
，
高
五
寸
，
題
名
及
願
文
，
均
已
剝
落
第
一
舖
佛
下
。
男
像
七
身
，
自
西
至
東
第
二
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
題
名
剝
落
。
第
二
身
，
題
名
：
清
信
陰
安
歸
所
供
飬
第
三
身
，
題
名
：
信
士
陰
□
生
供
飬
第
四
身
，
題
名
：
信
士
陰
□
□
□
飬
第
五
身
，
題
名
：
信
士
陰
胡
仁
供
飬
第
六
身
，
題
名
：
信
士
陰
普
□
□
□
第
七
身
，
題
名
：
化
息
法
□
供
飬
發
願
文
：……
正
爲
鹿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
濟
扶
是
以
佛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
世
父
母
所
生
母
父
敬
造
迦
葉
佛
一
區
并
二
- 8 -
附
録
菩
薩
因
此
微
福
願
亡
者
神
游
净
土
不
□
三
途
現
在
居
眷
住
太
安
吉
普
及
蠕
動
之
纇
□
□
常
樂
大
代
大
魏
大
統
四
年
歲
次
戊
午
八
月
中
旬
造
【
第
一
五
四
頁
】
女
像
六
身
，
自
西
至
東
第
二
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
素
簽
題
名
：
清
信
女
史
崇
姬
所
供
飬
時
第
二
身
，
題
名
：
信
女
阿
丑
供
飬
第
三
身
，
題
名
：
信
女
乾
歸
婦
供
飬
第
四
身
，
題
名
：
信
女
乾
□
□
□
第
五
身
，
題
名
：
信
女
阿
媚
□
□
第
六
身
，
題
名
：
信
女
娥
女
供
飬
女
像
七
身
，
自
西
至
東
第
三
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
素
簽
題
名
：
比
丘
尼
惠
勝
供
飬
時
餘
題
名
均
已
剝
落
。
發
願
文
：夫從
緣
至
梁
非
積
集
無
以
成
功
是
以
佛
弟
子
比
丘
惠
遵
仰
爲
有
識
之
類
敬
造
□
□
牟
尼
佛
一
區
并
二
菩
薩
因
…
…
…
…
佛
法
興
…
…
…
大
代
…
…
…
…
男
像
五
身
，
題
名
均
已
剝
落
第
四
鋪
佛
下
。
女
像
五
身
，
自
西
至
東
第
四
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
素
簽
題
名
：
法
信
女
丁
愛
供
飬
餘
題
名
均
已
剝
落
。
發
願
文
已
剝
落
，
後
有
數
字
；
大
代
大
魏
大
統
五
年
…
…
…
…
- 9 -
付
録
男
像
三
身
，
女
像
七
身
，
題
名
及
發
願
文
均
剝
落
第
五
鋪
佛
下
。
男
像
七
身
，
自
西
至
東
第
六
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
素
簽
題
名
：
【
第
一
五
五
頁
】
比
丘
…
…
…
…
…
…
餘
題
名
均
剝
落
。
女
像
七
身
，
題
名
及
發
願
文
均
已
剝
落
第
六
鋪
佛
下
。
男
像
六
身
，
自
西
至
東
第
七
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
題
名
：
比
丘
…
…
…
…
…
…
第
二
身
，
題
名
：
請
信
士
…
…
…
…
第
三
身
，
題
名
：
請
信
士
僧
一
供
飬
餘
題
名
剝
落
。
女
像
八
身
，
自
西
至
東
第
七
鋪
佛
下
。
第
一
身
，
題
名
：
比
丘
尼
…
…
…
…
…
第
二
身
，
題
名
：
請
女
…
…
…
…
…
餘
題
名
剝
落
。
發
願
文
：夫從
緣
至
果
非
積
集
無
以
成
功
是
以
佛
弟
子
滑
黑
奴
上
爲
有
識
之
□
敬
造
□
□
□
佛
一
區
并
二
菩
薩
因
斯
微
福
願
佛
法
□
□
□
□
識
後
□
抱
識
□
拾
三
□
八
□
現
□
安
□
俱
生
妙
樂
齊
發
正
覺
大
代
大
魏
大
統
五
年
廿
二
日
造
訖
此
窟
洞
口
上
，
另
有
一
小
窟
，
殘
毁
，
窟
內
尺
寸
，
舆
第
八
十
三
窟
洞
口
相
同
，
頂
如
屋
頂
，
南
北
壁
畫
賢
刦
千
佛
，
西
壁
有
无
代
畫
佛
一
鋪
，
窟
頂
畫
彩
蓮
。
- 10 -
附
録
付
録
３
『
敦
煌
莫
高
窟
供
飬
人
題
記
』（
翻
刻
- 第
二
八
五
窟
部
分
）敦
煌
研
究
院
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
十
二
月
。
【
第
一
一
四
頁
】
第
285 窟
西
魏
北
壁
上
西
数
第
二
鋪
﹙
迦
葉
佛
﹚
下
發
願
文
白
地
髙
18 、
寛
11 厘
米
夫
至
極
闃
曠
正
爲
塵
羅
所
約
聖
道
歸
趣
非
蹟
壘
何
能
済
披
是
以
佛
弟
子
比
丘
鞏
化
仰
爲
七
世
父
母
所
生
母
父
敬
造
迦
葉
佛
一
區
并
二
菩
薩
因
此
微
福
願
亡
者
神
游
净
土
永
離
三
途
現
在
居
眷
位
太
安
吉
普
及
蠕
動
之
纇
速
登
常
樂
大
代
大
魏
大
統
四
年
歲
次
戊
午
八
月
中
旬
造
【
第
一
一
五
頁
】
比
丘
？
化
供
飬
時
此
發
願
文
東
側
供
飬
人
像
列
西
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
13 、
寛
2 厘
米
清
信
士
陰
安
歸
所
供
飬
時
同
列
第
二
身
題
名
白
地
髙
4.2 、
寛
1.5 厘
米
信
士
陰
苟
生
供
飬
同
列
三
身
題
名
白
地
髙
4 、
寛
1.5 厘
米
信
士
陰
無
忌
供
飬
同
列
五
身
題
名
白
地
髙
4.5 寛
1.5 厘
米
信
士
陰
胡
仁
供
飬
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同
列
六
身
題
名
白
地
髙
4.5 寛
1.5 厘
米
信
士
陰
普
仁
供
飬
同
列
七
題
名
白
地
髙
4 、
寛
1.5 厘
米
信
息
在
和
供
飬
同
列
西
侧
供
飬
人
像
列
東
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
12.5
、
寛
1.5 厘
米
清
信
女
史
崇
姬
所
供
飬
時
同
列
東
向
第
二
身
題
名
白
地
髙
4.8
、
寛
1.5 厘
米
信
女
阿
丑
供
飬
同
列
東
向
第
三
身
題
名
白
地
髙
4.5
、
寛
1.5 厘
米
信
女
乾
? 供
飬
同
列
東
向
第
四
身
題
名
白
地
髙
4.5
、
寛
1.5 厘
米
信
女
乾
理
供
飬
同
列
東
向
第
五
身
題
名
白
地
髙
5
、
寛
1.5 厘
米
信
女
阿
媚
供
飬
同
列
東
向
第
六
身
題
名
白
地
髙
5
、
寛
1.5 厘
米
信
女
娥
女
供
飬
同
壁
上
西
数
第
三
舖
﹙
拘
那
含
牟
尼
佛
﹚
下
發
願
文白
地
髙
19 、
寛
14 厘
米
【
第
一
一
六
頁
】
夫
從
緣
至
果
非
蹟
集
无
以
成
功
是
以
佛
弟
子
比
丘
惠
遵
仰
爲
有
識
之
纇
敬
造
拘
那
含
牟
尼
佛
一
區
并
二
菩
薩
因
斯
微
福
□
佛
法
舆
隆
魔
事
□
滅
…
…
…
…
安
吉
…
…
…
…
齊
登
正
覺
大
代
大
魏
…
…
八
□
中
旬
造
此
發
願
文
東
側
供
飬
人
像
列
西
向
第
一
身
題
名
付
録
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白
地
髙
10 、
寛
1.5
比
丘
尼
惠
勝
供
飬
時北
壁
上
西
数
第
五
舖
像
下
發
願
文
白
地
髙
18 、
寛
15 厘
米
（
1.5 ）
夫
從
緣
至
果
非
蹟
集
无
以
成
功
是
以
佛
弟
子
滑
□
安
上
爲
有
識
之
纇
敬
造
无
量
夀
佛
一
區
并
二
菩
薩
因
斯
微
福
願
佛
法
興
隆
魔
事
微
滅
後
願
含
靈
抱
識
離
捨
三
途
於
八
離
現
在
老
苦
往
生
妙
樂
齊
登
正
覺
大
代
大
魏
大
統
五
年
四
月
廿
八
日
造
此
發
願
文
東
側
供
飬
人
像
列
西
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
13 、
寛
2 厘
米
清
信
士
滑
□
安
供
飬
像同列
第
二
身
題
名
白
地
髙
16 、
寛
1.5 厘
米
清
信
士
□
□
同
列
西
側
東
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
12.5 、
寛
1.5 厘
米
□
﹙
清
﹚
信
女
丁
愛
供
飬
佛
時
同
列
第
二
身
題
名
白
地
髙
6 、
寛
1.5 厘
米
清
信
女
□
□
同
列
第
三
身
題
名
白
地
髙
6 、
寛
1.5 厘
米
信
女
□
□
同
列
第
四
身
題
名
白
地
髙
5.5 、
宽
1.5 厘
米
信
女
□
□
同
列
第
五
身
題
名
白
地
髙
6 、
宽
2 厘
米
信
女
…
…
【
第
一
一
七
頁
】
同
壁
上
西
數
第
六
舖
像
下
發
願
文
東
側
供
飬
人
像
列
西
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
11 、
寛
1.5 厘
米
比
丘
曇
珠
之
像
附
録
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付
録
同
列
第
二
身
題
名
白
地
髙
12 、
寛
2 厘
米
請
信
士
僧
一
供
飬
同
列
西
側
供
飬
人
像
列
東
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
10 、
寛
1.5 厘
米
比
丘
尼
…
…
同
列
第
二
身
題
名
白
地
髙
6.5 、
寛
1.5 厘
米
請
女
…
…
北
壁
上
西
數
第
七
舖
﹙
无
量
夀
佛
﹚
下
發
願
文
白
地
髙
19 、
寛
10 厘
米
(1.0)
夫
從
緣
至
果
非
蹟
集
无
以
成
功
是
以
佛
弟
子
子
滑
黑
奴
上
爲
有
識
之
纇
敬
造
无
量
夀
佛
一
區
并
二
菩
薩
因
斯
微
福
願
佛
法
興
隆
魔
事
微
滅
後
願
含
靈
抱
識
離
捨
三
途
八
難
現
在
老
苦
往
生
妙
樂
齊
登
正
覺
大
代
大
魏
大
統
五
年
五
月
廿
一
日
造
訖
發
願
文
東
側
供
飬
人
像
列
西
向
第
二
身
題
名
白
地
髙
15 、
寛
1.5 厘
米
清
信
士
滑
黑
奴
供
飬
孫
昔
海
同
列
第
四
身
題
名
白
地
髙
5.5
、
寛
1.5 厘
米
清
信
士
滑
一
供
飬
同
列
第
五
身
題
名
白
地
髙
5 、
寛
2 厘
米
清
信
士
□
友
上
發
願
文
西
側
供
飬
人
像
列
東
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
11.5 、
寛
1.5 厘
米
比
丘
尼
道
容
供
飬
之
像同列
第
二
身
題
名
白
地
髙
5 、
寛
1.5 厘
米
清
女
何
□
同
列
第
三
身
題
名
白
地
髙
4.5 、
寛
1.5 厘
米
息
女
□
媳
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附
録
【
第
一
一
八
頁
】
同
列
第
四
身
題
名
白
地
髙
4.5 、
寛
2 厘
米
息
女
阿
建
同
列
第
五
身
題
名
白
地
髙
4.5 、
寛
1.5 厘
米
息
女
頭
女
同
列
第
六
身
題
名
白
地
髙
4.5 、
寛
1 厘
米
息
女
難
當
同
列
第
七
身
題
名
白
地
髙
4.5 、
寛
1 厘
米
息
女
處
勝
東
壁
門
北
側
佛
像
下
發
願
文
白
地
髙
22 、
寛
23 厘
米
夫
神
…
…
比
丘
…
…
信
士
…
…
發
願
文
北
側
供
飬
人
像
列
南
向
第
一
身
題
名
白
地
髙
16 、
寛
2 厘
米
信
士
□
□
同
列
第
二
身
題
名
白
地
髙
6 、
寛
2 厘
米
信
佛
士
林
□
同
列
第
三
身
題
名
白
地
髙
6 、
寛
2 厘
米
信
…
…
岳
同
列
第
四
身
題
名
白
地
髙
7.5 、
寛
2 厘
米
信
士
□
□
同
列
第
五
身
題
名
白
地
髙
6 、
寛
2 厘
米
信
佛
□
□
同
列
第
十
三
身
題
名
白
地
髙
4 、
寛
2 厘
米
信
士
…
…
同
發
願
文
南
側
供
飬
人
像
列
北
向
第
一
身
題
名
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付
録
白
地
髙
17 、
寛
2.5 厘
米
比
丘
尼
…
…
同
列
第
二
身
題
名
白
地
髙
11 、
寛
2.5 厘
米
【
第
一
一
九
頁
】
比
丘
尼
…
…
同
列
第
四
身
題
名
白
地
髙
7.5 、
寛
2 厘
米
信
女
…
…
東
壁
門
北
側
下
端
五
代
供
飬
人
像
列
南
向
第
四
身
題
名
紅
地
髙
34 、
寛
3 厘
米
…
…
吴
…
…
一
心
供
□同列
第
八
身
題
名
紅
地
髙
31 、
寛
3 厘
米
…
…
阿
宋
…
…
飬
同
列
第
十
四
身
題
名
紅
地
髙
28 、
寛
3 厘
米
清
信
弟
子
…
…
一
心
供
飬
東
壁
門
南
側
下
端
五
代
供
飬
人
像
列
北
向
第
一
身
題
名
淺
灰
色
髙
存
20 、
寛
5 厘
米
施
主
敦
煌
…
…
□
一
心
供
飬
同
列
第
十
三
身
題
名
緑
地
殘
髙
24 、
寛
3 厘
米
清
信
弟
子
王
…
…
窟
檐
題
字
五
月
初
六
日
未
時
山
成
工
咸
豐
九
年
四
月
廿
二
日
木
工
四
個
初
一
日
出
夀
功
德
主
布
修
染
金
佛
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【
史
料
部
】
史
料
１
北
涼
天
竺
三
蔵
曇
無
讖
訳
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
第
十
六
「
梵
行
品
」
第
八
之
二
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
二
巻
・
第
四
五
八
頁
憍
薩
羅
国
有
諸
群
賊
其
数
五
百
。
群
黨
抄
劫
為
害
滋
甚
。
波
斯
匿
王
患
其
縱
暴
遣
兵
伺
捕
。
得
已
挑
目
遂
著
黒
闇
叢
林
之
下
。
是
諸
群
賊
已
於
先
仏
殖
衆
徳
本
。
既
失
目
已
受
大
苦
悩
。
各
作
是
言
。
南
無
仏
陀
南
無
仏
陀
。
我
等
今
者
無
有
救
護
啼
哭
号
咷
。
我
時
住
在
祇
洹
精
舍
。
聞
其
音
声
即
生
慈
心
。
時
有
涼
風
吹
香
山
中
種
種
香
藥
満
其
眼
眶
。
尋
還
得
眼
如
本
不
異
。
諸
賊
開
眼
即
見
如
来
。
住
立
其
前
而
為
説
法
。
賊
聞
法
已
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
実
不
作
風
吹
香
山
中
種
種
香
藥
。
住
其
人
前
而
為
説
法
。
善
男
子
。
当
知
皆
是
慈
善
根
力
。
令
彼
群
賊
見
如
是
事
。
史
料
２
読
み
下
し
：
―
『
国
訳
一
切
経
･ 涅
槃
部
』
常
盤
大
定
訳
憍
薩
羅
国
に
、
諸
の
羣
賊
有
り
、
其
の
数
五
百
な
り
。
羣
党
抄
劫
し
て
、
害
を
為
す
こ
と
滋
甚
だ
し
。
波
斯
匿
王
、
其
の
縦
暴
を
患
ひ
、
兵
を
遺
し
て
伺
ひ
捕
ふ
。
得
己
り
て
眼
を
挑
り
、
遂
に
黒
叢
林
の
下
に
箸
す
。
是
の
諸
の
羣
賊
、
已
に
先
仏
に
於
い
て
衆
の
徳
本
を
植
う
。
既
に
目
を
失
ひ
已
り
て
、
大
苦
悩
を
受
け
、
各
是
の
言
を
作
さ
く
、「
南
無
仏
陀
、
南
無
仏
陀
、
我
等
今
救
護
有
る
こ
と
無
し
」
と
。
啼
哭
号
咷
す
。
我
時
に
祇
洹
精
舍
に
住
在
す
。
其
の
音
声
を
聞
き
て
、
即
ち
慈
心
を
生
ず
。
時
に
涼
風
有
り
、
香
山
中
の
種
種
の
香
薬
を
吹
き
て
、
其
の
眼
眶
を
満
た
す
。
尋
い
で
還
つ
て
眼
を
得
、
本
の
如
く
異
な
ら
ず
。
諸
賊
眼
を
開
き
て
、
即
ち
如
来
其
の
前
に
住
立
し
て
、
為
に
法
を
説
く
を
見
る
。
賊
、
法
を
聞
き
已
り
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
す
。
善
男
子
、
我
爾
の
時
に
於
て
、
実
に
風
の
、
香
山
中
の
種
種
の
香
薬
を
吹
き
、
其
の
人
の
前
に
住
し
て
、
為
に
説
法
す
る
こ
と
を
作
さ
ず
。
善
男
子
、
常
に
知
る
べ
し
。
皆
是
慈
の
善
根
の
力
よ
り
、
彼
の
群
賊
を
し
て
、
是
の
如
き
の
事
を
見
し
む
る
な
り
。
史
料
部
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史
料
３
元
魏
涼
州
沙
門
慧
覚
等
在
高
昌
郡
訳
『
賢
愚
経
』
巻
の
第
五
「
沙
弥
守
戒
自
殺
品
第
三
十
二
」
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
第
四
巻
・
第
三
八
〇
頁
如
是
我
聞
。
一
時
仏
在
安
陀
国
。
爾
時
世
尊
。
慇
懃
讃
歎
持
戒
之
人
。
護
持
禁
戒
。
寧
捨
身
命
。
終
不
毀
犯
。
何
以
故
。
戒
為
入
道
之
初
基
。
尽
漏
之
妙
趣
。
涅
槃
安
樂
之
平
途
。
若
持
淨
戒
。
計
其
功
徳
。
無
量
無
辺
。
譬
如
大
海
無
量
無
辺
。
戒
亦
如
是
。
猶
如
大
海
多
有
阿
脩
羅
黿
龜
水
性
摩
竭
魚
等
大
衆
生
居
。
戒
海
亦
爾
。
多
有
三
乘
大
衆
生
居
。
譬
如
大
海
多
諸
金
銀
琉
璃
等
宝
。
戒
海
亦
爾
。
多
出
善
法
。
有
四
非
常
三
十
七
品
諸
禅
三
昧
如
是
等
宝
。
猶
如
大
海
。
金
剛
為
底
。
金
剛
山
圍
。
四
江
大
河
。
流
注
其
中
。
不
増
不
減
。
戒
海
亦
爾
。
毘
尼
為
底
。
阿
毘
曇
山
。
以
為
圍
遶
。
四
阿
含
河
。
流
注
入
中
。
湛
然
常
爾
。
不
増
不
減
。
何
以
故
。
注
入
不
増
不
減
。
下
阿
鼻
火
。
上
衝
大
海
。
海
水
消
涸
。
以
故
不
増
。
常
流
入
故
。
以
故
不
減
。
仏
法
戒
海
。
不
放
逸
故
不
増
。
具
功
徳
故
不
減
。
是
故
当
知
。
能
持
戒
者
。
其
徳
甚
多
。
仏
涅
槃
後
。
安
陀
国
土
。
爾
時
有
一
乞
食
比
丘
樂
独
静
処
。
威
儀
具
足
。
乞
食
比
丘
。
仏
所
讃
歎
。
非
住
衆
者
。
何
以
故
。
乞
食
比
丘
。
少
欲
知
足
。
不
儲
畜
積
聚
。
次
第
乞
食
。
随
敷
露
坐
。
一
食
三
衣
。
如
是
等
事
。
可
尊
可
尚
。
在
僧
比
丘
。
多
欲
無
厭
。
貯
聚
儲
畜
。
貪
求
悋
惜
。
嫉
妬
愛
著
。
以
故
不
能
得
大
名
聞
。
彼
乞
食
比
丘
。
徳
行
淳
備
。
具
沙
門
果
。
六
通
三
明
。
住
八
解
脱
。
威
儀
庠
序
。
名
聞
流
布
。
爾
時
安
陀
国
。
有
優
婆
塞
。
敬
信
三
宝
。
受
持
五
戒
。
不
殺
不
盜
不
邪
婬
不
妄
語
不
飲
酒
。
布
施
修
徳
。
名
遍
国
邑
。
即
請
是
乞
食
比
丘
。
終
身
供
養
。
供
養
之
福
。
随
因
受
報
。
若
請
衆
僧
。
就
舍
供
養
。
則
妨
廃
行
道
。
道
路
寒
暑
勞
苦
。
後
受
報
時
。
要
勞
思
慮
。
出
行
求
逐
。
乃
能
得
之
。
若
就
往
奉
供
養
。
後
受
福
報
時
。
便
坐
受
自
然
。
是
優
婆
塞
。
信
心
淳
厚
。
辦
具
種
種
色
香
美
食
。
遣
人
往
送
。
日
日
如
是
。
沙
門
四
種
好
悪
難
明
。
如
菴
羅
果
生
熟
難
知
。
或
有
比
丘
。
威
儀
庠
序
。
徐
行
諦
視
。
而
内
具
足
貪
欲
恚
癡
破
戒
非
法
。
如
菴
羅
果
外
熟
内
生
。
或
有
比
丘
。
外
行
麤
踈
。
不
順
儀
式
。
而
内
具
足
沙
門
徳
行
禅
定
智
慧
。
如
菴
羅
果
内
熟
外
生
。
或
有
比
丘
。
威
儀
麤
穬
。
破
戒
造
悪
。
内
亦
具
有
貪
欲
恚
癡
慳
貪
嫉
妬
。
如
菴
羅
果
内
外
倶
生
。
或
有
比
丘
。
威
儀
庠
審
。
持
戒
自
守
。
而
内
具
足
沙
門
徳
行
戒
定
慧
解
。
如
菴
羅
果
内
外
倶
熟
。
彼
乞
食
比
丘
。
内
外
具
足
。
亦
復
如
是
。
徳
行
満
故
。
人
所
宗
敬
。
爾
時
国
中
。
有
一
長
者
。
信
敬
三
宝
。
有
一
男
兒
。
心
自
思
惟
。
欲
令
出
家
。
当
求
善
師
而
付
託
之
。
所
以
爾
者
。
近
善
知
識
則
増
善
法
。
近
悪
知
識
便
起
悪
法
。
譬
如
風
性
雖
空
由
栴
檀
林
若
瞻
蔔
林
吹
香
而
来
。
風
有
妙
香
。
若
経
糞
穢
臭
屍
而
来
。
其
風
便
臭
。
又
如
淨
衣
置
之
香
篋
。
出
衣
衣
香
。
若
置
臭
処
。
衣
亦
随
臭
。
親
史
料
部
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史
料
部
近
善
友
則
善
日
隆
。
親
附
悪
友
則
悪
増
長
。
是
故
我
今
。
当
以
此
兒
與
此
尊
者
令
其
出
家
。
念
已
即
往
。
白
比
丘
言
。
我
此
一
子
。
今
使
出
家
。
唯
願
大
徳
。
哀
納
済
度
。
若
不
能
受
。
当
将
還
家
。
爾
時
比
丘
。
以
道
眼
観
。
此
人
出
家
。
能
持
淨
戒
。
増
長
仏
法
。
即
便
受
之
。
度
為
沙
弥
。
時
優
婆
塞
。
有
一
親
善
居
士
。
請
優
婆
塞
及
其
妻
子
合
家
奴
婢
。
明
日
客
会
。
時
優
婆
塞
。
晨
朝
念
言
。
今
当
就
会
。
誰
後
守
舍
。
我
若
強
力
。
課
留
一
人
。
所
応
得
分
。
我
則
負
他
。
若
有
自
能
開
意
住
者
。
我
於
会
還
。
当
別
投
報
。
優
婆
塞
女
。
即
白
父
言
。
唯
願
父
母
。
從
諸
僮
使
。
但
行
応
請
。
我
堪
後
守
。
其
父
喜
曰
。
甚
善
甚
善
。
今
汝
住
守
。
與
我
汝
母
。
正
等
無
異
。
於
家
損
益
。
心
無
疑
慮
。
於
是
合
家
。
悉
往
受
請
。
女
便
牢
閉
門
戸
。
独
住
家
内
。
時
優
婆
塞
。
是
日
怱
怱
。
忘
不
送
食
。
爾
時
尊
者
心
自
念
言
。
日
時
向
晩
。
俗
人
多
事
。
或
能
忘
不
送
食
。
我
今
寧
可
遣
人
迎
不
。
即
告
沙
弥
。
汝
往
取
食
。
善
攝
威
儀
。
如
仏
所
説
。
入
村
乞
食
。
莫
生
貪
著
。
如
蜂
採
華
。
但
取
其
味
不
損
色
香
。
汝
今
亦
爾
。
至
家
取
食
。
收
攝
根
門
。
莫
貪
色
声
香
味
觸
也
。
若
持
禁
戒
。
必
能
取
道
。
如
提
婆
達
多
。
雖
多
誦
経
。
以
造
悪
毀
戒
。
墮
阿
鼻
獄
。
如
瞿
迦
利
。
誹
謗
破
戒
。
亦
入
地
獄
。
周
利
槃
特
。
雖
誦
一
偈
。
以
持
戒
故
。
得
阿
羅
漢
。
又
戒
即
為
入
涅
槃
門
。
受
快
樂
因
。
譬
如
婆
羅
門
法
。
若
設
長
斉
。
三
月
四
月
。
請
諸
高
明
持
戒
梵
行
諸
婆
羅
門
。
以
簡
擇
請
。
不
得
普
故
。
仇
留
為
封
印
請
者
惋
。
一
婆
羅
門
。
雖
復
高
経
。
性
不
清
廉
。
貪
蜜
甜
故
。
舐
封
都
尽
。
明
日
至
会
所
。
呈
封
乃
入
次
。
是
梵
志
。
無
印
欲
入
。
典
事
語
言
。
汝
有
封
不
答
言
我
有
以
甜
故
舐
尽
。
語
言
。
汝
今
如
是
已
足
便
不
得
前
。
復
貪
小
甜
。
失
四
月
中
甘
香
美
味
。
及
竟
達
嚫
種
種
珍
宝
。
汝
今
如
是
。
莫
貪
小
事
破
淨
戒
印
。
失
人
天
中
五
欲
美
味
及
諸
無
漏
三
十
七
品
涅
槃
安
樂
無
量
法
宝
。
汝
莫
毀
破
三
世
仏
戒
。
汚
染
三
宝
父
母
師
長
。
沙
弥
受
教
。
礼
足
而
去
。
往
到
其
家
。
打
門
作
声
。
女
問
是
誰
。
答
言
沙
弥
。
為
師
迎
食
。
女
心
歓
喜
。
我
願
遂
矣
。
即
與
開
門
。
是
女
端
正
。
容
貌
殊
妙
。
年
始
十
六
。
婬
欲
火
燒
。
於
沙
弥
前
。
作
諸
妖
媚
。
搖
肩
顧
影
。
深
現
欲
相
。
沙
弥
見
已
念
言
。
此
女
為
有
風
病
癲
狂
病
羊
病
耶
。
是
女
将
無
欲
結
所
使
欲
嬈
毀
我
清
淨
行
耶
。
堅
攝
威
儀
。
顏
色
不
変
。
時
女
即
便
五
体
投
地
。
白
沙
弥
言
。
我
常
願
者
。
今
已
時
至
。
我
恒
於
汝
。
欲
有
所
陳
。
未
得
静
便
。
想
汝
於
我
。
亦
常
有
心
。
当
與
我
願
。
我
此
舍
中
。
多
有
珍
宝
金
銀
倉
庫
。
如
毘
沙
門
天
宮
宝
藏
。
而
無
有
主
。
汝
可
屈
意
為
此
舍
主
。
我
為
汝
婦
。
供
給
使
令
。
必
莫
見
違
。
満
我
所
願
。
沙
弥
心
念
。
我
有
何
罪
。
遇
此
悪
縁
。
我
今
寧
当
捨
此
身
命
。
不
可
毀
破
三
世
諸
仏
所
制
禁
戒
。
昔
日
比
丘
。
至
婬
女
家
。
寧
投
火
坑
。
不
犯
於
婬
。
又
諸
比
丘
。
賊
所
劫
奪
。
以
草
繋
縛
。
風
吹
日
。
諸
蟲
唼
食
。
以
護
戒
故
。
不
絶
草
去
。
如
鵝
呑
珠
。
比
丘
雖
見
。
以
持
戒
故
。
極
苦
不
説
。
如
海
船
壞
。
下
座
比
丘
。
以
守
戒
故
。
授
板
上
座
。
沒
海
而
死
。
如
是
諸
人
。
独
仏
弟
子
。
能
持
禁
戒
。
我
非
弟
子
。
不
能
持
耶
。
如
来
世
尊
。
独
為
彼
師
。
非
我
師
耶
。
如
瞻
蔔
華
并
胡
麻
壓
油
。
瞻
蔔
香
。
若
合
臭
花
油
亦
随
臭
。
我
今
已
得
遇
善
知
識
。
云
何
今
日
。
当
造
悪
法
。
寧
捨
身
命
。
終
不
破
戒
汚
仏
法
僧
父
母
師
長
。
又
復
思
惟
。
我
若
逃
突
。
女
欲
心
盛
。
捨
於
慚
愧
。
走
外
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及
誹
謗
我
。
街
陌
人
見
。
不
離
汚
辱
。
我
今
定
当
於
此
捨
命
方
便
語
言
。
牢
閉
門
戸
。
我
入
一
房
。
作
所
応
作
。
爾
乃
相
就
。
女
即
閉
門
。
沙
弥
入
房
。
關
橝
門
戸
。
得
一
剃
刀
。
心
甚
歓
喜
。
脱
身
衣
服
。
罪
於
架
上
。
合
掌
跪
向
拘
尸
那
城
仏
涅
槃
処
。
自
立
誓
願
。
我
今
不
捨
仏
法
衆
僧
。
不
捨
和
上
阿
闍
梨
。
亦
不
捨
戒
。
正
為
持
戒
。
捨
此
身
命
。
願
所
往
生
。
出
家
学
道
。
淨
修
梵
行
。
尽
漏
成
道
。
即
刎
頸
死
。
血
流
滂
沛
。
汚
染
身
体
。
時
女
怪
遲
。
趣
門
看
之
。
見
戸
不
開
。
喚
無
応
声
。
方
便
開
戸
。
見
其
已
死
。
失
本
容
色
。
欲
心
尋
息
。
慚
結
懊
悩
。
自
搣
頭
髪
。
爪
裂
面
目
。
宛
転
灰
土
之
中
。
悲
呺
泣
涙
。
迷
悶
断
絶
。
其
父
会
還
。
打
門
喚
女
。
女
默
不
応
。
父
怪
其
静
。
使
人
踰
入
開
門
視
之
。
見
女
如
是
。
即
問
女
言
。
汝
何
以
爾
。
有
人
侵
汝
汚
辱
汝
耶
。
女
默
不
答
。
心
自
思
惟
。
我
今
若
以
実
對
。
甚
可
慚
愧
。
若
言
沙
弥
毀
辱
我
者
。
則
謗
良
善
。
当
墮
地
獄
受
罪
無
極
。
不
応
欺
誑
。
即
以
実
答
。
我
此
独
守
。
沙
弥
来
至
。
為
師
索
食
。
我
欲
心
盛
。
求
嬈
沙
弥
。
冀
從
我
心
。
而
彼
守
戒
。
心
不
改
易
。
方
便
入
房
。
自
捨
身
命
。
以
我
穢
形
。
欲
壞
淨
器
。
罪
釁
若
斯
。
故
我
不
樂
。
父
聞
女
言
。
心
無
驚
懼
。
何
以
故
。
知
結
使
法
爾
故
。
即
告
女
言
。
一
切
諸
法
。
皆
悉
無
常
。
汝
莫
憂
懼
。
即
入
房
内
。
見
沙
弥
身
。
血
皆
汚
赤
。
如
栴
檀
机
。
即
前
作
礼
。
讃
言
善
哉
。
護
持
仏
戒
。
能
捨
身
命
。
時
彼
国
法
。
若
有
沙
門
白
衣
舍
死
。
当
罰
金
錢
一
千
入
官
。
時
優
婆
塞
。
以
一
千
金
錢
置
銅
盤
上
。
載
至
王
宮
。
白
言
大
王
。
我
有
罰
讁
。
応
入
於
王
。
願
当
受
之
。
王
答
之
言
。
汝
於
我
国
。
敬
信
三
宝
。
忠
正
守
道
。
言
行
無
違
。
唯
汝
一
人
。
当
有
何
過
而
輸
罰
耶
。
時
優
婆
塞
。
具
陳
上
縁
。
自
毀
其
女
。
讃
歎
沙
弥
持
戒
功
徳
。
王
聞
情
事
。
心
驚
悚
然
。
篤
信
増
隆
。
而
告
之
言
。
沙
弥
護
戒
。
自
捨
身
命
。
汝
無
辜
咎
。
那
得
有
罰
。
但
持
還
舍
。
吾
今
躬
欲
自
至
汝
家
供
養
沙
弥
。
即
撃
金
鼓
。
宣
令
国
人
。
前
後
導
從
。
往
至
其
家
。
王
自
入
内
。
見
沙
弥
身
。
赤
如
栴
檀
。
前
為
作
礼
。
讃
其
功
徳
。
以
種
種
宝
。
荘
厳
高
車
。
載
死
沙
弥
。
至
平
坦
地
。
積
衆
香
木
。
闍
毘
供
養
。
厳
飾
是
女
。
極
世
之
殊
。
置
高
顕
処
。
普
使
一
切
時
会
皆
見
。
語
衆
人
言
。
是
女
殊
妙
。
容
暉
乃
爾
。
未
離
欲
者
。
誰
無
染
心
。
而
此
沙
弥
。
既
未
得
道
。
以
生
死
身
。
奉
戒
捨
命
。
甚
奇
希
有
。
王
即
遣
人
。
命
請
其
師
。
広
為
大
衆
。
説
微
妙
法
。
時
会
一
切
。
見
聞
是
事
。
有
求
出
家
持
淨
戒
者
。
有
発
無
上
菩
提
心
者
。
莫
不
歓
喜
。
頂
戴
奉
行
。
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読
み
下
し
：「
沙
弥
、
戒
を
守
り
自
殺
す
る
品
」
―
『
国
訳
一
切
経
･ 本
縁
部
』
赤
沼
智
善
･ 西
尾
京
雄
共
訳
是
の
如
く
我
聞
き
ぬ
。
一
時
、
仏
、
安
陀
国
に
在
し
き
。
爾
の
時
、
世
尊
、
慇
懃
に
持
戒
の
禁
戒
を
護
る
を
讃
嘆
し
給
ふ
。
寧
ろ
身
命
を
捨
つ
る
も
終
に
毀
犯
せ
ざ
れ
。
何
を
以
て
の
故
に
戒
は
道
に
入
る
に
初
基
、
漏
を
尽
す
の
妙
趣
･ 涅
槃
安
楽
の
平
途
と
為
す
。
其
の
功
徳
を
計
れ
ば
無
量
無
辺
な
り
。
譬
へ
ば
大
海
の
無
量
無
辺
な
る
が
如
く
戒
も
亦
是
の
如
し
。
猶
大
海
に
は
多
く
阿
修
羅
、
黿
、
龜
、
水
性
の
摩
竭
魚
等
の
大
衆
生
の
居
る
有
り
。
戒
の
海
も
亦
爾
な
り
。
多
く
三
乗
の
大
衆
生
居
る
こ
と
有
り
。
譬
へ
ば
大
海
に
は
諸
の
金
･ 銀
･ 瑠
璃
等
の
宝
多
き
が
如
く
戒
の
海
も
亦
爾
な
り
、
多
く
善
法
を
出
す
、
四
非
常
、
三
十
七
品
、
諸
禅
三
昧
是
の
如
き
等
の
宝
有
り
。
大
海
は
金
剛
を
底
と
為
し
金
剛
山
圍
み
四
江
･ 大
河
其
の
中
に
流
注
し
増
さ
ず
減
ぜ
ざ
る
が
如
く
戒
の
海
も
亦
爾
な
り
。
毘
尼
を
底
と
為
し
阿
毘
曇
山
を
以
て
圍
遶
を
為
し
、
四
阿
含
の
河
流
注
し
て
中
に
入
り
湛
然
と
し
て
常
に
爾
な
り
。
増
さ
ず
減
ぜ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
注
入
し
て
増
さ
ず
減
ぜ
ざ
る
か
。
下
阿
鼻
の
火
、
上
の
大
海
を
衝
い
て
海
水
消
涸
す
、
故
を
以
て
増
さ
ず
。
常
に
流
入
す
る
の
故
を
以
て
減
ぜ
ず
。
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
仏
法
の
戒
の
海
に
不
放
逸
の
上
に
増
さ
ず
。
功
徳
を
具
ふ
る
が
故
に
減
ぜ
ず
。
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
。
能
く
戒
を
持
す
る
者
其
の
徳
甚
だ
多
し
。
仏
、
涅
槃
の
後
安
陀
国
土
に
爾
の
時
一
人
の
乞
食
の
比
丘
有
り
、
独
り
静
処
を
楽
し
む
。
威
義
具
足
す
。
乞
食
の
比
丘
は
仏
の
讃
嘆
す
る
所
な
り
、
衆
に
住
す
る
に
非
る
者
な
れ
ば
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
乞
食
の
比
丘
は
少
欲
知
足
し
儲
蓄
、
積
聚
ま
ず
。
次
第
に
乞
食
し
敷
に
随
つ
て
露
坐
す
。
一
食
、
三
衣
是
の
如
き
等
の
事
尊
む
可
く
尚
ぶ
べ
し
。
僧
に
在
る
の
比
丘
は
多
欲
に
し
て
貯
聚
･ 儲
蓄
を
厭
ふ
こ
と
無
く
貪
り
求
め
て
悋
惜
み
、
嫉
妬
･ 愛
着
す
。
故
を
以
て
大
名
聞
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。
彼
の
乞
食
の
比
丘
、
徳
行
淳
備
し
沙
門
果
、
六
通
、
三
明
を
具
へ
八
解
脱
に
住
す
。
威
義
庠
序
と
し
て
名
聞
流
布
す
。
爾
の
時
、
安
陀
国
に
優
婆
塞
有
り
三
宝
を
敬
信
し
五
戒
を
受
持
す
。
殺
さ
ず
、
盗
ま
ず
、
邪
淫
せ
ず
、
妄
語
せ
ず
、
飲
酒
せ
ず
。
布
施
し
徳
を
修
め
名
国
邑
に
遍
し
。
即
ち
、
是
の
乞
食
の
比
丘
を
請
じ
身
を
終
る
ま
で
供
養
す
。
供
養
の
福
田
に
随
つ
て
報
を
受
く
。
若
し
衆
僧
を
請
じ
舎
に
就
き
供
養
せ
ば
則
ち
行
道
を
妨
廃
す
。
道
路
の
寒
暑
に
労
苦
し
後
に
報
を
受
く
る
の
時
要
ず
思
慮
を
労
す
。
出
行
し
求
め
て
遂
に
乃
ち
能
く
之
を
得
。
若
し
就
往
て
供
養
を
奉
ら
ば
後
福
報
を
受
く
る
時
便
ち
坐
し
て
受
く
る
こ
と
自
然
な
り
。
是
の
優
婆
塞
信
心
淳
厚
く
種
々
の
色
香
の
美
食
を
辦
具
へ
人
を
遣
し
往
い
て
送
る
。
日
日
是
の
如
し
。
沙
門
四
種
の
好
悪
明
に
し
難
し
。
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庵
羅
果
の
生
熟
知
り
難
し
が
如
し
。
或
る
比
丘
威
義
庠
序
と
し
て
徐
行
し
諦
視
す
。
而
し
て
内
に
貪
欲
･ 恚
･ 癡
･ 破
戒
･ 非
法
を
具
足
す
る
こ
と
庵
羅
果
の
外
熱
し
て
内
な
る
が
如
し
。
或
は
比
丘
、
外
行
麁
疎
に
し
て
儀
式
に
順
せ
ず
而
も
内
に
沙
門
の
徳
行
･ 禅
定
･ 智
慧
を
具
足
す
る
も
の
有
り
庵
羅
果
の
内
に
熱
し
て
外
生
な
る
が
如
し
。
或
は
比
丘
威
儀
麁
獷
に
し
て
破
戒
造
悪
、
内
も
亦
貪
欲
･ 恚
･ 癡
･ 慳
貪
･ 嫉
妬
を
具
有
す
る
有
り
。
庵
羅
果
の
内
外
倶
に
生
な
る
が
如
し
。
或
は
比
丘
、
威
儀
庠
序
に
し
て
戒
を
持
つ
て
自
ら
守
り
而
も
沙
門
の
徳
行
･ 戒
･ 定
･ 慧
解
具
足
す
る
有
り
、
庵
羅
果
の
内
外
倶
に
熟
す
る
が
如
し
。
彼
の
乞
食
比
丘
の
内
外
具
足
す
る
こ
と
亦
復
是
の
如
し
。
徳
行
満
つ
る
が
故
に
人
の
宗
敬
す
る
所
な
り
。
爾
の
時
、
国
中
に
一
人
の
長
者
有
り
、
三
宝
を
信
敬
し
、
一
人
の
男
児
有
り
、
心
に
自
ら
思
惟
ふ
や
う
「
出
家
せ
し
め
当
に
善
師
を
求
め
て
之
に
付
託
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
爾
る
所
以
は
善
知
識
に
近
け
ば
則
ち
善
法
を
増
し
悪
知
識
に
近
け
ば
便
ち
悪
法
を
起
す
。
譬
へ
ば
風
性
空
と
雖
も
栴
檀
林
若
膽
蔔
林
に
由
り
香
を
吹
き
て
来
ら
ば
妙
香
有
り
。
若
し
糞
宰
穢
･ 臭
き
が
如
し
。
又
浄
衣
を
香
篋
に
置
き
そ
の
衣
を
出
さ
ば
衣
香
ひ
、
若
し
臭
処
に
置
か
ば
衣
を
亦
随
つ
て
臭
き
が
如
し
。
善
友
に
親
近
す
れ
ば
則
ち
善
日
隆
な
り
、
悪
友
に
親
附
せ
ば
則
ち
悪
増
長
す
。
是
の
故
に
我
、
今
当
に
此
の
児
を
以
て
此
の
尊
者
に
與
へ
其
を
し
て
出
家
せ
し
む
べ
し
」
と
。
念
じ
已
り
即
ち
往
く
。
比
丘
に
白
し
て
言
は
く
「
我
、
此
の
一
子
を
今
、
出
家
せ
し
め
む
。
唯
、
願
く
ば
大
徳
よ
哀
納
し
済
度
せ
よ
。
若
し
受
く
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
当
に
将
ゐ
て
家
に
還
へ
る
べ
し
」
と
。
爾
の
時
、
比
丘
、
道
眼
を
以
て
観
る
に
、
此
の
人
出
家
し
て
能
く
浄
戒
を
持
ち
仏
法
を
増
長
せ
む
。
即
便
ち
之
を
受
け
度
し
て
沙
弥
と
為
す
。
時
に
優
婆
塞
に
一
人
の
親
善
の
居
士
有
り
、
優
婆
塞
と
及
び
妻
子
の
合
家
の
奴
婢
を
請
ず
。
明
日
、
客
会
す
。
時
に
優
婆
塞
晨
朝
に
念
言
ふ
や
う
「
今
、
当
に
会
に
就
く
べ
し
、
誰
か
後
に
舎
を
守
ら
む
。
我
、
若
し
強
力
し
て
課
し
て
一
人
を
留
め
な
ば
分
を
得
べ
き
所
我
れ
則
ち
他
に
負
ふ
な
り
。
若
自
ら
能
く
意
を
開
き
て
住
す
る
者
あ
ら
ば
我
会
の
還
り
に
於
て
当
に
別
に
報
を
投
る
べ
し
」
優
婆
塞
の
女
、
即
ち
父
に
白
し
て
言
は
く
「
唯
、
願
く
ば
父
母
よ
、
諸
の
僮
使
を
従
へ
但
行
き
て
請
に
応
ぜ
よ
、
我
、
後
の
守
り
に
堪
え
む
」
と
。
其
の
父
喜
び
て
曰
く
「
甚
だ
善
し
、
甚
だ
善
し
、
今
、
汝
、
住
し
て
守
れ
、
我
汝
と
母
と
與
に
正
に
等
し
く
し
て
異
る
こ
と
無
し
。
家
の
損
益
に
於
て
心
に
疑
慮
無
し
」
と
。
是
に
於
て
家
を
合
し
悉
く
往
き
て
請
を
受
く
。
女
、
便
ち
門
戸
を
牢
閉
ぢ
独
り
家
の
内
に
住
す
。
時
に
優
婆
塞
、
是
の
日
怱
々
と
し
て
忘
れ
て
食
を
送
ら
ず
。
爾
の
時
尊
者
、
心
に
自
ら
念
言
ふ
や
う
「
日
時
、
晩
に
向
ふ
。
俗
人
多
事
な
り
、
或
は
忘
れ
て
食
を
送
ら
ず
。
我
、
今
、
寧
ろ
人
を
遣
は
し
迎
ふ
可
き
や
不
や
」
と
。
即
ち
、
沙
弥
に
告
ぐ
る
や
う
『
汝
、
往
き
て
食
を
取
れ
、
善
く
威
儀
を
攝
め
仏
の
説
き
た
ま
ふ
所
の
如
く
、
村
に
入
り
食
を
乞
へ
。
貪
着
を
生
ず
る
こ
と
莫
く
蜂
の
華
を
採
り
但
其
の
味
を
取
り
て
色
香
を
損
せ
ざ
る
が
如
し
、
汝
、
今
亦
爾
な
り
、
家
に
至
り
食
を
取
り
根
門
を
収
攝
め
色
･ 声
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･ 香
･ 味
･ 觸
を
貪
る
こ
と
莫
れ
。若
し
禁
戒
を
持
て
ば
必
ず
能
く
道
を
取
ら
む
。提
婆
達
多
の
如
く
多
く
経
を
誦
す
と
雖
も
悪
を
造
り
戒
を
毀
つ
を
以
て
阿
鼻
獄
に
堕
す
。
瞿
迦
利
の
如
く
誹
謗
し
戒
を
破
る
も
亦
地
獄
に
入
る
。
周
利
槃
特
一
偈
を
誦
す
と
雖
も
戒
を
持
つ
を
以
て
の
故
に
阿
羅
漢
を
得
た
り
。
又
戒
は
即
ち
涅
槃
に
入
る
の
門
に
て
快
楽
を
受
く
る
の
因
と
為
す
。
譬
へ
ば
婆
羅
門
の
法
の
如
き
に
若
し
長
斉
を
設
く
る
こ
と
三
月
･ 四
月
な
ら
ば
諸
の
高
明
･ 持
戒
･ 梵
行
の
諸
の
婆
羅
門
を
請
じ
簡
擇
し
て
請
ず
、
普
き
を
得
ぎ
る
を
以
て
の
故
に
。
仇
留
め
て
請
ず
る
者
の
腕
に
封
印
を
為
す
。
一
人
の
婆
羅
門
あ
り
て
復
高
経
と
雖
も
性
清
廉
な
ら
ず
蜜
甜
を
貪
る
の
故
に
封
を
舐
め
て
都
て
尽
せ
り
。
明
日
会
所
に
至
る
。
( 衆
人
) 封
を
呈
し
て
乃
ち
人
次
す
。
是
の
梵
志
印
無
く
し
て
入
ら
む
と
欲
す
。
典
事
、
語
り
て
言
く
「
汝
、
印
有
る
や
不
や
」
と
。
答
へ
て
言
く
「
我
れ
に
有
り
し
か
も
甜
を
以
て
の
故
に
舐
め
尽
せ
り
」
と
。
語
り
て
言
く
「
汝
、
今
是
の
如
く
な
れ
ば
已
に
足
る
。
便
ち
前
む
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
。
復
、
小
甜
を
貪
り
て
四
月
中
の
甘
香
の
美
味
及
び
竟
に
達
嚫
と
種
々
の
珍
宝
を
失
へ
り
。
汝
、
今
、
是
の
如
く
小
事
を
貪
た
り
浄
戒
の
印
を
破
し
人
天
中
の
五
欲
の
美
味
及
び
諸
の
無
漏
の
三
十
七
品
、
涅
槃
安
楽
の
無
量
の
法
宝
を
失
ふ
こ
と
莫
れ
。
汝
、
三
世
の
仏
戒
を
毀
破
り
三
宝
父
母
師
長
を
汚
染
す
こ
と
莫
れ
』
と
。
沙
弥
、
教
を
受
け
足
を
礼
し
て
去
る
。
其
の
家
に
往
到
り
門
を
打
ち
て
声
を
作
す
。
女
、
問
ふ
や
う
「
是
、
誰
ぞ
や
」
と
。
答
へ
て
言
く
「
沙
弥
な
り
、
師
の
為
に
食
を
迎
ふ
」
と
。
女
、
心
歓
喜
び
我
が
願
遂
た
り
、
即
ち
與
に
門
を
開
く
。
是
の
女
、
端
正
に
し
て
容
貌
殊
に
妙
な
り
。
年
始
め
て
十
六
、
淫
欲
の
火
に
焼
か
る
。
沙
弥
の
前
に
於
て
諸
の
妖
媚
を
作
す
。
眉
を
揺
し
影
を
顧
て
深
く
欲
相
を
現
ず
。
沙
弥
、
見
已
り
念
言
ふ
や
う
「
此
の
女
、
風
病
･ 癲
狂
病
･ 羊
癇
病
有
り
と
為
す
耶
、
是
の
女
、
将
に
欲
結
の
使
ふ
所
と
な
り
て
、
我
が
清
浄
の
行
を
焼
毀
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
無
か
ら
む
と
す
る
耶
」
と
。
堅
く
威
儀
を
攝
め
顔
色
変
ぜ
ず
。
時
に
女
、
即
便
ち
五
体
を
地
に
投
じ
沙
弥
に
白
し
て
言
く
「
我
、
常
に
願
ふ
者
今
已
に
時
至
れ
り
。
我
恒
に
汝
に
於
て
陳
ぶ
る
所
有
ら
む
と
欲
せ
り
。
未
だ
。
静
便
を
得
ざ
り
き
。
汝
を
想
ひ
我
に
於
て
亦
常
に
心
有
り
。
我
が
願
を
與
ふ
べ
し
。
我
此
の
舎
の
中
に
は
多
く
の
珍
宝
･ 金
銀
の
倉
庫
有
り
、
毘
沙
門
天
宮
の
宝
蔵
の
如
し
。
而
し
て
主
有
る
こ
と
無
し
。
汝
、
意
を
屈
し
て
此
の
舎
主
と
為
る
可
し
。
我
れ
、
汝
の
婦
と
為
り
使
令
を
供
給
せ
む
。
必
ず
違
を
見
る
こ
と
莫
く
我
が
願
ふ
と
こ
ろ
を
満
せ
よ
」
と
。
沙
弥
、
心
に
念
ふ
や
う
「
我
、
何
の
罪
有
り
て
か
此
の
悪
縁
に
遇
ふ
や
。
我
、
今
、
寧
当
に
此
の
身
命
を
捨
つ
べ
し
。
三
世
諸
仏
の
制
す
る
所
の
禁
戒
を
毀
破
る
べ
か
ら
ず
。
昔
日
、
比
丘
淫
女
の
家
に
至
り
寧
ろ
火
坑
に
投
ず
る
も
淫
を
犯
さ
ず
。
又
諸
の
比
丘
、
賊
に
劫
奪
せ
ら
れ
草
を
以
て
繋
縛
せ
ら
る
風
吹
き
日
曝
す
。
諸
の
蟲
唼
食
す
、
戒
を
護
る
を
以
て
の
故
に
草
を
絶
ち
て
去
ら
ず
。
如
し
は
鵝
珠
を
呑
み
比
丘
見
る
と
雖
も
持
戒
を
以
て
の
故
に
極
め
て
苦
し
く
も
説
か
ず
。
如
し
は
海
船
壊
れ
下
座
の
比
丘
戒
を
守
る
を
以
て
の
故
に
板
を
上
座
に
授
け
て
海
に
没
し
て
死
せ
り
。
是
の
如
き
諸
人
独
り
仏
弟
子
に
し
て
能
く
禁
戒
を
持
て
り
。
我
、
弟
子
に
非
る
も
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持
つ
こ
と
能
は
ざ
ら
む
耶
。
如
来
世
尊
独
り
彼
の
為
め
の
師
に
し
て
我
が
師
に
非
ら
む
耶
。
瞻
蔔
華
と
胡
麻
と
を
並
べ
油
を
圧
す
る
が
如
し
。
瞻
蔔
香
、
若
し
臭
花
と
合
わ
せ
ば
油
も
亦
随
つ
て
臭
し
。
我
、
今
、
已
に
善
知
識
に
遇
ふ
こ
と
を
得
た
り
。
云
何
が
今
日
悪
法
を
作
る
べ
き
や
。
寧
身
命
を
捨
て
む
。
終
に
戒
を
破
り
仏
･ 法
･
僧
･ 父
母
･ 師
長
を
汚
さ
ゞ
ら
む
」
と
。
又
、
復
思
惟
ふ
や
う
「
我
、
若
し
逃
突
な
ば
女
の
欲
心
盛
な
る
が
故
に
慚
愧
を
捨
て
ゝ
外
に
走
り
牽
捉
へ
て
我
を
誹
謗
ら
む
。
街
陌
の
人
見
て
汚
辱
を
離
れ
ず
。
我
、
今
定
ん
で
当
に
此
に
於
て
命
を
捨
つ
べ
し
」
と
。
方
便
し
語
り
て
言
く
「
牢
く
門
戸
を
閉
ぢ
よ
、
我
一
房
に
入
り
作
す
応
き
所
を
作
さ
む
、
爾
乃
ち
相
ひ
就
け
」
と
。
女
、
即
ち
門
を
閉
ざ
す
。
沙
弥
、
房
に
入
り
経
の
門
戸
を
開
き
一
剃
刀
を
得
、
心
甚
だ
歓
喜
せ
り
。
身
の
衣
服
を
脱
し
架
上
に
置
き
、
合
掌
し
て
跪
き
拘
尸
那
城
の
仏
涅
槃
の
処
に
向
ひ
自
ら
誓
願
を
立
つ
る
や
う
「
我
、
今
、
仏
･ 法
･ 衆
僧
を
捨
て
ず
。
和
上
阿
闍
梨
を
捨
て
ず
、
亦
戒
を
捨
て
ず
、
正
に
持
戒
を
為
し
此
の
身
命
を
捨
て
む
。
願
く
ば
往
生
す
る
所
に
て
出
家
学
道
し
梵
行
を
浄
く
修
め
漏
を
尽
し
道
を
成
ぜ
む
と
。
即
ち
頸
を
刎
ね
て
死
す
。
血
流
れ
滂
沛
し
身
体
を
汚
染
せ
り
。
時
に
女
遅
を
怪
み
戸
に
趣
き
之
を
見
る
。
戸
の
開
か
ざ
る
を
見
て
喚
ぶ
に
応
ず
る
声
無
し
。
方
便
し
て
戸
を
開
く
。
其
の
已
に
死
し
本
の
容
色
を
失
ふ
を
見
て
欲
心
尋
い
で
息
む
。
結
を
慚
ぢ
懊
悩
す
。
自
ら
頭
髪
を
搣
き
面
目
を
分
裂
く
。
灰
土
の
中
に
宛
転
し
悲
呺
泣
涙
し
迷
悶
断
絶
す
。
そ
の
父
会
還
り
て
門
を
打
ち
女
を
喚
ぶ
。
女
黙
し
て
応
へ
ず
。
父
、
其
の
静
な
る
を
怪
み
人
を
し
て
踰
え
て
入
ら
し
む
。
門
を
開
き
て
之
を
視
る
。
女
の
是
の
如
き
を
見
る
。
即
ち
女
に
問
ふ
て
言
く
「
汝
、
何
を
以
て
爾
る
。
人
有
り
て
汝
を
侵
し
汝
を
汚
辱
せ
し
耶
」
と
。
女
、
黙
し
て
答
へ
ず
。
心
自
ら
思
惟
ふ
や
う
「
我
、
今
若
し
実
を
以
て
対
へ
な
ば
甚
だ
慚
愧
づ
可
し
。
若
し
沙
弥
我
を
毀
辱
し
む
と
言
は
ゞ
即
ち
良
善
を
謗
り
当
に
地
獄
に
堕
し
罪
を
受
く
る
こ
と
極
り
無
か
る
べ
し
。
欺
誑
を
応
へ
ず
即
ち
実
に
以
て
答
へ
む
」
と
。「
我
、
此
に
独
り
守
り
、
沙
弥
来
至
り
て
、
師
の
為
に
食
を
索
む
。
我
、
欲
心
盛
に
し
て
、
沙
弥
を
嬈
さ
む
こ
と
求
め
、
我
が
心
に
従
ふ
こ
と
を
冀
へ
り
。
而
も
彼
れ
戒
を
守
り
心
を
改
易
め
ず
。
方
便
し
て
房
に
入
り
自
ら
身
命
を
捨
て
た
り
。
我
が
穢
形
を
以
て
浄
器
を
壊
ら
ん
と
欲
せ
り
。
罪
釁
斯
の
若
し
、
故
に
我
楽
し
ま
ず
」
と
。
父
、
女
の
言
を
聞
き
心
驚
懼
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
、
結
使
の
法
と
し
て
爾
る
を
知
る
が
故
な
り
。
即
ち
、
女
に
告
げ
て
言
く
「
一
切
諸
法
皆
悉
く
無
常
な
り
。
汝
、
憂
懼
す
る
こ
と
莫
れ
」
と
。
即
ち
房
内
に
入
り
沙
弥
の
身
を
見
る
。
血
皆
汚
れ
て
赤
し
。
栴
檀
の
机
の
如
し
。
即
ち
前
み
て
礼
を
作
し
讃
し
て
言
ふ
や
う
「
善
き
哉
、
仏
戒
を
護
持
ち
能
く
身
命
を
捨
つ
」
と
。
時
に
彼
の
国
法
若
し
沙
門
白
衣
の
舎
に
死
す
る
こ
と
有
れ
ば
当
に
金
銭
一
千
を
罰
し
て
官
に
入
ら
し
む
と
。
時
に
優
婆
塞
、
一
千
の
金
銭
を
以
て
銅
盤
の
上
に
置
き
載
せ
て
王
宮
に
至
る
。
白
し
て
言
さ
く
「
大
王
よ
、
我
れ
に
罰
讁
あ
り
、
王
に
入
る
べ
し
。
願
く
ば
当
に
の
を
受
く
べ
し
」
と
。
王
、
之
に
答
へ
て
言
く
「
汝
、
我
国
に
於
て
三
宝
を
敬
信
し
忠
正
に
道
を
守
り
言
行
違
ふ
こ
と
無
し
。
唯
、
汝
、
一
人
当
に
何
の
過
有
り
て
而
- 9 -
史
料
部
も
罰
を
輸
す
べ
き
耶
」
と
。
時
に
優
婆
塞
、
具
に
上
の
縁
を
陳
ぶ
。
自
ら
其
の
女
を
毀
り
、
沙
弥
持
戒
の
功
徳
を
讃
嘆
す
。
王
、
情
事
を
聞
き
心
驚
き
悚
然
た
り
。
篤
信
増
隆
す
。
し
て
之
に
告
げ
て
言
く
「
沙
弥
、
戒
を
護
り
自
ら
身
命
を
捨
つ
、
汝
、
辜
咎
無
し
、
那
ぞ
罰
有
る
を
得
む
や
。
但
持
つ
て
舎
に
還
れ
、
吾
、
今
躬
自
ら
汝
の
家
に
至
り
沙
門
を
供
養
せ
む
と
欲
す
。
即
ち
金
鼔
を
撃
ち
国
人
に
宣
令
し
前
後
道
従
し
其
の
家
に
往
至
る
。
王
、
自
ら
内
に
入
り
沙
弥
の
身
を
見
る
。
赤
き
こ
と
栴
檀
の
如
し
。
前
み
て
為
に
礼
を
作
し
。
其
の
功
徳
を
讃
し
種
々
の
宝
を
以
て
高
車
を
荘
厳
し
死
せ
る
沙
弥
を
載
せ
平
坦
の
地
に
至
り
衆
の
香
木
を
積
み
闍
毘
し
て
供
養
す
。
是
の
女
を
厳
飾
す
、
極
め
て
世
に
殊
れ
た
り
。
高
き
顕
処
に
置
く
。
普
く
時
の
会
の
一
切
を
し
て
皆
見
せ
し
む
。
衆
人
に
語
り
て
言
く
「
是
の
女
は
殊
妙
な
り
、
容
暉
乃
ち
爾
り
。
未
だ
欲
を
離
れ
ざ
る
者
誰
か
染
心
無
か
ら
む
。
而
し
て
此
の
沙
弥
、
既
に
未
だ
道
を
得
ず
生
死
の
身
を
以
て
戒
を
奉
じ
命
を
捨
て
り
、
甚
だ
奇
な
り
希
有
な
り
」
と
。
王
、
既
に
人
を
遣
は
し
命
じ
て
其
の
師
を
請
ず
、
広
く
大
衆
の
為
め
に
微
妙
の
法
を
説
か
し
む
。
時
に
会
の
一
切
是
の
事
を
見
聞
し
出
家
し
て
浄
戒
を
持
た
む
と
求
む
る
者
有
り
、
無
上
菩
提
心
を
発
す
者
有
り
。
歓
喜
せ
ざ
る
は
莫
し
。
頂
戴
し
奉
行
せ
り
。
史
料
５
北
涼
天
竺
三
蔵
曇
無
讖
訳
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
第
十
四
「
梵
行
品
」
第
七
之
四
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
第
十
二
巻
・
第
四
五
〇
頁
爾
時
釈
提
桓
因
。
自
変
其
身
作
羅
刹
像
形
甚
可
畏
。
下
至
雪
山
去
其
不
遠
而
便
立
住
。
是
時
羅
刹
。
心
無
所
畏
勇
健
難
当
。
辯
才
次
第
其
声
清
雅
。
宣
過
去
仏
所
説
半
偈
諸
行
無
常
。
是
生
滅
法
。
説
是
半
偈
已
便
住
其
前
。
所
現
形
貌
甚
可
怖
畏
。
顧
眄
遍
視
観
於
四
方
。
是
苦
行
者
。
聞
是
半
偈
心
生
歓
喜
。
譬
如
估
客
於
險
難
処
夜
行
失
伴
恐
怖
推
求
。
還
遇
同
侶
心
生
歓
喜
踊
躍
無
量
。
亦
如
久
病
未
遇
良
医
瞻
病
好
藥
後
卒
得
之
。
如
人
沒
海
卒
遇
船
舫
。
如
渇
乏
人
遇
清
冷
水
。
如
為
怨
逐
忽
然
得
脱
。
如
久
繋
人
卒
聞
得
出
。
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亦
如
農
夫
炎
歓
喜
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
聞
是
半
偈
心
中
歓
喜
亦
復
如
是
。
即
從
座
起
以
手
挙
髪
。
四
向
顧
視
而
説
是
言
。
向
所
聞
偈
誰
之
所
説
。
爾
時
亦
更
不
見
餘
人
唯
見
羅
刹
。
即
説
是
言
。
諸
開
如
是
解
脱
之
門
。
誰
能
雷
震
諸
仏
音
声
。
誰
於
生
死
睡
眠
之
中
而
独
覚
寤
唱
如
是
言
。
誰
能
於
此
示
道
生
死
飢
饉
衆
生
無
上
道
味
。
無
量
衆
生
沈
生
死
海
。
誰
能
於
中
作
大
船
師
。
是
諸
衆
生
常
為
煩
悩
重
病
所
纒
。
誰
能
於
中
為
作
良
医
。
説
是
半
偈
啓
悟
我
心
。
猶
如
半
月
漸
開
蓮
花
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
更
無
所
見
唯
見
羅
刹
。
復
作
是
念
将
是
羅
刹
説
是
偈
耶
。
仍
復
生
疑
或
非
其
説
。
何
以
故
。
是
人
形
容
甚
可
怖
畏
。
若
有
得
聞
是
偈
句
者
。
一
切
恐
怖
醜
陋
即
除
。
何
有
此
人
形
貌
如
是
能
説
此
偈
。
不
応
火
中
出
於
蓮
花
。
非
日
光
中
出
生
冷
水
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
復
作
是
念
。
我
今
無
智
。
而
此
羅
刹
或
能
得
見
過
去
諸
仏
。
從
諸
仏
所
聞
是
半
偈
。
我
今
当
問
。
即
便
前
至
是
羅
刹
所
作
如
是
言
。
善
哉
大
士
。
汝
於
何
処
得
是
過
去
離
怖
畏
者
所
説
半
偈
。
大
士
。
復
於
何
処
而
得
如
是
半
如
意
珠
。
大
士
。
是
半
偈
義
乃
是
過
去
未
来
現
在
諸
仏
世
尊
之
正
道
也
。
一
切
世
間
無
量
衆
生
常
為
諸
見
羅
網
所
覆
。
終
身
於
此
外
道
法
中
。
初
不
曾
聞
如
是
出
世
十
力
世
雄
所
説
空
義
。
善
男
子
。
我
問
是
已
。
即
答
我
言
。
大
婆
羅
門
。
汝
今
不
応
問
我
是
義
。
何
以
故
。
我
不
食
来
已
経
多
日
。
処
処
求
索
了
不
能
得
。
飢
渇
苦
悩
心
乱
讇
語
。
非
我
本
心
之
所
知
也
。
假
使
我
今
力
能
飛
行
虚
空
至
欝
單
越
。
乃
至
天
上
。
処
処
求
食
亦
不
能
得
。
以
是
之
故
我
説
是
語
。
善
男
子
。
我
時
即
復
語
羅
刹
言
。
大
士
。
若
能
為
我
説
是
偈
竟
。
我
当
終
身
為
汝
弟
子
。
大
士
。
汝
所
説
者
名
字
不
終
義
亦
不
尽
。
以
何
因
縁
不
欲
説
耶
。
夫
財
施
者
則
有
竭
尽
。
法
施
因
縁
不
可
尽
也
。
雖
無
有
尽
多
所
利
益
。
我
今
聞
此
半
偈
法
已
心
生
驚
疑
。
汝
今
幸
可
為
我
除
断
説
此
偈
竟
。
我
当
終
身
為
汝
弟
子
。
羅
刹
答
言
。
汝
智
太
過
但
自
憂
身
。
都
不
見
念
今
我
定
為
飢
苦
所
逼
。
実
不
能
説
。
我
即
問
言
。
汝
所
食
者
。
為
是
何
物
。
羅
刹
答
言
。
汝
不
足
問
。
我
若
説
者
令
多
人
怖
。
我
復
問
言
。
此
中
独
処
更
無
有
人
。
我
不
畏
汝
何
故
不
説
。
羅
刹
答
言
。
我
所
食
者
唯
人
暖
肉
。
其
所
飲
者
唯
人
熱
血
。
自
我
薄
福
唯
食
此
食
。
周
遍
求
索
困
不
能
得
。
世
雖
多
人
皆
有
福
徳
。
兼
為
諸
天
之
所
守
護
。
而
我
無
力
不
能
得
殺
。
善
男
子
。
我
復
語
言
。
汝
但
具
足
説
是
半
偈
。
我
聞
偈
已
当
以
此
身
奉
施
供
養
。
大
士
。
我
設
命
終
。
如
此
之
身
無
所
復
用
。
当
為
虎
狼
鵄
梟
鵰
鷲
之
所
噉
食
。
然
復
不
得
一
毫
之
福
。
我
今
為
求
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
捨
不
堅
身
以
易
堅
身
。
羅
刹
答
言
。
誰
当
信
汝
如
是
之
言
。
為
八
字
故
棄
所
愛
身
。
善
男
子
。
我
即
答
言
。
汝
眞
無
智
。
譬
如
有
人
施
他
凡
器
得
七
宝
器
。
我
亦
如
是
。
捨
不
堅
身
得
金
剛
身
。
汝
言
誰
当
信
者
我
今
有
証
。
大
梵
天
王
釈
提
桓
因
及
四
天
王
能
証
是
事
。
復
有
天
眼
諸
菩
薩
等
。
為
欲
利
益
無
量
衆
生
。
修
行
大
乘
具
六
度
者
。
亦
能
証
知
。
復
有
十
方
諸
仏
世
尊
利
衆
生
者
。
亦
能
証
我
為
八
字
故
捨
於
身
命
。
羅
刹
復
言
。
汝
若
如
是
能
捨
身
者
。
諦
聴
諦
聴
。
当
為
汝
説
其
餘
半
偈
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
聞
是
事
已
心
中
歓
喜
。
即
解
己
身
所
著
鹿
皮
。
為
此
羅
刹
敷
置
法
座
。
白
言
。
和
上
。
願
坐
此
座
。
我
即
於
前
叉
手
長
跪
而
作
是
言
。
唯
願
和
上
。
善
為
我
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史
料
部
説
其
餘
半
偈
令
得
具
足
羅
刹
即
説
生
滅
滅
已
。
寂
滅
為
樂
。
爾
時
羅
刹
説
是
偈
已
復
作
是
言
。
菩
薩
摩
訶
薩
汝
今
已
聞
具
足
偈
義
。
汝
之
所
願
為
悉
満
足
。
若
必
欲
利
諸
衆
生
者
。
時
施
我
身
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
深
思
此
義
。
然
後
処
処
若
石
若
壁
若
樹
若
道
書
寫
此
偈
。
即
便
更
繋
所
著
衣
裳
。
恐
其
死
後
身
体
露
現
。
即
上
高
樹
。
爾
時
樹
神
復
問
我
言
。
善
哉
仁
者
。
欲
作
何
事
。
善
男
子
。
我
時
答
言
。
我
欲
捨
身
以
報
偈
価
。
樹
神
問
言
。
如
是
偈
者
何
所
利
益
。
我
時
答
言
。
如
是
偈
句
乃
是
過
去
未
来
現
在
諸
仏
所
説
開
空
法
道
。
我
為
此
法
棄
捨
身
命
。
不
為
利
養
名
聞
財
宝
転
輪
聖
王
四
大
天
王
釈
提
桓
因
大
梵
天
王
人
天
中
樂
。
為
欲
利
益
一
切
衆
生
故
捨
此
身
。
善
男
子
。
我
捨
身
時
復
作
是
言
。
願
令
一
切
慳
惜
之
人
。
悉
来
見
我
捨
離
此
身
。
若
有
少
施
起
貢
高
者
。
亦
令
得
見
我
為
一
偈
捨
此
身
命
如
棄
草
木
。
我
於
爾
時
説
是
語
已
。
尋
即
放
身
自
投
樹
下
。
下
未
至
地
時
。
虚
空
之
中
出
種
種
声
。
其
声
乃
至
阿
迦
尼
吒
。
爾
時
羅
刹
還
復
釈
身
。
即
於
空
中
接
取
我
身
安
置
平
地
。
爾
時
釈
提
桓
因
及
諸
天
人
大
梵
天
王
。
稽
首
頂
礼
於
我
足
下
。
讃
言
。
善
哉
善
哉
。
眞
是
菩
薩
。
能
大
利
益
無
量
衆
生
。
欲
於
無
明
黒
闇
之
中
然
大
法
炬
。
由
我
愛
惜
如
来
大
法
故
相
嬈
悩
。
唯
願
聴
我
懺
悔
罪
咎
。
汝
於
未
来
必
定
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
願
見
済
度
。
爾
時
釈
提
桓
因
及
諸
天
衆
。
頂
礼
我
足
。
於
是
辭
去
忽
然
不
現
。
善
男
子
。
如
我
往
昔
為
半
偈
故
捨
棄
此
身
。
以
是
因
縁
便
得
超
越
足
十
二
劫
。
在
弥
勒
前
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
善
男
子
。
我
得
如
是
無
量
功
徳
。
皆
由
供
養
如
来
正
法
。
善
男
子
。
汝
今
亦
爾
発
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
則
已
超
過
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
諸
菩
薩
上
。
善
男
子
。
是
名
菩
薩
住
於
大
乘
大
般
涅
槃
修
於
聖
行
。
史
料
６
読
み
下
し
：
―
『
国
訳
一
切
経
･ 涅
槃
部
』
常
盤
大
定
訳
爾
の
時
に
釈
提
桓
因
、
自
ら
其
の
身
を
変
じ
て
、
羅
刹
の
像
と
作
る
。
形
甚
だ
畏
る
ゝ
所
無
く
、
勇
健
当
り
難
し
。
辯
才
次
第
し
、
其
の
声
清
雅
な
り
。
過
去
仏
所
説
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史
料
部
の
半
偈
を
宣
ぶ
。
諸
行
は
無
常
な
り
。
是
生
滅
の
法
な
り
。
是
の
半
偈
を
説
き
已
り
て
、
便
ち
其
の
前
に
住
す
。
所
現
の
形
貌
は
、
甚
だ
怖
畏
す
べ
し
。
顧
眄
し
て
遍
く
四
方
を
視
観
す
。
是
の
苦
行
者
、
是
の
半
偈
を
聞
き
て
、
心
に
歓
喜
を
生
ず
。
譬
へ
ば
估
客
の
、
険
難
の
処
に
於
い
て
、
夜
行
し
て
伴
を
失
ふ
が
、
恐
怖
し
推
求
し
て
、
還
た
同
侶
に
遇
ひ
、
心
に
歓
喜
を
生
じ
て
、
踊
躍
無
量
な
る
が
如
し
。
亦
久
病
の
未
だ
良
医
･ 瞻
病
･ 好
薬
に
遇
は
ざ
る
が
、
後
卒
に
之
を
得
る
が
如
く
、
人
の
海
に
没
せ
る
が
、
卒
に
船
舫
に
遇
ふ
が
如
く
、
渇
乏
人
の
、
清
冷
水
に
遇
ふ
が
如
く
、
怨
に
逐
は
る
ゝ
が
、
忽
然
と
し
て
脱
す
る
こ
と
を
得
る
が
如
く
、
久
し
く
繫
が
れ
た
る
人
の
、
卒
に
出
づ
る
こ
と
を
得
る
を
聞
く
が
如
く
、
亦
農
夫
の
、
炎
旱
に
雨
に
値
ふ
が
如
く
、
亦
行
人
の
還
た
家
に
帰
る
こ
と
を
得
る
、
家
人
見
已
り
て
大
歓
喜
を
生
ず
る
が
如
し
。
善
男
子
、
我
、
爾
の
時
に
於
い
て
、
是
の
半
偈
を
聞
き
て
、
心
中
に
歓
喜
す
る
こ
と
も
、
亦
復
是
の
如
し
。
即
ち
座
よ
り
起
ち
、
手
を
以
て
髪
を
挙
げ
、
四
向
顧
視
し
て
、
是
の
語
を
説
く
、「
向
に
聞
く
所
の
偈
は
、
誰
の
説
く
所
ぞ
。」
爾
の
時
に
亦
更
に
餘
人
を
身
ず
し
て
、唯
羅
刹
の
み
を
見
る
。即
ち
是
の
言
を
説
く
、「
誰
か
是
の
如
き
解
脱
の
門
を
開
け
る
、誰
か
能
く
諸
仏
の
音
声
を
雷
震
す
る
。
誰
か
生
死
の
睡
眠
の
中
に
於
い
て
、
独
覚
窹
し
て
是
の
如
き
の
言
を
唱
ふ
る
。
誰
か
能
く
此
に
於
い
て
生
死
飢
饉
の
衆
生
に
、
無
上
の
道
味
を
示
道
す
る
。
無
量
の
衆
生
は
、
生
死
の
海
に
沈
む
、
誰
か
能
く
中
に
於
い
て
、
大
船
師
と
作
る
。
是
の
諸
の
衆
生
は
、
常
に
煩
悩
の
重
病
に
纒
は
る
。
誰
か
能
く
中
に
於
い
て
、
為
に
良
医
と
作
る
。
此
の
半
偈
を
説
き
て
、
我
が
心
を
啓
悟
し
、
猶
し
半
月
の
漸
く
蓮
花
を
開
く
が
如
し
。」
善
男
子
、
我
爾
の
時
に
於
い
て
、
更
に
見
る
所
無
く
し
て
、
唯
羅
刹
の
み
を
見
る
。
復
是
の
念
を
作
さ
く
、「
将
是
の
羅
刹
が
是
の
偈
を
説
く
や
。」
仍
つ
て
、
復
疑
を
生
ず
、「
或
は
其
の
説
に
非
じ
。
何
を
以
て
に
故
に
。
是
の
人
の
形
容
甚
だ
怖
畏
す
べ
し
。
若
是
の
偈
句
を
聞
く
こ
と
を
得
る
者
有
ら
ば
、
一
切
の
恐
怖
･ 醜
陋
、
即
ち
除
か
ん
。
何
ぞ
此
の
人
の
、
形
貌
是
の
如
く
に
し
て
、
能
く
此
の
偈
を
説
く
こ
と
有
ら
ん
や
。
火
中
に
蓮
華
を
出
す
べ
か
ら
ず
、
日
光
の
中
よ
り
冷
水
を
出
生
す
る
に
非
ず
。」
善
男
子
、
我
爾
の
時
に
於
い
て
、
復
是
の
念
を
作
さ
く
、「
我
今
無
智
な
り
。
こ
の
羅
刹
は
, 或
は
能
く
過
去
の
諸
仏
を
見
、
諸
仏
の
所
よ
り
、
是
の
半
偈
を
聞
く
こ
と
を
得
た
ら
ん
。
我
今
当
に
問
ふ
べ
し
。」
即
便
前
ん
是
の
羅
刹
の
所
に
至
り
、
是
の
如
き
の
言
を
作
さ
く
、「
善
い
哉
大
士
、
汝
何
れ
の
処
に
於
い
て
か
、
是
の
過
去
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史
料
部
の
離
怖
畏
者
の
説
く
所
の
半
偈
を
得
た
る
。
大
士
、
復
何
れ
の
処
に
於
い
て
か
、
是
の
如
き
の
半
如
意
珠
を
得
た
る
。
大
士
、
是
の
半
偈
の
義
は
、
乃
ち
是
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
世
尊
の
正
道
な
り
。
一
切
世
間
の
無
量
の
衆
生
は
、
常
に
諸
見
の
羅
網
に
覆
は
れ
て
、
終
身
此
の
外
道
の
法
中
に
於
て
、
初
て
曾
つ
て
是
の
如
き
の
出
世
十
力
世
雄
の
所
説
の
空
義
を
聞
か
ず
。」
善
男
子
、
我
是
を
問
ひ
已
る
に
、
即
ち
我
に
答
へ
て
言
は
く
、「
大
婆
羅
門
、
汝
今
我
に
是
の
義
を
問
ふ
べ
か
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
我
食
せ
ざ
る
よ
り
来
た
、
已
に
多
日
を
経
た
り
。
処
々
に
求
索
す
る
に
、
了
に
得
る
こ
と
能
は
ず
。
飢
渇
の
苦
悩
よ
り
、
心
乱
れ
て
閻
語
せ
る
な
り
。
我
が
本
心
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
假
使
、
我
今
力
能
く
虚
空
を
飛
行
し
て
欝
単
越
、
乃
至
天
上
に
至
り
、
処
々
に
食
を
求
む
と
も
、
而
も
得
る
こ
と
能
は
ず
。
是
を
以
て
の
故
に
、
我
是
の
語
を
説
く
。」
善
男
子
、
我
時
に
即
ち
復
羅
刹
に
語
り
て
言
は
く
、「
大
士
、
若
能
く
我
が
為
に
是
の
偈
を
説
き
竟
ら
ば
、
我
当
に
身
を
終
る
ま
で
汝
の
弟
子
と
為
る
べ
し
。
大
士
、
汝
の
説
く
所
の
者
は
名
字
終
ら
ず
、
義
も
亦
尽
さ
ず
。
何
の
因
縁
を
以
て
か
説
く
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
や
。
夫
財
施
尽
有
る
も
、
法
施
の
因
縁
は
尽
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
尽
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
雖
も
、
利
益
す
る
所
多
し
。
我
今
此
の
半
偈
の
法
を
聞
き
已
り
て
、
心
に
驚
疑
を
生
ず
。
汝
今
幸
く
は
我
が
為
に
除
断
す
べ
し
。
此
の
偈
を
説
き
竟
ら
ば
、
我
当
に
終
身
汝
の
弟
子
と
為
る
べ
し
。」
羅
刹
、
答
へ
て
言
は
く
、「
汝
は
智
太
だ
過
ぐ
。
但
自
ら
身
を
憂
ひ
て
、
今
我
が
定
ん
で
飢
苦
に
逼
ま
ら
れ
、
実
に
説
く
こ
と
能
は
ざ
る
を
、
都
て
念
ぜ
ら
れ
ず
。」
我
即
ち
問
ひ
て
言
は
く
、「
汝
食
す
る
所
の
者
は
、
是
何
物
と
為
す
。」
羅
刹
、
答
へ
て
言
は
く
、「
汝
足
問
せ
ざ
れ
。
我
若
説
か
ば
、
多
く
の
人
を
し
て
怖
れ
し
め
ん
。」
我
復
問
う
て
言
は
く
、「
此
の
中
に
独
処
り
て
、
更
に
人
有
る
こ
と
無
し
。
我
は
汝
を
畏
れ
ず
、
何
が
故
ぞ
説
か
ざ
る
。」
羅
刹
答
へ
て
言
は
く
、「
我
食
す
る
所
は
唯
人
の
暖
肉
、
其
の
飲
む
所
は
。
唯
人
の
熱
血
な
り
。
我
が
薄
福
よ
り
、
唯
此
の
食
を
食
ふ
。
周
遍
し
て
求
索
す
る
に
、
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
困
し
む
。
世
に
人
多
し
、
雖
も
、
皆
福
徳
有
り
、
兼
ね
て
諸
天
に
守
護
せ
ら
れ
る
。
而
も
我
、
力
無
く
し
て
、
殺
す
こ
と
を
得
る
こ
と
能
は
ず
。」
善
男
子
、
我
復
語
り
て
言
は
く
、「
汝
但
、
具
足
し
て
是
の
半
偈
を
説
け
。
我
、
偈
を
聞
き
已
り
て
、
当
に
此
の
身
を
以
て
奉
供
養
す
べ
し
。
大
士
、
我
設
ひ
命
終
せ
ば
、
此
の
如
き
の
身
は
復
用
ふ
る
所
無
く
、
当
に
虎
狼
･ 鵄
梟
･ 鵰
鷲
に
噉
食
せ
ら
れ
る
べ
し
。
然
も
復
一
毫
の
福
を
も
得
じ
。
我
今
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
求
め
ん
が
為
に
、
不
堅
身
を
捨
て
ゝ
以
て
堅
身
に
易
へ
ん
。」
羅
刹
答
へ
て
言
は
く
、「
誰
か
当
に
汝
が
是
の
如
き
の
言
を
信
ず
べ
き
、
八
字
の
為
の
故
に
所
愛
の
身
を
棄
つ
る
を
」。
善
男
子
、
我
即
ち
答
へ
て
言
は
く
、「
汝
は
真
に
無
智
な
り
。
譬
へ
ば
人
有
り
て
、
他
に
凡
器
を
施
し
て
、
七
宝
の
器
を
得
ん
が
如
し
。
我
も
亦
是
の
如
し
。
不
堅
身
を
捨
て
ゝ
金
剛
身
を
得
る
な
り
。
汝
は
誰
か
当
に
信
ず
べ
き
と
言
は
ゞ
、
我
今
証
有
り
、
大
梵
天
王
･ 釈
提
桓
因
及
び
四
天
王
、
能
く
是
の
事
を
証
せ
ん
。
復
大
眼
有
る
諸
菩
薩
等
の
、
無
量
の
衆
生
を
利
益
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
に
、
大
乗
を
修
行
し
て
六
度
を
具
す
る
者
も
、
亦
能
く
証
知
せ
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史
料
部
ん
。
復
十
方
の
諸
仏
世
尊
の
、
衆
生
を
利
す
る
者
有
り
て
、
亦
能
く
我
が
八
字
の
為
の
故
に
、
身
命
を
捨
つ
る
を
証
せ
ん
。」
羅
刹
復
言
は
く
、「
汝
若
是
の
如
く
能
く
身
を
捨
て
ば
、
諦
か
に
聴
き
諦
か
に
聴
け
。
当
に
汝
か
為
に
其
の
餘
の
半
偈
を
説
く
べ
し
。」
善
男
子
、
我
爾
の
時
に
於
い
て
、
是
の
事
を
聞
き
已
り
て
、
心
中
歓
喜
し
、
即
ち
自
の
身
に
着
す
る
所
の
鹿
皮
を
解
き
て
、
此
の
羅
刹
の
為
に
法
座
を
敷
置
し
て
、
白
し
て
言
さ
く
、「
和
上
、
願
は
く
は
此
座
に
坐
せ
。」
我
即
ち
前
に
於
て
、
叉
手
長
跪
し
て
、
是
の
言
を
作
さ
く
、「
唯
願
は
く
は
和
上
、
善
く
我
が
為
に
其
の
餘
の
半
偈
を
説
き
て
、
具
足
す
る
を
得
し
め
よ
と
。」
羅
刹
、
即
ち
説
く
、
生
滅
滅
し
已
り
て
。
寂
滅
を
楽
と
為
す
。
爾
の
時
に
羅
刹
、
是
の
偈
を
説
き
已
り
て
、
復
是
の
言
を
作
さ
く
、「
菩
薩
摩
訶
薩
、
汝
今
已
に
具
足
せ
る
偈
義
を
聞
き
、
汝
の
所
願
為
に
悉
く
満
足
す
。
若
必
ず
諸
の
衆
生
を
利
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
時
に
我
に
身
を
施
せ
。」
善
男
子
、
我
、
爾
の
時
に
於
て
、
深
く
此
の
義
を
思
ひ
、
然
し
て
後
、
処
々
、
若
は
石
、
若
は
壁
、
若
は
樹
、
若
は
道
に
、
此
の
偈
を
書
写
し
、
即
便
更
に
所
着
の
衣
裳
を
繫
く
。
其
の
死
後
に
於
て
身
体
の
露
現
せ
ん
を
恐
れ
て
な
り
。
即
ち
高
樹
に
上
る
。
爾
の
時
に
樹
神
、
復
我
に
問
ひ
て
言
は
く
、「
善
い
哉
、
仁
者
、
何
の
事
を
か
作
さ
ん
と
欲
す
る
。」
善
男
子
、
我
時
に
答
へ
て
言
は
く
、「
我
身
を
捨
て
ゝ
、
以
て
偈
価
を
報
い
ん
と
欲
す
。」
樹
神
問
う
て
言
は
く
、「
是
の
如
き
の
偈
は
何
の
利
益
す
る
所
ぞ
。」
我
時
に
答
へ
て
言
は
く
「
是
の
如
き
の
偈
句
は
、
乃
ち
是
過
去
･ 未
来
･ 現
在
の
諸
仏
の
所
説
の
開
空
法
道
な
り
。
我
此
の
法
の
為
に
、
身
命
を
棄
捨
す
。
利
養
･ 名
聞
･ 財
宝
･ 転
輪
聖
王
･ 四
天
王
･ 釈
提
桓
因
･ 大
梵
天
王
･ 人
中
天
の
楽
の
為
に
せ
ず
。
一
切
衆
生
を
利
益
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
、
此
の
身
を
捨
つ
。」
善
男
子
、
我
捨
身
の
時
に
復
是
の
願
を
作
さ
く
、「
願
は
く
は
一
切
の
慳
惜
の
人
を
し
て
、
悉
く
来
り
て
、
我
が
此
の
身
を
捨
離
す
る
を
見
し
め
ん
。
若
少
施
に
し
て
貢
高
を
起
す
者
ら
ば
、
亦
我
が
一
偈
の
為
に
此
の
身
命
を
捨
つ
る
こ
と
、
草
木
を
棄
つ
る
が
如
く
な
る
を
見
る
こ
と
を
得
し
め
ん
。」
我
爾
の
時
に
於
い
て
、
是
の
語
を
説
き
已
り
て
、
尋
で
即
ち
身
を
放
ち
て
、
自
ら
樹
下
に
投
ず
。
下
つ
て
、
未
だ
地
に
至
ら
ざ
る
時
、
虚
空
の
中
に
種
々
の
声
を
出
す
。
其
の
声
乃
ち
阿
迦
尼
吒
に
至
る
。
爾
の
時
に
羅
刹
、
還
た
釈
身
を
復
し
、
即
ち
空
中
に
於
て
、
我
が
身
を
接
取
し
て
、
平
地
に
安
置
す
。
爾
の
時
に
、
釈
提
桓
因
及
び
諸
の
天
人
･ 大
梵
天
王
、
我
が
足
下
に
稽
首
し
頂
礼
し
、
讃
じ
て
言
は
く
「
善
い
哉
善
い
哉
、
真
に
是
菩
薩
な
り
、
能
く
大
い
に
無
量
の
衆
生
を
利
益
し
て
、
無
明
黒
闇
の
中
に
於
て
、
大
法
炬
を
然
さ
ん
と
欲
す
る
。
我
が
如
来
の
大
法
を
愛
惜
せ
る
に
由
つ
て
、
故
ら
に
相
嬈
悩
せ
り
。
唯
願
は
く
我
が
罪
咎
を
懺
悔
す
る
を
聴
き
た
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ま
へ
。
汝
は
未
来
に
於
て
、
必
定
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
せ
ん
。
願
は
く
は
済
度
せ
ら
れ
よ
。」
爾
の
時
に
釈
提
桓
因
及
び
諸
の
天
衆
、
我
が
足
を
頂
礼
し
、
是
に
於
て
、
辞
し
去
り
て
、
忽
然
と
し
て
現
ぜ
ず
。
善
男
子
、
我
が
如
き
往
昔
に
半
偈
の
為
の
故
に
此
の
身
を
捨
棄
し
、
是
の
因
縁
を
以
て
、
便
ち
足
十
二
劫
を
超
越
し
て
、
弥
勒
の
前
に
在
り
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
を
得
た
り
。
善
男
子
、
我
が
是
の
如
き
の
無
量
の
功
徳
を
得
た
る
は
、
皆
如
来
の
正
法
を
供
養
せ
る
に
由
る
。
善
男
子
、
汝
か
今
も
、
亦
爾
な
り
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
て
、
即
ち
已
に
無
量
無
辺
恒
河
沙
等
の
諸
の
菩
薩
の
上
に
超
過
す
。
善
男
子
、
是
を
菩
薩
が
大
乗
大
般
涅
槃
に
住
し
て
、
聖
行
を
修
す
と
名
く
。
史
料
７
姚
秦
亀
兹
国
三
藏
鳩
摩
羅
什
訳
『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
第
十
四
巻
集
経
部
一
・
第
四
二
九
頁
如
是
我
聞
。
一
時
仏
住
摩
伽
陀
国
波
沙
山
（
孤
絶
山
也
）
過
去
諸
仏
常
降
魔
処
。
夏
安
居
中
與
舍
利
弗
。
経
行
山
頂
。
而
説
偈
言
。
一
心
善
諦
聴
光
明
大
三
昧
無
比
功
徳
人
正
爾
当
出
世
彼
人
説
妙
法
悉
皆
得
充
足
如
渇
飲
甘
露
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史
料
部
疾
至
解
脱
道
時
四
部
衆
平
治
道
路
。
灑
掃
燒
香
皆
悉
来
集
。
持
諸
供
具
供
養
如
来
及
比
丘
僧
。
諦
観
如
来
。
喩
如
孝
子
視
於
慈
父
。
如
渇
思
飲
。
愛
念
法
父
亦
復
如
是
。
各
各
同
心
。
欲
請
法
王
転
正
法
輪
。
諸
根
不
動
心
心
相
次
流
注
向
仏
。
是
時
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。
天
龍
鬼
神
乾
闥
婆
阿
修
羅
迦
楼
羅
緊
那
羅
摩
睺
羅
伽
人
非
人
等
。
各
從
坐
起
右
遶
世
尊
。
五
体
投
地
向
仏
泣
涙
。
爾
時
大
智
舍
利
弗
。
斉
整
衣
服
偏
袒
右
肩
。
知
法
王
心
善
能
随
順
。
学
仏
法
王
転
正
法
輪
。
是
仏
輔
臣
持
法
大
将
。
憐
愍
衆
生
故
。
欲
令
脱
苦
縛
。
白
仏
言
。
世
尊
。
如
来
向
者
於
山
頂
上
説
偈
。
讃
歎
第
一
智
人
。
前
後
経
中
之
所
未
説
。
此
諸
大
衆
心
皆
渇
仰
涙
如
盛
雨
。
欲
聞
如
来
説
未
来
仏
開
甘
露
道
。
弥
勒
名
字
功
徳
神
力
国
土
荘
厳
。
以
何
善
根
、
何
戒
、
何
施
、
何
定
、
何
慧
、
何
等
智
力
。
得
見
弥
勒
。
於
何
心
中
修
八
正
路
。
舍
利
弗
発
此
問
時
。
百
千
天
子
無
数
梵
王
。
合
掌
恭
敬
。
異
口
同
音
共
発
是
問
白
仏
言
。
世
尊
。
願
使
我
等
於
未
来
世
。
得
見
人
中
最
大
果
報
。
三
界
眼
目
光
明
。
弥
勒
。
普
為
衆
生
説
大
慈
悲
。
并
八
部
衆
亦
皆
如
此
。
恭
敬
叉
手
勧
請
如
来
。
爾
時
梵
王
與
諸
梵
衆
。
異
口
同
音
合
掌
讃
歎
。
而
説
頌
曰
南
無
満
月
具
足
十
力
大
精
進
将
勇
猛
無
畏
一
切
智
人
超
出
三
有
成
三
達
智
降
伏
四
魔
身
為
法
器
心
如
虚
空
静
然
不
動
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史
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部
於
有
非
有
於
無
非
無
達
解
空
法
世
所
讃
歎
我
等
同
心
一
時
帰
依
願
転
法
輪
爾
時
世
尊
。
告
舍
利
弗
。
当
為
汝
等
広
分
別
説
。
諦
聴
諦
聴
善
思
念
之
。
汝
等
今
者
以
妙
善
心
。
欲
問
如
来
無
上
道
業
摩
訶
般
若
。
如
来
明
見
如
観
掌
中
菴
摩
勒
果
。
告
舍
利
弗
。
若
於
過
去
七
仏
所
。
得
聞
仏
名
礼
拜
供
養
。
以
是
因
縁
淨
除
業
障
。
復
聞
弥
勒
大
慈
根
本
得
清
淨
心
。
汝
等
今
当
一
心
合
掌
帰
依
未
来
大
慈
悲
者
。
我
当
為
汝
広
分
別
説
。
弥
勒
仏
国
從
於
淨
命
無
諸
諂
僞
。
檀
波
羅
蜜
。
尸
羅
波
羅
蜜
。
般
若
波
羅
蜜
。
得
不
受
不
著
。
以
微
妙
十
願
大
荘
厳
。
得
一
切
衆
生
起
柔
軟
心
。
得
見
弥
勒
大
慈
所
攝
。
生
彼
国
土
調
伏
諸
根
。
随
順
仏
化
。
舍
利
弗
。
四
大
海
水
面
各
減
少
三
千
由
旬
。
時
閻
浮
提
地
縱
広
正
等
十
千
由
旬
。
其
地
平
淨
如
流
璃
鏡
。
大
適
意
華
。
悦
可
意
華
。
極
大
香
華
。
優
曇
鉢
花
。
大
金
葉
華
。
七
宝
葉
華
。
白
銀
葉
華
。
華
鬚
柔
軟
状
如
天
繒
。
生
吉
祥
果
。
香
味
具
足
軟
如
天
綿
。
叢
林
樹
華
甘
果
美
妙
極
大
茂
盛
。
過
於
帝
釈
歓
喜
之
園
。
其
樹
高
顕
高
三
十
里
。
城
邑
次
比
雞
飛
相
及
。
皆
由
今
仏
種
大
善
根
。
行
慈
心
報
倶
生
彼
国
。
智
慧
威
徳
五
欲
衆
具
快
樂
安
隱
。
亦
無
寒
熱
風
火
等
病
。
無
九
悩
苦
。
寿
命
具
足
八
万
四
千
歳
無
有
中
夭
。
人
身
悉
長
一
十
六
丈
。
日
日
常
受
極
妙
安
樂
。
遊
深
禅
定
以
為
樂
器
。
唯
有
三
病
。
一
者
飲
食
。
二
者
便
利
。
三
者
衰
老
。
女
人
年
五
百
歳
爾
乃
行
嫁
。
有
一
大
城
名
翅
頭
末
。
縱
広
一
千
二
百
由
旬
。
高
七
由
旬
七
宝
荘
厳
。
自
然
化
生
七
宝
楼
閣
。
端
厳
殊
妙
荘
校
清
淨
。
於
窓
牖
間
列
諸
宝
女
。
手
中
皆
執
眞
珠
羅
網
。
雜
宝
荘
校
以
覆
其
上
。
密
懸
宝
鈴
声
如
天
樂
。
七
宝
行
樹
間
樹
渠
泉
。
皆
七
宝
成
。
流
異
色
水
更
相
暎
発
。
交
横
徐
逝
不
相
妨
礙
。
其
岸
両
辺
純
布
金
沙
。
街
巷
道
陌
広
十
二
里
。
悉
皆
清
淨
猶
如
天
園
掃
灑
清
淨
。
有
大
龍
王
名
多
羅
尸
棄
。
福
徳
威
力
皆
悉
具
足
。
其
池
近
城
龍
王
宮
殿
。
如
七
宝
楼
顕
現
于
外
。
常
於
夜
半
化
作
人
像
。
以
吉
祥
瓶
盛
香
色
水
。
灑
淹
塵
土
其
地
潤
澤
譬
如
油
塗
。
行
人
往
来
無
有
塵
坌
。
是
時
世
人
福
徳
所
致
。
巷
陌
処
処
有
明
珠
柱
。
光
喩
於
日
四
方
各
照
八
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十
由
旬
。
純
黄
金
色
。
其
光
照
燿
晝
夜
無
異
。
燈
燭
之
明
猶
若
聚
墨
香
風
時
来
吹
明
珠
柱
雨
宝
瓔
珞
。
衆
人
皆
用
服
者
。
自
然
如
三
禅
樂
。
処
処
皆
有
金
銀
珍
宝
摩
尼
珠
等
。
積
用
成
山
。
宝
山
放
光
普
照
城
内
。
人
民
遇
者
皆
悉
歓
喜
発
菩
提
心
。
有
大
夜
叉
神
。
名
跋
陀
婆
羅
蹤
賖
塞
迦
（
秦
言
／
善
教
）
晝
夜
擁
護
翅
頭
末
城
。
及
諸
人
民
灑
掃
清
淨
。
設
有
便
利
地
裂
受
之
受
已
還
合
。
生
赤
蓮
華
以
蔽
穢
氣
。
時
世
人
民
。
若
年
衰
老
。
自
然
行
詣
山
林
樹
下
。
安
樂
淡
泊
念
仏
取
尽
。
命
終
多
生
大
梵
天
上
及
諸
仏
前
。
其
土
安
隱
無
有
怨
賊
劫
竊
之
患
。
城
邑
聚
落
無
閉
門
者
。
亦
無
衰
悩
水
火
刀
兵
。
及
諸
飢
饉
毒
害
之
難
。
人
常
慈
心
恭
敬
和
順
調
伏
諸
根
。
如
子
愛
父
如
母
愛
子
。
語
言
謙
遜
皆
由
弥
勒
慈
心
訓
導
。
持
不
殺
戒
不
噉
肉
故
。
以
此
因
縁
生
彼
国
者
。
諸
根
恬
静
面
貌
端
正
。
威
相
具
足
如
天
童
子
。
復
有
八
万
四
千
衆
宝
小
城
以
為
眷
屬
。
翅
頭
末
城
最
処
其
中
。
男
女
大
小
雖
遠
若
近
。
仏
神
力
故
両
得
相
見
無
所
障
礙
。
夜
光
摩
尼
如
意
珠
華
遍
満
世
界
。
雨
七
宝
花
。
鉢
頭
摩
華
。
優
鉢
羅
華
。
拘
物
頭
華
。
分
陀
利
華
。
曼
陀
羅
華
。
摩
訶
曼
陀
羅
花
。
曼
殊
沙
花
。
摩
訶
曼
殊
沙
華
。
弥
布
其
地
。
或
復
風
吹
迴
旋
空
中
。
時
彼
国
界
城
邑
聚
落
。
園
林
浴
池
泉
河
流
沼
。
自
然
而
有
八
功
徳
水
。
命
命
之
鳥
鵝
鴨
鴛
鴦
。
孔
雀
鸚
鵡
。
翡
翠
舍
利
。
美
音
鳩
鵰
。
羅
耆
婆
闍
婆
快
見
鳥
等
。
出
妙
音
声
。
復
有
異
類
妙
音
之
鳥
不
可
称
数
。
遊
集
林
池
。
金
色
無
垢
淨
光
明
華
。
無
憂
淨
慧
日
光
明
華
。
鮮
白
七
日
香
華
。
瞻
蔔
六
色
香
華
。
百
千
万
種
水
陸
生
華
。
青
色
青
光
黄
色
黄
光
赤
色
赤
光
白
色
白
光
香
淨
無
比
。
晝
夜
常
生
終
無
萎
時
。
有
如
意
果
樹
。
香
美
無
比
充
満
国
界
。
香
樹
金
光
生
宝
山
間
充
満
国
界
。
出
適
意
香
普
熏
一
切
。
爾
時
閻
浮
提
中
常
有
好
香
。
譬
若
香
山
。
流
水
美
好
味
甘
除
患
。
雨
澤
随
時
。
天
園
成
熟
香
美
稻
種
。
天
神
力
故
一
種
七
穫
。
用
功
甚
少
所
收
甚
多
。
穀
稼
滋
茂
無
有
草
穢
。
衆
生
福
徳
本
事
果
報
。
入
口
銷
化
。
百
味
具
足
香
美
無
比
氣
力
充
実
。
其
国
爾
時
有
転
輪
聖
王
。
名
曰
穰
佉
。
有
四
種
兵
不
以
威
武
治
四
天
下
。
具
三
十
二
大
人
相
好
。
王
有
千
子
。
勇
猛
端
正
怨
敵
自
伏
。
王
有
七
宝
。
一
金
輪
宝
。
千
輻
轂
輞
皆
悉
具
足
。
二
白
象
宝
。
白
如
雪
山
七
胑
拄
地
。
厳
顕
可
観
猶
如
山
王
。
三
紺
馬
宝
。
朱
鬣
髦
尾
足
下
生
華
七
宝
蹄
甲
。
四
神
珠
宝
。
明
顕
可
観
長
於
二
肘
。
光
明
雨
宝
適
衆
生
願
。
五
玉
女
宝
。
顏
色
美
妙
柔
軟
無
骨
。
六
主
藏
臣
。
口
中
吐
宝
足
下
雨
宝
両
手
出
宝
。
七
主
兵
臣
。
宜
動
身
時
四
兵
如
雲
從
空
而
出
。
千
子
七
宝
国
界
人
民
。
一
切
相
視
不
懷
悪
意
。
如
母
愛
子
。
時
王
千
子
各
取
珍
宝
。
於
正
殿
前
作
七
宝
臺
。
有
三
十
重
高
十
三
由
旬
。
千
頭
千
輪
遊
行
自
在
。
有
四
大
宝
藏
。
一
一
大
藏
。
各
有
四
億
小
藏
圍
繞
。
伊
鉢
多
大
藏
。
在
乾
陀
羅
国
。
般
軸
迦
大
藏
。
在
弥
緹
羅
国
。
賓
伽
羅
大
藏
。
在
須
羅
吒
国
。
穰
佉
大
藏
。
在
婆
羅
㮈
国
古
仙
山
処
。
此
四
大
藏
。
自
然
開
発
顕
大
光
明
。
縱
広
正
等
一
千
由
旬
。
満
中
珍
宝
。
各
有
四
億
小
藏
附
之
。
有
四
大
龍
。
各
自
守
護
此
四
大
藏
及
諸
小
藏
。
自
然
踊
出
形
如
蓮
華
。
無
央
数
人
皆
共
往
観
。
是
＊
時
衆
宝
無
守
護
者
。
衆
人
見
之
心
不
貪
著
。
棄
之
於
地
猶
如
瓦
石
草
木
土
塊
。
時
人
見
者
心
生
厭
離
。
各
各
相
謂
而
作
是
言
。
如
仏
所
説
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往
昔
衆
生
為
此
宝
故
共
相
殘
害
。
更
相
偸
劫
欺
誑
妄
語
。
令
生
死
苦
縁
展
転
増
長
。
墮
大
地
獄
。
翅
頭
末
城
衆
宝
羅
網
弥
覆
其
上
。
宝
鈴
荘
厳
微
風
吹
動
。
其
音
和
雅
如
扣
鐘
磬
。
演
説
帰
依
仏
帰
依
法
帰
依
僧
。
時
城
中
有
大
婆
羅
門
主
。
名
修
梵
摩
。
婆
羅
門
女
名
梵
摩
拔
提
。
心
性
和
弱
。
弥
勒
託
生
以
為
父
母
。
雖
処
胞
胎
如
遊
天
宮
。
放
大
光
明
塵
垢
不
障
。
身
紫
金
色
具
三
十
二
大
丈
夫
相
。
坐
宝
蓮
華
。
衆
生
視
之
無
有
厭
足
。
光
明
晃
耀
不
可
勝
視
。
諸
天
世
人
所
未
曾
覩
。
身
力
無
量
。
一
一
節
力
普
勝
一
切
大
力
龍
象
。
不
可
思
議
毛
孔
光
明
。
照
耀
無
量
無
有
障
礙
。
日
月
星
宿
水
火
珠
光
。
皆
悉
不
現
猶
如
埃
塵
。
身
長
釈
迦
牟
尼
仏
八
十
肘
三
十
二
丈
。
脇
広
二
十
五
肘
十
丈
。
面
長
十
二
肘
半
五
丈
。
鼻
高
修
直
当
于
面
門
。
身
相
具
足
端
正
無
比
成
就
相
好
。
一
一
相
八
万
四
千
好
。
以
自
荘
厳
如
鑄
金
像
。
一
一
好
中
流
出
光
明
照
千
由
旬
。
肉
眼
清
徹
青
白
分
明
。
常
光
繞
身
面
百
由
旬
。
日
月
星
宿
眞
珠
摩
尼
。
七
宝
行
樹
皆
悉
明
耀
現
於
仏
光
。
其
餘
衆
光
不
復
為
用
。
仏
身
高
顕
如
黄
金
山
。
見
者
自
然
脱
三
悪
趣
。
爾
時
弥
勒
諦
観
世
間
五
欲
過
患
。
衆
生
受
苦
沈
沒
長
流
。
在
大
生
死
甚
可
憐
愍
。
自
以
如
是
正
念
観
察
苦
空
無
常
。
不
樂
在
家
。
厭
家
迫
迮
猶
如
牢
獄
。
時
蟻
佉
王
共
諸
大
臣
国
土
人
民
。
持
七
宝
臺
。
有
千
宝
帳
及
千
宝
軒
。
千
億
宝
鈴
。
千
億
宝
幡
。
宝
器
千
口
宝
甕
千
口
。
奉
上
弥
勒
。
弥
勒
受
已
施
諸
婆
羅
門
。
婆
羅
門
受
已
即
便
毀
壞
各
共
分
之
。
諸
婆
羅
門
観
見
弥
勒
能
作
大
施
生
大
奇
特
心
。
弥
勒
菩
薩
見
此
宝
臺
須
臾
無
常
。
知
有
為
法
皆
悉
磨
滅
。
修
無
常
想
。
讃
過
去
仏
清
涼
甘
露
無
常
之
偈
諸
行
無
常
。
是
生
滅
法
。
生
滅
滅
已
。
寂
滅
為
樂
。
説
此
偈
已
。
出
家
学
道
。
坐
於
金
剛
荘
厳
道
場
龍
花
菩
提
樹
下
。
枝
如
宝
龍
吐
百
宝
華
。
一
一
花
葉
作
七
宝
色
。
色
色
異
果
適
衆
生
意
。
天
上
人
間
為
無
有
比
。
樹
高
五
十
由
旬
。
枝
葉
四
布
放
大
光
明
。
爾
時
弥
勒
與
八
万
四
千
婆
羅
門
倶
詣
道
場
。
弥
勒
即
自
剃
髪
出
家
学
道
。
早
起
出
家
。
即
於
是
日
初
夜
降
四
種
魔
。
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
即
説
偈
言
久
念
衆
生
苦
欲
拔
無
由
脱
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今
者
証
菩
提
霍
然
無
所
礙
亦
達
衆
生
空
本
性
相
如
実
永
更
無
憂
苦
慈
悲
亦
無
縁
本
為
救
汝
等
国
城
及
頭
目
妻
子
與
手
足
施
人
無
有
数
今
始
得
解
脱
無
上
大
寂
滅
当
為
汝
等
説
広
開
甘
露
道
如
是
大
果
報
皆
從
施
戒
慧
六
種
大
忍
生
亦
從
大
慈
悲
無
染
功
徳
得
- 21 -
史
料
部
説
此
偈
已
默
而
住
。
時
諸
天
龍
鬼
神
王
不
現
其
身
。
而
雨
天
花
供
養
於
仏
。
三
千
大
千
世
界
六
変
震
動
。
仏
身
出
光
照
於
無
量
。
応
可
度
者
皆
得
見
仏
。
爾
時
釈
提
桓
因
護
世
天
王
。
大
梵
天
王
無
数
天
子
。
於
花
林
園
頭
面
礼
足
。
合
掌
勧
請
転
於
法
輪
。
時
弥
勒
仏
默
然
受
請
。
告
梵
王
言
。
我
於
長
夜
受
大
苦
悩
修
行
六
度
。
始
於
今
日
法
海
満
。
建
法
幢
撃
法
鼓
吹
法
蠡
雨
法
雨
正
爾
。
当
為
汝
等
説
法
。
諸
仏
所
転
八
聖
道
輪
。
諸
天
世
人
無
能
転
者
。
其
義
平
等
直
至
無
上
無
為
寂
滅
。
為
諸
衆
生
断
長
夜
苦
。
此
法
甚
深
難
得
難
入
難
信
難
解
。
一
切
世
間
無
能
知
者
無
能
見
者
洗
除
心
垢
得
万
梵
行
。
説
是
語
時
。
復
有
他
方
無
数
百
千
万
億
天
子
天
女
。
大
梵
天
王
乘
天
宮
殿
。
持
天
花
香
奉
献
如
来
。
繞
百
千
匝
。
五
体
投
地
合
掌
勧
請
。
諸
天
伎
樂
不
鼓
自
鳴
。
時
諸
梵
王
異
口
同
声
。
而
説
偈
言
無
量
無
数
歳
空
過
無
有
仏
衆
生
墮
悪
道
世
間
眼
目
滅
三
悪
道
増
広
諸
天
路
永
絶
今
日
仏
興
世
三
悪
道
殄
滅
増
長
天
人
衆
願
開
甘
露
門
令
衆
心
無
著
疾
疾
得
涅
槃
我
等
諸
梵
王
聞
仏
出
世
間
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今
者
得
値
仏
無
上
大
法
王
梵
天
宮
殿
盛
身
光
亦
明
顕
普
為
十
方
衆
勧
請
大
導
師
唯
願
開
甘
露
転
無
上
法
輪
説
此
偈
已
頭
面
作
礼
。
復
更
合
掌
慇
懃
三
請
。
唯
願
世
尊
。
転
於
甚
深
微
妙
法
輪
。
為
拔
衆
生
苦
悩
根
栽
。
遠
離
三
毒
破
四
悪
道
不
善
之
業
爾
時
世
尊
為
諸
梵
王
。
即
便
微
笑
出
五
色
光
。
默
然
許
之
。
時
諸
天
子
無
数
大
衆
。
聞
仏
許
可
歓
喜
無
量
遍
体
踊
躍
。
譬
如
孝
子
新
喪
慈
父
忽
然
還
活
。
大
衆
歓
喜
亦
復
如
是
。
時
諸
天
衆
右
遶
世
尊
経
無
数
匝
。
敬
愛
無
厭
却
住
一
面
。
爾
時
大
衆
皆
作
是
念
。
雖
復
千
億
歳
受
五
欲
樂
。
不
能
得
免
三
悪
道
苦
。
妻
子
財
産
所
不
能
救
。
世
間
無
常
命
難
久
保
。
我
等
今
者
於
仏
法
中
淨
修
梵
行
。
作
是
念
已
復
更
念
言
。
設
受
五
欲
経
無
数
劫
如
無
想
天
寿
。
無
量
億
歳
。
與
諸
婇
女
共
相
娯
樂
受
細
滑
觸
。
会
帰
磨
滅
墮
三
悪
道
受
無
量
苦
。
所
樂
無
幾
猶
如
幻
化
。
蓋
不
足
言
。
入
地
獄
時
大
火
洞
然
。
百
億
万
劫
受
無
量
苦
求
脱
叵
得
。
如
此
長
夜
苦
厄
難
拔
。
今
日
遇
仏
宜
勤
精
進
。
時
穰
佉
王
高
声
唱
言
設
復
生
天
樂
会
亦
帰
磨
滅
不
久
墮
地
獄
猶
如
猛
火
聚
我
等
宜
時
速
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出
家
学
仏
道
説
是
語
已
。
時
穰
佉
王
。
與
八
万
四
千
大
臣
恭
敬
圍
繞
。
及
四
天
王
送
転
輪
王
。
至
花
林
園
龍
花
樹
下
。
詣
弥
勒
仏
求
索
出
家
。
為
仏
作
礼
。
未
挙
頭
頃
鬚
髪
自
落
袈
裟
著
身
。
便
成
沙
門
」。
時
弥
勒
仏
共
穰
佉
王
。
與
八
万
四
千
大
臣
諸
比
丘
等
恭
敬
圍
繞
。
并
與
無
数
天
龍
八
部
。
入
翅
頭
末
城
。
足
躡
門
閫
。
娑
婆
世
界
六
種
震
動
。
閻
浮
提
地
化
為
金
色
。
翅
頭
末
大
城
中
央
其
地
金
剛
。
有
過
去
諸
仏
所
坐
金
剛
宝
座
自
然
踊
出
。
衆
宝
行
樹
。
天
於
空
中
雨
大
宝
華
。
龍
王
作
衆
伎
樂
。
口
中
吐
華
毛
孔
雨
華
用
供
養
仏
。
仏
於
此
座
転
正
法
輪
。
謂
是
苦
苦
聖
諦
。
謂
是
集
集
聖
諦
。
謂
是
滅
滅
聖
諦
。
謂
是
道
道
聖
諦
。
并
為
演
説
三
十
七
品
助
菩
提
法
。
亦
為
宣
説
十
二
因
縁
。
無
明
縁
行
。
行
縁
識
。
識
縁
名
色
。
名
色
縁
六
入
。
六
入
縁
觸
。
觸
縁
受
。
受
縁
愛
。
愛
縁
取
。
取
縁
有
。
有
縁
生
。
生
縁
老
死
憂
悲
苦
悩
等
。
爾
時
大
地
六
種
震
動
。
如
此
音
声
聞
于
三
千
大
千
世
界
。
復
過
是
数
無
量
無
辺
。
下
至
阿
鼻
地
獄
。
上
至
阿
迦
膩
吒
天
。
時
四
天
王
各
各
将
領
無
数
鬼
神
。
高
声
唱
言
。
仏
日
出
時
降
法
雨
露
。
世
間
眼
目
今
者
始
開
。
普
令
大
地
一
切
八
部
於
仏
有
縁
皆
得
聞
知
。
三
十
三
天
。
夜
摩
天
。
兜
率
陀
天
。
化
樂
天
。
他
化
自
在
天
。
乃
至
大
梵
天
。
各
各
於
己
所
統
領
処
高
声
唱
言
。
仏
日
出
世
降
注
甘
露
。
世
間
眼
目
今
者
始
開
。
有
縁
之
者
皆
悉
聞
知
。
時
諸
龍
王
八
部
。
山
神
樹
神
藥
草
神
水
神
風
神
火
神
地
神
城
池
神
屋
宅
神
等
。
踊
躍
歓
喜
高
声
唱
言
。
復
有
八
万
四
千
諸
婆
羅
門
。
聰
明
大
智
。
於
仏
法
中
亦
随
大
王
出
家
学
道
。
復
有
長
者
名
須
達
那
。
今
須
達
長
者
是
。
亦
與
八
万
四
千
人
倶
共
出
家
。
復
有
梨
師
達
多
。
富
蘭
那
兄
弟
。
亦
與
八
万
四
千
人
倶
共
出
家
。
復
有
二
大
臣
。
一
名
梵
檀
末
利
二
名
須
曼
那
。
王
所
愛
重
。
亦
與
八
万
四
千
人
倶
。
於
仏
法
中
出
家
学
道
。
転
輪
王
宝
女
名
舍
弥
婆
帝
。
今
之
毘
舍
佉
母
是
也
。
亦
與
八
万
四
千
婇
女
倶
共
出
家
。
穰
佉
太
子
名
天
金
色
。
今
提
婆
婆
那
長
者
子
是
。
亦
與
八
万
四
千
人
倶
共
出
家
。
弥
勒
仏
親
族
婆
羅
門
子
名
須
摩
提
。
利
根
智
慧
。
今
欝
多
羅
善
賢
比
丘
尼
子
是
。
亦
與
六
万
人
倶
。
於
仏
法
中
倶
共
出
家
。
穰
佉
王
千
子
唯
留
一
人
用
嗣
王
位
。
餘
九
百
九
十
九
人
。
亦
與
八
万
四
千
人
。
於
仏
法
中
倶
共
出
家
。
如
是
等
無
量
億
衆
。
見
世
苦
悩
五
陰
熾
然
。
皆
於
弥
勒
仏
法
中
倶
共
出
家
。
爾
時
弥
勒
仏
以
大
慈
心
語
諸
大
衆
言
。
汝
等
今
者
不
以
生
天
樂
故
。
亦
復
不
為
今
世
樂
故
来
至
我
所
但
為
涅
槃
常
樂
因
縁
。
是
諸
人
等
皆
於
仏
法
中
種
諸
善
根
。
釈
迦
牟
尼
仏
出
五
濁
世
。
種
種
呵
責
為
汝
説
法
。
無
奈
汝
何
教
殖
来
縁
。
今
得
見
我
。
我
今
攝
受
是
諸
人
等
。
或
以
読
誦
分
別
決
定
修
多
羅
毘
尼
阿
毘
曇
。
為
他
演
説
讃
歎
義
味
。
不
生
嫉
妬
教
於
他
人
令
得
受
持
。
修
諸
功
徳
来
生
我
所
。
或
以
衣
食
施
人
持
戒
智
慧
。
修
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
以
妓
樂
幡
蓋
華
香
燈
明
供
養
於
仏
。
修
此
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功
徳
来
生
我
所
。
或
以
施
僧
常
食
。
起
立
僧
房
四
事
供
養
。
持
八
戒
斉
修
習
慈
心
。
行
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
為
苦
悩
衆
生
深
生
慈
悲
。
以
身
代
受
令
其
得
樂
。
修
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
以
持
戒
忍
辱
修
淨
慈
心
。
以
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
造
僧
祇
四
方
無
礙
斉
講
設
会
供
養
飯
食
。
修
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
以
持
戒
多
聞
。
修
行
禅
定
無
漏
智
慧
。
以
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
有
起
塔
供
養
舍
利
念
仏
法
身
。
以
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
有
厄
困
貧
窮
孤
独
繋
屬
於
他
。
王
法
所
加
臨
当
刑
戮
。
作
八
難
業
受
大
苦
悩
拔
済
彼
等
令
得
解
脱
。
修
此
功
徳
来
生
我
所
。
或
有
恩
愛
別
離
朋
黨
諍
訟
極
大
苦
悩
。
以
方
便
力
令
得
和
合
。
修
此
功
徳
来
生
我
所
。
説
是
語
已
。
称
讃
釈
迦
牟
尼
仏
。
善
哉
善
哉
。
能
於
五
濁
悪
世
。
教
化
如
是
等
百
千
万
億
諸
悪
衆
生
。
令
修
善
本
来
生
我
所
。
時
弥
勒
仏
如
是
三
称
讃
釈
迦
牟
尼
仏
。
而
説
偈
言
忍
辱
勇
猛
大
導
師
能
於
五
濁
不
善
世
教
化
成
熟
悪
衆
生
令
彼
修
行
得
見
仏
荷
負
衆
生
受
大
苦
今
入
常
樂
無
為
処
教
彼
弟
子
来
我
所
我
今
為
汝
説
四
諦
亦
説
三
十
七
菩
提
荘
厳
涅
槃
十
二
縁
汝
等
宜
当
観
無
為
入
於
空
寂
本
無
処
説
此
偈
已
。
復
更
讃
歎
彼
時
衆
生
於
苦
悪
世
能
為
難
事
。
貪
欲
瞋
恚
愚
癡
迷
惑
短
命
人
中
。
能
修
持
戒
作
諸
功
徳
。
甚
為
希
有
。
爾
時
衆
生
不
識
父
母
沙
門
婆
羅
門
。
不
知
道
法
。
互
相
悩
害
近
刀
兵
劫
。
深
著
五
欲
嫉
妬
諂
佞
。
曲
濁
邪
僞
無
憐
愍
心
。
更
相
殺
害
食
肉
飲
血
。
不
敬
師
長
不
識
善
友
。
不
知
報
恩
。
生
五
濁
世
不
知
慚
愧
。
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晝
夜
六
時
相
續
作
悪
不
知
厭
足
。
純
造
不
善
五
逆
悪
聚
。
魚
鱗
相
次
求
不
知
厭
。
九
親
諸
族
不
能
相
済
。
善
哉
善
哉
釈
迦
牟
尼
仏
。
以
大
方
便
深
厚
慈
悲
。
能
於
苦
悩
衆
生
之
中
。
和
顏
美
色
善
巧
智
慧
。
説
誠
実
語
示
我
当
来
度
脱
汝
等
。
如
是
導
師
明
利
智
慧
。
世
間
希
有
甚
為
難
遇
。
深
心
憐
愍
悪
世
衆
生
。
為
拔
苦
悩
令
得
安
隱
。
入
第
一
義
甚
深
法
性
。
釈
迦
牟
尼
三
阿
僧
祇
劫
。
為
汝
等
故
修
行
難
行
苦
行
。
以
頭
布
施
。
割
截
耳
鼻
手
足
胑
体
受
諸
苦
悩
。
為
八
聖
道
平
等
解
脱
利
汝
等
故
。
時
弥
勒
仏
如
是
開
導
安
慰
無
量
諸
衆
生
等
。
令
其
歓
喜
。
彼
時
衆
生
身
純
是
法
。
心
純
是
法
。
口
常
説
法
。
福
徳
智
慧
之
人
充
満
其
中
。
天
人
恭
敬
信
受
渇
仰
。
時
大
導
師
各
欲
令
彼
聞
於
往
昔
苦
悩
之
事
。
復
作
是
念
。
五
欲
不
淨
衆
苦
之
本
。
又
能
除
捨
憂
慼
愁
恨
。
知
苦
樂
法
皆
是
無
常
。
為
説
色
受
想
行
識
苦
空
無
常
無
我
。
説
是
語
時
。
九
十
六
億
人
不
受
諸
法
。
漏
尽
意
解
得
阿
羅
漢
。
三
明
六
通
具
八
解
脱
。
三
十
六
万
天
子
。
二
十
万
天
女
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。
天
龍
八
部
中
。
有
得
須
陀
洹
者
。
種
辟
支
仏
道
因
縁
者
。
発
無
上
道
心
者
。
数
甚
衆
多
不
可
称
計
。
爾
時
弥
勒
仏
。
與
九
十
六
億
大
比
丘
衆
。
并
穰
佉
王
八
万
四
千
大
臣
比
丘
眷
屬
圍
繞
。
如
月
天
子
諸
星
宿
從
出
翅
頭
末
城
。
還
花
林
園
重
閣
講
堂
。
時
閻
浮
提
城
邑
聚
落
小
王
長
者
。
及
諸
四
姓
皆
悉
来
集
龍
花
樹
下
花
林
園
中
。
爾
時
世
尊
重
説
四
諦
十
二
因
縁
。
九
十
四
億
人
得
阿
羅
漢
。
他
方
諸
天
及
八
部
衆
六
十
四
億
恒
河
沙
人
。
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
住
不
退
転
。
第
三
大
会
。
九
十
二
億
人
得
阿
羅
漢
。
三
十
四
億
天
龍
八
部
発
三
菩
提
心
。
時
弥
勒
仏
説
四
聖
諦
深
妙
法
輪
。
度
天
人
已
。
将
諸
声
聞
弟
子
天
龍
八
部
一
切
大
衆
。
入
城
乞
食
。
無
量
淨
居
天
衆
恭
敬
從
仏
入
翅
頭
未
城
。
当
入
城
時
。
仏
現
十
八
種
神
足
。
身
下
出
水
。
如
摩
尼
珠
。
化
成
光
臺
照
十
方
界
。
身
上
出
火
。
如
須
弥
山
流
紫
金
光
。
現
大
満
空
化
成
琉
璃
。
大
復
現
小
如
芥
子
許
。
泯
然
不
現
。
於
十
方
踊
於
十
方
沒
。
令
一
切
人
皆
如
仏
身
。
種
種
神
力
無
量
変
現
。
令
有
縁
者
皆
得
解
脱
。
釈
提
桓
因
三
十
二
輔
臣
與
欲
界
諸
天
。
梵
天
王
與
色
界
諸
天
。
并
天
子
天
女
。
脱
天
瓔
珞
及
以
天
衣
。
而
散
仏
上
。
時
諸
天
衣
化
成
花
蓋
。
諸
天
妓
樂
不
鼓
自
鳴
。
歌
詠
仏
徳
密
雨
天
花
。
栴
檀
雜
香
供
養
於
仏
。
街
巷
道
陌
竪
諸
幢
幡
。
燒
諸
名
香
其
煙
若
雲
。
世
尊
入
城
時
。
大
梵
天
王
釈
提
桓
因
。
合
掌
恭
敬
以
偈
讃
仏
正
遍
知
者
両
足
尊
天
人
世
間
無
與
等
十
力
世
尊
甚
希
有
無
上
最
勝
良
福
田
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其
供
養
者
生
天
上
未
来
解
脱
住
涅
槃
稽
首
無
上
大
精
進
稽
首
慈
心
大
導
師
東
方
天
王
提
頭
頼
吒
。
南
方
天
王
毘
楼
勒
叉
。
西
方
天
王
毘
留
博
叉
。
北
方
天
王
毘
沙
門
王
。
與
其
眷
屬
恭
敬
合
掌
。
以
清
淨
心
讃
歎
世
尊
三
界
無
有
比
大
悲
自
荘
厳
体
解
第
一
義
不
見
衆
生
性
及
與
諸
法
相
同
入
空
寂
性
善
住
無
所
有
雖
行
大
精
進
無
為
無
足
迹
我
今
稽
首
礼
慈
心
大
導
師
衆
生
不
見
仏
長
夜
受
生
死
墜
墮
三
悪
道
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及
作
女
人
身
今
日
仏
興
世
拔
苦
施
安
樂
三
悪
道
已
少
女
人
無
諂
曲
皆
当
得
止
息
具
足
大
涅
槃
大
悲
済
苦
者
施
樂
故
出
世
本
為
菩
薩
時
常
施
一
切
樂
不
殺
不
悩
他
忍
心
如
大
地
我
今
稽
首
礼
忍
辱
大
導
師
我
今
稽
首
礼
慈
悲
大
丈
夫
自
免
生
死
苦
能
拔
衆
生
厄
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如
火
生
蓮
花
世
間
無
有
比
爾
時
世
尊
次
第
乞
食
。
将
諸
比
丘
還
至
本
処
入
深
禅
定
。
七
日
七
夜
寂
然
不
動
。
弥
勒
仏
弟
子
色
如
天
色
。
普
皆
端
正
厭
生
老
病
死
。
多
聞
広
学
守
護
法
藏
行
於
禅
定
。
得
離
諸
欲
如
鳥
出
㲉
爾
時
釈
提
桓
因
。
與
欲
界
諸
天
子
。
歓
喜
踊
躍
。
復
説
偈
言
世
間
所
帰
大
導
師
慧
眼
明
淨
見
十
方
智
力
功
徳
勝
諸
天
名
義
具
足
福
衆
生
願
為
我
等
群
萌
類
将
諸
弟
子
詣
彼
山
供
養
無
悩
釈
迦
師
頭
陀
第
一
大
弟
子
我
等
応
得
見
過
仏
所
著
袈
裟
聞
遺
法
懺
悔
前
身
濁
悪
劫
不
善
悪
業
得
清
淨
爾
時
弥
勒
仏
。
與
娑
婆
世
界
前
身
剛
強
衆
生
及
諸
大
弟
子
。
倶
往
耆
闍
崛
山
到
山
下
已
。
安
詳
徐
歩
登
狼
迹
山
。
到
山
頂
已
挙
足
大
指
躡
於
山
根
。
是
時
大
地
十
八
相
動
既
至
山
頂
弥
勒
以
手
両
向
擘
山
如
転
輪
王
開
大
城
門
。
爾
時
梵
王
持
天
香
油
潅
摩
訶
迦
葉
頂
。
油
潅
身
已
撃
大
揵
椎
。
吹
大
法
蠡
。
摩
訶
迦
葉
即
從
滅
尽
定
覚
。
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斉
整
衣
服
偏
袒
右
肩
。
右
膝
著
地
長
跪
合
掌
。
持
釈
迦
牟
尼
仏
僧
迦
梨
。
授
與
弥
勒
而
作
是
言
。
大
師
釈
迦
牟
尼
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
訶
三
藐
三
仏
陀
。
臨
涅
槃
時
以
此
法
衣
付
囑
於
我
。
令
奉
世
尊
。
諸
大
衆
各
白
仏
言
。
云
何
今
日
此
山
頂
上
有
人
頭
蟲
。
短
小
醜
陋
著
沙
門
服
。
而
能
礼
拜
恭
敬
世
尊
。
時
弥
勒
仏
訶
諸
大
弟
子
莫
軽
此
人
。
而
説
偈
言
孔
雀
有
好
色
鷹
鶻
鷂
所
食
白
象
無
量
力
師
子
子
雖
小
撮
食
如
塵
土
大
龍
身
無
量
金
翅
鳥
所
搏
人
身
雖
長
大
肥
白
端
正
好
七
宝
瓶
盛
糞
汚
穢
不
可
堪
此
人
雖
短
小
智
慧
如
練
金
煩
悩
習
久
尽
生
死
苦
無
餘
護
法
故
住
此
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常
行
頭
陀
事
天
人
中
最
勝
若
行
無
與
等
牟
尼
両
足
尊
遣
来
至
我
所
汝
等
当
一
心
合
掌
恭
敬
礼
説
是
偈
已
告
諸
比
丘
。
釈
迦
牟
尼
世
尊
。
於
五
濁
悪
世
教
化
衆
生
。
千
二
百
五
十
弟
子
中
。
頭
陀
第
一
身
体
金
色
。
捨
金
色
婦
出
家
学
道
。
晝
夜
精
進
如
救
頭
然
。
慈
愍
貧
苦
下
踐
衆
生
。
恒
福
度
之
為
法
住
世
。
摩
訶
迦
葉
者
此
人
是
也
。
説
此
語
已
。
一
切
大
衆
悉
為
作
礼
。
爾
時
弥
勒
持
釈
迦
牟
尼
仏
僧
伽
梨
。
覆
右
手
不
遍
纔
掩
両
指
。
復
覆
左
手
亦
掩
両
指
。
諸
人
怪
歎
先
仏
卑
小
。
皆
由
衆
生
貪
濁
憍
慢
之
所
致
耳
。
告
摩
訶
迦
葉
言
。
汝
可
現
神
足
并
説
過
去
仏
所
有
経
法
。
爾
時
摩
訶
迦
葉
踊
身
虚
空
作
十
八
変
。
或
現
大
身
満
虚
空
中
。
大
復
現
小
如
葶
藶
子
。
小
復
現
大
。
身
上
出
水
身
下
出
火
。
履
地
如
水
履
水
如
地
坐
臥
空
中
身
不
陷
墜
。
東
踊
西
沒
西
踊
東
沒
。
南
踊
北
沒
北
踊
南
沒
。
辺
踊
中
沒
中
踊
辺
沒
。
上
踊
下
沒
下
踊
上
沒
。
於
虚
空
中
化
作
琉
璃
窟
。
承
仏
神
力
。
以
梵
音
声
説
釈
迦
牟
尼
仏
十
二
部
経
。
大
衆
聞
已
怪
未
曾
有
八
十
億
人
遠
塵
離
垢
。
於
諸
法
中
不
受
諸
法
得
阿
羅
漢
。
無
数
天
人
発
菩
提
心
。
繞
仏
三
匝
還
從
空
下
。
為
仏
作
礼
説
有
為
法
皆
悉
無
常
。
辭
仏
而
退
還
耆
闍
崛
山
本
所
住
処
。
身
上
出
火
入
般
涅
槃
。
收
身
舍
利
山
頂
起
塔
。
弥
勒
仏
歎
言
。
大
迦
葉
比
丘
是
釈
迦
牟
尼
仏
於
大
衆
中
。
常
所
讃
歎
頭
陀
第
一
通
達
禅
定
解
脱
三
昧
。
是
人
雖
有
大
神
力
而
無
高
心
。
能
令
衆
生
得
大
歓
喜
。
常
愍
下
賤
貧
苦
衆
生
弥
勒
仏
歎
大
迦
葉
骨
身
言
。
善
哉
大
神
徳
釈
師
子
大
弟
子
大
迦
葉
。
於
彼
悪
世
能
修
其
心
。
爾
時
摩
訶
迦
葉
骨
身
。
即
説
偈
言
頭
陀
是
宝
藏
。
持
戒
為
甘
露
。
能
行
頭
陀
者
。
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料
部
必
至
不
死
地
。
持
戒
得
生
天
。
及
與
涅
槃
樂
。
説
此
偈
已
。
如
琉
璃
水
還
入
塔
中
。
爾
時
説
法
之
処
。
広
八
十
由
旬
長
百
由
旬
。
其
中
人
衆
若
坐
若
立
若
近
若
遠
。
各
見
仏
在
其
前
独
為
説
法
。
弥
勒
仏
住
世
六
万
億
歳
。
憐
愍
衆
生
故
令
得
法
眼
。
滅
度
之
後
諸
天
世
人
闍
維
仏
身
。
時
転
輪
王
收
取
舍
利
。
於
四
天
下
各
起
八
万
四
千
塔
。
正
法
住
世
六
万
歳
。
像
法
二
万
歳
。
汝
等
宜
応
勤
加
精
進
。
発
清
淨
心
起
諸
善
業
。
得
見
世
間
燈
明
弥
勒
仏
身
必
無
疑
也
。
仏
説
語
已
。
尊
者
舍
利
弗
。
尊
者
阿
難
。
即
從
座
起
為
仏
作
礼
。
胡
跪
合
掌
白
仏
言
。
世
尊
。
当
何
名
斯
経
。
云
何
奉
持
之
。
仏
告
阿
難
。
汝
好
憶
持
。
普
為
天
人
分
別
演
説
。
莫
作
最
後
断
法
人
耶
。
此
法
之
要
。
名
「
一
切
衆
生
断
五
逆
種
・
淨
除
業
障
・
報
障
・
煩
悩
障
・
修
習
慈
心
與
弥
勒
共
行
」。
如
是
受
持
。
亦
名
「
一
切
衆
生
得
聞
弥
勒
仏
名
必
免
五
濁
世
不
墮
悪
道
経
」。
如
是
受
持
。
亦
名
「
破
悪
口
業
心
如
蓮
花
定
見
弥
勒
仏
経
」。
如
是
受
持
。
亦
名
「
慈
心
不
殺
不
食
肉
経
」。
如
是
受
持
。
亦
名
「
釈
迦
牟
尼
仏
以
衣
為
信
経
」。
如
是
受
持
。
亦
名
「
若
有
聞
仏
名
決
定
得
免
八
難
経
」。
如
是
受
持
。
亦
名
「
弥
勒
成
仏
経
」。
如
是
受
持
。
仏
告
舍
利
弗
。
仏
滅
度
後
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
天
龍
八
部
・
鬼
神
等
。
得
聞
此
経
受
持
読
誦
礼
拜
供
養
恭
敬
法
師
。
破
一
切
業
障
・
報
障
・
煩
悩
障
。
得
見
弥
勒
及
賢
劫
千
仏
。
三
種
菩
提
随
願
成
就
。
不
受
女
人
身
。
正
見
出
家
得
大
解
脱
。
説
是
語
已
。
時
諸
大
衆
聞
仏
所
説
。
皆
大
歓
喜
礼
仏
而
退
。
史
料
８
読
み
下
し
：『
仏
説
弥
勒
大
成
仏
経
』
―
『
国
訳
一
切
経
･ 経
集
部
二
』
小
野
玄
妙
平
等
通
昭
布
施
浩
岳
訳
是
の
如
く
我
聞
く
。
一
時
仏
、
摩
伽
陀
国
波
沙
山
（
孤
絶
山
な
り
）
過
去
諸
仏
常
降
魔
処
に
住
し
、
夏
安
居
中
、
舍
利
弗
と
與
に
山
頂
を
経
行
し
、
偈
を
説
い
て
言
は
く
、
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一
心
に
善
く
諦
か
に
聴
け
、
光
明
大
三
昧
無
比
功
徳
の
人
爾
当
に
正
し
く
出
生
す
べ
し
彼
の
人
妙
法
を
説
か
ば
悉
く
皆
充
ち
足
る
を
得
る
こ
と
渇
し
て
甘
露
を
飲
む
が
如
く
疾
く
解
脱
道
に
至
ら
ん
時
に
四
部
衆
道
路
を
平
治
し
、
灑
掃
し
て
香
を
燒
き
、
皆
悉
く
来
集
し
、
諸
の
供
具
を
持
し
て
如
来
及
び
諸
の
比
丘
僧
に
供
養
す
。
如
来
を
諦
観
す
る
こ
と
、
喩
ふ
る
孝
子
の
慈
父
を
視
る
が
如
く
、
渇
し
て
飲
を
思
ふ
が
如
し
。
法
父
を
愛
念
す
る
も
亦
復
是
の
如
し
。
各
各
心
を
同
じ
て
。
法
王
に
正
法
輪
を
転
ぜ
ん
こ
と
を
請
は
ん
欲
し
、
諸
根
動
ぜ
ず
、
心
心
相
次
い
で
流
注
し
て
仏
に
向
ふ
。
是
の
時
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
天
・
龍
・
鬼
神
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
・
人
非
人
等
。
各
々
座
よ
り
立
つ
て
右
に
世
尊
を
遶
り
。
五
体
を
地
に
投
じ
、
仏
に
向
つ
て
泣
涙
す
。
爾
の
時
大
智
舍
利
弗
は
衣
服
を
斉
整
し
て
偏
に
右
肩
を
袒
ぎ
、
法
王
の
心
を
知
つ
て
善
能
く
随
順
し
。
仏
法
王
に
学
ん
で
正
法
輪
を
転
ず
る
是
の
仏
の
輔
臣
・
持
法
の
大
将
は
、
衆
生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
、
そ
の
苦
縛
を
脱
せ
し
め
ん
と
欲
し
、
仏
に
白
し
て
言
は
く
、『
世
尊
よ
、
如
来
は
向
に
山
頂
上
に
於
て
偈
を
説
き
、
第
一
智
人
を
讃
歎
し
た
ま
へ
り
。
こ
れ
は
前
後
経
中
に
未
だ
説
き
た
ま
は
ざ
る
所
な
り
。
此
の
諸
大
衆
は
心
に
皆
渇
仰
し
て
涙
盛
雨
の
如
く
。
如
来
が
未
来
仏
の
甘
露
道
を
開
き
、
弥
勒
の
名
字
・
功
徳
・
国
土
荘
厳
を
説
く
を
聞
か
ん
と
欲
す
。
何
の
善
根
、
何
の
戒
、
何
の
施
、
何
の
定
、
何
の
慧
、
何
等
の
智
力
を
以
て
か
弥
勒
を
見
る
を
得
、
ま
た
何
の
心
中
に
於
て
八
正
路
を
修
す
る
や
』。
舍
利
弗
、
此
の
問
を
発
せ
し
時
、
百
千
の
天
子
・
無
数
の
梵
王
は
合
掌
恭
敬
し
、
異
口
同
音
に
共
に
問
を
発
し
、
仏
に
白
し
て
言
は
く
、『
世
尊
よ
、
願
く
ば
我
等
を
し
て
未
来
世
に
於
い
て
、
人
中
の
最
大
果
報
・
三
界
の
眼
目
の
光
明
た
る
弥
勒
の
普
く
衆
生
の
為
に
大
慈
悲
を
説
く
を
見
る
を
得
し
め
よ
。』
并
び
八
部
衆
亦
皆
是
の
如
く
、
恭
敬
叉
手
し
て
如
来
を
勧
請
す
。
爾
の
時
梵
王
諸
の
梵
衆
と
與
に
異
口
同
音
に
合
掌
讃
歎
し
て
頌
を
説
い
て
曰
く
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南
無
し
た
て
ま
つ
る
満
月
の
ご
と
く
十
力
を
具
足
し
大
精
進
の
将
と
し
て
勇
猛
無
畏
な
る
一
切
智
の
人
は
三
有
を
超
出
し
三
達
智
を
成
じ
四
魔
を
降
伏
し
身
を
法
器
と
な
す
。
心
は
虚
空
の
如
く
静
然
と
し
て
動
か
ず
有
・
非
有
に
於
て
無
・
非
無
に
於
て
空
法
を
達
解
し
て
世
の
讃
歎
す
る
所
な
り
。
我
等
心
を
同
し
て
一
時
に
帰
依
す
願
は
く
は
法
輪
を
転
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
爾
の
時
、
世
尊
、
舍
利
弗
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
当
に
汝
等
の
為
に
広
く
分
別
し
て
説
く
べ
し
。
諦
に
聴
け
、
諦
に
聴
け
、
善
く
之
を
思
念
せ
よ
。
汝
等
今
は
妙
善
心
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史
料
部
を
以
て
如
来
の
無
上
の
道
業
・
摩
訶
般
若
を
問
は
ん
と
す
。
如
来
は
明
か
に
見
る
こ
と
掌
中
の
菴
摩
勒
果
を
見
る
が
如
し
。』
舍
利
弗
に
告
ぐ
、『
過
去
七
仏
の
所
に
於
て
仏
名
を
聞
く
を
得
て
礼
拜
供
養
す
れ
ば
、
是
の
因
縁
を
以
て
業
障
を
淨
除
す
。
復
た
弥
勒
大
慈
の
根
本
を
聞
く
も
清
淨
心
を
得
せ
ん
。
汝
等
今
一
心
に
合
掌
し
て
未
来
の
大
慈
悲
者
に
帰
依
す
べ
し
。
我
当
に
汝
の
為
に
広
く
分
別
し
て
説
く
べ
し
。
弥
勒
仏
の
国
は
淨
命
に
從
つ
て
諸
諂
僞
な
く
、
檀
波
羅
蜜
・
尸
羅
波
羅
蜜
・
般
若
波
羅
蜜
も
不
受
不
著
を
得
。
微
妙
の
十
願
を
以
て
大
荘
厳
し
、
一
切
衆
生
は
柔
軟
心
を
起
す
を
得
て
、
弥
勒
大
慈
に
攝
せ
ら
れ
て
彼
の
国
土
に
生
れ
、
諸
根
を
調
伏
し
、
仏
化
に
随
順
す
る
を
得
。
舍
利
弗
よ
、
四
大
海
水
の
面
を
各
々
減
少
す
る
こ
と
三
千
由
旬
、
時
に
閻
浮
提
の
地
は
縱
広
正
等
し
く
十
千
由
旬
、
其
の
地
平
淨
に
し
て
流
璃
鏡
の
如
し
、
大
適
意
華
・
悦
可
意
華
・
極
大
香
華
・
優
曇
鉢
華
・
大
金
葉
華
・
七
宝
葉
華
・
白
銀
葉
華
あ
り
、
華
鬚
柔
輭
に
し
て
状
天
繒
の
如
く
、
吉
祥
の
果
を
生
じ
て
香
味
具
足
し
、
輭
き
こ
と
天
綿
の
如
し
。
叢
林
樹
華
の
甘
果
は
美
妙
極
大
に
し
て
茂
盛
す
る
こ
と
帝
釈
の
歓
喜
園
に
過
ぎ
た
り
。
其
の
樹
高
く
顕
れ
て
高
さ
三
十
里
な
り
。
城
邑
次
ぎ
比
び
、
雞
す
ら
飛
ん
で
相
及
ぶ
。
皆
今
仏
の
大
善
根
を
種
へ
て
慈
心
を
行
ず
る
報
に
由
つ
て
倶
に
彼
の
国
に
生
る
。
智
慧
・
威
徳
・
五
欲
を
衆
具
し
て
快
樂
安
隱
・
亦
寒
熱
風
火
等
の
病
な
く
九
悩
の
苦
な
し
。
寿
命
具
足
す
る
こ
と
八
万
四
千
歳
に
し
て
中
夭
あ
る
な
し
。
人
身
悉
く
長
一
十
六
丈
、
日
日
常
に
極
妙
の
安
樂
を
受
け
、
深
く
禅
定
に
遊
ん
で
、
以
て
樂
器
と
為
す
。
唯
三
病
あ
り
、
一
に
は
飲
食
、
二
に
は
便
利
、
三
に
は
衰
老
な
り
。
女
人
は
年
五
百
歳
に
し
て
乃
ち
行
い
て
嫁
す
。
一
大
城
あ
り
、
翅
頭
末
と
名
づ
け
、
縱
広
一
千
二
百
由
旬
、
高
さ
七
由
旬
あ
り
て
七
宝
も
て
荘
厳
せ
り
。
自
然
に
化
生
せ
る
七
宝
の
楼
閣
あ
り
て
端
厳
殊
妙
に
し
て
荘
校
清
淨
な
り
。
窓
牖
の
間
に
諸
の
宝
女
を
列
し
。
手
中
皆
眞
珠
の
羅
網
を
執
り
、
雜
宝
荘
校
し
て
以
て
其
の
上
に
覆
ひ
、
密
に
宝
鈴
を
懸
け
そ
の
声
天
樂
の
如
し
。
七
宝
の
行
樹
の
樹
間
に
は
渠
泉
あ
り
、
皆
七
宝
よ
り
成
る
。
異
色
の
水
を
流
し
て
更
に
相
暎
発
し
、
交
横
徐
遊
し
て
相
妨
礙
せ
ず
。
其
の
岸
の
両
辺
に
は
純
ら
金
沙
を
布
く
。
街
巷
の
道
陌
は
広
さ
十
二
里
に
し
て
、
悉
く
皆
清
淨
に
し
て
猶
ほ
天
園
の
如
く
掃
灑
清
淨
な
り
。
大
龍
王
あ
り
、
名
は
多
羅
尸
棄
、
福
徳
威
力
皆
悉
く
具
足
す
。
其
の
池
は
城
に
近
く
、
な
か
に
龍
王
の
宮
殿
あ
り
て
七
宝
の
楼
の
如
く
、
外
に
顕
現
す
。
常
に
夜
半
に
人
の
像
を
化
作
し
、
吉
祥
の
瓶
を
以
て
香
色
水
を
盛
り
て
塵
土
に
灑
淹
す
。
其
の
地
の
潤
澤
な
る
こ
と
、
譬
へ
ば
油
を
塗
れ
る
が
如
く
、
行
人
往
来
し
て
塵
坌
あ
る
な
し
。
是
れ
時
世
の
人
の
福
徳
の
致
す
所
な
り
。
巷
陌
の
処
処
に
明
珠
の
柱
有
り
、
光
は
日
の
喩
く
、
四
方
各
々
八
十
由
旬
を
照
す
。
純
黄
金
色
に
し
て
、
其
の
光
照
燿
し
て
晝
夜
異
る
な
く
、
燈
燭
の
明
は
猶
ほ
聚
墨
の
如
し
。
香
風
時
に
来
つ
て
明
珠
の
柱
を
吹
き
、
宝
瓔
珞
を
雨
ら
ず
。
衆
人
皆
用
つ
て
服
す
れ
ば
自
然
に
し
て
三
禅
の
樂
の
如
し
。
処
処
に
皆
金
銀
珍
宝
摩
尼
珠
等
あ
り
、
積
ん
で
用
つ
て
山
を
成
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す
。
宝
山
光
を
放
つ
て
普
く
城
内
を
照
し
。
人
民
の
遇
ふ
者
皆
悉
く
歓
喜
し
に
菩
提
心
を
発
す
。
大
夜
叉
神
あ
り
、
名
は
跋
陀
婆
羅
賖
塞
迦
、（
秦
に
善
教
と
言
ふ
）
晝
夜
翅
頭
末
城
及
び
諸
の
人
民
を
擁
護
し
、
灑
掃
し
て
清
淨
な
ら
し
む
。
設
ひ
便
利
あ
る
も
地
を
裂
き
て
之
を
受
け
、
受
け
已
つ
て
還
合
し
、
赤
蓮
華
を
生
じ
て
以
て
穢
氣
を
蔽
ふ
。
時
世
の
人
民
若
し
年
衰
老
す
れ
ば
、
自
然
に
山
林
の
樹
下
に
行
詣
し
、
安
樂
淡
泊
に
念
仏
し
て
尽
を
取
る
。
命
終
す
れ
ば
多
く
大
梵
天
上
及
び
諸
仏
の
前
に
生
る
。
其
の
土
安
隱
に
し
て
怨
賊
劫
竊
の
患
あ
る
こ
と
な
く
、
城
邑
聚
落
門
を
閉
づ
る
者
な
し
。
亦
衰
悩
・
水
火
・
刀
兵
及
び
諸
飢
饉
・
毒
害
の
難
な
し
。
人
は
常
に
慈
心
に
し
て
恭
敬
和
順
、
諸
根
を
調
伏
す
る
こ
と
子
の
父
を
愛
す
る
が
如
く
、
母
の
子
を
愛
す
る
が
如
し
。
語
言
謙
遜
な
る
は
皆
弥
勒
の
慈
心
の
訓
導
に
由
る
。
不
殺
戒
を
持
し
て
肉
を
噉
は
ざ
る
が
故
に
、
此
の
因
縁
を
以
て
彼
の
国
に
生
る
る
者
は
諸
根
恬
静
に
し
て
面
貌
端
正
、
威
相
具
足
し
て
天
の
童
子
の
如
し
。
復
た
八
万
四
千
の
衆
宝
の
小
城
有
り
、
以
て
眷
屬
を
為
し
て
翅
頭
末
城
は
最
も
其
の
中
に
処
る
。
男
女
大
小
、
遠
く
若
し
く
は
近
し
と
雖
も
、
仏
の
神
力
の
故
に
両
つ
な
が
ら
相
見
る
を
得
て
、
障
礙
す
る
所
な
し
。
夜
光
摩
尼
・
如
意
珠
華
、
世
界
に
遍
満
し
、
七
宝
の
花
を
雨
ら
す
。
鉢
頭
摩
華
・
優
鉢
羅
華
・
拘
物
頭
華
・
分
陀
利
華
・
曼
陀
羅
華
・
摩
訶
曼
陀
羅
華
・
曼
殊
沙
華
・
摩
訶
曼
殊
沙
華
を
其
の
地
に
弥
布
し
、
或
は
復
た
風
吹
け
ば
空
中
に
迴
旋
す
。
彼
の
国
界
の
城
邑
・
聚
落
・
園
林
・
浴
池
・
泉
・
河
流
・
沼
に
は
自
然
に
八
功
徳
水
あ
り
。
命
命
之
鳥
・
鵞
・
鴨
・
鴛
鴦
・
孔
雀
・
鸚
鵡
・
翡
翠
・
舍
利
・
美
音
の
鳩
・
鵰
羅
・
耆
婆
闍
婆
快
見
鳥
等
妙
な
る
音
声
を
出
し
、
復
た
異
類
の
妙
音
の
鳥
有
り
て
称
数
す
べ
か
ら
ず
、
み
な
林
池
に
遊
集
す
。
金
色
無
垢
淨
光
明
華
・
無
憂
淨
慧
日
光
明
華
・
鮮
白
七
日
香
華
・
瞻
蔔
六
色
香
華
お
よ
び
百
千
万
種
の
水
陸
に
生
ず
る
華
は
、
青
色
に
は
青
光
あ
り
、
黄
色
に
は
黄
光
あ
り
、
赤
色
に
は
赤
光
あ
り
、
白
色
に
は
白
光
あ
り
て
、
香
淨
き
こ
と
比
な
く
、
晝
夜
常
に
生
じ
て
終
に
萎
む
時
な
し
。
如
意
果
樹
あ
り
、
香
美
に
し
て
比
な
く
、
国
界
に
充
満
す
。
香
樹
は
金
光
に
し
て
宝
山
の
間
に
生
じ
、
国
界
に
充
満
し
、
適
意
の
香
を
出
し
て
普
く
一
切
を
熏
ず
。
爾
の
時
閻
浮
提
中
常
に
好
香
あ
つ
て
、
譬
へ
ば
香
山
の
如
し
。
流
水
美
好
に
し
て
味
甘
く
患
を
除
く
。
雨
澤
時
に
随
ひ
て
天
園
に
香
美
の
稻
種
を
成
熟
す
。
天
神
力
の
故
に
一
種
に
し
て
七
穫
あ
り
て
、
功
を
用
ふ
る
こ
と
甚
だ
少
く
、
收
む
る
所
甚
だ
多
し
、
穀
稼
滋
茂
し
て
草
穢
あ
る
な
く
、
衆
生
の
福
徳
本
事
の
果
報
に
よ
っ
て
口
に
入
れ
ば
と
銷
化
し
、
百
味
具
足
し
、
香
美
な
る
こ
と
無
比
に
し
て
氣
力
を
充
実
す
。
其
の
国
に
爾
の
時
転
輪
聖
王
有
り
、
名
を
穰
佉
と
曰
ふ
。
四
種
の
兵
を
有
し
、
威
武
を
以
て
せ
ず
し
て
四
天
下
を
治
め
、
三
十
二
大
人
相
好
を
具
す
。
王
に
千
子
あ
り
、
勇
猛
端
正
に
し
て
怨
敵
自
ら
伏
す
。
王
に
七
宝
あ
り
、
一
に
は
金
輪
宝
、
千
輻
轂
輞
皆
悉
く
具
足
す
。
二
に
は
白
象
宝
、
白
き
こ
と
雪
山
の
如
く
、
七
支
地
を
拄
へ
、
厳
顕
に
し
て
観
る
可
く
、
猶
ほ
山
王
の
如
し
。
三
に
は
紺
馬
宝
、
朱
鬣
髦
尾
に
し
て
足
下
に
華
を
生
じ
、
七
宝
の
蹄
甲
あ
り
。
四
に
は
神
珠
宝
、
明
顕
に
し
て
観
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史
料
部
る
可
く
、
三
肘
よ
り
長
し
、
光
明
か
に
い
し
て
宝
を
雨
ら
し
、
衆
生
の
願
を
適
ふ
。
五
に
は
玉
女
宝
、
顏
色
美
妙
、
柔
軟
に
し
て
骨
無
し
。
六
に
は
主
藏
臣
、
口
中
よ
り
宝
を
吐
き
、
足
下
に
宝
を
雨
ら
し
、
両
手
よ
り
宝
を
出
す
。
七
に
は
主
兵
臣
、
身
を
動
か
す
時
四
兵
雲
の
如
く
、
空
よ
り
出
づ
る
べ
し
。
千
子
・
七
宝
・
国
界
の
人
民
、
一
切
た
が
ひ
に
相
視
て
悪
意
を
懷
か
ず
、
母
の
子
を
愛
す
る
が
如
し
。
時
に
王
の
千
子
各
珍
宝
を
取
っ
て
正
殿
の
前
に
於
て
七
宝
臺
を
作
る
。
三
十
重
に
し
て
高
さ
十
三
由
旬
あ
り
、
千
頭
千
輪
遊
行
自
在
な
り
。
四
大
宝
藏
有
り
。
一
一
の
大
藏
に
各
々
四
億
の
小
藏
有
っ
て
圍
繞
す
。
伊
鉢
多
大
藏
は
乾
陀
羅
国
に
あ
り
、
般
軸
迦
大
藏
は
弥
緹
羅
国
に
あ
り
。
賓
伽
羅
大
藏
は
須
羅
吒
国
に
あ
り
、
穰
佉
大
藏
は
婆
羅
㮈
国
古
仙
山
処
に
あ
り
、
此
の
四
大
藏
は
自
然
に
開
発
し
て
大
光
明
を
顕
し
、
縱
広
正
等
く
一
千
由
旬
に
し
て
、
中
に
珍
宝
を
満
た
す
。
各
々
四
億
の
小
藏
あ
っ
て
之
を
附
す
。
四
大
龍
王
あ
っ
て
、
各
々
自
ら
此
の
四
大
藏
及
び
諸
の
小
藏
を
守
護
す
。
自
然
に
踊
出
し
て
形
蓮
華
の
如
し
。
無
央
数
の
人
皆
共
に
往
い
て
観
る
。
是
の
時
衆
宝
守
護
す
る
者
な
き
も
、
衆
人
之
を
見
て
心
に
貪
著
な
く
、
之
を
地
に
棄
つ
る
こ
と
猶
ほ
瓦
石
・
草
木
・
土
塊
の
如
し
。
時
人
見
る
者
心
に
厭
離
を
生
じ
、
各
各
相
謂
つ
て
是
の
言
を
作
す
。『
仏
の
所
説
の
如
く
ん
ば
、
往
昔
の
衆
生
此
の
宝
の
為
の
故
に
共
に
相
殘
害
し
、
更
に
相
ひ
偸
劫
し
、
欺
誑
し
、
妄
語
し
、
生
死
の
苦
縁
を
し
て
展
転
増
長
し
て
大
地
獄
に
墮
せ
し
む
』
と
。
翅
頭
末
城
は
衆
宝
羅
網
を
其
の
上
に
弥
覆
し
、
宝
鈴
に
て
荘
厳
し
て
微
風
に
吹
動
し
、
其
の
音
和
雅
に
し
て
鐘
磬
を
扣
く
が
如
く
、
帰
依
仏
・
帰
依
法
、
帰
依
僧
を
演
説
す
。
時
に
城
中
に
大
婆
羅
門
主
有
り
、
名
は
修
梵
摩
、
婆
羅
門
の
女
、
名
は
梵
摩
拔
提
、
心
性
和
弱
な
り
。
弥
勒
、
生
を
託
し
て
以
て
父
母
と
為
す
。
胞
胎
に
処
る
と
雖
も
天
宮
に
遊
ぶ
が
如
く
、
大
光
明
を
放
つ
て
塵
垢
も
障
へ
ず
。
身
は
紫
金
色
に
し
て
三
十
二
大
丈
夫
の
相
を
具
し
て
宝
蓮
華
に
坐
す
。
衆
生
之
を
視
て
厭
足
あ
る
な
し
。
光
明
晃
耀
と
し
て
勝
計
す
べ
か
ら
ず
。
諸
天
世
人
の
未
だ
曾
て
覩
ざ
る
所
な
り
。
身
力
無
量
に
し
て
、
一
一
の
節
力
普
く
一
切
の
大
力
龍
象
に
勝
つ
。
不
可
思
議
に
も
毛
孔
に
光
明
あ
り
て
、
照
耀
無
量
、
障
礙
あ
る
な
く
、
日
月
・
星
宿
・
水
火
・
珠
光
も
皆
悉
く
現
れ
ざ
る
こ
と
猶
ほ
埃
塵
の
如
し
、
身
は
釈
迦
牟
尼
仏
よ
り
長
ず
る
こ
と
八
十
吋
（
八
十
二
丈
な
り
）
脇
の
広
さ
二
十
五
吋
（
十
丈
な
り
）
面
の
長
さ
十
二
吋
半
（
五
丈
な
り
）
に
し
て
、
鼻
高
く
修
直
に
し
て
面
門
に
当
る
。
身
相
具
足
し
端
正
無
比
に
し
て
相
好
を
成
就
し
、
一
一
の
相
八
万
四
千
好
に
し
て
、
以
て
荘
厳
す
る
こ
と
鑄
金
像
の
如
し
。
一
一
の
好
の
中
よ
り
光
明
を
流
出
し
て
千
由
旬
を
照
す
。
肉
眼
は
清
徹
に
し
て
青
白
分
明
な
り
。
常
に
光
は
身
を
繞
り
て
百
由
旬
に
面
し
日
月
・
星
宿
・
眞
珠
・
摩
尼
・
七
宝
行
樹
皆
悉
く
明
耀
と
し
て
仏
光
を
現
じ
、
其
の
餘
の
衆
光
は
復
た
用
を
為
さ
ず
。
仏
身
は
高
顕
に
し
て
黄
金
山
の
如
く
、
見
る
者
自
然
に
三
悪
趣
を
脱
す
。
爾
の
時
弥
勒
、
諦
か
に
世
間
の
五
欲
の
過
患
を
観
ず
る
に
、
衆
生
苦
を
受
け
、
長
流
に
沈
沒
し
て
大
生
死
に
あ
り
甚
だ
憐
愍
す
可
し
。
自
ら
是
の
如
き
正
念
を
以
て
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料
部
苦
空
無
常
を
観
察
し
て
家
に
在
る
を
樂
し
ま
ず
、
家
の
迫
迮
を
厭
ふ
こ
と
猶
ほ
牢
獄
の
如
し
。
時
に
蟻
佉
王
諸
の
大
臣
・
国
士
・
人
民
と
共
に
七
宝
臺
の
、
中
に
千
の
宝
帳
及
び
千
の
宝
軒
・
千
億
の
宝
鈴
・
千
億
の
宝
幡
・
宝
器
千
口
・
宝
甕
千
口
あ
る
を
持
し
て
弥
勒
に
奉
上
す
。
弥
勒
受
け
已
つ
て
諸
の
婆
羅
門
に
施
す
。
婆
羅
門
は
受
け
已
つ
て
即
ち
毀
壞
し
て
各
々
共
に
之
を
分
つ
。
諸
の
婆
羅
門
は
弥
勒
の
能
く
大
施
を
作
す
を
観
見
し
て
大
奇
特
心
を
生
ず
。
弥
勒
菩
薩
は
此
の
宝
臺
の
須
臾
に
し
て
無
常
な
る
を
見
て
、
有
為
法
は
皆
悉
く
磨
滅
す
る
を
知
り
、
無
常
想
を
修
し
て
、
過
去
仏
の
清
涼
甘
露
無
常
の
偈
を
讃
す
。
諸
行
は
無
常
な
り
。
是
れ
生
滅
の
法
な
り
。
生
じ
滅
し
、
滅
し
已
る
。
寂
滅
を
樂
と
為
す
。
此
の
偈
を
説
き
已
つ
て
、
出
家
学
道
し
て
、
金
剛
荘
厳
道
場
の
龍
花
菩
提
樹
下
に
坐
す
。
枝
は
宝
龍
の
如
く
百
宝
の
華
を
吐
き
、
一
一
の
華
葉
は
七
宝
の
色
を
作
し
、
色
色
の
異
果
あ
っ
て
衆
生
の
心
に
適
ふ
。
天
上
【
界
】
に
も
人
間
【
界
】
に
も
比
有
る
な
し
。
樹
の
高
さ
五
十
由
旬
、
枝
葉
四
方
に
布
い
て
大
光
明
を
放
つ
。
爾
の
時
弥
勒
は
八
万
四
千
の
婆
羅
門
と
倶
に
道
場
に
詣
り
、
弥
勒
即
ち
剃
髪
し
て
出
家
学
道
す
。
早
く
起
き
て
家
を
出
で
、
即
ち
是
の
日
の
初
夜
に
於
て
四
種
の
魔
を
降
し
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ぜ
ん
と
す
。
即
ち
偈
を
説
い
て
言
は
く
、
久
し
く
衆
生
の
苦
を
念
じ
、
拔
か
ん
と
欲
す
る
も
脱
す
る
に
由
な
し
。
今
は
菩
提
を
証
し
て
霍
然
と
し
て
礙
ぐ
る
所
な
し
。
亦
衆
生
空
に
達
す
れ
ば
、
本
性
相
如
実
に
し
て
永
く
更
に
憂
苦
な
く
、
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史
料
部
慈
悲
も
亦
縁
な
し
。
本
汝
等
を
救
は
ん
が
為
に
国
城
及
び
頭
も
目
も
妻
子
を
も
手
足
を
も
人
に
施
し
ゝ
こ
と
数
な
し
今
こ
そ
始
め
て
解
説
無
上
大
寂
滅
を
得
た
れ
、
当
に
汝
等
が
為
に
説
き
広
く
甘
露
の
道
を
開
く
べ
し
。
是
の
如
き
大
果
報
は
皆
施
・
戒
・
慧
・
等
の
六
種
の
大
忍
よ
り
生
じ
、
亦
大
慈
悲
・
無
染
の
功
徳
よ
り
得
る
な
り
。
此
の
偈
を
説
き
已
つ
て
默
し
て
而
も
住
す
。
時
に
諸
の
天
龍
鬼
神
王
其
の
身
を
現
ぜ
ず
し
て
天
華
を
雨
ら
し
て
仏
を
供
養
し
、
三
千
大
千
世
界
は
六
変
震
動
す
。
仏
身
よ
り
光
を
出
し
て
無
量
を
照
し
、
応
に
度
す
べ
き
も
の
は
皆
仏
を
見
る
を
得
た
り
。
其
の
時
釈
提
桓
因
・
護
世
天
王
・
大
梵
天
王
の
無
数
の
天
子
は
花
林
園
に
於
て
頭
面
も
て
足
を
礼
し
、
合
掌
し
て
法
輪
を
転
ぜ
ん
こ
と
を
勧
請
す
。
時
に
弥
勒
仏
默
然
と
し
て
請
を
受
け
、梵
王
に
告
げ
て
言
は
く
、『
我
長
夜
に
於
て
大
苦
悩
を
受
け
て
六
度
を
修
行
し
、始
め
て
今
日
に
於
て
法
海
満
足
す
。法
幢
を
建
て
法
鼓
を
撃
ち
、
法
蠡
を
吹
き
、
法
雨
を
雨
ら
す
こ
と
正
に
爾
り
。
当
に
汝
等
の
為
に
説
法
す
べ
し
。
諸
仏
の
転
ず
る
所
の
八
聖
道
輪
は
諸
天
世
人
の
能
く
転
ず
る
者
な
し
。
其
の
義
は
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史
料
部
平
等
に
直
ち
に
無
上
無
為
寂
滅
に
至
り
、
諸
の
衆
生
の
為
に
長
夜
の
苦
を
断
つ
に
あ
り
。
此
の
法
は
甚
深
に
し
て
難
得
く
、
入
り
難
く
、
信
じ
難
く
、
解
し
難
し
。
一
切
世
間
に
能
く
知
る
者
な
く
、
能
く
見
る
者
な
し
。
心
垢
を
洗
除
す
れ
ば
、
万
の
梵
行
を
得
ん
』
と
。
是
の
語
を
説
く
時
、
復
た
他
方
の
無
数
百
千
万
億
の
天
子
天
女
・
大
梵
天
王
、
天
の
宮
殿
に
乘
つ
て
天
の
花
香
を
持
し
、
如
来
に
奉
献
し
て
繞
る
こ
と
百
千
匝
、
五
体
を
地
に
投
じ
、
合
掌
勧
請
す
。
諸
天
の
伎
樂
鼓
せ
ず
し
て
自
ら
鳴
る
。
時
に
諸
の
梵
王
異
口
同
声
に
偈
を
説
い
て
言
は
く
、
無
量
無
数
の
歳
は
空
し
く
過
ぎ
て
仏
な
く
、
衆
生
は
悪
道
に
墮
す
。
世
間
の
眼
目
滅
す
れ
ば
三
悪
道
は
増
広
し
諸
天
へ
の
路
永
く
絶
ゆ
。
今
日
、
仏
世
に
興
る
、
三
悪
道
は
殄
滅
し
、
天
人
衆
は
増
長
せ
ん
。
願
は
く
甘
露
門
を
開
き
、
衆
心
を
し
て
著
す
る
な
く
、
疾
疾
く
涅
槃
を
得
せ
し
め
よ
。
我
等
諸
の
梵
王
は
仏
世
間
に
出
で
ま
す
と
聞
き
、
今
無
上
の
大
法
王
に
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遇
し
ま
へ
る
を
得
た
り
。
梵
天
宮
殿
は
盛
ん
な
り
身
光
も
亦
明
顕
け
し
。
普
く
十
方
の
衆
の
為
に
大
導
師
を
勧
請
し
た
て
ま
つ
る
。
唯
願
は
く
は
甘
露
を
開
き
無
上
の
法
輪
を
転
じ
た
ま
へ
。
此
の
偈
を
説
き
已
つ
て
頭
面
も
て
礼
を
作
し
、
復
た
更
に
合
掌
し
て
慇
懃
に
三
た
び
請
ず
。『
唯
願
く
は
世
尊
甚
深
微
妙
の
法
輪
を
転
じ
て
為
に
衆
生
苦
悩
の
根
本
を
拔
き
、
三
毒
を
遠
離
し
て
四
悪
道
不
善
の
業
を
破
ら
れ
よ
』
と
。
爾
の
時
世
尊
は
諸
梵
王
の
為
に
即
ち
便
ち
微
笑
し
て
五
色
の
光
を
出
し
、
默
然
と
し
て
之
を
許
す
。
時
に
諸
天
子
お
よ
び
無
数
の
大
衆
は
仏
の
許
可
を
聞
い
て
、
歓
喜
す
る
こ
と
無
量
、
体
を
遍
し
て
踊
躍
す
。
譬
へ
ば
孝
子
の
新
た
に
慈
父
を
喪
ふ
に
忽
然
と
し
て
還
活
し
た
る
が
如
く
、
大
衆
の
歓
喜
す
る
も
亦
復
た
是
の
如
し
。
時
に
諸
天
衆
は
世
尊
を
右
遶
し
て
無
数
匝
を
経
て
、
敬
愛
厭
く
な
く
、
却
り
て
一
面
に
住
す
。
爾
の
時
大
衆
は
皆
是
の
念
を
作
す
。「
復
た
千
億
歳
に
五
欲
の
樂
を
受
く
と
雖
も
、
三
悪
道
の
苦
を
免
る
を
得
る
能
は
ず
。
妻
子
財
産
も
救
ふ
能
は
ざ
る
所
な
り
。
世
間
無
常
の
命
は
久
し
く
保
ち
難
し
。
我
等
は
今
は
仏
法
の
中
に
於
て
梵
行
を
淨
修
せ
ん
」
と
。
是
の
念
を
な
し
已
つ
て
復
た
更
に
念
じ
て
言
は
く
、『
設
ひ
五
欲
を
受
け
て
、
無
数
劫
を
経
る
も
、
ま
た
無
想
天
の
寿
な
る
は
無
量
億
歳
を
、
諸
婇
女
と
共
に
相
娯
樂
し
て
、
細
滑
の
觸
を
受
く
る
が
如
き
も
、
会
磨
滅
に
帰
し
て
三
悪
道
に
墮
し
、
無
量
の
苦
を
受
け
な
ば
、
樂
し
む
所
幾
ば
く
も
な
く
、
猶
ほ
幻
化
の
如
し
。
蓋
し
言
ふ
に
足
ら
ず
。
地
獄
に
入
る
時
は
大
火
洞
然
と
し
て
、
百
億
万
劫
無
量
の
苦
を
受
け
、
脱
を
求
む
る
も
得
叵
し
、
此
の
如
き
長
夜
の
苦
厄
は
拔
き
難
し
。
今
日
仏
に
遇
ひ
ま
つ
る
宜
し
く
勤
め
て
精
進
す
べ
し
』
と
。
時
に
穰
佉
王
高
声
に
唱
へ
て
曰
く
、
設
ひ
復
た
生
天
の
樂
あ
る
も
、
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亦
磨
滅
に
帰
す
。
久
し
か
ら
ず
し
て
地
獄
に
墮
せ
ば
そ
は
猶
ほ
猛
火
の
聚
の
如
し
。
我
等
宜
し
く
時
に
速
か
に
出
家
し
て
仏
道
を
学
ぶ
べ
し
。
是
の
語
を
説
き
已
つ
て
、
時
に
穰
佉
王
は
八
万
四
千
の
大
臣
に
恭
敬
圍
繞
せ
ら
れ
、
及
び
四
天
王
は
転
輪
王
を
送
つ
て
花
林
園
龍
花
樹
下
に
至
り
、
弥
勒
仏
に
詣
し
て
、
出
家
せ
ん
こ
と
を
求
索
め
、
仏
の
為
に
礼
を
作
す
。
未
だ
頭
を
挙
げ
ざ
る
頃
に
鬚
髪
自
ら
落
ち
、
袈
裟
身
に
著
す
。
便
ち
沙
門
と
な
る
。
時
に
弥
勒
仏
は
穰
佉
王
と
共
に
八
万
四
千
の
大
臣
・
諸
比
丘
等
に
恭
敬
圍
繞
せ
ら
れ
、
并
び
に
無
数
の
天
龍
八
部
と
與
に
翅
頭
末
城
に
入
る
。
足
、
門
の
閫
を
躡
め
ば
、
娑
婆
世
界
は
六
種
に
震
動
し
、
閻
浮
提
地
は
化
し
て
金
色
と
な
る
。
翅
頭
末
大
城
の
中
央
は
、
其
の
地
金
剛
に
し
て
過
去
諸
仏
の
坐
し
た
ま
へ
る
金
剛
宝
座
あ
り
。
自
然
に
衆
宝
行
樹
を
踊
出
し
、
天
は
空
中
よ
り
大
宝
華
を
雨
ら
す
。
龍
王
は
衆
の
伎
樂
を
な
し
、
口
中
よ
り
華
を
吐
き
、
毛
孔
よ
り
華
を
雨
ら
し
、
用
つ
て
仏
を
供
養
す
。
仏
は
此
の
座
に
於
て
正
法
輪
を
転
ず
。
是
の
苦
を
苦
聖
諦
と
謂
ひ
、
是
の
集
を
集
聖
諦
と
謂
ひ
、
是
の
滅
を
滅
聖
諦
と
謂
ひ
、
是
の
道
を
道
聖
諦
と
謂
ふ
。
并
び
に
為
に
三
十
七
品
助
菩
提
法
を
演
説
す
。
亦
為
に
十
二
因
縁
を
宣
説
す
。
無
明
は
行
を
縁
と
し
、
行
は
識
を
縁
と
し
、
識
は
名
色
を
縁
と
し
、
名
色
は
六
入
を
縁
と
し
、
六
入
は
觸
を
縁
と
し
觸
は
受
を
縁
と
し
、
受
は
愛
を
縁
と
し
、
愛
は
取
を
縁
と
し
、
取
は
有
を
縁
と
し
、
有
は
生
を
縁
と
し
、
生
は
老
死
・
憂
悲
の
苦
悩
等
を
縁
と
す
と
。
爾
の
時
大
地
六
種
に
震
動
す
。
此
の
如
き
音
声
は
三
千
大
千
世
界
に
聞
ゆ
。
復
た
是
の
数
を
過
ぐ
る
こ
と
無
量
無
辺
に
し
て
、
下
は
阿
鼻
地
獄
よ
り
、
上
は
阿
迦
膩
吒
天
に
至
る
。
時
に
四
天
王
は
各
各
無
数
の
鬼
神
を
将
領
し
、
高
声
に
唱
へ
て
言
は
く
、『
仏
日
世
に
出
で
、
法
雨
の
露
を
降
し
、
世
間
の
眼
目
今
始
め
て
開
く
。
普
く
天
地
一
切
の
八
部
を
し
て
仏
に
縁
あ
ら
ば
皆
聞
知
す
る
を
得
し
む
』
と
。
三
十
三
天
・
夜
摩
天
・
兜
率
陀
天
・
化
樂
天
・
他
化
自
在
天
、
乃
至
大
梵
天
も
各
各
己
の
統
領
す
る
所
処
に
於
て
高
声
に
唱
へ
て
言
は
く
、『
仏
日
世
に
出
で
て
甘
露
を
降
り
注
ぎ
、
世
間
の
眼
目
今
始
め
て
開
く
。
有
縁
の
者
は
皆
悉
く
聞
知
せ
よ
』
と
。
其
の
時
諸
龍
王
八
部
・
山
神
・
樹
神
・
藥
草
神
・
水
神
・
風
神
・
火
神
・
地
神
・
城
池
神
・
屋
宅
神
等
も
ま
た
踊
躍
歓
喜
し
て
高
声
に
唱
へ
言
ふ
。
復
た
八
万
四
千
の
諸
婆
羅
門
あ
り
、
聰
明
大
智
に
し
て
仏
法
の
中
に
於
て
亦
大
王
に
随
つ
て
出
家
学
道
す
。
復
た
長
者
あ
り
、
名
は
須
達
那
、
今
の
須
達
長
者
是
な
り
。
亦
八
万
四
千
人
と
倶
- 42 -
史
料
部
共
に
出
家
す
。
復
た
梨
師
達
多
・
富
蘭
那
の
兄
弟
あ
り
、
亦
八
万
四
千
人
と
倶
共
に
出
家
す
。
復
た
二
大
臣
あ
り
、
一
は
名
を
梵
檀
末
利
、
二
は
名
を
須
曼
那
と
い
ひ
、
王
の
愛
重
す
る
所
な
り
。
亦
八
万
四
千
人
と
倶
に
仏
法
中
に
於
て
出
家
学
道
す
。
転
輪
王
の
宝
女
、
名
は
舍
弥
婆
帝
、
今
の
毘
舍
佉
母
是
な
り
。
八
万
四
千
の
婇
女
と
倶
共
に
出
家
す
。
穰
佉
王
の
太
子
、
名
は
天
金
色
、
今
の
提
婆
婆
那
長
者
子
是
な
り
。
亦
八
万
四
千
人
と
倶
共
に
出
家
す
。
弥
勒
仏
の
親
族
の
婆
羅
門
の
子
、
名
は
須
摩
提
、
利
根
に
し
て
智
慧
あ
り
、
今
の
欝
多
羅
善
賢
比
丘
尼
子
是
な
り
。
亦
六
万
人
と
倶
に
仏
法
の
中
に
於
て
倶
共
に
出
家
す
。
穰
佉
王
の
千
子
は
唯
一
人
を
留
め
、
用
つ
て
王
位
を
嗣
ぎ
、
餘
の
九
百
九
十
九
人
は
亦
八
万
四
千
人
と
仏
法
の
中
に
於
て
倶
共
に
出
家
す
。
是
の
如
き
等
の
無
量
億
衆
は
世
の
苦
悩
五
陰
の
熾
然
た
る
を
見
て
、
皆
弥
勒
仏
法
中
に
於
て
倶
共
に
出
家
す
。
爾
の
時
弥
勒
仏
、
大
慈
心
を
以
て
諸
の
大
衆
に
語
つ
て
言
は
く
、『
汝
等
今
生
天
の
樂
を
以
て
の
故
に
も
あ
ら
ず
、
亦
復
今
世
の
樂
の
為
の
故
に
も
あ
ら
ず
、
我
が
所
に
来
至
す
る
は
但
為
涅
槃
常
樂
の
因
縁
の
為
な
り
。
是
の
諸
人
等
は
皆
仏
法
の
中
に
於
て
諸
の
善
根
を
種
ふ
。
釈
迦
牟
尼
仏
五
濁
世
に
出
で
ま
し
て
、
種
種
に
呵
責
し
て
汝
の
為
説
法
し
た
ま
ふ
も
汝
を
奈
何
と
も
す
る
な
し
。
植
ゑ
来
れ
る
縁
を
も
て
今
我
を
見
る
を
得
し
む
。
我
今
是
の
諸
人
等
を
攝
取
す
。
或
ひ
は
修
多
羅
・
毘
尼
・
阿
毘
曇
を
読
誦
し
、
分
別
し
、
決
定
し
た
る
と
こ
ろ
を
以
て
、
他
の
為
に
演
説
し
て
義
味
を
讃
歎
し
、
ま
た
嫉
妬
を
生
ぜ
ず
、
他
人
に
教
へ
て
受
持
す
る
を
得
し
む
な
ど
、
諸
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
衣
食
を
以
て
人
に
施
し
、
持
戒
・
智
慧
、
此
ら
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
ひ
は
妓
樂
幡
蓋
華
香
燈
明
を
以
て
仏
を
供
養
し
、
此
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
僧
に
常
に
食
を
施
し
、
僧
房
を
起
立
し
、
四
事
供
養
し
、
八
戒
斉
を
持
し
て
慈
心
を
修
習
す
る
を
以
て
、
此
ら
の
功
徳
を
行
じ
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
ひ
は
苦
悩
の
衆
生
の
為
に
深
く
慈
悲
を
生
じ
、
身
を
以
て
代
受
し
て
其
を
し
て
樂
を
得
し
め
、
此
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
ひ
は
持
戒
・
忍
辱
を
も
て
修
淨
の
慈
心
を
以
て
、
此
の
功
徳
を
以
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
僧
祇
四
方
無
礙
斉
講
設
会
を
造
り
、
飯
食
を
供
養
し
、
此
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
持
戒
・
多
聞
・
修
行
・
禅
定
・
無
漏
の
智
慧
を
以
て
、
此
の
功
徳
を
以
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
塔
を
起
し
、
舍
利
を
供
養
し
、
仏
の
法
身
を
念
じ
、
此
の
功
徳
を
以
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
厄
困
・
貧
窮
・
孤
独
の
も
の
あ
つ
て
他
の
繋
屬
せ
ら
れ
、
王
法
を
加
へ
ら
れ
て
、
刑
戮
に
当
る
に
臨
ん
で
八
難
の
業
を
な
し
大
苦
悩
を
受
く
る
と
き
、
彼
等
を
救
済
し
て
解
脱
を
得
し
む
。
此
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。
或
は
恩
愛
は
別
離
せ
る
朋
当
が
相
諍
訟
し
て
大
苦
悩
を
極
む
も
の
あ
れ
ば
、
方
便
力
を
以
て
和
合
を
得
し
む
。
此
の
功
徳
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
す
。』
是
の
語
を
説
き
已
つ
て
釈
迦
牟
尼
仏
を
称
讃
し
て
、『
善
い
哉
善
い
哉
能
く
五
濁
悪
世
に
於
て
、是
の
如
き
百
千
万
億
の
諸
悪
の
衆
生
を
教
化
し
て
善
本
を
修
し
て
我
が
所
に
来
生
せ
し
む
』
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時
に
弥
勒
仏
は
是
の
如
く
三
た
び
釈
迦
牟
尼
仏
を
称
讃
し
、
偈
を
説
い
て
言
は
く
、
忍
辱
勇
猛
の
大
導
師
能
く
五
濁
不
善
の
世
に
於
て
悪
衆
生
を
教
化
し
て
成
熟
し
て
彼
を
し
て
修
行
し
て
仏
を
見
る
得
し
む
。
衆
生
を
荷
負
し
て
大
苦
を
受
け
、
今
常
樂
無
為
の
処
に
入
り
、
彼
の
弟
子
を
し
て
我
が
所
に
来
ら
し
む
。
我
今
汝
ら
の
為
に
四
諦
を
説
き
、
亦
三
十
七
菩
提
。
荘
厳
涅
槃
の
十
二
縁
を
説
く
。
汝
等
宜
し
く
当
に
無
為
を
観
じ
て
空
寂
本
無
処
に
入
る
べ
し
。
此
偈
を
説
き
已
つ
て
、
復
た
更
に
彼
の
時
の
衆
生
の
苦
悪
の
世
に
於
て
能
く
難
事
を
な
せ
る
を
讃
歎
す
。
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
癡
に
迷
惑
せ
る
短
命
の
人
の
中
に
能
く
持
戒
を
修
し
、
諸
の
功
徳
を
作
せ
る
は
甚
だ
希
有
の
こ
と
ゝ
な
す
。
爾
の
時
衆
生
は
父
母
・
沙
門
・
婆
羅
門
を
識
ら
ず
、
道
法
を
知
ら
ず
、
互
に
相
悩
害
し
て
刀
兵
劫
に
近
づ
き
、
深
く
五
欲
に
著
し
て
嫉
妬
諂
佞
し
、
曲
濁
邪
僞
に
し
て
憐
愍
の
心
な
し
。
更
に
相
殺
害
し
て
肉
を
食
し
、
血
を
飲
み
、
師
長
を
敬
は
ず
、
善
友
を
識
ら
ず
、
報
恩
を
知
ら
ず
、
五
濁
世
に
生
れ
て
慚
愧
を
知
ら
ず
、
晝
夜
六
時
相
續
し
て
悪
を
作
し
て
厭
足
を
識
ら
ず
、
純
ら
不
善
を
造
つ
て
五
逆
の
悪
を
聚
め
、
魚
鱗
の
ご
と
相
次
い
で
求
め
て
厭
く
を
知
ら
ず
、
九
親
諸
族
相
済
ふ
能
ざ
る
を
、
善
い
哉
、
善
い
哉
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
大
方
便
と
深
厚
の
慈
悲
と
を
以
て
能
く
苦
悩
の
衆
生
の
中
に
於
て
顏
を
和
げ
、
色
美
し
く
、
善
巧
智
慧
も
て
誠
実
の
語
を
説
き
、
我
の
当
に
来
つ
て
汝
等
を
度
脱
す
べ
き
を
示
す
。
是
の
如
き
導
師
の
明
利
な
る
智
慧
は
、
世
間
に
希
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有
に
し
て
甚
だ
遇
ひ
難
し
と
な
す
。
深
心
に
悪
世
の
衆
生
を
憐
愍
し
、
為
に
苦
悩
を
拔
き
て
、
安
隱
を
得
、
第
一
義
の
甚
深
法
性
に
入
ら
し
む
。
釈
迦
牟
尼
の
三
阿
僧
祇
劫
の
あ
ひ
だ
汝
等
の
為
の
故
に
難
行
苦
行
を
修
行
し
て
、
頭
を
以
て
布
施
し
、
耳
鼻
手
足
胑
体
を
割
截
し
て
諸
の
苦
悩
を
受
け
、
八
聖
道
も
て
平
等
に
解
脱
し
た
る
は
汝
等
を
利
す
る
が
為
の
故
な
り
。』
時
に
弥
勒
仏
是
の
如
く
無
量
の
諸
の
衆
生
等
を
開
導
安
慰
し
、
其
を
し
て
歓
喜
せ
し
む
。
彼
の
時
衆
生
の
身
は
純
ら
是
れ
法
な
り
。
心
は
純
ら
是
れ
法
な
り
。
口
は
常
に
法
を
説
き
、
福
徳
智
慧
の
人
は
其
の
中
に
充
満
せ
り
。
天
人
は
恭
敬
し
信
受
し
渇
仰
す
。
時
に
大
導
師
は
各
々
彼
ら
を
し
て
、
往
昔
の
苦
悩
の
事
を
聞
か
し
め
ん
と
欲
し
、
復
た
是
の
念
を
な
す
。
五
欲
の
不
淨
は
衆
苦
の
本
な
り
。
又
能
く
憂
慼
・
愁
恨
を
除
捨
し
、
苦
樂
の
法
は
皆
是
無
常
な
り
と
知
り
、
為
に
色
・
受
・
想
・
行
・
識
・
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
を
説
く
。
是
の
語
を
説
く
時
、
九
十
六
億
人
は
諸
法
を
受
け
ず
し
て
、
漏
尽
き
意
解
し
て
阿
羅
漢
を
得
、
三
明
六
通
、
八
解
脱
を
具
せ
り
。
三
十
六
万
の
天
子
と
二
十
万
の
天
女
と
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
す
。
天
龍
八
部
中
に
は
須
陀
洹
を
得
る
者
、
辟
支
仏
道
の
因
縁
を
得
る
者
、
無
上
道
心
を
発
す
者
あ
り
。
数
甚
だ
多
く
し
て
称
計
す
可
か
ら
ず
。
爾
の
時
、
弥
勒
仏
九
十
六
億
の
大
比
丘
衆
并
び
に
穰
佉
王
八
万
四
千
の
大
臣
比
丘
と
眷
屬
と
に
圍
繞
せ
ら
れ
、
月
天
子
に
諸
星
宿
の
從
ふ
が
如
く
翅
頭
末
城
を
出
で
て
花
林
園
重
閣
講
堂
に
入
る
。
時
に
閻
浮
提
の
城
邑
・
聚
落
の
小
王
・
長
者
及
び
諸
の
四
姓
皆
悉
く
龍
花
樹
下
花
林
園
中
に
来
集
す
。
爾
の
時
世
尊
重
ね
て
四
諦
・
十
二
因
縁
を
説
く
に
、
九
十
四
億
人
は
阿
羅
漢
を
得
ん
。
他
方
の
諸
天
及
び
八
部
衆
、
六
十
四
億
恒
河
沙
の
人
は
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
て
不
退
転
に
住
せ
り
。
第
三
大
の
会
に
は
九
十
二
億
人
は
阿
羅
漢
を
得
、
三
十
四
億
の
天
龍
八
部
は
三
菩
提
心
を
発
せ
り
。
時
に
弥
勒
仏
、
四
聖
諦
の
深
妙
な
る
法
輪
を
説
き
、
天
人
を
度
し
已
つ
て
、
諸
声
聞
弟
子
・
天
龍
八
部
一
切
の
大
衆
を
将
い
て
城
に
入
つ
て
乞
食
す
。
無
量
の
淨
居
天
衆
は
恭
敬
し
て
仏
に
從
ひ
、
翅
頭
未
城
に
入
る
。
城
に
入
る
時
に
当
つ
て
、
仏
は
十
八
種
の
神
足
を
現
ず
。
身
下
よ
り
水
を
出
せ
ば
、
摩
尼
珠
の
如
く
化
し
て
光
臺
と
成
つ
て
十
方
界
を
照
す
。
身
上
よ
り
火
を
出
せ
ば
須
弥
山
の
如
く
紫
金
の
光
を
流
す
。
大
を
現
ず
れ
ば
空
に
満
ち
、
化
し
て
琉
璃
と
成
る
。
大
よ
り
復
た
小
を
現
ず
れ
ば
芥
子
許
の
如
く
、
泯
然
と
し
て
現
れ
ず
。
十
方
に
踊
き
、
十
方
に
沒
す
。
一
切
人
を
し
て
皆
仏
身
の
如
く
種
種
神
力
無
量
変
現
せ
じ
め
、
有
縁
の
人
を
し
て
皆
解
脱
を
得
し
む
。
釈
提
桓
因
の
三
十
二
の
輔
臣
は
欲
界
諸
天
・
梵
天
王
と
色
界
諸
天
并
び
に
天
子
天
女
と
與
に
、
天
の
瓔
珞
及
び
天
衣
を
脱
い
で
仏
土
に
散
ず
。
時
に
諸
天
の
衣
は
化
し
て
花
蓋
と
な
り
、
諸
天
の
妓
樂
鼓
せ
ず
し
て
自
ら
鳴
り
、
仏
徳
を
歌
詠
し
て
密
か
に
天
花
を
雨
ら
し
、
栴
檀
雜
香
も
て
仏
を
供
養
す
。
街
巷
の
道
陌
に
は
諸
の
幢
幡
を
竪
て
、
諸
の
名
香
を
燒
き
其
の
煙
雲
の
如
し
。
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世
尊
城
に
入
る
時
大
梵
天
王
・
釈
提
桓
因
は
合
掌
恭
敬
し
て
偈
を
以
て
仏
を
讃
ず
。
正
遍
知
者
・
両
足
尊
は
天
人
に
も
世
間
に
も
無
與
し
き
も
の
な
し
。
十
力
の
世
尊
は
甚
だ
希
有
に
し
て
無
上
最
勝
の
良
福
田
な
り
。
其
の
供
養
す
る
者
は
天
上
に
生
ま
れ
、
未
来
解
脱
し
て
涅
槃
に
住
せ
ん
。
無
上
大
精
進
に
稽
首
し
た
て
ま
つ
る
。
慈
心
大
導
師
に
稽
首
し
た
て
ま
つ
る
。
東
方
の
天
王
提
頭
頼
吒
・
南
方
の
天
王
毘
楼
勒
叉
・
西
方
の
天
王
毘
留
博
叉
・
北
方
の
天
王
毘
沙
門
王
は
其
の
眷
屬
と
與
に
恭
敬
合
掌
し
て
清
淨
心
を
以
て
世
尊
を
讃
歎
す
。
三
界
に
比
有
る
な
く
、
大
悲
を
以
て
自
ら
荘
厳
し
、
第
一
義
を
体
解
し
て
衆
生
の
性
と
諸
法
の
相
と
を
見
ず
、
同
じ
く
空
寂
性
に
入
り
、
善
住
し
て
所
有
な
し
。
大
精
進
を
行
ず
る
と
雖
も
、
- 46 -
史
料
部
無
為
に
し
て
足
迹
な
し
。
我
今
稽
首
し
て
慈
心
の
大
導
師
を
礼
す
。
衆
生
、
仏
を
見
ざ
れ
ば
長
夜
に
生
死
を
受
け
て
三
悪
道
に
墜
墮
し
及
び
女
人
身
と
な
ら
ん
。
今
日
仏
世
に
興
り
、
苦
を
拔
て
安
樂
を
施
し
、
三
悪
道
已
に
少
く
、
女
人
は
諂
曲
な
く
皆
当
に
止
息
を
得
て
、
大
涅
槃
を
具
足
せ
ん
。
大
悲
は
苦
し
む
昔
を
救
ひ
、
薬
を
施
さ
ん
が
故
に
出
世
す
。
本
菩
薩
た
り
し
時
、
常
に
一
切
の
樂
を
施
し
て
、
殺
さ
ず
、
他
を
悩
ま
さ
ず
、
忍
心
、
大
地
の
如
か
り
き
。
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我
今
稽
首
し
て
忍
辱
の
大
導
師
を
礼
す
。
我
今
稽
首
し
て
慈
悲
の
大
丈
夫
を
礼
す
。
自
ら
生
死
の
苦
を
免
れ
、
能
く
衆
生
の
厄
を
拔
き
、
火
の
な
か
に
生
ず
る
蓮
花
の
如
く
世
間
に
比
あ
る
こ
と
な
し
。
爾
の
時
世
尊
、
次
第
に
乞
食
し
、
諸
の
比
丘
を
将
い
て
還
つ
て
、
本
処
に
至
り
、
深
く
禅
定
に
入
る
。
七
日
七
夜
寂
然
と
し
て
動
か
ず
。
弥
勒
仏
の
弟
子
は
色
天
色
の
如
く
、
普
く
皆
端
正
に
し
て
生
老
病
死
を
厭
ひ
、
多
聞
広
学
し
て
法
藏
を
守
護
し
、
禅
定
を
行
ず
。
諸
欲
を
離
る
ゝ
を
得
る
こ
と
鳥
の
㲉
を
出
づ
る
が
如
し
。
爾
の
時
釈
提
桓
因
、
欲
界
の
諸
天
子
と
與
に
歓
喜
踊
躍
し
て
、
復
偈
を
説
い
て
曰
く
、
世
間
の
所
帰
た
る
大
導
師
は
慧
眼
明
淨
に
し
て
十
方
を
見
る
。
智
力
功
徳
は
諸
天
に
勝
れ
、
名
義
具
足
し
て
衆
生
を
福
す
。
願
く
は
我
等
群
萌
の
類
の
為
に
諸
の
弟
子
を
将
い
て
彼
の
山
に
詣
り
、
無
悩
の
釈
迦
師
の
頭
陀
第
一
の
大
弟
子
を
供
養
し
、
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我
等
応
に
過
仏
の
、
著
る
所
の
袈
裟
を
見
、
遺
法
を
聞
く
を
得
ば
、
前
身
の
濁
悪
劫
の
不
善
、
悪
業
を
懺
悔
し
て
清
淨
を
得
べ
し
。
爾
の
時
弥
勒
仏
、
娑
婆
世
界
の
前
身
剛
強
の
衆
生
及
び
諸
大
弟
子
と
倶
に
耆
闍
崛
山
に
往
く
、
山
下
に
至
り
已
つ
て
、
安
詳
に
徐
歩
し
て
、
狼
山
迹
に
登
る
。
山
頂
に
到
り
已
つ
て
、
足
の
大
指
を
挙
げ
て
山
根
を
躡
め
ば
、
是
の
時
大
地
は
十
八
相
に
動
ず
。
既
に
山
頂
に
至
り
、
弥
勒
は
手
の
両
向
を
以
て
山
を
擘
く
こ
と
転
輪
王
の
大
城
門
を
開
く
が
如
く
す
。
爾
の
時
梵
王
は
天
の
香
油
を
以
て
摩
訶
迦
葉
の
頂
に
潅
ぐ
。
油
を
身
に
潅
ぎ
已
つ
て
、
大
揵
椎
を
撃
ち
、
大
法
蠡
を
吹
け
ば
、
摩
訶
迦
葉
即
ち
滅
尽
定
よ
り
覚
め
て
、
衣
服
を
斉
整
し
、
偏
に
右
肩
を
袒
ぎ
、
右
膝
を
地
に
著
け
、
長
跪
合
掌
し
て
釈
迦
牟
尼
仏
の
僧
迦
梨
を
持
し
、
弥
勒
に
授
與
し
て
是
の
言
を
な
す
。『
大
師
釈
迦
牟
尼
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
訶
三
藐
三
仏
陀
、
涅
槃
に
臨
む
時
、
此
の
法
衣
を
以
て
我
に
付
囑
し
て
世
尊
に
奉
ら
せ
し
む
。』
と
。
時
に
諸
の
大
衆
各
々
仏
に
白
し
て
言
は
く
、『
云
何
ぞ
今
日
此
の
山
頂
の
上
に
人
頭
の
蟲
あ
つ
て
、
短
小
醜
陋
に
し
て
沙
門
の
服
を
著
け
、
而
も
能
く
世
尊
を
礼
拜
し
、
恭
敬
す
る
や
』
と
。
時
に
弥
勒
仏
諸
大
弟
子
を
訶
し
て
、
此
の
人
を
軽
ん
ず
る
莫
れ
』
と
。
い
ひ
、
偈
を
説
い
て
曰
く
、
孔
雀
は
好
き
色
あ
れ
ど
も
鷹
・
鶻
鷂
の
食
す
る
所
な
り
。
白
象
は
無
量
の
力
あ
れ
ど
、
師
子
の
子
の
小
な
る
も
の
と
雖
も
そ
を
撮
つ
て
食
す
る
こ
と
塵
土
の
如
し
。
大
龍
は
身
無
量
な
れ
ど
も
、
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金
翅
鳥
の
搏
つ
所
と
な
る
。
人
身
は
長
大
に
し
て
肥
へ
て
白
く
端
正
に
し
て
好
し
と
雖
も
、
七
宝
の
瓶
も
糞
を
盛
れ
ば
汚
穢
に
し
て
堪
ゆ
べ
か
ら
ず
そ
の
ご
と
く
此
の
人
短
小
な
り
と
雖
っ
も
、
智
慧
は
練
金
の
如
し
。
煩
悩
の
習
久
し
く
尽
き
て
生
死
の
苦
餘
す
な
し
。
法
を
護
る
が
故
に
此
に
住
ま
る
。
常
に
頭
陀
の
事
を
行
じ
て
天
人
中
の
最
勝
な
り
。
若
行
は
與
等
き
も
の
な
し
。
牟
尼
・
両
足
尊
遣
来
し
て
我
が
所
に
至
ら
し
む
。
汝
等
当
に
一
心
に
合
掌
恭
敬
し
て
礼
す
べ
し
。
是
の
偈
を
説
き
已
つ
て
諸
の
比
丘
に
告
ぐ
。『
釈
迦
牟
尼
世
尊
、
五
濁
悪
世
に
於
て
衆
生
を
教
化
し
た
ま
へ
る
千
二
百
五
十
の
弟
子
中
に
て
頭
陀
第
一
な
り
。
身
体
金
色
に
し
て
、
金
色
の
婦
を
捨
て
ゝ
出
家
し
道
を
学
ぶ
。
晝
夜
精
進
し
て
頭
然
を
救
ふ
が
如
し
。
貧
苦
下
踐
の
衆
生
を
慈
愍
し
て
恒
に
福
を
以
て
之
を
度
し
、
法
の
世
に
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住
ま
る
。
摩
訶
迦
葉
と
は
此
の
人
是
な
り
。』
此
の
語
を
説
き
已
つ
て
一
切
大
衆
悉
く
為
に
礼
を
な
す
。
爾
の
時
弥
勒
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
僧
伽
梨
を
持
し
右
手
を
覆
ふ
に
遍
か
ら
ず
、
纔
に
両
指
を
覆
ふ
の
み
な
り
。
復
た
左
手
を
覆
ふ
に
亦
両
指
を
掩
ふ
の
み
な
り
。
諸
人
怪
し
み
歎
じ
先
仏
の
卑
小
な
る
こ
れ
皆
衆
生
貪
濁
憍
慢
の
致
す
所
に
由
る
の
み
と
な
し
、
摩
訶
迦
葉
に
告
げ
て
言
は
く
、『
汝
神
足
を
現
じ
て
、
過
去
仏
所
有
の
経
法
を
説
く
べ
し
』
と
。
爾
の
時
摩
訶
迦
葉
、
身
を
虚
空
に
踊
ら
し
て
十
八
変
を
な
す
。
或
は
大
身
を
現
じ
て
虚
空
中
に
満
た
し
、
大
よ
り
復
た
小
を
現
じ
て
葶
藶
子
の
如
し
。
小
よ
り
復
た
大
を
現
ず
。
身
上
よ
り
水
を
出
し
、
身
下
よ
り
火
を
出
す
。
地
を
履
む
こ
と
水
の
如
く
、
水
を
履
む
こ
と
地
の
如
し
。
空
中
に
坐
臥
し
て
身
陷
墜
せ
ず
、
東
に
踊
れ
ば
西
に
沒
し
、
西
み
踊
れ
ば
東
に
沒
す
。
南
に
踊
れ
ば
北
に
沒
し
、
北
に
踊
れ
ば
南
に
沒
す
。
辺
に
踊
れ
ば
中
に
沒
し
、
中
に
踊
れ
ば
辺
に
沒
す
。
上
に
踊
れ
ば
下
に
沒
し
、
下
に
踊
れ
ば
上
に
沒
す
。
虚
空
中
に
於
て
琉
璃
窟
を
化
作
し
、
仏
の
神
力
を
承
け
て
梵
音
声
を
以
て
釈
迦
牟
尼
仏
の
十
二
部
経
を
説
く
。
大
衆
聞
き
已
つ
て
未
曾
有
と
怪
し
み
、八
十
億
人
塵
を
遠
け
、垢
を
離
れ
、諸
法
中
に
於
て
諸
法
を
受
け
ず
、阿
羅
漢
を
と
く
、ま
た
無
数
の
天
人
は
菩
提
心
を
発
せ
り
。〔
迦
葉
〕、
仏
を
繞
る
こ
と
三
匝
、
還
つ
て
空
よ
り
下
り
、
仏
の
為
に
礼
を
為
し
て
、
有
為
法
は
皆
悉
く
無
常
な
る
こ
と
を
説
き
、
仏
を
辭
し
て
退
い
て
耆
闍
崛
山
の
本
所
住
処
に
還
り
、
火
を
出
し
て
般
涅
槃
に
入
る
。
身
の
舍
利
を
收
め
て
山
頂
に
塔
を
起
す
。
弥
勒
仏
歎
じ
て
言
は
く
、『
大
迦
葉
比
丘
は
是
れ
釈
迦
牟
尼
仏
の
大
衆
中
に
於
て
常
に
讃
歎
せ
る
所
。
頭
陀
第
一
に
し
て
禅
定
解
脱
三
昧
に
通
達
せ
り
、
是
の
人
大
神
力
あ
り
と
雖
も
而
も
高
心
な
く
、
能
く
衆
生
を
し
て
大
歓
喜
を
得
し
め
、
常
に
下
賤
貧
苦
の
衆
生
を
愍
れ
む
。』弥
勒
仏
は
大
迦
葉
の
骨
身
を
歎
じ
て
言
は
く
、『
善
い
哉
、大
神
徳
釈
師
子
の
大
弟
子
大
迦
葉
は
彼
の
悪
世
に
於
て
能
く
其
の
心
を
修
す
。』と
。
爾
の
時
摩
訶
迦
葉
の
骨
身
、
即
ち
偈
を
説
い
て
曰
く
、
頭
陀
は
是
宝
藏
な
り
。
持
戒
は
甘
露
と
な
す
。
能
く
頭
陀
を
行
ず
る
者
は
、
必
ず
不
死
の
地
に
至
る
。
持
戒
は
生
天
と
及
び
涅
槃
の
樂
を
得
。
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此
の
偈
を
説
き
已
つ
て
、
琉
璃
水
の
如
く
還
つ
て
塔
中
に
入
る
。
爾
の
時
説
法
の
処
広
さ
八
十
由
旬
、
長
さ
百
由
旬
、
其
の
中
の
人
衆
、
坐
せ
る
も
立
て
る
も
、
近
き
も
遠
き
も
、
各
々
仏
其
の
前
に
あ
つ
て
独
り
わ
が
為
に
説
法
し
た
ま
ふ
と
見
る
。
弥
勒
仏
、
世
に
住
す
る
こ
と
六
万
億
歳
、
衆
生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
法
眼
を
得
し
む
。
滅
度
の
後
、
諸
天
・
世
人
・
仏
身
を
闍
維
す
。
時
に
転
輪
王
、
舍
利
を
收
取
し
て
、
四
天
下
に
於
て
各
八
万
四
千
の
塔
を
起
す
。
正
法
世
に
住
す
る
こ
と
六
万
歳
、
像
法
二
万
歳
な
り
。
汝
等
宜
し
く
勤
め
て
精
進
を
加
へ
、
清
淨
心
を
発
し
て
諸
の
善
業
を
起
す
べ
し
。
し
か
ら
ば
世
間
の
燈
明
・
弥
勒
・
仏
の
身
を
見
る
を
得
る
こ
と
、
必
ず
疑
な
き
な
り
。』
と
。
仏
、
語
を
説
き
已
る
。
尊
者
舍
利
弗
、
尊
者
阿
難
即
ち
座
よ
り
立
つ
て
仏
の
為
に
礼
を
作
し
、
胡
跪
合
掌
し
て
仏
に
白
し
て
言
は
く
、『
世
尊
よ
、
何
と
斯
の
経
を
名
づ
け
、
云
何
に
之
を
奉
持
す
べ
き
や
』
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
汝
好
く
憶
持
し
て
、
普
く
天
人
の
為
に
分
別
し
て
演
説
し
、
最
後
の
断
法
の
人
と
作
す
莫
れ
。
此
の
法
の
要
は
「
一
切
衆
生
断
五
逆
罪
・
淨
除
業
障
・
報
障
・
煩
悩
障
・
修
習
慈
心
與
弥
勒
共
行
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
、
亦
「
一
切
衆
生
得
聞
弥
勒
仏
名
必
免
五
濁
世
不
墮
悪
道
経
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
。
亦
「
破
悪
口
業
心
如
蓮
花
定
見
弥
勒
仏
経
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
。
亦
「
慈
心
不
殺
不
食
肉
経
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
。
亦
「
釈
迦
牟
尼
仏
以
衣
為
信
経
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
。
亦
「
若
有
聞
仏
名
決
定
得
免
八
難
経
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
。
亦
「
弥
勒
成
仏
経
」
と
名
く
。
是
の
如
く
受
持
せ
よ
。』
仏
、
舍
利
弗
に
告
げ
た
ま
は
く
、『
仏
滅
度
の
後
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
天
龍
八
部
・
鬼
神
等
、
此
の
経
を
聞
く
を
得
て
受
持
し
、
読
誦
し
、
礼
拜
し
、
供
養
し
、
法
師
を
恭
敬
し
て
一
切
の
業
障
・
報
障
。
煩
悩
障
を
破
す
れ
ば
、
弥
勒
及
び
賢
劫
の
千
仏
を
見
る
を
得
て
、
三
種
の
菩
提
は
願
に
随
つ
て
成
就
し
、
女
人
の
身
を
受
け
ず
、
正
見
に
し
て
出
家
し
て
大
解
脱
を
得
。』
是
の
語
を
説
き
已
る
。
時
に
諸
大
衆
、
仏
の
所
説
を
聞
い
て
皆
大
い
に
歓
喜
し
て
仏
を
礼
し
て
退
け
り
。
史
料
９
東
晋
・
伽
提
婆
訳
『
増
一
阿
含
経
』
卷
第
二
十
「
声
聞
品
」
第
二
十
八
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
二
巻
・
第
六
四
六
ー
六
五
〇
頁
聞
如
是
。
一
時
仏
在
羅
閲
城
迦
蘭
陀
竹
園
所
。
與
大
比
丘
衆
五
百
人
倶
。
是
時
四
大
声
聞
集
在
一
処
而
作
是
説
。
我
等
共
観
此
羅
閲
城
中
。
誰
有
不
供
奉
仏
法
衆
作
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徳
者
。
由
来
無
信
者
当
勧
令
信
如
来
法
僧
尊
者
大
目
揵
連
。
尊
者
迦
葉
。
尊
者
阿
那
律
。
尊
者
賓
頭
盧
。
爾
時
有
長
者
名
跋
提
。
饒
財
多
宝
不
可
称
計
。
金
銀
珍
宝
硨
瑪
瑙
眞
珠
虎
魄
。
象
馬
車
乘
奴
婢
僕
從
皆
悉
備
具
。
又
復
慳
貪
不
肯
布
施
。
於
仏
法
衆
無
有
毫
釐
之
善
無
有
篤
信
。
故
福
已
尽
更
不
造
新
。
恒
懷
邪
見
無
施
無
福
亦
無
受
者
。
亦
無
今
世
後
世
善
悪
之
報
。
亦
無
父
母
及
得
阿
羅
漢
者
。
亦
復
無
有
而
取
証
者
彼
長
者
有
七
重
門
。
門
門
有
守
人
。
不
得
使
乞
者
詣
門
。
復
以
鐵
籠
絡
覆
中
庭
。
中
恐
有
飛
鳥
来
至
庭
中
。
長
者
有
姊
名
難
陀
。
亦
復
慳
貪
不
肯
惠
施
。
不
種
功
徳
之
本
。
故
者
已
滅
更
不
造
新
。
亦
懷
邪
見
無
施
無
福
亦
無
受
者
。
亦
無
今
世
後
世
善
悪
之
報
。
亦
無
父
母
得
阿
羅
漢
。
亦
復
無
有
而
取
証
者
。
難
陀
門
戸
亦
有
七
重
。
亦
有
守
門
人
。
不
令
有
来
乞
者
。
亦
復
以
鐵
籠
覆
上
。
不
使
飛
鳥
来
入
家
中
。
我
等
今
日
可
使
難
陀
母
篤
信
仏
法
衆
。
爾
時
拔
提
長
者
清
旦
食
餅
。
是
時
尊
者
阿
那
律
。
到
時
著
衣
持
鉢
便
從
長
者
舍
地
中
踊
出
。
舒
鉢
向
長
者
。
是
時
長
者
極
懷
愁
憂
即
授
少
許
餅
與
阿
那
律
。
是
時
阿
那
律
得
餅
已
還
詣
所
在
。
是
時
長
者
便
興
瞋
恚
語
守
門
人
言
。
我
有
教
勅
。
無
令
有
人
入
門
内
。
何
故
使
人
来
入
。
時
守
門
者
報
曰
。
門
閤
牢
固
。
不
知
此
道
士
為
從
何
来
。
爾
時
長
者
默
然
不
言
時
長
者
已
食
餅
竟
次
食
魚
肉
。
尊
者
大
迦
葉
著
衣
持
鉢
詣
長
者
家
。
從
地
中
踊
出
。
舒
鉢
向
長
者
。
時
長
者
甚
懷
愁
憂
授
小
許
魚
肉
與
之
。
是
時
迦
葉
得
肉
。
便
於
彼
沒
還
帰
所
在
。
是
時
長
者
倍
復
瞋
恚
語
守
門
者
言
我
先
有
教
令
。
不
使
人
入
家
中
。
何
故
復
使
二
沙
門
入
家
乞
食
。
時
守
門
人
報
曰
。
我
等
不
見
此
沙
門
為
從
何
来
入
。
長
者
報
曰
。
此
禿
頭
沙
門
善
於
幻
術
狂
惑
世
人
無
有
正
行
。
爾
時
長
者
婦
去
長
者
不
遠
而
坐
観
之
。
然
此
長
者
婦
是
質
多
長
者
妹
。
從
摩
師
山
中
取
之
。
時
婦
語
長
者
言
。
可
自
護
口
。
勿
作
是
語
。
言
沙
門
学
於
幻
術
。
所
以
然
者
。
此
諸
沙
門
有
大
威
神
所
以
来
至
長
者
家
者
多
所
饒
益
。
長
者
。
竟
識
先
前
比
丘
者
乎
。
長
者
報
曰
。
我
不
識
之
。
時
婦
報
言
。
長
者
。
頗
聞
迦
毘
羅
衞
国
斛
淨
王
子
名
阿
那
律
。
当
生
之
時
此
地
六
変
震
動
。
遶
舍
一
由
旬
内
伏
藏
自
出
。
長
者
報
言
。
我
聞
有
阿
那
律
。
然
不
見
之
耳
。
時
婦
語
長
者
言
。
此
豪
族
之
子
。
捨
居
家
已
出
家
学
道
。
修
於
梵
行
得
阿
羅
漢
道
。
天
眼
第
一
。
無
有
出
者
。
然
如
来
亦
説
。
我
弟
子
中
天
眼
第
一
。
所
謂
阿
那
律
比
丘
是
。
次
第
二
比
丘
来
入
乞
者
。
為
識
不
乎
。
長
者
報
言
。
我
不
識
之
。
其
婦
語
言
。
長
者
頗
聞
此
羅
閲
城
内
大
梵
志
名
迦
毘
羅
。
饒
財
多
宝
不
可
称
計
。
有
九
百
九
十
九
頭
耕
牛
田
作
。
長
者
報
言
。
我
躬
自
見
此
梵
志
身
。
其
婦
報
言
。
長
者
。
頗
聞
彼
梵
志
息
。
名
曰
比
波
羅
耶
檀
那
。
身
作
金
色
。
婦
名
婆
陀
。
女
中
殊
勝
者
。
設
挙
紫
磨
金
在
前
猶
黒
比
白
。
長
者
報
言
。
我
聞
此
梵
志
有
子
。
名
曰
比
波
羅
耶
檀
那
。
然
復
不
見
。
其
婦
報
言
。
向
者
後
来
比
丘
即
是
。
其
身
捨
此
玉
女
之
宝
。
出
家
学
道
今
得
阿
羅
漢
恒
行
頭
陀
。
諸
有
頭
陀
之
行
具
足
法
者
。
無
有
出
尊
迦
葉
上
也
。
世
尊
亦
説
。
我
弟
子
中
第
一
比
丘
頭
陀
行
者
。
所
謂
大
迦
葉
是
。
今
長
者
快
得
善
利
。
乃
使
賢
聖
之
人
来
至
此
間
乞
食
。
我
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観
此
義
已
故
作
是
言
。
善
自
護
口
。
莫
誹
謗
賢
聖
之
人
言
作
幻
化
。
此
釈
迦
弟
子
皆
有
神
徳
。
当
説
此
語
。
時
尊
者
大
目
揵
連
。
著
衣
持
鉢
飛
騰
虚
空
。
詣
長
者
家
破
此
鐵
籠
落
。
在
虚
空
中
結
跏
趺
坐
。
是
時
跋
提
長
者
見
目
犍
連
在
虚
空
中
坐
。
便
懷
恐
怖
而
作
是
説
。
汝
是
天
耶
。
目
連
報
言
。
我
非
天
也
。
長
者
問
言
。
汝
是
乾
沓
和
耶
。
目
連
報
言
我
非
乾
沓
和
。
長
者
問
言
。
汝
是
鬼
耶
。
目
連
報
言
。
我
非
鬼
也
。
長
者
問
言
。
汝
是
羅
刹
噉
人
鬼
耶
。
目
連
報
言
。
我
亦
非
羅
刹
噉
人
鬼
也
。
是
時
跋
提
長
者
便
説
此
偈
為
天
乾
沓
和
羅
刹
鬼
神
耶
又
言
非
是
天
羅
刹
鬼
神
者
不
似
乾
沓
和
方
域
所
遊
行
汝
今
名
何
等
我
今
欲
得
知
爾
時
目
連
復
以
偈
報
曰
非
天
乾
沓
和
非
鬼
羅
刹
種
三
世
得
解
脱
今
我
是
人
身
所
可
降
伏
魔
成
於
無
上
道
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釈
迦
文
我
名
大
目
連
是
時
跋
提
長
者
語
目
連
言
。
比
丘
何
所
教
勅
。
目
連
報
言
。
我
今
欲
與
汝
説
法
善
思
念
之
。
時
長
者
復
作
是
念
。
此
諸
道
士
長
夜
著
於
飲
食
。
然
今
欲
論
者
。
正
当
論
飲
食
耳
。
若
当
從
我
索
食
者
。
我
当
言
無
也
。
然
復
作
是
念
。
我
今
少
多
聴
此
人
所
説
。
爾
時
目
連
知
長
者
心
中
所
念
。
便
説
此
偈
如
来
説
二
施
法
施
及
財
施
今
当
説
法
施
專
心
一
意
聴
是
時
長
者
聞
当
説
法
施
。
便
懷
歓
喜
語
目
連
言
。
願
時
演
説
。
聞
当
知
之
。
目
連
報
言
。
長
者
当
知
。
如
来
説
五
事
大
施
。
尽
形
寿
当
念
修
行
。
時
長
者
復
作
是
念
。
目
連
向
者
欲
説
法
施
行
。
今
復
言
有
五
大
施
。
是
時
目
連
知
長
者
心
中
所
念
。
復
告
長
者
言
。
如
来
説
有
二
大
施
。
所
謂
法
施
･ 財
施
。
我
今
当
説
法
施
。
不
説
財
施
。
長
者
報
言
。
何
者
是
五
大
施
。
目
連
報
言
。
一
者
不
得
殺
生
。
此
名
為
大
施
。
長
者
当
尽
形
寿
修
行
之
。
二
者
不
盜
。
名
為
大
施
。
当
尽
形
寿
修
行
。
不
婬
不
妄
語
不
飲
酒
。
当
尽
形
寿
而
修
行
之
。
是
謂
長
者
有
此
五
大
施
当
念
修
行
。
是
時
跋
提
長
者
聞
此
語
已
。
極
懷
歓
喜
而
作
是
念
。
釈
迦
文
仏
所
説
甚
妙
。
今
所
演
説
者
。
乃
不
用
宝
物
。
如
我
今
日
不
堪
殺
生
。
此
可
得
奉
行
。
又
我
家
中
饒
財
多
宝
終
不
偸
盜
。
此
亦
是
我
之
所
行
。
又
我
家
中
有
上
妙
之
女
。
終
不
婬
他
。
是
我
之
所
行
。
又
我
不
好
妄
語
之
人
。
何
況
自
当
妄
語
。
此
亦
是
我
之
所
行
。
如
今
日
意
不
念
酒
。
何
況
自
嘗
。
此
亦
是
我
之
所
行
。
是
時
長
者
語
目
連
言
。
此
五
施
者
我
能
奉
行
。
是
時
長
者
心
中
作
是
念
。
我
今
可
飯
此
目
連
。
長
者
仰
頭
語
目
連
言
。
可
屈
神
下
顧
就
此
而
坐
。
是
時
目
連
尋
声
下
坐
。
是
時
跋
提
長
者
躬
自
辦
種
種
飲
食
與
目
連
。
目
連
食
訖
行
淨
水
。
長
者
作
是
念
。
可
持
一
端
奉
上
目
連
。
是
時
入
藏
内
而
選
取
白
。
欲
取
不
好
者
。
便
得
好
者
尋
復
捨
之
。
而
更
取
又
故
爾
好
。
捨
之
復
更
取
之
。
是
時
。
目
連
知
長
者
心
中
所
念
。
便
説
此
偈
施
與
心
鬪
諍
此
福
賢
所
棄
施
時
非
鬪
時
可
時
随
心
施
爾
時
長
者
便
作
是
念
。
今
目
連
知
我
心
中
所
念
。
便
持
白
奉
上
目
連
。
是
時
目
連
即
與
呪
願
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部
観
察
施
第
一
知
有
賢
聖
人
施
中
最
為
上
良
田
生
果
実
時
目
連
呪
願
已
。
受
此
白
。
使
長
者
受
福
無
窮
。
是
時
長
者
便
在
一
面
坐
。
目
連
漸
與
説
法
妙
論
。
所
謂
論
者
。
施
論
戒
論
生
天
之
論
。
欲
不
淨
想
出
要
為
樂
。
諸
仏
世
尊
所
説
之
法
苦
習
尽
道
。
時
目
連
尽
與
説
之
。
即
於
座
上
得
法
眼
淨
。
如
極
淨
之
衣
易
染
為
色
。
此
跋
提
長
者
亦
復
如
是
。
即
於
座
上
得
法
眼
淨
。
以
得
法
見
法
無
有
狐
疑
。
而
受
五
戒
自
仏
法
聖
衆
。
時
目
連
以
見
長
者
得
法
眼
淨
。
便
説
此
偈
如
来
所
説
経
根
原
悉
備
具
眼
淨
無
瑕
穢
無
疑
無
猶
豫
是
時
跋
提
長
者
白
目
連
曰
。
自
今
已
後
恒
受
我
請
。
及
四
部
衆
。
当
供
給
衣
被
飯
食
床
臥
具
病
痩
医
藥
。
無
所
愛
惜
。
是
時
目
連
與
長
者
説
法
已
。
便
從
坐
起
而
去
。
餘
大
声
聞
尊
者
大
迦
葉
。
尊
者
阿
那
律
。
語
尊
者
賓
頭
盧
言
。
我
等
已
度
跋
提
長
者
。
汝
今
可
往
降
彼
老
母
難
陀
。
賓
頭
盧
報
曰
。
此
事
大
佳
。
爾
時
老
母
難
陀
躬
作
酥
餅
。
爾
時
尊
者
賓
頭
盧
到
時
著
衣
持
鉢
入
羅
閲
城
。
乞
食
漸
漸
至
老
母
難
陀
舍
。
從
地
中
踊
出
舒
手
持
鉢
。
從
老
母
難
陀
乞
食
。
是
時
老
母
見
賓
頭
盧
已
。
極
懷
瞋
恚
並
作
是
悪
言
。
比
丘
。
当
知
設
汝
眼
脱
者
。
我
終
不
乞
汝
食
也
。
是
時
賓
頭
盧
即
入
三
昧
使
雙
眼
脱
出
。
是
時
母
難
陀
倍
復
瞋
恚
復
作
悪
言
。
正
使
沙
門
空
中
倒
懸
者
。
終
不
與
汝
食
。
是
時
尊
者
賓
頭
盧
復
以
三
昧
力
。
在
空
中
倒
懸
。
時
母
難
陀
倍
復
瞋
恚
而
作
悪
言
。
正
使
沙
門
挙
身
烟
出
者
我
終
不
與
汝
食
。
是
時
賓
頭
盧
復
以
三
昧
力
挙
身
出
烟
。
是
時
老
母
見
已
倍
復
恚
怒
而
作
是
語
。
正
使
沙
門
挙
身
燃
者
。
我
終
不
與
汝
食
也
。
是
時
賓
頭
盧
即
以
三
昧
。
使
身
体
尽
燃
。
老
母
見
已
復
作
是
語
。
正
使
沙
門
挙
身
出
水
者
。
我
終
不
與
汝
食
也
。
時
賓
頭
盧
。
復
以
三
昧
力
便
挙
身
皆
出
水
。
老
母
見
已
復
作
是
語
。
正
使
沙
門
在
我
前
死
者
。
我
終
不
與
汝
食
也
。
是
時
尊
者
賓
頭
盧
即
入
滅
尽
三
昧
。
無
出
入
息
。
在
老
母
前
死
。
時
老
母
以
不
見
出
入
息
即
懷
恐
怖
。
衣
毛
皆
竪
而
作
是
語
。
此
沙
門
釈
種
子
。
多
所
識
知
国
王
所
敬
。
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料
部
設
聞
在
我
家
死
者
。
必
遭
官
事
恐
不
免
済
。
並
作
是
語
。
沙
門
還
活
者
。
我
当
與
沙
門
食
。
是
時
賓
頭
盧
即
從
三
昧
起
。
時
母
難
陀
復
作
是
念
。
此
餅
極
大
。
当
更
作
小
者
與
之
。
時
老
母
取
少
許
麺
作
餅
。
餅
遂
長
大
。
老
母
見
已
復
作
是
念
。
此
餅
極
大
。
当
更
作
小
者
。
然
餅
遂
大
。
当
取
先
前
作
者
持
與
之
。
便
前
取
之
。
然
復
諸
餅
皆
共
相
連
。
時
母
難
陀
語
賓
頭
盧
曰
。
比
丘
。
須
食
者
便
自
取
。
何
故
相
嬈
乃
爾
。
賓
頭
盧
報
曰
。
大
姊
当
知
我
不
須
食
。
但
須
母
欲
有
所
説
耳
。
母
難
陀
報
曰
。
比
丘
。
何
所
戒
勅
。
賓
頭
盧
曰
。
老
母
。
今
当
知
今
持
此
餅
往
詣
世
尊
所
。
若
世
尊
有
所
戒
勅
者
。
我
等
当
共
奉
行
。
老
母
報
曰
。
此
事
甚
快
。
是
時
老
母
躬
負
此
餅
。
從
尊
者
賓
頭
盧
後
往
至
世
尊
所
。
到
已
頭
面
礼
足
在
一
面
立
。
爾
時
賓
頭
盧
白
世
尊
曰
。
此
母
難
陀
。
是
跋
提
長
者
姊
。
慳
貪
独
食
不
肯
施
人
。
唯
願
世
尊
。
為
説
篤
信
之
法
使
得
開
解
。
爾
時
世
尊
告
母
難
陀
。
汝
今
持
餅
。
施
與
如
来
及
與
比
丘
僧
。
是
時
母
難
陀
即
以
奉
上
如
来
及
餘
比
丘
僧
。
故
有
遺
餘
餅
在
。
母
難
陀
白
世
尊
言
。
故
有
殘
餅
。
世
尊
曰
。
更
飯
仏
比
丘
僧
。
母
難
陀
受
仏
教
令
復
持
此
餅
。
飯
仏
及
比
丘
僧
。
然
後
復
故
有
餅
在
。
是
時
世
尊
告
母
難
陀
。
汝
今
当
持
此
餅
。
與
比
丘
尼
衆
優
婆
塞
優
婆
夷
衆
。
然
故
有
餅
在
。
世
尊
告
曰
。
可
持
此
餅
施
與
諸
貧
窮
者
。
然
故
有
餅
在
。
世
尊
告
曰
。
可
持
此
餅
棄
于
淨
地
。
若
著
極
清
淨
水
中
。
所
以
然
者
。
我
終
不
見
沙
門
婆
羅
門
天
及
人
民
能
消
此
餅
。
除
如
来
至
眞
等
正
覚
。
對
曰
。
如
是
世
尊
。
是
時
母
難
陀
即
以
此
餅
。
捨
著
淨
水
中
。
即
時
火
焔
起
。
母
難
陀
見
已
。
尋
懷
恐
懼
往
至
世
尊
所
。
頭
面
礼
足
在
一
面
坐
。
是
時
世
尊
漸
與
説
法
。
所
謂
論
者
。
施
論
戒
論
生
天
之
論
。
欲
不
淨
想
漏
為
穢
汚
出
家
為
要
。
爾
時
世
尊
以
見
母
難
陀
心
意
開
解
。
諸
仏
世
尊
常
所
説
法
苦
習
尽
道
。
爾
時
世
尊
尽
與
母
難
陀
説
之
。
是
時
老
母
即
於
座
上
得
法
眼
淨
。
猶
如
白
易
染
為
色
。
此
亦
如
是
。
時
母
難
陀
諸
塵
垢
尽
得
法
眼
淨
。
彼
以
得
法
成
法
無
有
狐
疑
。
已
度
猶
豫
得
無
所
畏
。
而
承
事
三
尊
受
持
五
戒
。
爾
時
世
尊
重
與
説
法
使
発
歓
喜
。
爾
時
難
陀
白
世
尊
曰
。
自
今
已
後
使
四
部
之
衆
在
我
家
取
施
。
自
今
已
去
恒
常
布
施
。
修
諸
功
徳
奉
諸
賢
聖
。
即
從
坐
起
頭
面
礼
足
便
退
而
去
。
是
時
跋
提
長
者
及
母
難
陀
。
有
弟
名
曰
優
婆
迦
尼
。
是
阿
闍
世
王
。
少
小
同
好
極
相
愛
念
。
爾
時
優
婆
迦
尼
長
者
経
營
田
作
。
聞
兄
跋
提
及
姊
難
陀
受
如
来
法
化
。
聞
已
。
歓
喜
踊
躍
不
能
自
勝
。
七
日
之
中
不
復
睡
眠
亦
不
飲
食
。
是
時
長
者
辦
田
作
已
。
還
詣
羅
閲
城
中
道
復
作
是
念
。
我
今
先
至
世
尊
所
然
後
到
家
。
爾
時
長
者
往
至
世
尊
所
。
頭
面
礼
足
在
一
面
坐
。
爾
時
長
者
白
世
尊
曰
。
我
兄
跋
提
及
姊
難
陀
。
受
如
来
法
化
乎
。
世
尊
告
曰
。
如
是
長
者
。
今
跋
提
難
陀
。
以
見
四
諦
修
諸
善
法
。
爾
時
優
婆
迦
尼
長
者
白
世
尊
曰
。
我
等
居
門
極
獲
大
利
。
世
尊
告
曰
如
是
長
者
。
如
汝
所
言
。
汝
今
父
母
極
獲
大
利
。
種
後
世
之
福
。
爾
時
世
尊
與
長
者
説
微
妙
之
法
。
長
者
聞
法
已
即
從
坐
起
。
頭
面
礼
足
便
退
而
去
往
詣
王
阿
闍
世
所
在
一
面
坐
。
爾
時
王
問
長
者
曰
。
汝
兄
及
姊
受
如
来
化
耶
。
對
曰
。
如
是
大
王
。
王
聞
此
語
歓
- 57 -
史
料
部
喜
踊
躍
不
能
自
勝
。
即
撃
鍾
鳴
鼓
告
勅
城
内
。
自
今
已
後
無
令
事
仏
之
家
有
所
貲
輸
。
亦
使
事
仏
之
人
来
迎
去
送
。
所
以
然
者
。
此
皆
是
我
道
法
兄
弟
。
爾
時
王
阿
闍
世
。
出
種
種
飲
食
持
與
長
者
。
時
長
者
便
作
是
念
。
我
竟
不
聞
世
尊
説
夫
優
婆
塞
之
法
。
為
応
食
何
等
食
。
応
飲
何
等
漿
。
我
今
先
往
至
世
尊
所
。
問
此
義
然
後
当
食
。
爾
時
長
者
告
左
右
一
人
曰
。
汝
往
至
世
尊
所
。
到
已
頭
面
礼
足
。
持
我
声
而
白
世
尊
云
。
優
婆
迦
尼
長
者
白
世
尊
曰
。
夫
賢
者
之
法
当
持
幾
戒
。
又
犯
幾
戒
非
清
信
士
。
当
応
食
何
等
食
飲
何
等
漿
。
爾
時
彼
人
受
長
者
教
往
至
世
尊
所
。
頭
面
礼
足
在
一
面
立
。
爾
時
彼
人
持
長
者
名
白
世
尊
曰
。
夫
清
信
士
之
法
応
持
幾
戒
犯
幾
戒
非
優
婆
塞
。
又
応
食
何
等
食
飲
何
等
漿
。
世
尊
告
曰
。
汝
今
当
知
食
有
二
種
。
有
可
親
近
。
有
不
可
親
近
。
云
何
為
二
。
若
親
近
食
時
。
起
不
善
法
善
法
有
損
。
此
食
不
可
親
近
。
若
得
食
時
。
善
法
増
益
不
善
法
損
。
此
食
可
親
近
。
漿
亦
有
二
事
。
若
得
漿
時
。
起
不
善
法
善
法
有
損
。
此
不
可
親
近
。
若
得
漿
時
。
不
善
法
損
善
法
有
益
。
此
可
親
近
。
夫
清
信
士
之
法
限
戒
有
五
。
其
中
能
持
一
戒
。
二
戒
三
戒
四
戒
。
乃
至
五
戒
。
皆
当
持
之
。
当
再
三
問
能
持
者
使
持
之
。
若
清
信
士
犯
一
戒
已
。
身
壞
命
終
生
地
獄
中
。
若
復
清
信
士
奉
持
一
戒
。
生
善
処
天
上
。
何
況
二
三
四
五
。
是
時
彼
人
從
仏
受
教
已
。
頭
面
礼
足
便
退
而
去
。
彼
人
去
不
遠
。
是
時
世
尊
告
諸
比
丘
。
自
今
已
後
。
聴
授
優
婆
塞
五
戒
及
三
自
帰
。
若
比
丘
欲
授
清
信
士
女
戒
時
。
教
使
露
臂
叉
手
合
掌
。
教
称
姓
名
帰
仏
法
衆
再
三
。
教
称
姓
名
帰
仏
法
衆
。
復
更
自
称
。
我
今
已
帰
仏
帰
法
帰
比
丘
僧
。
如
釈
迦
文
仏
。
最
初
五
百
賈
客
受
三
自
帰
。
尽
形
寿
不
殺
不
盜
不
婬
不
欺
不
飲
酒
。
若
持
一
戒
餘
封
四
戒
。
若
受
二
戒
餘
封
三
戒
。
若
受
三
戒
餘
封
二
戒
。
若
受
四
戒
餘
封
一
戒
。
若
受
五
戒
当
具
足
持
之
。
爾
時
諸
比
丘
聞
仏
所
説
歓
喜
奉
行
。
史
料
10
吴
支
謙
訳
『
撰
集
百
縁
経
』
卷
第
六
「
仏
度
水
牛
生
天
縁
」
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
四
巻
・
第
二
三
二
頁
仏
在
驕
薩
羅
国
。
将
諸
比
丘
。
欲
詣
勒
那
樹
下
。
至
一
澤
中
。
有
五
百
水
牛
。
甚
大
凶
悪
。
復
有
五
百
放
牛
之
人
。
遙
見
仏
来
。
将
諸
比
丘
。
從
此
道
行
。
高
声
叫
喚
。
唯
願
世
尊
莫
此
道
行
。
此
牛
群
中
。
有
大
悪
牛
。
觝
突
傷
人
。
難
可
得
過
。
爾
時
仏
告
放
牛
人
言
。
汝
等
今
者
。
莫
大
憂
怖
。
彼
水
牛
者
。
設
来
觝
我
。
吾
自
知
時
。
比
語
言
之
頃
。
悪
牛
卒
来
。
翹
尾
低
角
刨
地
吼
喚
。
跳
躑
直
前
。
爾
時
如
来
。
於
五
指
端
。
化
五
師
子
。
在
仏
左
右
。
四
面
周
匝
。
有
大
火
坑
。
時
彼
水
牛
。
甚
大
惶
怖
。
四
向
馳
走
。
無
有
去
処
。
唯
仏
足
前
有
少
許
地
宴
然
清
涼
。
馳
奔
趣
向
。
心
意
泰
然
。
無
復
怖
畏
。
長
跪
伏
首
。
舐
世
尊
足
。
復
更
仰
頭
。
視
仏
如
来
。
喜
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料
部
不
自
勝
。
爾
時
世
尊
。
知
彼
悪
牛
心
已
調
伏
。
即
便
為
牛
。
而
説
偈
言
盛
心
興
悪
意
欲
来
傷
害
我
帰
誠
望
得
勝
返
来
舐
我
足
時
彼
水
牛
。
聞
仏
世
尊
説
是
偈
已
。
深
生
慚
愧
。
欻
然
悟
解
。
蓋
障
雲
除
。
知
在
先
身
在
人
道
中
所
作
悪
業
。
倍
生
慚
愧
。
不
食
水
草
。
即
便
命
終
。
生
忉
利
天
。
忽
然
長
大
。
如
八
歳
兒
。
便
自
念
言
。
我
修
何
福
。
生
此
天
上
。
尋
自
観
察
。
知
在
世
間
。
受
水
牛
身
。
蒙
仏
化
度
。
得
来
生
天
。
我
今
当
還
報
仏
之
恩
。
作
是
念
已
。
頂
戴
天
冠
。
著
諸
瓔
珞
。
荘
厳
其
身
。
齎
持
香
花
。
来
詣
仏
所
。
光
明
赫
奕
。
照
仏
世
尊
。
前
礼
仏
足
。
却
坐
一
面
。
仏
即
為
其
説
四
諦
法
。
心
開
意
解
。
得
須
陀
洹
果
。
遶
仏
三
匝
。
還
于
天
宮
。
時
放
牛
人
。
於
其
晨
朝
。
而
白
仏
言
。
昨
夜
光
明
。
為
是
釈
梵
四
天
大
王
二
十
八
部
鬼
神
将
耶
。
仏
告
放
牛
人
。
亦
非
釈
梵
諸
神
王
等
来
聴
法
也
。
乃
是
汝
等
。
所
道
悪
牛
。
以
見
我
故
。
命
終
生
天
。
来
供
養
我
。
是
其
光
耳
。
時
五
百
放
牛
人
。
聞
仏
語
已
。
各
相
謂
言
。
彼
悪
水
牛
。
尚
能
見
仏
。
得
生
天
上
。
況
我
等
輩
。
今
者
是
人
。
云
何
不
修
諸
善
法
耶
。
作
是
語
已
各
相
師
合
。
設
諸
餚
膳
。
請
仏
及
僧
。
飯
食
已
訖
。
仏
即
為
其
種
種
説
法
。
心
開
意
解
。
各
獲
道
迹
。
求
索
出
家
。
仏
即
告
言
。
善
来
比
丘
。
鬚
髪
自
落
。
法
服
著
身
。
便
成
沙
門
。
精
懃
修
習
。
得
阿
羅
漢
果
。
三
明
六
通
。
具
八
解
脱
。
諸
天
世
人
。
所
見
敬
仰
。
時
諸
比
丘
。
見
是
事
已
而
白
仏
言
。
今
此
水
牛
。
及
五
百
放
牛
人
。
宿
造
何
業
。
生
水
牛
中
。
復
修
何
福
。
値
仏
世
尊
。
出
家
得
道
。
爾
時
世
尊
。
告
諸
比
丘
。
汝
等
今
者
。
欲
知
水
牛
及
放
牛
人
宿
業
所
造
諸
悪
業
縁
。
我
今
当
為
汝
等
説
偈
宿
造
善
悪
業
百
劫
而
不
朽
善
業
因
縁
故
今
獲
如
是
報
時
諸
比
丘
。
聞
仏
世
尊
説
是
偈
已
。
前
白
仏
言
。
不
審
世
尊
。
過
去
世
時
。
其
事
云
何
。
唯
願
世
尊
。
敷
演
解
説
。
爾
時
世
尊
。
告
諸
比
丘
。
汝
等
諦
聴
。
吾
当
為
汝
分
別
解
説
。
此
賢
劫
中
。
波
羅
奈
国
。
有
仏
出
世
。
号
曰
迦
葉
。
於
彼
法
中
。
有
一
三
藏
比
丘
。
将
五
百
弟
子
。
遊
行
他
国
。
在
大
衆
中
。
而
共
論
議
。
有
難
問
者
。
不
能
通
達
。
便
生
瞋
恚
。
返
更
悪
罵
。
汝
等
今
者
。
無
所
曉
知
。
彊
難
問
我
。
状
似
水
牛
觝
突
人
来
。
時
諸
弟
子
。
咸
皆
然
可
。
以
為
非
他
。
作
是
語
已
。
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史
料
部
各
自
散
去
。
以
是
悪
口
業
因
縁
故
五
百
世
中
。
生
水
牛
中
。
及
放
牛
人
。
共
相
随
逐
。
乃
至
今
者
。
故
未
得
脱
。
仏
告
諸
比
丘
。
欲
知
彼
時
三
藏
比
丘
者
。
今
此
群
中
悪
水
牛
是
。
彼
時
弟
子
者
。
今
五
百
放
牛
人
是
。
仏
説
是
水
牛
縁
時
。
各
各
自
護
身
口
意
業
。
厭
悪
生
死
。
有
得
須
陀
洹
者
。
斯
陀
含
者
。
阿
那
含
者
。
阿
羅
漢
者
。
有
発
辟
支
仏
心
者
。
有
発
無
上
菩
提
心
者
。
爾
時
諸
比
丘
。
聞
仏
所
説
。
歓
喜
奉
行
。
  
初
出
一
覧 
 
第
一
章 
書
き
下
ろ
し 
 
第
二
章 
「
敦
煌
莫
高
窟
第2
8
5
窟
南
壁
故
事
画
所
依
経
典
之
再
研
究 
―
以
宗
教
思
想
為
中
心
」 
『
文
博
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
掲
載
、
二
〇
一
四
年
。 
 
第
三
章 
「
弥
勒
三
会
思
想
在
敦
煌
壁
画
中
的
表
達 
-
浅
析
第2
8
5
窟
南
壁
故
事
画
的「
特
色
」之
処
」 
『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
四
年
第
四
期
掲
載
、
二
〇
一
四
年
。 
 
第
四
章 
「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
南
壁
故
事
画
の
意
味
と
そ
の
宗
教
的
機
能
」 
『
美
術
史
学
』
第
三
四
号
掲
載
、
二
〇
一
三
年
。 
 
第
五
章 
書
き
下
ろ
し 
 
＊
（『
文
博
』
と
『
華
夏
考
古
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
中
国
語
で
公
表
し
た
）。 
   
   
〔
附
記
〕 
 
本
研
究
は
、
上
記
の
既
発
表
論
文
に
加
筆
修
正
を
行
い
、
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
を
加
え
て
、
博
士
論
文
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 
 
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋･
日
本
美
術
史
研
究
室
の
泉
武
夫
教
授
、
長
岡
龍
作
教
授
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
同
研
究
科
美
学･
西
洋
美
術
史
研
究
室
の
尾
崎
彰
宏
教
授
、
芳
賀
京
子
准
教
授
か
ら
も
折
に
触
れ
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。 
 
ま
た
、
同
研
究
科
東
洋
・
日
本
美
術
史
研
究
室
の
皆
様
よ
り
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
と
助
言
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
